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■
昭
和
５６
年
８
月
１
日
現
在

■

＊
印
は
価
格
改
定
で
す
　
　
■
１０
月
―
日
か
ら
送
料
が
値
上
げ
に
な
り
ま
し
た

■
２
冊
以
上
の
場
合
の
送
料
は
、
定
価
合
計
が

三
千
円
未
満
　
一二
百
円

六
千
円
未
満
　
四
百
円

一
万
円
未
満
　
五
百
円

一
万
円
以
上
　
工（
百
円

原

典

コ
ピ

ー
版

健
康
戦
線
の
第

一
線
に
立
ち
て
　
　
一、
〓一〓
円
　
一Ｔ
一〓

一
つ
の
報
告
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一、〓一８
円
　
一Ｉ

８

自
然
科
学
の
最
後
　
　
　
　
　
　
　
一一至
（〓
円
　
一Ｔ
一畠

中
央
ア
フ
リ
カ
横
断
記
　
　
　
　
　
一、
ｏ
８
円
　
一Ｔ
一〓

コ
ン
パ
文
庫
４
　
　
　
　
　
　
　
　
一一一、三
〓
円
　
一工
一己

コ
ン
パ
文
庫
５
　
　
　
　
　
　
　
　
一、七
８
円
　
一Ｉ
一吾

コ
ン
パ
文
庫
６
　
　
　
　
　
　
　
　
一一一、
八
〓
円
　
一Ｉ
一吾

」新
し
き
世
界

へ
」
三
ｏ
上
一勇
号
　
　
一〈
、
８
ｏ
円
　
一Ｔ
出
ｏ

『世
界
恒
久
平
和
案

。
「意
志
」教
育
五
十
年
の
実
験
報
告
」

一、〇
〓
円
　
一Ｉ
一〓

Ｐ
Ｕ
歌
集
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
８
円
　
一Ｔ
こ
ｏ

●
本
部
へ
の
注
文
は
、
一Ｌ
現
金
書
留
、
ま
た
は
２
振
替
東
京
？
冗

里
三
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
へ
、
代
金
と
送
料
と
注
文
品
を
明
示
し
て
送

金
し
て
く
だ
さ
い
。
・１
の
場
合
は
２
週
間
、
２
の
場
合
は
、
３
週

間
み
て
く
だ
さ
い
。

脚

棚

鼎

榔

鼎

脚

（入
円
向
き
）
桜
沢
如

＾
綺

＊
魔
法
の
メ
ガ
ネ
　
無
双
原
理
の
物
の
考
え
方

＊
水ヽ
性還
の
小
４
十
（上
）
少
年
よ
、
大
志
を
い
だ
け
ノ

食
養
人
生
読
本
　
食
養
で
開
く
自
由
の
人
生

＊
生
命
現
象
と
環
境
　
ゃ
さ
し
い
エ
コ
ロ
一ン
ー

＊
新
食
養
療
法
　
正
食
身
むヽ
改
壮理法

東
洋
医
学
の
哲
学
　
軽
装
並日及
版

一資
料
）
米
上
院
栄
養
委

米
国
の
食
事
改
善
目
標

桜
沢
里
真
著

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
料
理

家
庭
料
理
全
書
三
、こ
〇
円
　
一Ｉ
一〓

＊
食
養
料
理
法
・―――
版
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一、五
８
円
　
一〓
一こ

（研
究
向
き

）

桜
沢
如

一
苦

＊
無
双
原
理

・
易
　
宇
宙
法
則
、実
用
ムオ
証
法
　
　
一、
一〓
円
　
一Ｔ
一占

宇
宙
の
秩
序
　
最
重
大
Ｐ
Ｕ
書
　
　
　
　
　
　
一、〇
〓
円
　
一Ｔ
一〓

病
気
を
治
す
術

・
病
人
を
治
す
法

人
生
論

　

五
き
円
　
一工
一〓

桜
沢
如

一
ア
ル
バ
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〓
円
　
一Ｉ
一〓

ク
ラ
ラ

・
シ

ュ
ー
マ
ン
　
人
生
論
　
　
　
　
　
　
七
三
〇
円
　
一Ｉ
占
ｏ

人
間
―
こ
の
未
知
な
る
も
の
，

レ
Ｌ

　

　

一一、０
８
円
　
一Ｔ
一〓

自
然
医
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一一、三
８
円
　
一Ｔ
一畠

一、〇
〓
円
　
一Ｔ
一占

三
吾
円
　
一Ｉ

〓

一、
二
〓
円
　
一Ｔ
一占

四
吾
円
　
一Ｉ
一〓

一、三
〓
円
　
一Ｉ
一吾

二
、
０
８
円
　
一〓
一己

二
８
円
　
一Ｔ

Ｗ

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

東
京
都
渋
谷
区
大
山
町

＾
．
―
五

（●
１
）
四
六
九

・
七
六
三

一
代

電 〒
話 1]

好

評

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

『Ｇ
Ｏ
、
母
を
語
る
』

９０
分
　
１
本

二
、
六
〇
〇
円

（〒
一
七
〇
）

・
ひ
と
言
も
不
平
を
言
わ
ぬ
母
だ

っ
た
‐‐

お
待
た
せ
し
ま
し
た
′

桜

沢

如

一

健
康
の
七
大
条
件

―
―
正
義
に
つ
い
て
―
―

Ｂ
６
判
　
１２５
べ
‐
ジ

美
一麗
再
刷
出
来

６
５
０
円
　
一Ｉ

一〇
〇
円

日

本

Ｃ

Ｉ

協

会



佐々丼譲 日本正食品研究所を経営、かつて桜沢先生の指導で原子転換研究に従
事していた。

太田竜  『いのちの革命』『革命理論の革命』『日本原住民史序説』『イ可から始める
べきか』など多数の著書がある。

横田稲吉 植物の研究家。著書に『飯能の自然』『天然記念物緊急調査』『埼玉
県植物誌』 (共著)などがある。

坂本二三久 自然農法30年。世界救世教自然農法指導員。
川崎伊津 鍼灸811。 戦前から無双原理を学ぶ。
藤田紀代美 演劇集団「日本」所属、俳優 3年生。
橋本政憲 日本 CI協会編集長。 高祖英二 日本CI協会情報資料部

日時/1981年 8月 20日 ～8月 23日 (3'r14[l)

会場/刑
`須
自然農法研究所 栃木県大田原市鹿畑914

802872-3-4531

参加費/全期参力||=22,000円  部分参力‖=1泊 2日
8,000Fl

お子さまの参加について/小学生以下の方は、原貝リ

としてお断わりします。

持参品/食器 (ごはん茶わん、汁わん、中皿、はし、

ふきん、お膳代用マノト〔あヽきんなど〕)、 筆記具、

洗面具、ぞうきん、地下たびなど農作業用はきもの、

笠またはぼうし

申込方法/中込書に記入の上、参加費を現金書留で

郵送するか直接持参してください。 8月 13日 までの

取消 しは手数料2000円 を、14日 以降の取消 しは会の

運営上、半額を差引いての返還となりますので、あ

らかじめご了承ねがいます。

申込締切/8月 13日 (木)た だし、定員になり次第
締切 りますのでお早めにどうぞ。

申込先/日 本CI協会 〒151東京都渋谷区大山町
11-- 5  1'03--469--7631

現地への交通

東北線西那須野駅下車 (急行停車)、 バス (黒

羽行か雲厳寺行)に乗りかえて、八幡神社下

車、農場まで車で送迎。上野駅から約 3時間半。



981夏のPU大学セミナー0多りの申込書

□大人 (中学生以上)22,000円 × ( □部分参加 1泊 2日 8,000円

8月 20日～8月 21日 (  )名
8月 21日～8月 22日 ( )名
8月 22日～8月 23日 ( )名

ふりがな

氏
名

歳 (男 。女)

都道         郡
府県        市

一Ｔ
住
所

歳 (男・女)

歳 (男・女)

合計___円 を添えて申し込みます。
日本CI協会御中  19制年 月 日

6 そうじ・体操 。うた そうじ。体操 。うた そうじ・体操 。うた

７

一
８

講義② 佐 井々 譲
く料理のメカニズム》

講義⑤ 太田  竜
《何を目指すか》
――私の理想とする社―

講義⑨ 横田稲吉
《本 草 解 説》(1)
一一穀物・野菜・海車――

9

10

11

川崎伊津 〈指圧》実習 川崎伊津 《灸》実習 講義O横 田稲吉
く本 車 解 説》(2)

一―野草、薬草などの特徴・用途――朝 食 朝 食
閉 会 式

12 朝 食

1

解 散
2

藤田紀代美く民鶴おどり)(1) 藤田紀代美 《民謡おどり》(21

３

一
４

受 付
講義③ 坂本二三久
く自 然 農 法〉(1)
一―野外説明・実習―

講鞠⑥ 坂本二三久
《自 然 農 法〉12)
一―野外説明・実習――

５

一
６

開 会 式

タ 食 タ 食 タ 食

講義① 佐 井々 譲
《人間のコトパ〉

講義④ 太田  竜
く安藤昌益の思想》

講義⑦ 高祖英二
く古代インド医学の食〉

9 講義③ 橋 本 政 憲
《日本人とは何か)



■8月 20日 ～23日 の「夏のPU大学セミナー」(那須 )
は、間もなく締め切 りです/ 申し込みはお早く。′
■リマ・ クッキングアカデミー秋期は9月 22、 23日 開

講です。 (初級は毎水曜日)

■次号 (10月 号)は 10月 1日発行です。

■本誌および日本Cl協会のすべての刊行物、桜沢如一、桜沢里真の著作物の内容の全部または一部の、あらゆる形式による
複製は、当協会の文書による承認を必要とします。 (た だし、論文中での正常な範囲の引用は、出典、発行所を明記されれ

ば、かまいません。転載のお申し込みは歓迎いたします)
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噺
九
蔵
弛
界
ヘ

こ
れ
か
ら
／
桜
沢
如
　
…
…
４

医
学
は
病
気
の
起
こ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る

夏

の
涛
茶
料
理
／
桜
沢
―――
真
…
…
５

さ
つ
ま
芋
唐
揚
げ
、
ひ
し
お
き
ゅ
う
り
、
そ
ら
豆
、
生
湯
葉
ふ
く
め
煮
、
な

す
じ
ぎ
揚
げ
煮
、
人
参
と
白
た
き
の
自
和
え
、
自
然
薯
磯
揚
げ
　
　
な
ど

正
食
を
求
め
て
／
骨
本
フ
ジ
ｒ
物
語
…
…
＝

生
涯
を
変
え
た

一
冊
の
本
、
桜
沢
如

一
の
生
い
た
ち
、
正
食
の
逆
輸
入
、
母

の
死
を
見
て
看
護
婦
を
志
す
、
嫁
の
口
も
振
り
切
っ
て
、
原
爆
被
爆
者
の
看

護
、
玄
米
ク
リ
ー
ム
が
重
病
の
甥
を
救
う
、
講
習
会
に
　
待
望
の
人
物

、食

事
指
導
で
乳
幼
児
を
救
う
、
Ｍ
Ｉ
道
場
で
厳
し
い
修
業
、
無
双
原
理
と
正
食

の
研
修
、
新
居
浜
で
正
食
の
普
及
、
河
内
医
師
に
支
え
ら
れ
て
、
再
上
京
し

五̈
色
の
毒
¨
を
訴
え
る
、
イ
ン
ド
ヘ
、
同
志
発
病
、
ベ
ル
ギ
ー
ヘ
、
ド
イ

ツ
で
子
供
の
世
話
、
姉̈
、
危
篤
々
の
急
報
、
帰
国
後
悲
し
み
の
連
続
、
悲
し

み
を
越
え
世
界
大
会
、
故
郷
で
の
普
及
活
動
を
決
意
、
塩
を
守
る
運
動
、
食

物
に
感
謝
す
る
心

臓
器
の
研
究
／
大
森
英
桜
…
…
３４

五
味
と
五
臓
の
関
係
、
気
の
流
れ
、
五
臓
の
陰
陽
順
は
つ
　

人
体
発
生
の
三

要
素
、
味
の
バ
ラ
ン
ス
、
上
下
左
右
の
陰
陽
、
苦
み
は
体
を
温
め
る

手
相
の
研
究
／
大
森
英
桜
…
…
４８

東
洋
と
西
洋
の
手
相
、
陰
性

・
陽
性
に
分
け
て
見
る
、
な
ぜ
天
地
人
に
分
け

る
か
、
中
指
は
循
環
系
、
生
命
線
は
寿
命
、
生
理
と
心
理
は

一
つ
、
結
婚
線

の
秘
密
、
手
の
丘
、
右
で
見
る
か
左
で
見
る
か

ア
メ
リ
カ
旅

＝
記
／
小
川
み
ち

…
…
６３

Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｆ
の
相
原
夫
妻
と
と
も
に
全
米
を
自
動
車
旅
行
、
小
川
先
生
の
見
た
、

素
顔
の
ア
メ
リ
カ

■
本
誌
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
／

〈
７
号

一
部
八
五
〇
円

（送
料
共
）

会
員
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

年
間

一
万
三
千
円
の
会
員
（正
会
員
）
に
な

っ
て
下
さ
い

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
は
、
桜
沢
如

一
先
生
が
創
立
さ
れ
た
、

無
双
原
理
と
正
食
の
国
際
運
動
団
体
で
す
。
今
日
、
桜
沢

里
真
先
生
を
会
長
と
し
て
、
各
種
行
事
、
講
演
会
、
料
理

教
室
、
講
習
会
、
書
籍
、
雑
誌
の
発
行
な
ど
、
皆
様
の
ご

支
持
に
よ
り
、
す
べ
て
順
調
に
発
展
し
て
い
ま
す
。

機
関
誌
の

『新
し
き
世
界
へ
』
も
、
す
で
に
五
百
三
十

号
以
上
を
重
ね
、
十
年
前
に
比
べ
て
会
員
数
は
４
倍
以
上
、

四
年
前
に
比
べ
て
２
倍
以
上
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

一
九
七
六
年
二
月
に
、
現
在
の
東
北
沢
の
会
館
を
開

い

て
以
来
、
多
額
の
家
賃
支
払

い
、
そ
の
他
の
事
情
で
、
苦

し
い
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
幸

い
、
会
員
の
皆
様
の
熱

心
な
ご
支
持
で
、
切
り
抜
け
て
参
り
ま
し
た
。

日
本
と
世
界
の
、　
一
人

一
人
、
社
会
の
状
況
が
、
ま
す

ま
す
困
難
な
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
る
今
日
、

マ
ク
ロ
ビ
オ

テ
ィ
ッ
ク
が
、
い
よ
い
よ
必
要
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、
石
油
価
格
の
高
騰
、
そ
の
他
諸
物
価
の

値
上
が
り
に
よ
っ
て
、
雑
誌
の
発
行
、
そ
の
他
、
会
の
財

政
に
、
次
第
に
重
荷
が
か
か

っ
て
き
て
い
ま
す
。
用
紙
、

製
版

フ
ィ
ル
ム
、
製
本
、
電
力
、
そ
の
他
諸
経
費
な
ど
の

製
造

コ
ス
ト
が
、
ど
ん
ど
ん
上
が

っ
て
き
て
い
ま
す
。
各

種
の
雑
誌
は
、
ペ
ー
ジ
を
少
な
く
し
、
紙
質
を
お
と
し
、

定
価
を
上
げ
て
、
こ
れ
に
対
抗
し
て
い
ま
す
。

年
間
購
読
者

（誌
友
）
は
２
月
か
ら
五
千
円
に
な
り
ま
し

た
が

（初
め
て
の
人
の
た
め
の
窓
口
）、　
″日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

は
私
が
盛
り
立
て
よ
う
″
と
考
え
る
、
熱
心
な
方
は
毎
月

千
円
、

つ
ま
り
年
間

一
万
三
千
円
の

″正
会
員
″
に
な

っ

て
下
さ
る
こ
と
を
切
望
し
ま
す
。
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ヒ/々ぃうゝク

直
ζ
呼
ふ
毛
携
万
ブ２
ネ
っ４
　
　
対
硼

と
社
プ
″め
治
す
マ

順
与
　
　
　
　
の
蜘

げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生

　
もの
。

、
っ卜
蕉
ヱ勁
″
と
し
毛
〕
弓
　
　
　
　
　
　
先
疵

（ナ
ク
一こ
は
わヽ
り
，
偽
■
　
　
　
　
　
　
一
鍵

斉
膨
蓉
李
「　

　

潔

射
鰈
質
勁
λ
　

　

桜

言
寺
第
湾ネ
万だ
が
友
案
↑ゝ
乳
カ

つＦ
■

■
７
う
∂
ヽ
ま
り
、

多
ザ
と罹事Ｌ
冷
卿
攣
響
牝ヽ
封
繊
町

州
あ
‘
餞
り
、ヽ

力
ヾ
Ｆ
で
リ
タ
イ
〓
ふ

事
柑
矛
甘
珊
ム

こ
れ

か
ら

医
者
は
病
を
治
す
事
を
ネ
ラ
イ
と
し
て
い
る
。

治
す
コ
ト
は
起
る
コ
ト
を
前
提
と
し
て
い
る
。

つ
ま
り
医
は
病
の
起
る
コ
ト
を
前
提
と
し
て
い

る
。
ポ
リ
ス
が
犯
罪
を
絶
対
不
可
避
、
不
可
抗

力
と
見
て
い
る
の
に
等
し
い
。

こ
の
精
神
は
不
可
能
の
原
理
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
病
と
犯
罪
を
不
可
抗
力
、
神
聖
と
認
め
る

精
神
で
あ
る
。
こ
ん
な
モ
ノ
が
あ
る
限
り
、
自

由
や
平
和
、
健
康
や
幸
福
は
ゼ
ッ
タ
イ
ニ
な
い
。
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ン クロビオティラ

夏の食養普茶料
桜

献
ニ
ユ

前
菜
　
さ
つ
ま
芋
唐
揚
げ
、
ひ
し
お
き
ゆ
う

り
、
そ
ら
豆
、
生
湯
葉
ふ
く
め
煮

向
附
　
な
す
し
ぎ
揚
げ
煮

吸
物

（春
菊
、
自
玉
、
生
湯
葉
）

八
寸
　
人
参
と
白
た
き
の
自
和
え
、
枝
豆
の

塩
煮
、
き
ゅ
う
り
の
り
巻
き

盛
合
せ
　
た
け
の
こ
、
南
瓜
、
ご
ぼ
う
、
人

参
、
生
狙
、
い
ん
げ
ん

揚
げ
物
　
自
然
薯
磯
揚
げ
、
南
瓜
と
さ
つ
ま

芋
の
か
さ
揚
げ
、
そ
ら
豆
、
し
そ
の
葉
、
大

和
芋
進
肴
　
滝
川
豆
腐

玄
米
粥

箸
洗

い

（炒
り
つ
ぶ
そ
ば
、
糸
人
参
、
針
生

姜
）
香
の
物
　
き
ゆ
う
り
、
か
ぶ
、
た
く
わ
ん

前
一
菜

●
さ
つ
ま
芋
唐
揚
げ

●
作
り
方

細
め
の
さ
つ
ま
芋
を
２
ミ
リ
く
ら
い
の
厚

さ
に
小
口
切
り
す
る
。
ざ
る
に
ひ
ろ
げ
て
、

２０
分
く
ら
い
干
す
。
油
で
カ
ラ
リ
と
揚
げ
て
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塩
少
々
を
ふ
る
。

●
ひ
し
お
き
ゅ
う
り

●
材
料

（４
人
前
）
＝
き
ゆ
う
り

（１
本
）、

ひ
し
お
み
そ

（大
さ
じ
山
盛
り
１
）、
ゴ
マ
バ

タ
ー

（少
々
）

●
作
り
方

①
き
ゆ
う
り
は
塩
を
ふ

っ
て
板
ず
り
す
る
。

た
て
半
分
に
切
り
、
２
．
５
セ
ン
チ
く
ら
い
の
長

さ
に
切
る
。
片
側
を
き
り
離
さ
な
い
よ
う
に

残
し
て
、
２
～
３
ミ
リ
の
間
隔
で
切
れ
目
を

入
れ
る
。
塩
を
ふ

っ
て
２０
～
３０
分
お
く
。
し

ん
な
り
し
た
ら
、
切
れ
目
を
指
で
お
し
て
一扇

形
に
す
る
。

②
ひ
し
お
み
そ
を
よ
く
す
り
、
ゴ
マ
バ
タ
ー

少
々
を
ま
ぜ
、
水
大
さ
じ
２
で
ゆ
る
め
、
①

に
か
け
る
。

※
そ
ら
豆
を
ゆ
で
て
付
け
合
せ
に
す
る
。

●
生
ゆ
ば
ふ
く
め
煮

●
材
料
＝
生
嶽

（７
～
８
セ
ン
チ
）、
大
原
木

湯
葉

（４
個
）、
か
ん
び
よ
う

（少
々
）

●
作
り
方

①
生
拡
は
た
て
６
個
に
切
る
。
干
し
湯
葉
は

水
に
つ
け
て
し
ん
な
り
さ
せ
る
。

②
生
独
を
干
し
湯
葉
で
か
た
く
巻
き
、
２
箇

所
を
か
ん
び
よ
う
で
結
ぶ
。

③
出
し
汁
カ
ツ
。フ
ー
と
醤
油
大
さ
じ
１
で
②

を
ふ
く
め
煮
に
し
、
２
つ
に
切

っ
て
器
に
盛

る
。

向
■
附

●
な
す
し
ぎ
揚
げ
煮

●
材
料
―
な
す

（形
の
よ
い
も
の
、
４
個
）、

ひ
し
お
み
そ
（大
さ
じ
３
）、
ゴ
マ
バ
タ
ー
（大

ぎ
じ
１
）

●
作
り
方

①
な
す
は
た
て
２
つ
に
切
り
、
表
面
に
亀
甲

形
に
あ
さ
く
包
丁
目
を
入
れ
る
。
油
で
少
々

か
た
め
に
揚
げ
、
出
し
汁
で
や
わ
ら
か
く
な

る
ま
で
煮
る
。

②
ひ
し
お
み
そ
を
よ
く
す
り
、
ゴ
マ
バ
タ
ー

を
加
え
て
す
り
ま
ぜ
、
①
に
流
し
入
れ
て
よ

く
煮
込
む
。

吸
●
物

●
材
料
＝
春
雨

（２０
グ
ラ
ム
）、
自
玉
粉

（力

ツ
。フ
ー
＋
）、
生
湯
葉

（５
切
れ
）、
人
参

（花

型
に
し
た
も
の
、
１０
切
れ
）、
み
つ
葉

（少
々
）

●
作
り
方

①
春
雨
は
熱
湯
を
通
し
、
３
セ
ン
チ
く
ら
い
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に
切
る
。
自
玉
粉
を
水
少
々
で
こ
ね
、
２
セ

ン
チ
大
に
ま
る
め
て
ゆ
で
る
。
生
湯
葉
は
５

ミ
リ
く
ら
い
に
切
り
、
さ
ら
に
２
つ
に
切
り

分
け
る
。
み
つ
葉
は
葉
を
と
り
、
茎
の
部
分

を
１
セ
ン
チ
長
さ
に
切
る
。人
参
は
ゆ
で
る
。

②
出
し
汁
カ
ツ
。フ
４
に
塩
小
さ
じ
２
を
入
れ

て
煮
立
て
、
仕
上
り
際
に
醤
油
小
さ
じ
１
、

酒
大
さ
じ
１
を
入
れ
る
。

③
椀
に
春
雨
、
自
玉
３
個
、
生
湯
葉
、
み
つ

葉
を
入
れ
、
②
を
そ
そ
ぎ
入
れ
、
花
形
人
参

を
飾
る
。

＝誉

寸

●

人

参

と

白

た

き

の

白

和

え

●
材
料
＝
豆
腐

（÷
丁
）、
人
参
（小
、‐，
本
）、

自
た
き

（÷
束
）、
切
リ
ゴ
マ

（少
々
）

●
作
り
方

①
人
参
は
細
切
り
に
し
、
塩
少
々
を
ふ
っ
て

空
炒
り
に
す
る
。
自
た
き
は
塩
ゆ
で
し
て
、

２
セ
ン
チ
く
ら
い
に
切
り
、
出
し
汁
カ
ツ
。フ

ー
と
醤
油
小
さ
じ
２
で
う
す
味
に
煮
る
。

②
豆
腐
は
さ
っ
と
ゆ
で
て
つ
ぶ
し
、
塩
小
さ

じ
÷
を
ま
ぜ
る
。

③
豆
腐
の
中
に
、
自
た
き
と
人
参
を
入
れ
て

和
え
る
。

（か
た
め
の
場
合
は
、
出
し
汁
を

少
し
加
え
る
。）
器
に
盛
り
、
切
リ
ゴ
マ
を
天

盛
り
に
す
る
。

●
枝
豆
の
塩
煮

●
作
り
方

枝
豆
の
両
端
を
少
し
切
り
、
塩
で
も
む
。

さ

っ
と
ゆ
で
て
、
塩
を
ふ

っ
て
火
に
か
け
塩

味
を
し
み
こ
ま
せ
る
。

（取
り
た
て
の
若
い

も
の
な
ら
、
さ
や
ご
と
よ
く
噛
ん
で
頂
く
。）



●
き
ゅ
う
り
の
り
巻

●
作
り
方

き
ゅ
う
り
は
板
ず
り
し
て
、
た
て
４
つ
に

切
る
。
の
り
を
半
分
に
切
り
、
き
ゆ
う
り
を

巻
い
て
、
２
セ
ン
チ
く
ら
い
に
切
る
。

※
以
上
３
品
を
美
し
く
盛
合
わ
せ
る
。

盛
合
せ

●
た
け
の
こ
ふ
く
め
煮

●
材
料
＝
ゆ
で
た
け
の
こ

（１
本
）、
ワ
カ
メ

（少
々
）

●
作
り
方

ゆ
で
た
け
の
こ
は
適
宜
に
切
り
、
出
し
汁

カ

ツ
。フ
ー
、
う
す
口
醤
油
大
さ
じ
１
で
ワ
カ

メ
と
い
っ
し
よ
に
よ
く
煮
ふ
く
め
る
。

（た

け
の
こ
だ
け
を
盛
り
つ
け
る
こ

●
南
瓜
の
ふ
く
め
煮

●
作
り
方

小
さ
め
の
南
瓜
を
８
つ
切
り
に
す
る
。
両

端
を
切
り
お
と
し
、
皮
に
切
れ
目
を
入
れ
る
。

出
し
汁
、
う
す
口
醤
油
、
酒
で
ふ
く
め
煮
に

す
る
。



●
ご
ぼ
う
の
ふ
く
め
煮

●
作
り
方

ご
ぼ
う
は
鍋
に
横
に
入
る
長
さ
に
切
る
。

ご
ぼ
う
１
本
に
対
し
て
油
大
さ
じ
１
の
割
合

で
油
を
入
れ
、
ご
ぼ
う
を
こ
ろ
が
し
な
が
ら

よ
く
炒
め
る
。
出
し
汁
を
た

つ
ぶ
り
入
れ
て

気
長
に
煮
る
。
や
わ
ら
か
く
な

っ
た
ら
、
醤

油
大
さ
じ
２
を
入
れ
て
味
を
つ
け
、
斜
め
大

切
り
に
す
る
。

◇
人
参
は
少
し
厚
め
に
輪
切
り
に
し
、
花
形

に
抜
き
、
う
す
い
塩
味
を
つ
け
る
。

◇
い
ん
げ
ん
は
色
よ
く
ゆ
で
、適
宜
に
切
る
。

※
以
上
の
品
を
見
栄
え
よ
く
盛
合
わ
せ
る
。

揚
げ
物

●
自
然
薯
磯
揚
げ

●
作
り
方

①
自
然
薯

（な
い
時
は
大
和
芋
）
を
お
ろ
し

金
で
お
ろ
し
、
塩
少
々
を
ま
ぜ
る
。

（南
瓜

の
裏
ご
し
し
た
も
の
が
あ
れ
ば
、
自
然
薯
の

三
分
の

一
く
ら
い
の
量
を
ま
ぜ
る
と
お
い
し

い
Ｊ
②
の
り
を
た
て
２
つ
に
切
り
、
①
を
１
セ
ン

チ
く
ら
い
の
幅
で
横
に
長
く
こ
ん
も
り
と
の

せ
て
巻
き
、
端
に
水
を
つ
け
て
と
め
る
。
包

丁
を
ポ
ン
ポ
ン
と
た
た
き
つ
け
る
よ
う
に
し

て
２
セ
ン
チ
く
ら
い
の
長
さ
に
切
り
、
油
で

揚
げ
る
。

●
南
瓜
と
さ

つ
ま
芋

か
き
揚
げ

●
作
り
方

南
瓜
、
さ
つ
ま
芋
、
長
ネ
ギ
な
ど
を
細
長

く
切
る
。
地
粉
を
溶
い
て
塩
少
々
を
入
れ
、

材
料
を
入
れ
て
ま
ぜ
る
。
フ
ラ
イ
返
し
の
上

に
ひ
と
並
べ
に
し
て
、
熱
し
た
油
の
中
に
そ

つ
と
入
れ
て
、
カ
ラ
リ
と
揚
げ
る
。

◇
そ
ら
豆
の
ゆ
で
た
も
の
に
衣
を
つ
け
て
揚

げ
る
。

※
以
上
の
も
の
を
器
に
盛
る
。
大
根
お
ろ
し

の
上
に
人
参
お
ろ
し
少
々
を
の
せ
、
つ
け
醤

油
と
共
に
供
す
。

進
＝
肴

●
滝
川
豆
腐

●
材
料
＝
豆
腐

（１
丁
）、
寒
天

（２
本
）、
き

ゆ
う
り

（少
々
）、
つ
け
醤
油

●
作
り
方

①
豆
腐
は
水
を
切
り
、
つ
ぶ
し
て
す
り
鉢
で

よ
く
す
る
。

②
寒
天
は
洗

っ
て
し
ば
り
、
水
カ
ツ
。フ
４
を

入
れ
て
煮
立
て
、
少
々
煮
つ
め
る
。
①
を
入

れ
て
よ
く
ま
ぜ
る
。

③
流
し
箱
を
水
で
し
め
し
、
②
を
流
し
入
れ

て
か
た
め
る
。

④
③
を
天
つ
き
で
つ
き
出
し
て
器
に
盛
り
、

も
み
じ
形
に
抜
い
た
き
ゆ
う
り
を
ち
ら
す
。

出
し
汁
と
醤
油
を
同
量
ず
つ
ま
ぜ
て
つ
け
汁

を
作
り
、
お
ろ
し
生
姜
少
々
を
添
え
て
供
す
。

玄
米
粥

●
作
り
方

玄
米
を
１０
倍
の
水
で
４
時
間
く
ら
い
ゆ
っ

く
り
と
煮
る
。

（圧
力
鍋
を
用
い
る
場
合
は
、

７
倍
の
水
で
炊
き
、
ね
ば
ら
な
い
よ
う
に
ま

ぜ
て
器
に
盛
る
。）

箸
洗
い

●
作
り
方

つ
ぶ
そ
ば
を
こ
ん
が
り
と
炒
る
。
人
参
は

糸
の
よ
う
に
細
く
切

っ
て
、
空
炒
り
す
る
。

出
し
汁
に
う
す
味
を
つ
け
て
ひ
と
煮
立
ち
さ

せ
る
。
器
に
つ
ぶ
そ
ば
、
人
参
、
針
生
姜
を

入
れ
、
熱
い
汁
を
そ
そ
ぎ
入
れ
る
。

香
の
物

き
ゆ
う
り
と
か
ぶ
を
切

っ
て
塩
お
し
し
た

も
の
と
た
く
わ
ん
少
々
を
添
え
る
。

ふ
だ
ん
は
基
本
食
を
中
心
に
、
き

っ
ち
り

と
し
た
食
事
を
し
て
、
時
に
は
こ
の
よ
う
な

ご
ち
そ
う
を
作

っ
て
、
来
客
の
お
も
て
な
し

を
す
る
の
も
楽
し
い
も
の
で
す
。

食
養
料
理
の
基
本
を
ふ
ま
え
て
味
よ
く
作

れ
ば
、
食
養
を
知
ら
な
い
人
で
も
喜
ん
で
頂

く
で
し
よ
う
。
そ
し
て
、
い
か
な
る
料
理
に

も
ま
さ
る
後
味
の
よ
さ
に
、
ま
た
頂
き
た
く

な
る
こ
と
で
し
よ
う
。

こ
こ
で
は
品
数
多
く
豪
華
に
作
り
ま
し
た

の
で
、
多
す
ぎ
る
と
思
う
方
は
量
を
少
な
め

に
し
て
盛
り
つ
け
た
り
、
い
く
つ
か
の
も
の

を
取
り
上
げ
て
作

つ
た
り
す
れ
ば
よ
ろ
し
い

と
思
い
ま
す
。

玄
米
御
飯

で
は
少
し
重
す
ぎ
ま
す
の
で
、

お
粥
に
し
て
み
ま
し
た
。
し
い
た
け
な
ど
を

入
れ
る
と
さ
ら
に
お
い
し
く
頂
け
ま
す
。

玄
米
の
か
わ
り
に
そ
う
め
ん
を
用
い
れ
ば
、

さ

っ
ぱ
り
と
し
て
い
っ
そ
う
夏
ら
し
い
感
じ

が
出
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
て
お
試
し
く

だ
さ
い
。
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石
塚
左
玄

化
學
的
食
養
長
壽
論

円

円

０

　

０

０

　

０

５

　

３

７価

料

定

送

『講
義
録
』
目
次

食

養

学

原

論

Ｉ

Ｉ

生
命
及

び
生
活
現
象

の
支
配
者

に

つ
い
て

（
一
）
万
物
の
組
み
立
て
／
天
地
自
然
の
生

れ
／
ナ
ト
リ
ウ
ム
お
よ
び
カ
リ
ウ
ム
の
形
態

／
色
彩
上
の
相
違
／
形
相
／
所
在
／
作
用
／

万
物
の
組
み
立
て

（二
）
生
命
お
よ
び
生
活
現
象
の
支
配
者
／

食
物
に
お
け
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
お
よ
び
カ
リ
ウ

ム
の
多
少
／
＝
用
食
品
百
匁
中
に
お
け
る
、

「ナ
」

「
力
」
の
数
量
お
よ
び
差
引
表
／
生

命
現
像
に
お
け
る

「ナ
」

「
力
」
の
影
審
／

生
命
に
お
い
て
／
体
格
、
体
質
、
疾
病
に
つ

い
て
／
性
質
、
思
想
に
つ
い
て

（三
）
生
活
現
象
に
お
け
る

「
ナ
」

「
力
」

の
影
響
／
付
録

。
こ
こ
ろ
と
食
べ
物

食

養

学

原

論

Ｈ

（
一
）
伝
統
的
純
正
日
本
食
と
そ
の
崩
壊
／

Ｈ
率
の
伝
統
／
日
本
食
の
伝
統
／
日
本
食
物

史
の

一
瞥

（二
）
食
物
の
取
り
方
と
栄
養
／
糧
食
、
美

食
、
菜
食
、
肉
食
、
少
食
、
大
食
、
調
理
、

栄
養
、
消
化
、
不
消
化
／
ビ
タ
ミ
ン
と
そ
の

他
の
栄
養
お

（三
）
食
物
の
性
質
、
栄
姜
お
よ
び
分
量
／

動
物
性
の
も
の
／
植
物
性
の
も
の
／
主
食
物

と
劇
食
物

●昭和 4年初版、社団法人食養会の総力を結集した、

桜激Il―編食養講義録
古書価格 3～ 5万円の幻の著作、食養研究者

復刻再刷 .′

原本 4巻 1200ベージを1冊に縮刷

必備。

明
治

二
十
九
年

発
行

の
食
養

の
原
典

／

古
書
店

で
も
絶
対
入
手
不
可
能

の
本
を
美
麗

復
刻
再
刷

／
　

限
定
千
部
発
行

（四
）
食
物
の
身
体
に
お
よ
ぼ
す
特
殊
な
影

響
／
病
気
／
生
命
に
か
か
わ
る
も
の
、
食
い

合
せ
／
薬
用
食
物
と
郷
Ｌ
的
な
調
理

（五
）
国
民
食
政
の
復
古

食

養

学

原

論

Ⅲ

Ｉ

「
行
」

力
食
養

通

―

（
一
）
た
の
し
き
健
康
と
め
で
た
き
長
寿
／

衣
食
住
の
問
題
／
健
康

（二
）
幸
福
へ
の

一
道
／
限
り
な
き
人
生
の

喜
び食

養

料

理

法

料
理
の
必
要
／
お
料
理
の
目
的
／
お
料
理
の

方
法
／
器
物
、
準
備
、
材
料
の
配
合
、
お
弁

当
、
食
べ
方
／
食
養
法
の
心
得
／
献
立
の
一

例
／
食
養
禁
断
／
良
き
食
養
品
／
食
膳
の
い

ま
し
め
／
病
気
に
な
る
食
物

料
理
法
／
御
飯
／
玄
米
ご
は
ん
／
十
つ
き
米

ご
飯
／
山
家
ご
飯
／
栗
、
麦
、
魯
ご
飯
／
色

ご
飯
い
ろ
い
ろ
／
お
す
し
い
ろ
い
ろ
／
残
飯

の
利
用

豆
料
理
／
野
菜
料
理
（野
の
幸
）／
野
菜
の
貯

え
方
／
軟
か
く
す
る
法
／
い
も
料
理
／
瓜
料

電
（体
を
冷
や
す
も
の
）／
山
菓
料
理

（山
の

幸
）
／
豆
腐
料
理
／
こ
ん
に
ゃ
く
／
海
草
料

理
／
め
ん
類
／
つ
く
だ
煮
類
／
漬
物
／
魚
の

料
理
／
餅
、
だ
ん
ご
、
ま
ん
じ
ゅ
う
／
調
味

料
／
飲
料
／
献
立
例
／
な
べ
／
井
／
ぬ
た
、

和
え
物
、
し
た
し
／
お
つ
ゆ
／
楊
物
／
煮
物

／
赤
ち
ゃ
ん
の
料
理
／
正
月
料
理
／
普
茶
料

理
／
支
椰
料
理
／
西
洋
料
理
／
ソ
ー
ス
／
食

合
せ
禁
／
寒
口
野
菜
の
貯
え
方
／
じ
る
こ
研

究付
録

・
不
七
長
寿
薬
の
研
究
、
天
下
無
双
の

美
食

（桜
沢
如

一
）
／
結
婚
披
露
宴
に
つ
い

て
、
胡
麻
油
摂
取
の
実
験

（石
川
智
堂
）

食

養

療

法

（
一
）
西
洋
医
学
と
そ
の
療
法

（二
）
東
洋
医
学
と
そ
の
療
法

（三
）
食
養
療
法
と
食
養
道

最
後
の
重
要
な
る
注
意
書
き

食
贅
療
法

※
索
引
の

一
例
　
シ
‥
痔
（じ
）／
耳
下
腺
炎

／
子
富
ガ
ン
／
子
富
筋
腫
／
子
宮
実
質
炎
／

子
宮
病
／
歯
ぎ
ん
炎
／
舌

・
唇
の
乾
き
／
舌

の
た
だ
れ
／
し
つ
（流
癬
）／
涅
疹
／
耳
鼻
咽

喉
の
病
気
／
ジ
フ
テ
リ
ア
／
脂
肪
心
／
し
も

や
け
／
し
ゃ
っ
く
り
／
充
血
／
消
渇

（し
ょ

う
か
ち
）／／
小
児
の
驚
瘤
。清
／
小
便
／
食
あ

た
り
／
食
滞
／
食
道
狭
窄
／
し
ら
く
も
／
白

舌
／
白
そ
こ
ひ
／
神
経
衰
弱
／
神
経
痛
／
腎

臓
炎
／
心
臓
病
／
心
臓
弁
膜
症
／
シ
ン
マ
シ

ン
　
※
「新
食
養
療
法
」
の
食
べ
物
で
病
気
を

治
す
法
の
索
引
（し
）
の
項
と
比
較
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
内
容
の
豊
富
さ
に
驚
か
れ
る
で

―し
ょ
つヽ
。

民
間
療
法

実
験
集

Ｂ
５
大
判

３
１
３
ベ
ー
ジ 7,500円

送料

日本CI協会
■ 好評発売中 .′    ■『長寿論』『講義録』両方は、15,000円  送料  400円。
■ 日本CI協 会の正会員の方は、お申 し込みくださると、 5%分 (750円 )の 日本CI協 会発行の本に有
効なlメl書券 を送 ります。
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日赤看護婦の制服姿のフジ子

昭和‖年H月 、数えで23歳

生
涯

を
変
え

た
、
一
冊

の
本

昭
和
十
九
年
十

一
月
半
ば
の
長
崎

・

謎
撃
の
海
軍
病
院
。
図
書
係
の
若

い
看

護
婦
、
菅
本
フ
ジ
子
は
、
人
院
患
者
で

「正
し
い
食
事
は
宇
宙
の
秩
序
、
人
間
の
あ
る
べ
き
姿

に
通
じ
る
」
と
、
菅
本
フ
ジ
子
冥
こ
＝
松
山
市
湯
渡
町

在
住
＝
は
信
じ
て
、
そ
の
信
念
を
実
践
す
る
こ
と
に
半

生
を
さ
さ
げ
て
来
た
。
二
十
歳
代
半
ば
か
ら
現
在
ま
で
、

国
内
は
も
と
よ
リ
イ
ン
ド
や
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
に
も
足
跡
を

印
し
た
歳
月
は
、
波
乱
万
丈
と
い
う
の
に
ふ
さ
わ
し
い
。

彼
女
は
何
を
考
え
、
ど
う
行
動
し
て
き
た
か
を
、

一
方

で
飢
餓
の
世
界
が
あ
り
な
が
ら
、
過
食
と
美
食
、
農
薬

汚
染
と
添
加
物
の
多
用
な
ど
、
混
迷
し
き

っ
た

「食
」

の
支
配
す
る
今
、
振
り
返

っ
て
み
る
こ
と
は
、
意
義
な

し
と
し
ま
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
玉
井
記
者
）

あ
る
若

い
水
兵
が
返
し
て
来
た
書
を
、

貸
出
簿
で
チ

ェ
ッ
ク
し
よ
う
と
し
て
、

ふ
と
心
ひ
か
れ
た
。
あ
ま
り
大
き
く
は

な

い
け
れ
ど
、
分
厚
く
、
ズ
シ
リ
と
重

い
。
表
題
は

「新
し
い
栄
養
学
し
、
著
者

は
桜
沢
如

一
。
聞

い
た
こ
と
の
な

い
名

前
で
あ
っ
た
。
「
ど
ん
な
こ
と
が
書

い
て

あ
る
の
だ
ろ
う
」
と
、
パ
ラ
パ
ラ
と
繰

っ
て
み
て
、
そ
の
ま
ま
借
り
出
し
て

読
ん
で
み
る
こ
と
に
し
た
。

そ
れ
ほ
ど
期
待
し
た
わ
け
で
は
な

い

そ
の
本
は
、
し
か
し
、
菅
本
フ
ジ
子
を

と
ら
え
て
放
さ
な
か
っ
た
。
敗
色
濃
く
、

厳
し
い
灯
火
管
制
の
続
く
看
護
婦
宿
舎

で
、
同
じ
と
こ
ろ
を
何
度
も
何
度
も
読

ん
だ
。
「
精
神
は
神
の
ご
と
く
、
肉
体
は

蛮
人
が
山
野
を
か
け
め
ぐ
る
ご
と
き
状

態
が
、
食
べ
物
を
選
ぶ
こ
と
で
得
ら
れ

る
」
と
あ
っ
た
。
「砂
糖
は
体
に
良
く
な

い
「
果
物
の
摂
り
過
ぎ
は
い
け
な
い
」

と
、
フ
ジ
子
が
受
け
て
き
た
現
代
医
学

の
常
識
を
突
き
く
ず
す
記
述
が
つ
づ
い

一″た。思

い
当

た
る

こ
と
ば
か
り
で
あ
っ

た
。
当
時
の
海
軍
病
院
で
は
、
食
事

の

準
備
か
ら
清
掃
、
日
常
の
連
絡
な
ど
、

ほ
と
ん
ど
の
作
業
が
、
入
院
患
者
自
身

の
手
で
行
わ
れ
た
。
廊
下

一
面
に
砂
を

ま
き
、
水
を
か
け
て
、
何
重
に
も
巻

い

た
荒
ナ
ワ
で
こ
す
り
、
み
が
く
海
軍
式

の
床
そ
う
し
で
さ
え
、
よ
ほ
ど
の
高
熱

で
な
い
と
免
除
さ
れ
な
い
。
食
事
は
日

に
日
に
粗
末
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
で

も
、
患
者
は
ち
ゃ
ん
と
回
復
し
て
行
く
。

そ
の

一
方
で
、
十
三
回
も
手
術
し
て

も
快
方
に
向
か
わ
な

い
痔
の
患
者
、
六

●

『愛
媛
新
聞
』
昭
５５

。
‐２

・
‐９
～
５６

・
‐

・
２６

ま
で
２６
回
連
載
さ
れ
た
も
の
に
訂
正
加
筆
し
ま

し
た
。
文
中
、
敬
称
略
。
（編
集
部
）



講義する晩年の桜沢如一

回
手
術
し
て
治
療
効
果
の
な
い
蓄
膿
症

の
患
者
な
ど
、
現
代
医
学
の
粋
を
駆
使

し
て
も
、
良

い
結
果
が
得
ら
れ
な
い
例

を
目
に
し
た
。

海
軍
病
院
に
移
る
前
に
勤
務
し
て
い

た
小
倉
市
立
病
院
で
は
、
至
れ
り
つ
く

「
食
養
」を
体
系
づ
け
、
「無
双
原
理
」

を
唱
道
し
た
桜
沢
如

一
（さ
く
ら
ざ
わ

・
ゆ
き
か
ず
）
は
、
明
治
二
十
六
年
十

月
十
八
日
、
京
都
府
で
生
ま
れ
た
。
家

庭
に
事
情
が
あ
っ
て
、
幼
年
時
代
は
、

弟
と
と
も
に
母
の
世
津
子

一
人
の
手
で

せ
り
の
治
療
で
、
医
師
の
指
示
を
よ
く

守
る
患
者
が
次
々
と
衰
弱
し
、
死
ん
で

行
っ
た
。
同
じ
結
核
で
も
、
病
院
の
目

を
盗
ん
で
運
動
す
る
よ
う
な
患
者

の
方

が
、
治
療
効
果
は
高
か
っ
た
。

「
現
代
医
学
に
は
問
題
が
あ
る
の
で

お養
育
さ
れ
た
。
世
津
子
は
同
志
社
の
創

立
者
、
新
島
襄
に
感
化
さ
れ
た
オ
女
で

看
護
学
、
助
産
婦
学
を
学
ん
で
、
朝
は

パ
ン
と
ミ
ル
ク
、
昼
は
オ
ム
レ
ツ
と
い

っ
た
西
洋
ふ
う
の
食
生
活
を
実
践
し
た
。

そ
の
母
は
如

一
が
十
四
歳
の
と
き
、
三

十
二
歳
で
死
去
し
て
、
父
の
孫
太
郎
に

引
き
取
ら
れ
た
け
れ
ど
、
寺
に
小
僧
に

出
さ
れ
た
り
、
京
都
府
立
第

一
商
業
に

入
学
し
て
も
、
教
科
書
を
買

っ
て
も
ら

え
な
か
っ
た
り
、
苦
労
が
続

い
た
。

桜
沢
の
人
生
の
転
機
は
、
母
と
弟
妹

の
死
で
あ
っ
た
。
人
は
な
ぜ
若
く
し
て

死
ぬ
の
か
を
追
究
し
て
い
る
う
ち
、
日

に
ふ
れ
た
の
が
石
塚
式
食
養
の
本
で
あ

っ
た
。
玄
米
、
菜
食
を
根
底
に
置
く
食

養
を
実
践
し
て
、
如

一
は
の
ち
の
目
ざ

ま
し

い
活
躍
の
基
礎
を
得
る
こ
と
に
な

っ　一に
′
石
塚
式
食
養
は
、
日
本
の
伝
統
的
食

生
活
が
日
本
人
に
は
い
ち
ば
ん
正
し

い

は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
、
フ
ジ
子
は
常
々

考
え
て
い
た
。
自
分
自
身
、
健
康
に
難

が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
つ
て
、
民
間
通
俗

医
学
書

に
目
を
通
す
こ
と
も
多
か
つ
た
。

偶
然
め
ぐ
り
合

っ
た
『新
し

い
栄
養
学
』

は
、
さ
ま
ざ
ま
の
積
も
り
重
な
っ
た
疑

と

い
う
主
張
に
根
ざ
し
た
体
系
で
あ

る
。
陸
軍
薬
剤
監
と
な
っ
た
石
塚
左
玄

（
天
吾
―
死
兄
）
が
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
と

カ
リ
ウ
ム
の
措
抗
原
理
を
発
見
、
さ
ら

に
歯
の
構
成
の
比
較
か
ら
、
「
人
類
は
穀

物
を
主
と
し
て
食
す
べ
き
動
物
な
り
」

と
断
定
し
、
体
系
づ
け
た
。

石
塚
自
身
は
、
外
科
的
脱
脂
法
や
死

体
の
化
学
的
防
腐
法
な
ど
、
医
学
的
に

も
重
要
な
功
績
を
残
し
た
が
、
近
代
医

学
の
常
識
を
く
つ
が
え
す
よ
う
な
言
動

も
多
く
、
「
反
対
医
者
」
と
呼
ば
れ
た
り

し
た
。
旧
日
本
軍
の
な
か
に
は
、
明
治

十
五
年
の
仁
川
事
件
で
、
「金
剛
」
な
ど

三
艦
を
急
派
し
た
際
、
脚
気
が
大
量
に

発
生
し
た
こ
と

へ
の
反
省
か
ら
、
伝
統

的
な
麦
食
を
採
用
し
た
例
に
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
、　
い
わ
ゆ
る
西
洋
ふ
う
な
食

事

へ
の
反
省
の
脈
流
が
な
く
は
な
か
っ

た
。

の
ち
の
食
養
の
考
え
方
の

一
つ
の

柱
に
な
る
、
そ
の
土
地
で
採
れ
た
食
物

間
を
、
次
々
に
解
き
明
か
し
、
目
を
開

か
せ
て
く
れ
た
。

一
冊
の
本
を
読
み
通
し
て
、
フ
ジ
子

は
決
心
を
か
た
め
て
い
た
。
「生
き
て
帰

れ
た
ら
、
こ
の
桜
沢
先
生
の
も
と
で

一

生
勉
強
し
よ
う
」
と
。

こ
そ
、
そ
の
土
地
の
人
に
ふ
さ
わ
し
い

と
す
る

「身
土
不
二
」
の
原
則
の
提
唱

者
、
西
端
学
が
陸
軍
騎
兵
大
佐
で
あ

つ

た
こ
と
に
も
、
そ
の
あ
た
り
の
事
情
は

う
か
が
わ
れ
る
。

明
治
四
十
年
に
は
「
化
学
的
食
養
会
」

が
結
成
さ
れ
、
大
正
七
年
に
は
社
団
法

人
化
さ
れ
た
。
桜
沢
は
こ
う
し
て
運
動

の
高
揚
の
な
か
で
、
食
養
に
ふ
れ
た
の

で
あ
る
。

桜
沢
は
、
大
正
三
年
に
京
都
府
立

一

商
を
卒
業
し
て
、
神
戸
の
貿
易
商
に
就

職
し
た
。
最
初
の
就
職
先
は
わ
ず
か

一

年
で
店
を
閉
じ
、
失
業
し
た
あ
と
、
数

年
間
は
い
く
つ
か
の
貿
易
商
を
転
々
と

し
な
が
ら
修
業
し
た
。
広

い
範
囲
の
実

務
を
短
期
間
に
学
び
と
る
た
め
の
、
桜

沢

一
流
の
合
理
精
神
で
あ

っ
た
ら
し

い
。

数
ヵ
国
語
を

マ
ス
タ
ー
し
た
だ
け
で
な

く
、
文
学
、
哲
学
、
医
学
、
易
学
な
ど

の
書
物
に
ま
で
目
を
通
し
て
い
る
。
「無

桜

沢

如

一
の

生

い

た

ち
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双
原
理
」
＝
桜
沢
哲
学
の
基
礎
は
、
こ

の
時
期
に
つ
ち
か
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

食
養
に
つ
い
て
も
研
究
を
怠
ら
ず
、

正
五
年
に
は
社
団
法
人

「
食
養
会
」
に 大

正
食

の
逆

輸
入
を
考

え

た
桜

沢

大
正
十
二
年
の
関
東
大
震
災
が
、
桜

沢
如

一
の
運
命
を
変
え
た
。
当
時
桜
沢

は
、
東
京
に
本
社
の
あ
る
貿
易
商
、
熊

沢
商
店
の
神
戸
支
店
長
と
な
り
、
業
界

で
も
腕
き
き
と
さ
れ
る
存
在
に
な
っ
て

い
た
。
震
災
で
壊
滅
状
態
に
な
っ
た
東

京
本
社
の
首
脳
陣
が
、　
い
っ
せ
い
に
神

戸
に
移
っ
て
来
た
の
を
機
会
に
、
熊
沢

商
店
を
退
社
、
仲
間
と
と
も
に
独
立
し

た
。
そ
の
会
社
は

一
年
で
破
綻
、
そ
れ

ま
で
貿
易
が
主
、
食
養
運
動
は
従
だ
っ

た
桜
沢
の
生
活
は

一
変
し
た
。
食
養
が

理
解
で
き
な
か
っ
た
妻
と
は
離
別
、
東

京

へ
移
っ
た
。
「食
養
会
ア
ユ事
と
し
て
、

「
食
養
雑
誌
』
の
編
集
に
当
た
る
よ
う
に

な
っ
た
。

し
か
し
、
当
時
は
西
洋
医
学
全
盛
。

桜
沢
が
ど
う
打
ち
込
ん
で
み
て
も
、
玄

米
菜
食
を
中
心
と
し
て
旧
態
依
然
と
も

見
え
る
食
養
は
、
古
い
も
の
は
良
く
な

い
と
す
る
風
潮
の
な
か
で
、
な
か
な
か

浸
透
し
な
か
っ
た
。
「
そ
れ
な
ら
い
っ
そ
、

海
外
に
正
食
を
広
め
て
、
逆
輸
入
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
、
貿

易
商
の
経
験
を
持

つ
桜
沢
が
考
え
て
も

無
理
は
な
か
っ
た
。

昭
和
四
年
春
、
桜
沢
は
日
本
を
出
発

し
た
。
目
的
地
は
フ
ラ
ン
ス
。
当
時
の

洋
行
は
現
在
の
感
覚
と
は
比
較
に
な
ら

な

い
難
事
業
で
あ
っ
た
。
半
つ
き
米
の

に
ぎ
り
飯
や
玄
米
ウ
ル
チ
の
乾
し
飯
三

・
六
＝
、
食
養
鉄
火
ミ
ソ
三
百
七
十
″ラ

な
ど
を
用
意
し
て
、
食
養
の
実
験
を
兼

ね
て
の
シ
ベ
リ
ア
横
断
で
あ

っ
た
と
い

パ
リ
で
の
生
活
は
最
初
、
貧
し
く
厳

し

い
も
の
で
あ
っ
た
。
頼
る
べ
き
ッ
テ

も
な
く
、
郊
外
で
採
集
し
た
雑
草
や
、

市
場
で
拾

っ
た
ダ
イ
コ
ン
や

ニ
ン
ジ
ン

の
葉
を
食
べ
て
暮
ら
す
日
が
続

い
た
。

事
情
を
知
ら
な
い
ま
ま
、
九
州

・
諌
早

の
海
軍
病
院
で
、
そ
の
著
書

『新
し
い

入
会
し
た
。

道
が
開
け
た
の
は
、
パ
リ
郊
外
で
開
催

さ
れ
た
万
国
学
生
夏
季
講
習
キ
ャ
ン
プ

で
炊
事
係
を
買

っ
て
出
た
時
か
ら
で
あ

っ
た
。
関
節
炎
の
女
子
学
生
を
シ
ョ
ウ

ガ
湿
布
で
治
療
し
た
の
が
き
っ
か
け
で

講
師
に
選
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
上
流
の

家
庭

へ
出
入
り
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

食
養
を
広
め
る
機
会
を
つ
か
ん
だ
。

桜
沢
が
易
の
原
理
を
現
代
版
と
し
た

『東
洋
の
哲
学
お
よ
び
科
学
の
無
双
原

理
Ｌ
の
ち
に
邦
訳
、
「無
双
原
理
・易
」
と

し
て
出
版
）
を
、
ヴ
ラ
ン
社
か
ら
出
版

し
た
の
は
、
こ
の
フ
ラ
ン
ス
滞
在
中
で

あ
る
。
石
塚
左
玄
の
唱
道
し
た

「
ナ
ト
リ
ウ

ム

・
カ
リ
ウ
ム
措
抗
原
理
」
を
追
究
し

て
行
く
と
、
根
底
に
は
、
東
洋
に
古
来

伝
わ
る
陰
陽
原
理

（
つ
ま
り
、
易
）
で
あ

る
と
い
う
結
論
に
到
達
し
た
。
さ
ら
に
、

こ
の
原
理
は
食
養
だ
け
で
な
く
、物
理
、

栄
養
学
』
に
圧
倒
さ
れ
、　
一
生
の
師
と

あ
お
ぐ

こ
と
を
決
意
し
た
看
護
婦
、
菅

化
学
、医
学
、政
治
と
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

よ
く
適
合
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
「陰

陽
を
生
ず
る
も
の
は
実
有
で
あ
る
「
陰

陽
は
実
有
よ
り
不
断
に
派
生
し
、
分
極

し
、
相
関
往
来
し
、
栄
盛
し
、
不
断
に

実
有

に
帰
入
し
、
消
滅
す
る
。
実
有
は

無
限
、
大
極
な
ど
と
よ
ば
れ
る
宇
宙
万

物
の
本
質
で
あ
る
」
な
ど
、
十
二
の
定

理
を
た
て
、
説
明
し
た
。
彼
は
こ
れ
を

無
双
原
理
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
ル

・
プ
ラ

ン
シ
ッ
プ
上

ニ
ッ
ク
（
ｒ
ｏ

聟

】月
一窮
・

ｃ
●
ｆ̈
ｏ

Ｈ

Ｐ

・
Ｕ
）
と
名
づ
け
た
。

フ
ラ
ン
ス
で
確
固
と
し
た
足
場
を
築

い
た
桜
沢
は
、
十
年
に
帰
国
、
食
養
会

の
監
事
か
ら
会
長

へ
と
、
実
質
的
な
最

高
権
限
者
と
な
り
、
運
動
を
推
進
し
た
。

久
邁
宮
家
な
ど
の
健
康
指
導
を
通
じ
て
、

上
流
社
会
に
食
養
を
普
及
さ
せ
る
一
方
、

広
い
国
際
的
視
野
か
ら
反
戦
＝
平
和
運

動

へ
と
傾
斜
し
て
行
っ
た
。

本
フ
ジ
子
は
、大
正
八
年
二
月
二
十
日
、

温
泉
郡
川
上
村

（現
在

・
川
内
町
）
の

母

の
死

を

見

て
看
護

婦

を

志
す

食
養
の
普
及
を
進
め
る

一
方
、
反
戦

を
訴
え
て
い
た
桜
沢
如

一
。
そ
う
し
た
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北
方
段
の
上
の
農
家
に
生
ま
れ
た
。

父

・
熊
吉
は
フ
ジ
子
が
三
歳
の
と
き

死
亡
、
ほ
と
ん
ど
記
憶
が
残
っ
て
い
な

い
。
も
の
心
が
つ
い
た
と
き
は
、
母

・

ヨ
シ

（明
治
十
年
～
昭
和
八
年
）
と
、

二
十
歳
近
く
年
上

の
姉
、　
マ
サ
ヲ

（明

治
二
十
四
年
～
昭
和
四
十

一
年
）
と
の

二
人
暮
ら
し
の
生
活
で
あ
っ
た
。　
マ
サ

ヲ
は
の
ち
に
近
藤
豊
吉

（
明
治
三
十
四

年
～
昭
和
五
十
五
年
）
に
嫁

い
だ
け
れ

ど
、
す
ぐ
隣
り
に
住
み
、
同
じ
家
族
の

よ
う
な
生
活
が
続

い
た
。

母
は
教
育
者

の
多

い
家
系
か
ら
嫁

い

で
来
た
人
で
、
働
き
も
の
で
、
自
分
の

こ
と
は
ほ
う

っ
て
お
い
て
も
、
他
人
の

た
め
に
尽
く
し
た
い
性
格
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
気
性
が
激
し
く
、
シ
ン
が
強
か

っ
た
。
ま
だ
七
歳
の
と
き
、
脇
差
し
を

持

っ
た
男
が
乱
入
し
て
来
て
、
家
人
の

看
護
婦
養
成
所
卒
業
の
日
の
フ
ジ
子

行
方
を
聞

い
た
と
き
、
正
座
し
て
、
「
知

り
ま
せ
ん
」
と
涙
ひ
と
つ
み
せ
ず
答
え

た
話
は
、
永
く
語
り
つ
が
れ
た
。
結
婚

し
て
か
ら
も
、
男
同
士
の
刃
物
ざ
た
の

い
さ
か
い
に
割
っ
て
入
り
、
「
子
供
の
こ

と
を
考
え
ん
の
か
な
」
と
叱
咤
し
、
そ

の
場
を
収
め
た
事
件
は
、
今
も
語
り
草

と
な
っ
て
い
る
。
菅
本
フ
ジ
子
の
性
格

の
強
さ
、
二
十
代
か
ら
今
ま
で
道
を
貫

い
て
い
る
信
念
は
、
そ
う
し
た
母
の
性

格
か
ら
、
引
き
継
が
れ
た
も
の
で
あ
ろ

そ
の
母
は
、
フ
ジ
子
が
十
四
歳
の
秋
、

急
死
し
た
。
姉
夫
婦
の
子
供
を
ふ
ろ
に

入
れ
て
い
て
、
急
に
倒
れ
た
。
そ
の
ま

ま
三
日
間
意
識
不
明
の
ま
ま
息
を
ひ
き

と
っ
た
。
脳
温
血
だ
っ
た
。
「今
な
ら
な

ん
と
か
し
て
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
思

う
の
に
、
そ
の
こ
ろ
は
た
だ
、
お
ろ
お

ろ
す
る
だ
け
で
」
と
、
フ
ジ
子
は
残
念

が
る
。
当
時
、
フ
ジ
子
は
、
師
範
学
校
に
進

む
つ
も
り
で
、
補
習
科
に
通

っ
て
い
た
。

そ
こ
へ
母
の
死
で
あ
る
。
ど
う
し
た
も

の
か
と
迷
っ
て
い
る
と
こ
ろ

へ
、
「看
護

婦
に
な
ら
な

い
か
」
と
、
川
上
小
学
校

の
恩
師
が
勧
め
て
く
れ
た
。
脳
温
血

ヘ

の
知
識
が
な
く
、
み
す
み
す
母
を
死
な

せ
た
悔
し
さ
も
手
伝
っ
て
、
そ
う
し
て

み
よ
う
と
考
え
た
。

下
関

の
知
人
の
縁
で
、
半
年
間
ほ
ど

病
院
で
働

い
た
あ
と
、
受
験
し
た
の
が

小
倉
市
立
病
院
の
看
護
婦
養
成
所
。
全

寮
制
で
制
服
支
給
、
入
学
当
初
は
月
給

二
円
二
十
五
銭
が
支
給
さ
れ
る
。
三
百

人
が
受
験
し
て
二
十
人
が
合
格
し
た
な

か
に
、
自
分
の
名
前
を
見

つ
け
た
と
き

は
、
お
ど
り
あ
が
っ
て
喜
ん
だ
。

厳
し

い
養
成
所
で
あ
っ
た
。
三
十
人

の
う
ち
卒
業
で
き
た
の
は
二
十
二
人
。

八
人
が
品
行
や
成
績
の
面
で
振
る
い
落

と
さ
れ
て
い
た
。

勉
強
の
厳
し
さ
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、

寄
宿
生
活

は
軍
隊
式

で
、
厳
格
こ
の

う
え
な
か
っ
た
。
上
級
生
に

「
あ
の
ね

ェ
」
な
ど
と
呼
び
か
け
た
ら
大
変
だ
。

用
も
な

い
の
に
病
室

へ
入

っ
て
は
い
け

な
い
。
映
画
は
正
月
二
が
日
だ
け
。
廊

下
で
は
端
の
方
を
歩
く
。
髪
は
引
き
つ

め
、
お
化
粧
な
ど
と
ん
で
も
な
い
。
月

に

一
回
は
反
省
会
が
開
か
れ
、
上
級
生

た
ち
の

″
つ
る
し
上
げ
″
と
も
思
わ
れ

る
お
説
教
が
待
っ
て
い
た
。
「
ど
こ
で
見

て
い
る
の
か
と
思
う
ほ
ど
、
よ
く
見
て

い
て
…
」
と
、
菅
本
は
今
も
苦
笑
す
る
。

″
嫁

の
日
〃
も
振
り
切

っ
て
従
軍

志
願

昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
の
大
東
亜

戦
争
勃
発
の
日
を
、
菅
本
フ
ジ
子
は
、

従
軍
志
願
の
日
赤
看
護
婦
と
し
て
の
訓

練
の
な
か
で
迎
え
た
。
物
心
つ
い
て
以

来
の
戦
争

つ
づ
き
で
、
慣
れ
っ
こ
に
な

っ
て
い
た
け
れ
ど
、
時
局
の
切
迫
と
と

も
に
、
ま
じ
め
い
ち
ず
の
フ
ジ
子
は
「戦

地
で
兵
隊
さ
ん
の
看
護
を
し
よ
う
」
と

思

い
つ
め
た
の
で
あ
る
。

桜
沢
如

一
は
こ
の
年
、
反
戦
的
言
動

を
理
由
に
、
警
視
庁
や
検
察
庁
で
、
再

三
の
取
り
調
べ
を
受
け
て
い
た
。
そ
れ

に
先
立
っ
て
、
食
養
会
を
追
わ
れ
た
彼

は
、
大
津
市
に
無
双
原
理
講
究
所
を
開

設
、
さ
ら
に
東
京

・
神
田
駿
河
台
に
「
む

す
び
社
」
を
開

い
て
、
自
ら
の
哲
学
を

広
め
る
こ
と
に
全
力
を
あ
げ
て
い
た
。

同
時
に
反
戦
運
動
を
進
め
、
十
六
年
春

に
は
偕
行
社
で
反
戦
演
説
を
ぶ
っ
た
の

で
あ
る
。
の
ち
の
師
弟
は
全
く
逆
の
方

向

へ
歩
み
始
め
て
い
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
菅
本
フ
ジ
子
の
従

軍
看
護
婦
志
願
は
無
謀
で
あ
っ
た
。
二

年
で
看
護
婦
養
成
所
を
卒
業
、
そ
の
ま
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ま
小
倉
市
立
病
院
に
つ
と
め
た
五
年
間

に
、
す
っ
か
り
体
を
こ
わ
し
て
い
た
。

も
と
も
と
胃
腸
は
強
く
な
か
っ
た
う
え

に
、
三
度
の
食
事
を

い
つ
も
五
分
間
か

十
分
で
か
き
こ
ま
ね
ば
な
ら
な
い
多
忙

さ
が
続

い
た
。
食
事
そ
の
も
の
も
、
初

め
は
米
だ
っ
た
け
れ
ど
、
の
ち
に
は
三

度
に
三
度
が
ジ
ャ
ガ
イ
モ
に
な
っ
た
。

い
つ
か
ら
か
下
痢
が
止
ま
ら
な
く
な
っ

た
。
六
キ
．口
も
や
せ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

泣
き
言
ひ
と
つ
言
わ
ず
、
そ
の
間
に
助

産
婦
の
資
格
は
と
っ
た
け
れ
ど
、
医
師

に

「
一
生
な
お
ら
な
い
か
も
し
れ
ぬ
」

と
言
わ
れ
て
、
不
安
は
つ
の
っ
た
。
そ

ん
な
状
態
で
あ
る
の
に
日
赤
の
看
護
婦

の
試
験
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
合
格
し

た
と
き
は
、
周
囲
の
だ
れ
も
が
信
じ
ら

れ
な

い
と
驚

い
た
。

大
阪
の
日
赤

へ
出
発
す
る
と
き
に
は

ち
ょ
っ
と
し
た
思

い
出
が
あ
る
。
出
発

を
目
前
に
、
寄
宿
合
の
合
監
が

「自
分

の
息
子
の
嫁
に
な
っ
て
く
れ
な

い
か
。

戦
地
に
行
く
な
ど
と
考
え
ず
、
平
和
に

暮
ら
し
た
ら
ど
う
か
」
と
、
勧
め
て
く

れ
た
の
で
あ
る
。
「
そ
れ
な
の
に
」
と
フ

ジ
子
は
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
懐
か
し
さ
を
た

た
え
た
口
調
で
述
懐
し
た
。
「
血
気
に
は

や
っ
て
振
り
き
っ
た
ん
で
す
よ
。
私
の

人
生
は
い
つ
も
そ
ん
な
調
子
で
…
」
。

日
赤
で
の
教
育
も
ま
た
、
厳
し
か
っ

た
。
大
き
な
担
架
を
下
げ
て
走
り
つ
づ

け
る
担
架
訓
練
は
、
昼
夜
を
問
わ
な
か

っ
た
。
真
っ
暗
ヤ
ミ
の
訓
練
に
備
え
頭

に
た
た
き
こ
ん
だ
、
寄
宿
合
の
階
段
の

数
、
九
十
二
は
、
今
も
忘
れ
る
こ
と
が

で
き
な

い
。
大
阪
の
陸
軍
病
院
か
ら
九

州
の
日
赤
診
療
所

へ
、
さ
ら
に
召
集
令

状
を
受
け
て
、
十
七
年
五
月
の
諌
早
の

海
軍
病
院

へ
の
配
属

へ
と
、
日
ま
ぐ
る

し

い
日
々
が
つ
づ
い
た
。

諌
早
の
海
軍
病
院
の
患
者

ベ
ッ
ド
数

六
百
。
フ
ジ
子
の
所
属
す
る
福
岡
班
、

長
崎
、
熊
本
、
愛
媛
の
四
班
の
看
護
婦

が
勤
務
し
て
い
た
。
規
律
は
厳
し
か
っ

た
が
、
少
女
時
代
か
ら
ビ
シ
ッ
と
し
た

原
爆

…
…
毎

日
７０
人

が
死

ん
で
行
く

諌
早
の
海
軍
病
院
に
収
容
さ
れ
る
患

者
は
、
時
の
経
過
と
と
も
に
、
南
方
か

ら
帰

っ
た
と
い
う
シ
ラ
ミ
だ
ら
け
の
者

や
、
四
十
歳
も
過
ぎ
た
者
な
ど
が
ふ
え

て
来
た
。
菅
本
フ
ジ
子
は
、
負
け
る
と

は
思
わ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
戦
況
の
悪

化
を
感
じ
始
め
て
い
た
。
桜
沢
如

一
の

『新
し
い
栄
養
学
』
に
接
し
て
、
「
生
き

て
帰
れ
た
ら
先
生
の
も
と
で

一
生
勉
強

し
よ
う
」
と
決
心
し
て
い
た
が
、
そ
の

決
意
が
実
現
す
る
日
が
あ
る
か
ど
う
か
、

不
安
は
強
か
っ
た
。

長
崎

へ
の
原
爆
投
下

の
日
、
二
十
年

八
月
九
日
、
諫
早
は
晴
れ
だ
っ
た
。
昼

過
ぎ
に
い
っ
た
ん
発
令
さ
れ
た
空
襲
警

報
が
解
除
さ
れ
て
、
防
空
壕
か
ら
病
棟

金
戻
る
途
中
に
フ
ジ
子
た
ち
は
長
崎
の

上
空
に
、
ポ
ー
ル
の
よ
う
な
も
の
が
浮

か
ん
で
い
る
の
を
見
た
。
「
あ
れ
何
か
し

ら
」
な
ど
と
言
葉
を
か
わ
し
な
が
ら
も
、

そ
れ
ほ
ど
気
に
も
と
め
な
か
っ
た
。
耳

鼻
科
の
処
置
室

へ
患
者
を
連
れ
て
行
く

と
、
電
気
が
消
え
た
。
庶
務
課

へ
電
話

し
た
が
、
返
事
は

「
そ
ん
な
は
ず
は
な

い
」
。
そ
こ
へ
、
ド
カ
ー
ン
と
物
す
ご
い

爆
発
音
が
と
ど
ろ
い
た
。
あ
わ
て
て
べ

ッ
ド
の
下

へ
逃
げ
込
ん
だ
。

事
態
が
は
っ
き
り
し
始
め
た
の
は
、

夕
方
六
時
ご
ろ
、
長
崎
か
ら

「今
か
ら

患
者
千
人
を
送
る
。
準
備
せ
よ
」
と
電

話
が
入

っ
て
か
ら
で
あ
る
。
病
院
の
収

容
能
力
は
六
百
人
。
戦
況
悪
化
と
と
も

に
多
く
の
患
者
は
他
に
移
さ
れ
、
百
人

ほ
ど
残
っ
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
が
、
そ

れ
に
し
て
も
想
像
を
超
え
て
い
た
。

夜
に
入
っ
て
、
次
々
と
戸
板
で
運
び

こ
と
が
好
き
だ
っ
た
か
ら
、
苦
に
な
ら

な
か
っ
た
。
戦
争
に
勝

つ
た
め
に
―
―

と
、
燃
え
あ
が
り
、先
頭
に
立
つ
気
分
で

あ
っ
た
◇
図
書
係
や
被
服
係
の
仕
事
だ

け
で
な
く
、
兵
隊
に
ま
し

っ
て
の
作
業

隊
に
も
積
極
的
に
参
加
し
た
。
防
空
壕

を
掘

っ
た
土
を
モ
ッ
コ
に
入
れ
、
短
驚

棒
の
両
端
に
つ
け
て
運
ぶ
作
業
で
は
、

他
人
よ
り
少
し
で
も
多
く
土
を
入
れ
、

少
し
も
休
ま
ず
に
働
い
た
◇
「
上
方
の
免

状
は
も
ら
っ
た
と
思

っ
て
い
ま
す
よ
」

と
、
フ
ジ
子
は
笑
う
の
で
あ
る
。

＊

　

　

　

　

　

　

　

＊

込
ま
れ
る
被
爆
者
た
ち
。
長
崎
で
処
置

し
か
ね
た
重
傷
者
ば
か
り
で
あ
る
。
直

径
三
セ
ン
チ
、
長
さ
二
十
セ
ン
チ
も
あ

る
木
の
棒
が
大
タ
イ
部
に
さ
さ
っ
た
女

子
挺
身
隊
員
を
は
じ
め
、
だ
れ
も
が
全

身
、
真
っ
黒
に
焼
け
、
皮
膚
が
ツ
ル
ツ

ル
は
げ
て
い
る
。
髪
は
抜
け
落
ち
、
男

女
の
区
別
、
年
齢
さ
え
は
っ
き
り
し
な

い
。
太

っ
た
人
は
特
に
ひ
ど

い
。
リ
バ

ノ
ー
ル
と
油
を
ま
ぜ
、
ガ
ー
ゼ
に
し
ま

せ
て
、
傷
口
に
ベ
ッ
タ
リ
は
り
つ
け
、

包
帯
を
巻
く
。
そ
の
間
に
も
、
次
々
と
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息
を
ひ
き
と
っ
て
い
く
人
が
い
る
が
、

か
ま
っ
て
い
る
余
裕
は
な
い
。
ベ
ッ
ド

が
足
り
ず
、
廊
下
と
い
う
廊
下
に
、
た

が
い
違

い
に
寝
か
せ
て
行
く
。
脱
脂
綿
、

ガ
ー
ゼ
、
包
帯
な
ど
、
再
生
ば
か
り
で

あ
っ
た
が
、　
一
年
分
の
ス
ト
ッ
ク
を
使

い
果
た
し
て
処
置
が
終
わ
っ
た
の
は
、

夜
中

の
零
時
を
過
ぎ
て
い
た
。

「水
を
く
れ
」
と
い
う
声
に
、
初
め

は
コ
ッ
プ
に
入
れ
て
渡
し
て
い
た
が
、

飲
み
ほ
し
て
五
分
も
た
つ
と
、
ガ
ー
ッ

と
は
い
て
死
ぬ
患
者
が
つ
づ
い
た
。
「焼

け
た
石
に
水
を
か
け
た
よ
う
な
結
果
に

な
っ
た
ん
で
し
ょ
う
」
と
、
フ
ジ
子
は

ふ
り
返
る
。
水
を
渡
さ
な

い
と
、
狂
気

の
よ
う
に

「殺
し
て
や
る
」
と
叫
ぶ
患

者
も

い
た
。

真
夏
だ
け
に
、　
ハ
エ
が
傷
口
に
卵
を

産
み
つ
け
る
。
ウ
ジ
が
わ
く
、
包
帯
を

と
る
と
、
バ
ラ
バ
ラ
落
ち
る
。　
一
回
の

回
診
で
バ
ケ
ツ

一
杯
も
た
ま
っ
た
こ
と

さ
え
あ
る
。
腐
臭
の
な
か
で
、
毎
日
六
、

七
十
人
が
苦
し
み
な
が
ら
、
死
ん
で
行

っ
た
。

「
死
体
の
処

置

を
ひ
と
り
で
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
も
次
々
と
。

な
ん
で
看
護
婦
に
な
ん
か
な
っ
た
の
か
、

と
涙
が
出
た
も
の
で
す
。
た
だ
次
々
と

死
ん
で
い
く
人
た
ち
を
、
ど
う
に
も
で

き
な

い
こ
と
と
い
い
、
あ
れ
は
地
獄
で

■
″
　

い

玄

米
ク
リ
ー

ム
が
重
病

の
甥
を
救
う

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
大
日
本

帝
国
は
敗
戦
し
た
。
玉
音
放
送
を
聞

い

て
ガ
ッ
ク
リ
し
な
が
ら
も
、
菅
本
フ
ジ

子
た
ち
は
ま
だ

「見
苦
し

い
死
に
方
は

で
き
な
い
」
と
思

っ
て
い
た
◇
米
軍
上

陸
の
ウ
ワ
サ
に
、
残

っ
て
い
た
兵
隊
た

ち
と
「
石
を
投
げ
て
で
も
抵
抗
し
よ
う
」

と
話
し
合

っ
た
。
急
に

「
民
主
主
義
」

だ
と
か

「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
だ
と
か
言

い
出
し
た
医
者
を
国
賊
だ
と
感
じ
た
り

も
し
た
。

し
か
し
、
次
第
に
綱
紀
が
ゆ
る
み
始

め
、
衛
生
兵
が
ヤ
ケ
に
な
る
よ
う
な
姿

も
見
え
た
。
フ
ジ
子
の
召
集
が
解
除
さ

れ
た
の
は
そ
ん
な
時
期
で
あ
っ
た
。

温
泉
郡
川
上
村
の
姉
夫
婦
の
も
と
に

帰
り
着
い
た
フ
ジ
子
は
、
す
ぐ
に
も
食

養
の
勉
強
の
た
め
に
故
郷
を
離
れ
る
つ

も
り
で
あ
っ
た
。

い
ろ

い
ろ
ツ
テ
を
た

ど
っ
て
桜
沢
如

一
の
住
所
を
さ
が
し
て

み
た
が
、
は
っ
き
り
し
な
い
ま
ま
、
京

都
に
い
た
、
そ
の
道
の
別
の
指
導
者
を

頼
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

実
を

い
え
ば
、
桜
沢
如

一
の
連
絡
先

が
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
に
は
、
理
由
が

あ
っ
た
。
反
戦
を
訴
え
つ
づ
け
、
当
局

か
ら
弾
圧
を
受
け
て
い
た
彼
は
、
十
九

年
に
満
州
国

（現

・
中
国
東
北
地
方
）

に
入
っ
た
。
ソ
満
国
境
を
越
え
、
日
米

戦
争
の
仲
裁
あ
っ
せ
ん
を
依
頼
し
よ
う

と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

い
っ
た
ん

は
ソ
連
領
事
館
ま
で
出
か
け
た
が
拒
絶

さ
れ
、
目
的
は
果
た
せ
な
か
っ
た
。
領

事
館
か
ら
の
通
報
で
特
務
機
関
に
逮
捕

さ
れ
た
。
満
州
国
の
高
官
の
中

に
は
桜

沢
の
同
情
者
が
お
り
、
そ
の
働
き
か
け

で
釈
放
さ
れ
た
が
、
再
決
行
の
準
備
の

た
め
帰
国
し
た
と
こ
ろ
を
、
警
察
に
逮

捕
さ
れ
た
。
あ
と
は
各
所

の
留
置
場
を

タ
ラ
イ
回
し
さ
れ
、
終
戦
後
の
九
月
に

や
っ
と
釈
放
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

菅
本
フ
ジ
子
の
は
や
る
気
持
ち
は
、

し
か
し
、
思

い
が
け
ぬ
出
来
事
で
ト

ン

座
し
た
。
五
歳
に
な
っ
て
い
た
オ
イ
（姉

の
子
）
が
、
あ
る
日
、
自
家
中
毒
に
か

か
っ
た
。

い
っ
た
ん
は
浣
腸
で
容
体
が

も
ど
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
夜
、
再
び
症

状
が
悪
化
し
た
。
息
を
は
く
ば
か
り
、

脈
は
百
三
十
に
も
な
っ
た
。
朝
か
け
つ

け
た
医
師
は
「
今
夜
が
ヤ
マ
」
と
宙
一告
し

た
。
姉
は
水
ゴ
リ
し
、
兄
は
灯
明
を
あ

し
た
」
そ
れ
に
し
て
も
、
粗
食
や
過
酷
な
労

働
を
し
い
ら
れ
て
い
た
は
ず
の
朝
鮮
人

が
、
意
外
に
強

い
の
に
驚
か
さ
れ
た
。

赤
チ
ン
や
ヨ
ー
チ
ン
を

つ
け
る
だ
け
で

治
る
。
ウ
ジ
が
わ
か
な

い
。
「
砂
糖
を
と

ら
ず
、
野
草
類
を
と
り
入
れ
た
食
事

の

せ
い
で
は
」
と
、
医
者
た
ち
は
ウ
ワ
サ

し
合

っ
た
。

げ
て
祈
る
だ
け
だ
っ
た
。
今
ま
で
読
ん

だ
民
間
医
療
の
本
の
記
憶
を
た
ど
っ
て
、

胸
と
頭
と
を
冷
や
し
腹
と
足
を
温
め
て
、

な
ん
と
か
ヤ
マ
場
を
越
し
た
も
の
の
、
そ

の
後
十
日
間
は
目
を

つ
ぶ
っ
た
ま
ま
で
、

何
も
食
べ
な
い
状
態
が
つ
づ

い
た
。

途
方
に
暮
れ
て
、
ふ
と
思

い
つ
い
た

の
が
玄
米
ク
リ
ー
ム
で
あ
る
。
今
ま
で

使
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ワ
ラ
を
も

つ
か
む
思

い
で
、
玄
米
を
キ
ツ
ネ
色
に

い
り
、
七
倍
量
ほ
ど
の
水
で
炊

い
て
、

し
ぼ
っ
た
。
さ
ら
に
薄
め
て
眠
っ
た
き

り
の
オ
イ
の
口
に
少
し
ず

つ
入
れ
た
。

そ
れ
が
効

い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
ば
ら

く
し
て
や
っ
と
目
を
開
け
た
。
食
欲
な

ど
わ
く
は
ず
も
な
か
っ
た
が
、
胸
の
上

に
大
き
な
ミ
カ
ン
を
置

い
て
、
「早
く
元
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久米村役場で行なわれた講習会

気
に
な
っ
て
食
べ
よ
う
」
と
語
り
か
け

た
。
生
き
る
意
志
を
―
―
と
考
え
た
の

で
あ
る
。
二
ヵ
月
間

つ
き
っ
き
り
の
看

病
を
続
け
て
、
オ
イ
は
す
っ
か
り
元
気

を
と
り
戻
し
た
。
彼
は
今
、
福
井
で
大

学
の
教
官
と
な
っ
て
い
る
。

三
ヵ
月
の
遅
れ
の
間
に
、
京
都
に
い

た
知
人
か
ら
雑
誌
『食
養
』
が
届
い
た
。

そ
の
中

に
桜
沢
の
住
所
が
あ
っ
た
。
横

浜
に
あ
っ
た
そ
の
場
所

へ
手
紙
を
書

い

た
。
間
も
な
く
来
た
返
事
に
は
、
「す
ぐ

に
上
京
し
な
さ

い
」
と
あ
っ
た
。

に
触
れ
る
機
会
が
な
く
、
ま
し
て
他
人

に
伝
え
る
こ
と
も
で
き
な

い
。
ジ
リ
ジ

リ
す
る
気
分
の
日
が
つ
づ
い
た
。

そ
ん
な
時
、
県
主
催
で
保
健
婦
の
研

修
会
開
催
の
計
画
が
あ
り
、
講
師
を
探

し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
さ
っ
そ
く

「
桜
沢
先
生
を
」
と
申
し
出
る
と
、
保

健
課
長
も
了
解
し
、
ト
ン
ト
ン
と
話
が

ま
と
ま
っ
た
。
人
喜
び
の
フ
イ
ト
が
、

講
師
依
頼
の
手
紙
を
書
く
と
、

一
枚
の

紙
を
少
し
の
ム
ダ
も
な
く
使

い
、
ビ
ッ

シ
リ
と
書
き
込
ん
だ
手
紙
が
返
っ
て
来

た
。
「
行
っ
て
も

い
い
が
、
保
健
婦
だ
け

で
な
く
、
指
導
者
階
級
を
全
部
集
め
て

は
し
い
。
医
師
、
助
産
婦
、
校
長
、
教

師
、
そ
の
他
全
部
の
人
に
聞
か
せ
て
ほ

し

い
」
と
あ
る
。

方
桜
沢
が
ど
う

い
う
人
物
か
詳
し

く
知
り
た

い
，
こ

う
保
健
課
長
の
求

め
に
こ
た
え
よ
う
と
、
ッ
テ
ル
」頼

っ
て
、

姫
路
に
い
る
桜
沢
を
知
る
人
に
も
会

い

に
出
か
け
た
。
十
五
時
間
ぶ
っ
続
け
で

話
を
聞
き
、
感
激
し
て
勇
躍
帰

っ
て
み

講

習

会

に

″
待

望

の

人

物

〃

「す
ぐ
に
上
京
せ
よ
」
と
い
う
桜
沢

如

一
か
ら
の
手
紙
は
届
い
た
が
、
菅
本

フ
ジ
子
は
、
す
ぐ
に
は
故
郷
を
た
つ
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
生
活
の
た
め
も

あ
っ
て
、
一
十́
二
年
春
、
温
泉
郡
久
米

村

（現
在

・
松
山
市
）
に
就
職
し
た
の

で
あ
る
。
保
健
婦
を
置
く
た
め
に
、
村

が
フ
ジ
子
を
必
要
と
し
た
事
情
も
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。

保
健
婦
の
講
習
会
は
お
寺
に
泊
ま
り

込
み
で
行
わ
れ
、
１
週
間
ほ
ど
か
か
っ

た
。
食
糧
難
の
時
代
で
、
食
事
は
根
菜

類
に
海
草
ば
か
り
、
今
で
い
う
自
然
食

そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。　
い
つ
も
お
腹
を

す
か
し
て
い
た
。
試
験
に
な
っ
て
み
る

と
、
全
部
答
え
が
見
え
て
く
る
よ
う
で

ス
ラ
ス
ラ
と
解
け
た
。
三
百
人
中
四
番

の
成
績
で
あ
っ
た
。

資
格
を
取
っ
て
み
た
も
の
の
、
フ
ジ

子
は
自
信
が
持
て
な
か
っ
た
。
妊
産
婦

指
導
に
部
落
を
回
っ
て
も
、
夏
は

「手

を
洗

い
な
さ
い
」
冬
は

「
う
が
い
を
し

な
さ
い
」
と
言
う
だ
け
で
あ
る
。
せ
っ

か
く
桜
沢
を
知
り
な
が
ら
、
そ
の
神
髄

る
と
、
ふ
ん
囲
気
が
ガ
ラ
リ
と
変
わ
っ

て
い
た
。
ど
こ
か
ら
か
、
「桜
沢
は
ア
カ

だ
」
と
い
う
ウ
ヮ
サ
が
入

っ
て
い
た
の

で
あ
る
。

講
師
の
Ｏ
Ｋ
を
と
り
、開
催
は
目
前
。

途
方
に
暮
れ
て
い
た
フ
ジ
ｒ．
は
、
そ
れ

よ
り
先
に
桜
沢
の
講
演
会
が
徳
島
県
で

開
か
れ
た
の
を
思

い
出
し
た
。
手
つ
な

る
と
行
動
力
で
は
人
後
に
落
ち
な

い
。

役
場
か
ら
徳
島
県
け
に
電
話
し
て
、
副

知
事
を
呼
び
出
し
た
。
「愛
媛
県
久
米
村

の
保
健
婦
で
す
」
と
名
乗
り
終
わ
っ
た

ら
、
プ
ッ
リ
と
切
れ
た
。
１
回
日
、
「桜

沢
先
生
の
こ
と
で
…
」
と
説
明
し
か
け

る
と
、
ま
た
切
れ
た
、
１
回
＝
に
秘
書

が
出
て
、
や
っ
と
話
が
通
し
た
。

週
間
後
に
、
県
庁
か
ら
呼
び
出
し

が
来
た
。
副
知
事
室
に
通
さ
れ
、
徳
鳥

県
副
知
Ｉ
か
ら
の
手
紙
を
見
せ
ら
れ
て
、

事
情
を
た
す
ね
ら
れ
た
。
そ
れ
か
ら
は

も
う

一
直
線
で
、
「
徳
島
に
負
け
る
な
」

と
準
備
が
進
ん
だ
。

二
十

．．年
四
月
二
日
か
ら
五
日
に
か
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食
事
指
導

で
減

っ
た
乳
幼

児

の
死

亡
率

桜
沢
如

一
に
直
接
会
え
た
こ
と
、
講

演
会
で
話
を
聞
け
た
こ
と
は
、
菅
本
フ

ジ
子
の
人
生
を
ス
ッ
カ
リ
変
え
た
。
給

料
を
全
部

つ
ぎ
込
み
、
講
習
を
う
け
に

上
京
し
、
本
を
買

い
込
ん
だ
。
役
場
の

同
僚
た
ち
も
、
そ
れ
を
認
め
て
く
れ
た
。

五
分
づ
き
、
三
分
づ
き
の
弁
当
に
変
え

た
職
員
も
多
か
っ
た
。
桜
沢
は
当
時
雑

誌

『
コ
ン
パ
』
（指
針
）を
発
行
し
て
い

た
。
そ
こ
に
掲
載
さ
れ
た

「
二
十
三
年

の
十
大

ニ
ュ
ー
ス
」
に
、
フ
ジ
子
の
名

を
あ
げ
て
い
る
。
そ
れ
ほ
ど
熱
心
な
弟

子
と
な
っ
て
い
た
。

ネ
フ
ロ
ー
ゼ
で
死
に
そ
う
な
青
年
を

救

っ
た
の
は
、
そ
の
こ
ろ
で
あ
る
。
医

者
が
サ
ジ
を
投
げ
、
民
生
委
員
に

「見

る
だ
け
で
い
い
か
ら
」
と
頼
み
込
ま
れ

て
訪
ね
る
と
、
目
が
は
れ
、
頭
を
指
で

押
す
と

一
セ
ン
チ
も
め
り
込
む
よ
う
な

症
状
だ
っ
た
。
脈
は
百
二
十
も
あ
る
。

最
悪
の
状
況
で
あ

る
。
歯
だ
け
が
全
部

さ
れ

い
な
の
を
見

つ
け
、
看
病
を
始
め

た
。
医
者
に
頼
ん
で
ブ
ド
ウ
糖
注
射
を

や
め
、
食
事
は
玄
米
ク
リ
ー
ム
に
決
め

た
。
副
食
は
塩
気
を
抜

い
て
煮
た

ニ
ン

ジ
ン
や
レ
ン
コ
ン
に
し
た
。

毎
日
三
回
通

っ
て
、
シ
ョ
ウ
ガ
湿
布

を
繰
り
返
し
た
。
シ
ョ
ウ
ガ
百
五
十
グ

ラ
ム
を
す
り
お
ろ
し
、
ガ
ー
ゼ
で
し
ぼ

っ
て
、
三
丁

六
リ
ッ
ト
ル
の
熱
湯
に
振

出
し
、
タ
オ
ル
を

つ
け
て
し
ぼ
っ
た
も

の
を
、
腹
や
背
に
当
て
る
。
心
臓
の
弱

い
人
に
は
良
く
な
い
が
、
こ
の
場
合
に

は
効

い
た
。
親
類
が
ま
く
ら
も
と
に
集

ま
っ
て
、
葬
式

の
相
談
を
し
た
ほ
ど
だ

っ
た
青
年
は
、
半
年
後
に
は
ス
ッ
カ
リ

健
康
を
取
り
戻
し
、
牛
を
使
え
る
ま
で

に
な
っ
た
。

村
人
は
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。
フ
ジ
子
白

身
も
す

っ
か
り
自
信
を
つ
け
た
。
集
落

単
位
の
話
し
合

い
で
の
集
ま
り
も
良
く

な
り
、
熱
気
も
あ
ふ
れ
出
し
た
。

そ
ん
な
な
か
で
、
フ
ジ
子
が
取
り
組

ん
だ
の
は
、
か
な
り
高
か
っ
た
村
の
乳

幼
児
死
亡
率
を
下
げ
る
対
策
だ
っ
た
。

調
べ
て
み
る
と
、
六
ヵ
月
ま
で
は
順
調

に
育

つ
の
に
、
そ
の
あ
と
が
伸
び
な
い
。

母
乳
に
問
題
が
あ
る
と
見
当
を
つ
け
た
。

量
は
出
て
い
て
も
、
ツ
メ
の
う
え
に
プ

ッ
ク
リ
山
に
な
る
よ
う
な
、
充
実
し
た

健
康
な
乳
で
は
な

い
。
時
代
が
時
代
だ

け
に
栄
養
不
足
が
深
刻
だ
っ
た
。
妊
婦

を
訪
ね
、
お
米
を
黒
く
す
る
（玄
米
ま
た

は
そ
れ
に
近

い
米
に
す
る
）、黄
粉
や

ハ

コ
ベ
、
雑
穀
類
を
と
る
こ
と
を
指
導
し

た
。
分
娩
し
て
か
ら
は
タ
ッ
プ
リ
睡
眠

を
と
る
こ
と
を
す
す
め
た
。
母
乳
の
不

か
っ
た
。
な
に
し
ろ
、
最
終
日
の
翌
日

松
山
で
開
か
れ
た
講
演
会
を
、
全
員
が

そ
の
ま
ま
聞
き
に
出
か
け
た
ほ
ど
で
あ

２つ
。

足
分
は
、
玄
米
の
ち
ち
粉
を
与
え
さ
せ

た
。
一
年
間
の
指
導
で
、
そ
れ
ま
で
軍
占
´

よ
り
劣
っ
て
い
た
乳
児
の
身
長
、
体
重

と
も
大
幅
に
上
昇
、
県
か
ら
表
彰
さ
れ

た
ほ
ど
で
あ
る
。

す

っ
か
り
安
定
し
た
久
米
村
の
保
健

婦
の
職
を
、
フ
ジ
子
は
突
然
な
げ
う

っ

た
。
桜
沢
の
本
を
読
み
、
実
践
を
繰
り

返
し
て
行
く
う
ち
に
、
ま
す
ま
す
奥
深

い
も
の
に
突
き
当
た
り
、
自
信
を
失
っ

て
い
っ
た
。
「上
京
し
て
勉
強
し
た
い
」

と
考
え
る
と
、　
い
て
も
立
っ
て
も

い
ら

れ
な
か
っ
た
。
「
ぜ
ひ
残
っ
て
ほ
し

い
」

と
止
め
ら
れ
た
の
を
、
振
り
切
っ
て
の

退
職
、
上
京
で
あ
っ
た
。
二
十
四
年
春

の
こ
と
で
あ
る
。

＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

け
て
、
久
米
村
役
場
の
講
堂
を
会
場
に

三
泊
四
日
で
開
か
れ
た
講
習
会
に
は
、

四
十
二
人
が
参
加
し
た
。
二
千
人
に
案

内
状
を
出
し
た
の
だ
か
ら
、
歩
ど
ま
り

は
良
く
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
意
義
は
深

か
っ
た
。
フ
ジ
子
に
と
っ
て
は
足
か
け

五
年
で
、
や
っ
と
桜
沢
に
直
接
会
う
こ

と
が
で
き
た
こ
と
は
、
何
物
に
も
代
え

が
た
い
感
激
で
あ
っ
た
。
折
か
ら
花
見

ど
き
。
外
で
は
巻
き
ず
し
の
遊
山
が
に

ぎ
わ
っ
て
い
た
が
、
玄
米
食
を
と
り
な

が
ら
の
講
習
会
を
放
棄
す
る
者
は
い
な

Ｍ

Ｉ
道
場

で
厳

し

い
修

業

二
十
四
年
四
月
、
菅
本
フ
ジ
子
が
門

を
た
た
い
た
こ
ろ
の
桜
沢
如

一
の
道
場
　
　
は
横
浜
市
の
日
吉
に
あ
っ
た
。
「
メ
ゾ
ン

・イ
グ
ノ
ラ
ム
ス
（〓
”】いｏ
目
【
雪
ｏ
「，
日
●
↓
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＝
何
も
知
ら
な
い
者
の
家
の
意

」
と
呼

ば
れ
、
Ｍ

・
Ｉ
と
略
称
さ
れ
て
い
た
。

常
時
一二
十
人
ほ
ど
の
塾
生
が
宿
泊
し
、

熱
気
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。

フ
ジ
ー
は
こ
こ
で
、
「
ェ
リ
ー
」
と
い

う
名
前
を
与
え
ら
れ
た
。
桜
沢
は
弟
′Ｉ

た
ち
に
新
し

い
名
前
を

つ
け
、
そ
れ
を

「
Ｐ

・
Ｕ
ネ
ー
ム
」
と
呼
ん
だ
。
桜
沢

自
身
も
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
外
国
人
に
発

苦
し
に
く
い
自
分
の
名
前
を
、
外
国
向

け
に
は
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
オ
ー
サ
ワ
（
Ｏ
ｏ
ｏ
ｌ

明
∽
　

ｏ
，
３
１
，
と
表
現
す
る
よ
う
に

な
る
。
略
し
て
Ｇ
Ｏ
、
欧
米
で
は
こ
の

方
が
な
し
み
が
深

い
。

エ
リ
ー
こ
と
菅
本
フ
ジ
子
に
与
え
ら

れ
た
最
初
の
仕
事
は
、
桜
沢
が
め
ん
ど

う
み
て
い
た
病
人
十
人
を
回
っ
て
、
容

体
を
聞
き
、
報
告
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

西
も
東
も
わ
か
ら
な
い
東
京
で
、
電
車

を
乗
り
つ
ぎ
、

一
軒

一
軒
回
る
。
そ
の

う
え
、
報
告
す
べ
き
事
柄
は
、
途
中

の

駅
の
様
子
、
出
会

っ
た
人
、
電
車
は
何

分
か
か
っ
た
か
な
ど
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
こ
と
に
及
ん
だ
。
桜
沢
の
言
う

「確

定
性
」
の
世
界
に
到
達
を
目
ざ
す
修
業

の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。

お
ま
け
に
、
き
ょ
う
あ
す
に
も
死
に

そ
う
な
症
状
の
乳
児
二
人
を
渡
さ
れ
、

「
君
が
め
ん
ど
う
を
み
な
さ
い
」
と
言

わ
れ
た
。
夜
中
に
泣
か
し
で
も
し
よ
う

も
の
な
ら
、
桜
沢
が
走
っ
て
来
て
、
お

こ
る
。
講
義
は
朝
の
九
時
か
ら
で
、
午

前
中

い
っ
ぱ

い
あ
る
。
そ
の
間
も
、
そ

れ
こ
そ
両
手
に
か
か
え
て
め
ん
ど
う
を

み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

使
所
そ
う
じ
や
ふ
ろ
た
き
、
ご
飯
つ

く
り
、
書
類

つ
く
り
と
い
っ
た
日
常
の

仕
事
の
当
番
も
、
重
要
な
勉
強
で
あ
っ

た
。
当
番
に
な
っ
て
い
た
が
、
ひ
と
つ

や
り
と
げ
て
、
「卒
業
」
と
な
ら
ね
ば
、

次

へ
進
め
な
か
っ
た
。
そ
の
卒
業
の
基

準
は
、
例
え
ば
使
所
そ
う
し
で
は
、
ピ

カ
ピ
カ
に
輝
く
よ
う
に
み
が
き
あ
げ
、

ぞ
う
き
ん
は
体
を
ふ
い
て
も
よ

い
よ
う

に
白
く
洗

い
あ
げ
る
と
い
っ
た
具
合
に
、

厳
し
か
っ
た
。
「発
明

・
発
見
「
工
夫
」

が
要
求
さ
れ
、
「
大
で
も
シ
ッ
ポ
を
振
る

じ
ゃ
な
い
か
。
人
間
な
ら
、
自
分
の
存

在
を
表
現
し
な
く
ち
ゃ
あ
…
…
。
表
現

な
き
は
死
な
り
だ
よ
」
と
、
桜
沢
は
口

癖
の
よ
う
Ｌ
言
い
つ
づ
け
た
。

午
後
は
新
聞
売
り
が
待

っ
て
い
た
。

世
界
政
府
運
動
に
か
か
わ
っ
て
い
た
桜

沢
は
、
『
世
界
政
府
』
と
い
う
旬
刊
新
聞

を
発
行
し
て
い
た
。
そ
れ
を
売
ら
せ
る

の
で
あ
る
。　
一
部
十
円
と
い
う
高

い
値

段
だ
っ
た
が
、　
一
日
に
五
百
部
も
売

っ

た
者
が
い
た
。

桜
沢
の
指
導
法
は
厳
し
か
っ
た
ρ
し

か
ら
れ
た
ら
顔
も
あ
げ
ら
れ
な
い
ほ
ど
。

叱
責
の
手
紙
を
も
ら
っ
て
寝
込
ん
だ
者

も

い
た
ほ
ど
で
あ
る
。

横浜 。日吉から東京・代々木上原に移ったMIの メンパーたち

無

双
原

理

と
正

食

の
研

修

を

終

え

る

桜
沢
如

一
が
、
菅
本
フ
ジ
子
た
ち
弟

子
に
説
き
、
世
界
に
広
げ
よ
う
と
し
た

哲
学
＝
無
双
原
理
と
は
何
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
横
浜
で
の
講
習
を
振
り
返
り

な
が
ら
、
フ
ジ
子
は
語

っ
た
。

「先
生
は
『字
宙
に
は
秩
序
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
伏
義
が
始
め
た
東
洋
古
来
の

哲
学
で
あ
る
陰
陽
―
易
で
あ
る
。
そ
の

こ
と
を
わ
き
ま
え
て
さ
え
い
れ
ば
、
人

間
は
愛
で
あ
り
、
正
義
で
あ
り
、
健
康

で
あ
り
得
る
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
ね
。
そ
し
て
、
「
こ
の
法
則
は
自
分
が

発
見
し
た
の
で
は
な
く
、
昔
か
ら
あ

っ

た
も
の
で
、
ブ

ッ
ダ
も
キ
リ
ス
ト
も
そ

れ
に
従

っ
た
だ
け
』
と
も
で
す
。
こ
の

東
洋
哲
学
を

い
か
に
西
洋
人
に
わ
か
ら

せ
る
か
に
打
ち
込
み
、
そ
れ
に
よ

っ
て

世
界
平
和
を

一
日
も
早
く
実
現
さ
せ
よ

う
と
し
た
ん
で
す
ね
」

桜
沢
は

「
病
人
は
す
べ
て
刑
務
所

に

入
れ
」
と
言
う
。
人
は
す
べ
て
健
康
な

の
で
あ
っ
て
、
健
康
で
な
か
っ
た
ら
そ

れ
は
、
そ
の
人
の
罪
で
あ
る
と
言
う
。

病
気
と
い
う
病
気
は
、
正
し
く
な
い
食

べ
物
を
と
っ
た
た
め
に
起
こ
る
。
逆
に

一言
え
ば
、
ど
ん
な
病
気
も
、
正
し
き
食

事

に
一戻
れ
ば
た
ち
ま
ち
救
わ
れ
る
。
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食
養
の
目
的
は
、
①
無
薬
、無
痛
、無

費
用
の
自
然
療
法
で
あ
る
正
食
に
よ
っ

て
、
身
体
の
健
康
を
確
立
す
る
、
②
伝

統
精
神
の
健
康
を
確
立
す
る
、
③
正
食

の
長
き
実
行
を
通
し
て
、
食
物
を
生
み

出
す
大
自
然
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
る
も

の
は
み
な
同
胞
で
あ
り
、
世
界
は

一
家

で
あ
る
こ
と
を
直
感
し
、
体
得
す
る
こ

と
―
―
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

そ
の
土
地
で
と
れ
た
も
の
を
食
べ
る

こ
と
が
正
し
い

（身
土
不
二
）
の
で
あ

っ
て
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
遠
隔
地
で
の
作

物
を
食
べ
る
の
は
、
楽
し
み
と
し
て
は

と
も
か
く
、
命
を
養
う
食
と
し
て
は
邪

で
あ
る
と
い
い
、
日
本
国
内
で
基
本
食

を
考
え
た
。
①
主
食
は
玄
米
、
ア
ワ
、

ヒ
エ
、
キ
ビ
な
ど
、
②
副
食
に
は
ゴ
ボ

ウ
、　
ニ
ン
ジ
ン
、　
レ
ン
コ
ン
、
不ヽ
ギ
な

ど
で
、
主
食
の
四
分
の

一
以
下
、
③
塩

と
油
と
で
味

つ
け
、
ミ
ソ
、
シ
ョ
ウ
ユ

は
天
然
醸
造
、
④
加
工
品
は
な
る
べ
く

食
べ
な
い
―
―
な
ど
で
あ
る
。

こ
う
し
た
原
理
を
裏
付
け
た
の
が
、

伏
義
が
説

い
た
易
＝
陰
陽
道
で
あ
る
。

た
と
え
ば
動
物
性
は
陽
（
△
）、
植
物
性

は
陰
（
▽
）、
熱
は
陽
、
寒
は
陰
で
あ
る

と
い
う
よ
う
に
、
万
物
に
は
陰
陽
が
あ

る
。
た
だ
、
こ
の
陰
陽
は
極
ま
れ
ば
逆

に
転
じ
る
も
の
で
、
不
断
に
大
極

（実

有

）
に
帰
入
し
、
消
滅
す
る
。

「
哲
学
者
で
科
学
者
で
医
学
者
で
詩

人
、
ひ
っ
く
る
め
て
大
教
育
者
」
と
、

フ
ジ
子
が
評
す
る
桜
沢
に
直
接
教
え
を

新
居
浜

で
正
食

の
普
及
を

は
か
る

郷
里

・
温
泉
郡
川
上
村
に
帰

っ
て
来

た
菅
本
フ
ジ
子
の
も
と
に
、
県
を
通
じ

て
持
ち
込
ま
れ
た
の
は
、
新
居
浜
の
住

友
金
属
鉱
山
か
ら
の
保
健
婦
就
職
の
話

で
あ

っ
た
。
Ｍ

・
Ｉ
道
場
で
の
研
修
を

受
け
て
帰

っ
た
ば
か
り
の
彼
女
は
、
面

接
で
、
「
私
の
考
え
て
い
る
よ
う
に
さ
せ

て
ほ
し
い
」
と
、
希
望
を
述
べ
た
。
食

養
を
と
り
入
れ
た
い
と
い
う
申
し
出
を

厚
生
課
の
主
任
は
す
ぐ
に
は
理
解
で
き

ず
、
「
ど
う

い
う
こ
と
か
」
知
り
た
が
っ

た
。
ち
ょ
う
ど
松
山
の
大
林
寺
で
開
か

れ
た
桜
沢
を
招

い
て
の
講
習
会
に
、
出

席
し
て
く
れ
た
。
そ
こ
で
、
菅
本
の
指

導
が
ど
れ
ほ
ど
効
果
が
あ
っ
た
か
を
証

言
し
て
く
れ
た
の
が
、
か
っ
て
久
米
村

で
生
死
の
境
を
さ
迷
っ
て
い
た
と
こ
ろ

を
救
わ
れ
た
、
あ
の
青
年
だ
っ
た
。
主

任
は
即
座
に
、
「
あ
な
た
の
思
う
通
り
や

っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
か
せ
ま
す
か
ら
」

と
言

っ
た
。

菅
本
が
最
初
に
手
を

つ
け
た
の
は
、

住
友
の
社
宅
が
密
集
し
て
い
た
沢
津
、

平
形
地
区
の
健
康
管
理
だ
っ
た
。
当
時

約
五
百
世
帯
が
集
ま
っ
て
い
た
が
、
住

友
病
院
行
き
の
バ
ス
が
毎
朝
二
台
出
て

い
て
、　
い
つ
も
満
員
の
あ
り
さ
ま
だ
っ

た
。
衛
生
思
想
の
向
上
を
考
え
て
、
沢

津
に
十
二
人
、
平
形
に
七
人
の
主
婦
の

衛
生
委
員
を
置

い
た
。
そ
の
二
十
人
に
、

三
カ
月
間
衛
生
教
育
′た
崚
ｆ

」し
、
地

域
の
指
導
者
と
し
た
。
添
加
物
の
入

っ

た
食
品
は
や
め
る
、
本
物
の
ミ
ツ
、
シ

ョ
ウ
ユ
を
使
う
、
油
は
ゴ

マ
油
、
白
砂

糖
は
絶
対
に
と
ら
な

い
、
肉
や
卵
は
あ

ま
り
と
ら
な

い
―
―
な
ど
、
今
か
ら
考

え
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
珍
し
く
も
思
え
な

い
内
容
だ
が
、
衛
生
委
員
た
ち
が
張
り

切
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
見
る
間
に
成

果
が

あ
が
っ
た
。
通
院
バ
ス
が
ガ
ラ
あ

き
に
な
っ
た
。
当
然
、
保
険
は
黒
字

に

な
り
、
会
社
か
ら
は
喜
ば
れ
た
。

し
か
し
、　
一
方
で
は
腹
を
立
て
る
人

も

い
た
。
主
任
が

「
住
友
病
院
の
院
ｋ

が
「今
度
の
保
健
婦
は
何
を
し
と
る
っ
一

回
呼
ん
で
来

い
』
と
言

い
よ
る
け
ど
、

心
配
せ
ん
で
え
え
り
け
ん
か
に
は
私
が

行
く
か
ら
」
と
教
え
て
く
れ
た
こ
と
が

あ
お
ぐ

こ
と
で
、
彼
女
は
大
き
く
成
長

し
た
。
三
ヵ
月
の
期
限
が
来
て
、
帰
郷

し
よ
う
と
し
た
フ
ジ
子
を
、
師
は

「
ど

う
し
て
も
帰
る
の
か
。
残
念
だ
。
期
待

し
て

い
た
の
に
…
…
」
と
、
残
念
が
っ

た
。経

済
的
理
由
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
こ

の
帰
郷
は
フ
ジ
子
に
と
っ
て
、
本
格
的

な
実
践

へ
の
門
出
で
あ
っ
た
。

＊

　

　

　

　

　

　

＊

あ
る
。
保
健
所
長
か
ら
も
文
旬
が
つ
い

た
。
「
保
健
所
の
言
う
通
り
し
と
っ
た
の

で
は
ち
っ
と
も
良
く
な
ら
ん
。
保
健
婦

さ
ん
の
言
う
よ
う
に
し
と
っ
た
ら
治
る

の
に
―
―
」
と
い
う
、
あ
る
主
婦
の
声

が
所
長
の
耳
に
入

っ
て
、
呼
び
出
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
指
導
内
容
の
説
明
を
し

て
、
「疑
間
が
あ
る
の
な
ら
直
接
現
場

へ

来
て
、
見
て
く
れ
」
と
大
見
え
切
っ
た
。

そ
れ
以
来
、
表
立
っ
た
反
発
は
姿
を
消

し
た
。
病
気
が
減
っ
て
医
者
代
が
い
ら
な
い
。

肉
や
魚
を
食
べ
な

い
か
ら
食
費
が
浮
く
。

主
婦
た
ち
が

一
日
二
十
円
貯
金
を
始
め
、

幕
れ
の
モ
チ
代
を
用
意
し
て
、
亭
主
連

中
を
感
激
さ
せ
た
な
ど
と
い
う
話
も
起
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住友金属鉱山にいたころ

左が菅本フジ子

／
菅
本
フ
ジ
子
が
活
躍
し
た
こ
ろ
、
住

友
の
社
宅
街
は
、
山
（端
出
場
）、島
（四

阪
）、
浜

（平
形
、
沢
津
）
の
三
ヵ
所
に

わ
か
れ
て
い
た
。
フ
ジ
子
の
担
当
は
浜

だ
っ
た
が
、
そ
の
成
功
が
目
ざ
ま
し
か

っ
た
せ
い
で
、
山
と
島
と
に
も
保
健
婦

を
置

こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
島

に
は
、
フ
ジ
子
の
推
薦
で
、
同
じ
よ
う

に
食
養
を
実
践
す
る
女
性
が
赴
任
し
ヘ

戦
争
で
婚
約
者
を
な
く
し
た
と
い
う
悲

し
い
経
歴
を
持

っ
た
人
で
、
島
に
骨
を

埋
め
る
意
気
込
み
で
あ
っ
た
。
日
か
ら

鼻
に
抜
け
る
利
発
さ
と
、
明
る
い
人
柄

で
、
住
民
か
ら
は
姉
や
妹
の
よ
う
に
親

し
ま
れ
た
が
、
岩
場
か
ら
転
落
死
す
る

と
い
う
、

い
た
ま
し
い
最
期
を
と
げ
亀

再

び

上

京

、

″
五
色

の
毒

〃
を

訴

え

る

「上
京
し
て
本
部

へ
入

っ
て
ほ
し

い
」

と
い
う
趣
旨

の
速
達
や
電
報
が
、
新
居

浜
で
活
躍
中

の
菅
本
フ
ジ
子

の
も
と

に
、
ひ
ん
ぴ
ん
と
届
き
始
め
た
の
は
、

き
た
。
男
性
側
も
協
力
的
に
な
り
、
フ

ジ
子
が
勧
め
た
ヨ
モ
ギ
茶
の
材
料
を
勤

め
の
帰
り
に
採
集
し
、
自
転
車
の
先
に

つ
け
て
走
る
姿
も
珍
し
く
な
か
っ
た
。ヽ

九

州

に

い
た

河

内

医

師

に

支

え

ら

れ

る

フ
ジ
子
の
活
躍
を
支
え
た
人
た
ち
の

中
で
、
特
に
重
要
な
働
き
を
し
た
の
は
、

当
時
、
九
州
別
府
で
診
療
所
を
開

い
て

い
た
医
師
、
河
内
省

一
貧
し
で
あ
る
。

医
療
行
為

の
許
さ
れ
て
い
な

い
保
健
婦

に
と
っ
て
、
処
方
を
指
示
し
て
く
れ
る

医
師
は
、何
よ
り
頼
る
べ
き
存
在
だ
が
、

食
養
に
理
解
を
示
し
て
く
れ
る
人
は
、

少
な
か
っ
た
。
わ
ざ
わ
ざ
九
州
か
ら
や

っ
て
来
て
、
患
者
を
診
察
し
、
適
切
な

指
示
を
出
し
て
く
れ
る
河
内
に
は
、
特

別
大
き
な
存
在
感
が
あ
っ
た
。

河
内
は
も
と
も
と
大
分
県
の
医
師
の

家
に
生
ま
れ
た
が
、
中
学
時
代
に
病
気

に
か
か
り
、
生
死
の
境
を
さ
ま
よ
っ
た
。

父
の
縁
で
洋
行
帰
り
や
内
科
学
界
の
大

家
な
ど
の
治
療
を
受
け
た
け
れ
ど
、
全

く
回
復
し
な
か
っ
た
。
な
に
し
ろ
入
院

中
は
、　
一
日
に
卵
の
黄
身
六
個
分
を
食

べ
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
食
事
を
強

い
ら

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
死
ぬ
つ
も
り
で

入

っ
た
曹
洞
宗
の
寺
院
で
、
玄
米
食
に

出
合

っ
た
河
内
は
、
お
か
げ
で
救
わ
れ

た
。
順
調
に
健
康
を
と
り
戻
し
、　
一
時

は
僧
侶
に
な
ろ
う
と
決
心
し
た
が
、
老

師
の
勧
め
で
、
医
師

へ
の
道
を
選
ん
だ
。

法
衣
の
代
わ
り
に
背
広
を
着
、
数
珠
の

代
わ
り
に
聴
診
器
を
持

っ
て
、
衆
生
済

度

の
道

へ
踏
み
出
し
た
の
で
あ
る
。

フ
ジ
子
の
在
職
五
年
間
に
、
河
内
は

都
合
八
回
も
新
居
浜
を
訪
れ
て
い
る
。

新
居
浜
の
警
察
署
員
が
、
別
府
ま
で
調

査
に
出
か
け
た
こ
と
さ
え
あ
っ
た
と
い

う
か
ら
、
必
ず
し
も
愉
快
な
思

い
ば
か

り
で
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
が
、
使
命
感

が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
フ
ジ
子
の
毎
日
は
、
多
忙
を

き
わ
め
た
。
土
曜
、
日
曜
は
食
養
の
料

理
講
習
会
に
つ
い
や
さ
れ
た
。
「
五
年
間

で
百
回
ぐ
ら
い
は
…
…
」
と
い
う
の
が
、

彼
女
の
記
憶
で
あ
る
。
そ
う
し
た
積
み

重
ね
が
実

っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
、
新

居
浜
に
は
今
も
、
玄
米

・
菜
食
を

つ
づ

け
て
い
る
人
は
多

い
。
頸
動
脈
の
す
ぐ

近
く
に
、
直
径
十
セ
ン
チ
余
り
も
あ
る

ヨ
ウ
が
出
来
た
の
を
、
芋

パ
ス
タ
ー
で

完
治
さ
せ
て
も
ら
っ
た
経
験
を
持

つ
玉

置
ミ
ノ
ル
↑
じ
＝
新
居
浜
市
八
雲
町
＝

も
そ
の

一
人
で
、

「歯
が
悪
く
な
っ
て
か
ら
、
三
分
づ
き

に
し
て
い
ま
す
け
れ
ど
、
ず

っ
と
副
食

は
野
菜

一
点
張
り
で
す
。
根
菜
類
を
中

心
に
…
…
。
夫
は
つ
け
合
わ
せ
程
度
に

魚
を
と
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
け
ど
、
も

う
二
十
年
も
、
夫
婦
と
も
医
者
に
か
か

っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」

と
笑
う
。
そ
の
大
、
福
雄
↑
し
は
、

今
も
毎
朝
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を

つ
づ
け
る
元

気
さ
で
あ
る
。

＊
　
　
　
　
　
　
＊
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世界無銭武者旅行に出発する船の上で。

後列中央が桜沢如一、花束を持つのが里真夫人。

二
十
八
年
の
秋
で
あ
っ
た
。
師

・
桜
沢

如

一
夫
妻
が
、
自
ら
の
哲
学
を
世
に
問

う
た
め
世
界
旅
行
に
た
つ
こ
と
に
な
っ

た
た
め
、
東
京

・
代
々
木
西
原
に
移
っ

て
い
た
本
部

（Ｍ
Ｉ
道
場
あ
る
い
は
真

生
活
協
会
）
の
陣
容
を
強
化
す
る
必
要

が
あ
っ
た
。
桜
沢
の
留
守
を
あ
ず
か
る

の
は
別
府
か
ら
上
京
を
要
請
さ
れ
た
河

内
省

一
で
あ
る
。
「女
性
が
い
な
い
か
ら
、

ど
う
し
て
も
」
と
、
強
引
な
誘

い
に
、

フ
ジ
子
が
新
居
浜
を
引
き
払
っ
た
の
は
、

そ
の
年
の
■

一
月
で
あ
っ
た
。
桜
沢
夫
妻

は
十
月
二
十
八
日
、
す
で
に
旅
立
っ
て

い
た
。
「
あ
と
二
十
日
も
し
た
ら
ボ
ー
ナ

ス
が
も
ら
え
る
時
で
し
た
。
ち
ょ
っ
と

残
念
で
し
た
け
ど
」
と
、
周
囲
も
、
自

分
自
身
さ
え
驚
く
、
あ
わ
た
だ
し
い
上

一示
で
あ

っ
た
。

桜
沢
の
厳
し

い
監
視
が
な
い
と
は
い

えヽ
、
本
部
は
相
変
わ
ら
ず
厳
し
か
っ
た
。

到
着
早
々
に
胃
腸
を
こ
わ
し
、　
一
週
間

の
断
食
に
入

っ
た
が
、
そ
の
間
も

一
日

四
時
間
の
睡
眠
で
、
二
十
人
ほ
ど
い
た

患
者
に
湿
布
を
し
た
り
、
配
膳
し
た
り
、

休
む
暇
と
て
な
か
っ
た
。
カ
ル
キ
が
入

っ
て
い
る
水
道
を
使
わ
な

い
た
め
、
毎

朝
井
戸
で
水
を
く
み
、
坂
道
を
か
け
上

が
っ
て
、
道
場

へ
連
ば
ね
ば
な
ら
な

い

と
い
っ
た
だ
け
で
、
仕
事

の
き
つ
さ
の

一
端
が
想
像
で
き
る
だ
ろ
う
。
保
健
婦

時
代
の
十
分
の

一
程
度

の
給
料
に
な
っ

て
な
お
、
そ
う
し
た
生
活
を
送
る
の
で

あ
る
。

当
日
の
日
課
は
、
五
年
半
前
に
研
修

を
受
け
た
こ
ろ
と
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い

な
い
。
講
義
に
新
聞

「
世
界
政
府
」
の

販
売
に
…
…
。
変
わ
っ
た
こ
と
と
い
え

ば
、
「五
色
の
毒
」
運
動
が
加
わ
っ
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。

桜
沢
の
弟
子
で
あ
り
、
東
海
区
水
産

研
究
所
員
で
あ
っ
た
天
野
慶
之
（現
、東

京
水
産
大
学
長
）
が
、
一
一十
八
年
十
二
月

に
真
生
活
協
会
か
ら
出
版
し
た

『五
色

の
毒
―
主
婦
の
食
品
手
帖
』
は
、
食
品

添
加
物
の
害
毒
を
告
発
す
る
書
物
と
し

て
は
、
わ
が
国
で
も
最
初
の
も
の
で
あ

っ
た
。
平
塚
ら
い
て
う
が
序
を
書

い
た

同
書
で
は
、
サ
ッ
カ
リ
ン
、
ズ
ル
チ
ン

な
ど
調
味
料
に
始
ま
っ
て
、
オ
ー
ラ
ミ

ン
や
ロ
ー
ダ
ミ
ン
な
ど
着
色
料
、
着
香

料
、
な
ど
の
危
険
性
が
、
や
さ
し
い
調
子

で
解
説
さ
れ
て
い
る
。
最
近
問
題
に
な

っ
て
い
る
小
麦
粉
改
良
剤
、
臭
素
酸
カ

リ
ウ
ム
は
、
こ
の
書
で
既
に
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
。

ま
だ
食
糧
難
の
後
遺
症
が
残
っ
て
い

た
時
代
で
あ
る
。
世
間
は
、
見
た
目
が

よ
く
、
舌
に
快
け
れ
ば
良
し
と
す
る
時

代
で
あ
っ
た
。
「
五
色
の
毒
」
の
先
見
性

に
は
驚
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
Ｍ
Ｉ
道
場

の
メ
ン
パ
ー
は
、
「
正
食
」
運
動
の

一
環

と
し
て
、
正
月
や
祭
り
、
駅
頭
の
雑
踏

の
中
で
、
「
食
品
添
加
物
は
や
め
ま
し
ょ

う
」
と
叫
ん
だ
。
メ
ガ
ホ
ン
片
手
に
声

を
か
ら
し
て
も
、
道
行
く
人
の
目
は
「何

を
し
て
お
る
こ
と
や
ら
」
と
、
冷
や
や

か
で
あ
っ
た
。

一
方
、
フ
ジ
子
は
語
学
の
勉
強
と
い

う
難
関
が
待
っ
て
い
た
。
桜
沢
は
弟
子

た
ち
を
世
界
に
派
遣
し
て

「
伝
道
」
を

展
開
し
て
い
た
。
現
在
ア
メ
リ
カ
で
活

躍
中

の
久
司
ミ
チ
オ
を
第

一
回
に
、
渡

航
が
困
難
だ
っ
た
当
時
と
し
て
は
異
例

に
、
次
々
と
優
秀
な
若
者
た
ち
を
世
界

へ
送
り
出
し
て
い
た
。
菅
本
フ
ジ
子
に

も
、
ア
メ
リ
カ
で
の

「
伝
道
」
の
話
が

あ
り
、
そ
の
準
備
が
必
要
だ
っ
た
の
で

あ
る
。

＊

　

　

　

　

　

　

＊

餞
別
は
も
ら
っ
て
し
ま

っ
て
い
る
。

困
り
果
て
た
。
な
ん
と
か
外
国
に
出
る

方
法
を
と
模
索
す
る
う
ち
に
、
イ
ン
ド

イ

ン
ド

ヘ

生

け
花

を
教

え

て
自

活

菅
本
フ
ジ
子

の
最
初

の

「
伝
道
」
地

は
、
ア
メ
リ
カ
に
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
。

文
字
通
り
毎

日
届
く
、
旅
先

の
桜
沢
如

一
か
ら
の
手
紙
で
、
そ
う
指
令
さ
れ
て

い
た
。
ほ
と
ん
ど
の
準
備
も
整

い
、
日

本
各
地
に
い
る
指
導
者
た
ち
の
も
と
を

回
っ
て
、
お
披
露
目
も
済
ま
せ
た
。
そ

こ
で
、
思

い
が
け
な

い
障
害
が
現
れ
た
。

ビ
ザ
が
お
り
な
い
の
で
あ
る
。
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インドヘ同行 した竹原幸子と(右がフジ子)

へ
な
ら
出
ら
れ
そ
う
だ
と
わ
か
っ
た
。

イ
ン
ド
は
師
、
桜
沢
如

一
が
世
界
旅
行

の
第

一
歩
を
記
し
た
土
地
で
あ
る
。
弟

子
で
あ
る
村
田
鶴
彦
ら
男
性
二
人
も
派

遣
さ
れ
て
い
た
。
「
イ
ン
ド
を
経
由
し
て

ア
メ
リ
カ
ヘ
行
こ
つヽ
」
と
考
え
た
。

「簡
単
な
気
持
ち
で
来
た
の
で
は
困
奄

生
き
て
い
く
た
め
の
勉
強
を
し
て
お
か

な
い
と
、　
一
ヵ
月
で
こ
じ
き
に
な
る
だ

け
だ
」
と
い
う
村
田
か
ら
の
手
紙
で
、

猛
烈
な
勉
強
を
し
た
。
日
本
人
形
づ
く

り
、
生
け
花
、
料
理
…
…
。
そ
れ
に
、

結
果
と
し
て
は
な
ん
の
役
に
も
立
た
な

か
っ
た
が
、
ヒ
ン
ズ
ー
語
の
学
習
。

現
地
で
は
、
職
員
が
三
十
人
ほ
ど

い

る
病
院
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
手
伝
う
は

ず
で
あ

っ
た
。
家
も
ち
ゃ
ん
と
用
意
さ

れ
て
い
る
―
―
そ
う
信
し
て
、
神
戸
を

出
港
し
た
の
は
、
三
十
二
年
九
月
四
日

で
あ
っ
た
。
連
れ
は
村
田
の
妹
の
竹
原

幸
子
、
薬
大
出
の
吉
見
馨
、
農
学
校
の

教
師
を
や
め
た
高
浪
市
太
郎

の
二
人
で

あ
っ
た
。
女
性
二
人
は
二
等
、
男
性
二

人
は
デ
ッ
キ
の
上
の
四
等
と
い
う
貧
乏

旅
と
な
っ
た
。

香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ラ
ン
グ
ー

ン
と
寄
港
し
た
。
途
中
二
度
の
台
風
で

足
止
め
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
二
十

四
日
か
か
っ
た
。
日
本
び
い
き
の
イ
ン

ド
人
の
パ
ー
サ
ー
に

「
日
本
の
踊
り
を

見
せ
て
く
れ
」
と
頼
ま
れ
、
猛
特
訓
の

末
、
乗
客
二
百
人
の
前
で

「炭
鉱
節
」

を
披
露
し
て
、

一
躍
人
気
者
に
な
る
な

ど
、
楽
し
い
エ
ピ
ツ
ー
ド
も
あ
っ
た
。

カ
ル
カ
ッ
タ
の
港
に
着

い
て
驚

い
ヘ

手
伝
う
は
ず
の
病
院
な
ど
、
影
も
形
も

な

い
。
村
田
は

「
と
ん
で
も
な

い
。
や

っ
と
住
む
場
所
が
決
ま
っ
た
と
こ
ろ
だ
」

と
、
あ
き
れ
顔
で
あ
っ
た
。
そ
の
住
ま

い
は
、
ボ
ー
ス
と
い
う
金
持
ち
の
家

の

一
室
で
あ
っ
た
。

雨
露
を
し
の
ぐ
場
所
は
得
た
け
れ
ど

あ
と
は
何
も
用
意
さ
れ
て
い
な

い
。
西

も
東
も
わ
か
ら
な

い
。
生
活
は
全
部
自

前
だ
か
ら
、
た
ち
ま
ち
行
き
詰
ま
っ
た
。

同

志

発

病

、
七

ヵ
月

か
け
盲

腸

治
療

「
君
た
ち
は
イ
ン
ド
で
な
に
を
し
て
い

る
。
な
ん
の
成
果
も
あ
が
ら
な
い
じ
ゃ

な

い
か
」
と
、
桜
沢
如

一
の
叱
咤

の
手

紙
が
相

つ
い
だ
。
ど
う
し
か
ら
れ
て
み

て
も
、
菅
本
フ
ジ
子
た
ち
は
手
が
か
り

ら
し

い
も
の
さ
え
つ
か
め
な
か
っ
た
。

そ
こ
へ
降

っ
て
わ
い
た
の
が
、
同
志

吉
見
馨
の
発
病
で
あ
っ
た
。
高
浪
市

太
郎
と

一
緒
に
、
カ
ル
カ
ッ
タ
か
ら
バ

ス
で

一
時
間
余
り
入

っ
た
奥
地
で
、
正

食
運
動

「
伝
道
」
の
手
が
か
り
を
つ
か

も
う
と
、
日
本
的
な
ア
シ
ュ
ラ
ム

（道

場
）
を

つ
く
る
た
め
躍
起
に
な
る
う
ち
、

過
労
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
、
倒
れ
た
の

で
あ
る
。

イ
ン
ド
人
の
医
師
た
ち
は
盲
腸
だ
と

診
断
し
た
。
手
術
が
必
要
だ
と
い
う
。

け
れ
ど
も
、
わ
ざ
わ
ざ
日
本
か
ら
食
養

の
指
導
に
来
た
の
に
、
西
洋
現
代
医
学

の
手
術
を
受
け
た
の
で
は
、
大
義
名
分

が
通
ら
な

い
。
な
ん
と
か
せ
ね
ば
―
―

と
、
フ
ジ
子
は
苦
し
ん
だ
。

吉
見
た
ち
の
住
ま
い
は
、
カ
ヤ
の
よ

う
な
草
で
ふ
い
た
粗
末
な
小
屋
で
、
風

二
ヵ
月
後
に
は
、
男
性
二
人
は
日
減
ら

し
も
兼
ね
て
奥
地
に
入
り
、
女
性
二
人

が
カ
ル
カ
ッ
タ
に
残
る
こ
と
と
し
た
。

久
米
村
時
代
に
免
状
を
得
て

い
た
の

を
生
か
し
て
生
け
花
を
教
え
、
日
本
人

形
を
作

っ
て
売

っ
た
。
食
事
は
も
と
も

と
玄

米
菜
食
で
通
し
て
来

た
の
だ
か

ら
、
質
素
な
の
に
は
慣
れ
て
い
る
。
真

っ
黒
の
粉
で
作

っ
た
チ
ャ
パ
テ
ィ
ニ
枚

程
度
で
済
ま
せ
、　
一
日
三
十
五
円
ほ
ど

で
あ
げ
た
。
こ
じ
き
で
さ
え
七
十
円
。

イ
ン
ド
で
暮
ら
す
日
本
人
た
ち
な
ら
四

百
円
は
か
け
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
。

土
曜
の
夜
ご
と
に
、
奥
地
か
ら
引
き
揚

げ
て
来
る
吉
見
、
高
浪
の
男
性
陣
を
ま

じ
え
て
す
る
食
事
だ
け
が
、
曲
が
り
な

り
に
も
、
人
間
ら
し
い
も
の
と
な
っ
た
。

＊

　

　

　

　

　

　

＊

も
通
ら
な

い
。
戸
を
あ
け
る
と
熱
気
が

噴
き
出
し
て
来
る
。

こ
れ
で
は
病
気
が

悪
く
な
る
ば
か
り
だ
と
、
無
理
を
し
て
、

ボ
ー
ス
の
家

へ
連
れ
て
帰

っ
た
途
端
に

病
状
が
進
ん
だ
。
血
ウ
ミ
の
よ
う
な
便

が
出
、
足
が
立
た
な
い
。
熱
は
高
く
、

脈
も
早

い
。

ひ
た
す
ら
玄
米
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
さ

-23-



せ
た
。
カ
ル
カ
ッ
タ
中
さ
が
し
て

一
握

り
の
玄
米
を
手
に
入

れ
た
。
イ
ン
ド
の

玄
米
は
紫
色
が
か
っ
て
お
り
、
石
が
混

じ
っ
て
い
る
。
時
間
を
か
け
て
石
を
と

り
去
り
、
煮
た
。
の
ち
に
は
比
較
的
簡

単
に
玄
米
が
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
が
、
お
か
げ
で
、
フ
ジ
子
の
食
事
は

い
つ
も
絞
リ
カ
ス
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

患
部
に
は
理
イ
モ
を
す
り
お
ろ
し
、

同
量
の
小
麦
粉
を
ま
ぜ
た
う
え
、　
一
割

の
シ
ョ
ウ
ガ
を
加
え
た
イ
モ

・
パ
ス
タ

ー
を
は
っ
た
。
梅
千
し
茶
も
併
用
し
ヘ

「
お
て
あ
て
」
も
使
っ
た
。
患
部
に
て

の
ひ
ら
を
当
て
る
治
療
法
で
あ
る
、
「
て

の
ひ
ら
治
療
」
あ
る
い
は
古
く
か
ら
伝

わ
る

「手
末

（
た
な
す
え
）
の
道
」
で
、

一
部
で
は
広
く
効
用
が
あ
る
と
信
じ
ら

れ
て
い
る
。
患
部
に
当
て
た
て
の
ひ
ら

か
ら
、
あ
る
種
の
波
動

（
オ
ー
ラ
ー
）

が
出
て
効
果
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

二
ヵ
月
か
か
っ
て
快
方
に
向
か
っ
た

が
、
正
常
な
状
態
に
戻
る
の
に
は
、
七

ヵ
月
も
か
か
っ
た
。
（そ
の
後

。
日
本
人

六
人
の
通
訳
が
出
来
る
ま
で
に
健
康
を

取
り
も
ど
し
、
現
在
、
ベ
ル
ギ
ー
に
住

み
、
主

と
し
て
フ
ラ
ン
ス
語
圏
で
正
食

運
動
に
活
躍
し
て
い
る

）

そ
れ
や
こ
れ
や
で
、
フ
ジ
，
た
ち
の

「
伝
道
」
は
そ
れ
ほ
ど
効
果
が
あ
が
ら

な
か
っ
た
。
重
症
の
病
人
た
ち
と
接
す

る
機
会
は
少
な
か
っ
た
。

「
君
た
ち
は
な
に
も
し
て
い
な

い
。
ベ

ル
ギ
ー

ヘ
来
な
さ
い
」
と
、
桜
沢
か
ら

厳
し

い
手
紙
が
届
い
た
。
「
十
日
以
内
に

イ
ン
ド
を
脱
出
せ
よ
。
そ
う
し
な
け
れ

ば
破
門
だ
」
と
い
う
。　
一
方
、
ビ
ザ
の

期
限
の
問
題
が
起
き
た
。
「
こ
の
ま
ま
だ

と
回
外
追
放
で
強
制
送
還
に
な
る
か
も

インドを訪れた桜沢里真(後列中央 )を かこんで。(左がフジ子 )

イ

ン
ド
脱
出

、
ベ

ル
ギ

ー

で
自

然
食

作

り

マ
ド
ラ
ス
で
高
浪
市
太
郎
が
合
流
し
、

菅
本
フ
ジ
子
、
吉
見
馨
の
二
人
が
そ
ろ

っ
た
が
、
お
金
の
問
題
は
い
か
ん
と
も

な
ら
な
い
。
ボ
ン
ベ
イ
で
立
ち
往
生
と

な
っ
た
。
困
り
果
て
て
い
た
時
に
出
会

っ
た
の
が
、
師

・
桜
沢
如

一
に
教
え
を

受
け
た
こ
と
が
あ
る
イ
ン
ド
人
で
あ
っ

た
。
「
イ
ン
ド
人
に
お
金
を
盗
ま
れ
た
」

と
訴
え
る
と
、

い
た
く
同
情
し
て
、

マ

ル
セ
ー

ユ
ま
で
の
船
賃
の
半
分
ほ
ど
の

金
額
を
貸
し
て
く
れ
た
。

フ
ジ
子
だ
け
は
食
事
が
つ
く
三
等

に
、

男
性
二
人
は
、
食
事
な
し
の
四
等
に
分

か
れ
て
乗
船
し
た
が
、
と
も
か
く
イ
ン

ド
脱
出
の
目
的
だ
け
は
果
た
し
た
。
イ

ン
ド
洋
は
荒
れ
に
荒
れ
て
、
立
ち
上
が

る
こ
と
も
´ヽ
き
な
い
揺
れ
よ
う
で
あ
る
。

食
事
も
ノ
ド
を
通
ら
ず
、
十

一
日
間
の

航
海
中
、
ほ
と
ん
ど
お
茶
で
過
ご
し
札

余
っ
た
食
事
は
、
ク
リ
マ
ッ
ク
と
い
う

Ｐ
Ｕ
ネ
ー
ム
で
呼
ば
れ
て
い
た
吉
見
が

引
き
受
け
て
く
れ
た
。

船
賃
を
半
分
し
か
払
っ
て
い
な

い
か

し
れ
な

い
」
と
い
う
。

迷
っ
た
末
に
、
イ
ン
ド
を
脱
出
し
、

桜
沢
が
い
た
フ
ラ
ン
ス
に
向
か
う
こ
と

に
決
め
た
。
竹
原
幸
子
に
も
ら
せ
ば
、

兄
の
村
田
鶴
彦
に
伝
わ
る
に
違

い
な

い

か
ら
と
、
男
二
人
と
フ
ジ
子
の
二
人
だ

け
で
決
行
す
る
こ
と
に
し
た
。

一
週
間
、
不
眠
不
休
で
用
意
を
整
え

て
、
や
っ
と
出
発
に
こ
ぎ

つ
け
た
。
吉

見
と
二
人
で
夜
汽
車
に
乗
り
、
出
港
地

の
マ
ド
ラ
ス
に
向
か
っ
た
。

こ
の
汽
車

の
中
で
、
睡
眠
不
足
が
た
た
っ
た
の
だ

ろ
う
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
居
眠
り
し
た

間
に
、　
い
ち
ば
ん
大
切
な
荷
物
を
盗
ま

れ
て
し
ま
っ
た
。
ボ
ン
ベ
イ
ま
で
の
切

符
は
買

っ
て
あ
っ
た
が
、

一
瞬
に
し
て

フ
ラ
ン
ス
ヘ
向
か
う
運
賃
が
吹
っ
飛
ん

だ
。

ら
、
船
長
に
パ
ス
ポ
ー
ト
を
と
り
あ
げ

ら
れ
、
寄
港
地
で
上
陸
さ
せ
て
く
れ
な

い
ま
ま
、
ス
エ
ズ
運
河
を
通

っ
て
、
フ

ラ
ン
ス
の
マ
ル
セ
ー

ユ
ヘ
向
か
っ
た
。

マ
ル
セ
ー

ユ
到
着
は
三
十
四
年
十

一

月
二
十

一
日
。
ア
ラ
レ
が
舞
う
寒
さ
で
、

イ
ン
ド
か
ら
夏
支
度
で
着

い
た

一
行
は

ふ
る
え
上
が
っ
た
。
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電
報
で
救

い
を
求
め
て
あ
っ
た
の
で

桜
沢
の
使
者
が
お
金
を
持

っ
て
待
ち
受

け
て
い
て
く
れ
た
。
や
っ
と
解
放
さ
れ
、

汽
車
で
パ
リ

ヘ
。
郊
外
の
マ
ン
シ
ョ
ン

に
あ

っ
た
桜
沢
の
根
拠
地

へ
到
着
し
た

と
き
は
、
ホ
ッ
と

一
息

つ
い
た
。

た
っ
た
十
日
間
、
桜
沢
じ
き
じ
き
の

フ
ラ
ン
ス
語
講
習
を
受
け
た
だ
け
で
、

派
遣
さ
れ
た
先
は
ベ
ル
ギ
ー
の
ガ
ン
だ

っ
た
。
首
都
プ
リ

ュ
ッ
セ
ル
の
北
東
約

四
十
キ
ロ
東
フ
ラ
ン
ド
ル
州
の
州
都
で
、

ベ
ル
ギ
ー
第
二
の
港
町
で
あ
る
。
自
然

食
品
の
店
を
開

い
て
い
た
ピ
エ
ー
ル

・

ゲ
バ
エ
ル
ト
さ
ん
が
、
ミ
ソ
を
は
じ
め

と
す
る
自
然
食
品
工
場
を
建
設
す
る
計

画
が
あ
っ
て
、
そ
の
手
助
け
を
せ
よ
と

い
つヽ
。

主
役
は
高
浪
市
太
郎
で
あ
る
。
九
州

の
農
学
校
の
教
師
を
し
て
い
た
経
歴
を

買
わ
れ
て
、醸
造
全
般
の
指
導
を
す
る
。

と
い
っ
て
も
、
教
員
時
代
に
は
ミ
ツ
を

つ
く
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
、
日

本
か
ら
文
献
を
取
り
よ
せ
猛
勉
強
を

つ

づ
け
、
そ
れ
を
教
え
る
と
い
う
具
合
で

あ
っ
た
。
朝
五
時
に
働
き
出
す
と
い
う

重
労
働
が
つ
づ

い
た
。　
一
年
で
基
礎
が

出

′
来
、
繁
栄

へ
の
道
を
開

い
た
。
お
か

げ
で
、
ピ
ユ
ー
ル
・
ゲ
バ
エ
ル
ト
は
今
、

ョ
ー

ロ
ッ
パ
全
域
に
正
食
品
を
供
給
す

る
リ

マ
エ
場
の
社
長
を
す
る
ま
で
に
な

っ
た
。
高
浪
は
プ
リ

ュ
ッ
セ
ル
で
豆
腐

店
を
経
営
、
こ
れ
ま
た
安
定
し
た
経
済

的
基
盤
を
築

い
て
い
る
。

各

国

の
入
院

者

で
に
ぎ

わ
う

サ
ナ

ラ

ン
ト

ピ
ユ
ー
ル
・
ゲ
バ
エ
ル
ト
の
姉
、
マ
リ

ー
が
サ
ナ
ラ
ン
ト

（
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
・

レ
ス
ト
ラ
ン
）
を
開
く
計
画
を
立
て
、

菅
本
フ
ジ
子
に
手
伝
う
よ
う
に
依
頼
し

た
の
は
、
フ
ジ
子
ら
が
ベ
ル
ギ
ー
に
入

っ
て
、
一
年
ほ
ど
し
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

食
養

レ
ス
ト
ラ
ン
と
、
シ
ョ
ウ
ガ
湿
布

や
日
本
式

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
ヨ
ー
ガ
な
ど

の
治
療
を
行
う
入
院
施
設
で
あ
る
。
ゲ

バ
エ
ル
ト
家
で
の

一
年
間
に
披
露
し
た

本
格
的
な
食
養
の
腕
前
を
見
込
ま
れ
て

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
フ
ジ
子
は

一
も
二

も
な
く
引
き
受
け
た
。

フ
ジ
子
た
ち
は
イ
ン
ド
を
経
由
し
て

ョ
ー

ロ
ッ
パ
ヘ
来
た
の
だ
が
、
ヨ
ー
ガ

に
接
し
た
の
は
、
こ
の
時
が
最
初
で
あ

っ
た
。
欧
米
人
が
、
日
本
人
な
ら
だ
れ

で
も
禅
に
通
じ
て
い
る
と
考
え
る
よ
う

に
、
日
本
人
は
イ
ン
ド
で
は
ヨ
ー
ガ
が

日
常
茶
飯
の
こ
と
と
し
て
行
わ
れ
て
い

る
と
考
え
が
ち
だ
が
、
実
際
は
そ
う
で

も
な
い
。

初
め
て
接
し
た
と

い
え
ば
、
ホ
メ
オ

パ
テ
イ
ー
も
そ
う
で
あ
つ
た
。
桜
沢
の

弟
子
で
、　
マ
リ
ー
の
サ
ナ
ラ
ン
ト
と
提

携
関
係
に
あ
っ
た
医
師
、
メ
ガ
ン
ク
が

用
い
て
い
た
治
療
法
で
あ
る
。
東
洋
で

の
漢
方
と
同
じ
よ
う
に
、　
ョ
ー

ロ
ッ
パ

に
長
く
伝
わ
っ
て
、
進
歩
を
と
げ
た
。

数
々
の
草
根

・
木
皮
か
ら
作
り
出
し
た

ア
ワ
粒
ほ
ど
の
丸
薬
を
、　
一
つ
か
二
つ

投
与
す
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。

翌
年
に
は
さ
ら
に
、海
岸
の
保
養
地
、

デ
ン
ベ
ル
ゲ
ン
に
桜
沢
が
開

い
た
サ
ナ

ラ
ン
ト
に
移
っ
た
。
現
地
の
富
豪
の
女

性
が
提
供
し
た
の
で
あ
る
。　
一
分
も
歩

け
ば
海
岸
に
出
る
風
光
明
媚
な
場
所
で
、

ド
イ
ツ
、　
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、　
ス

イ
ス
な
ど
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
全
土
か
ら
入
院

者
が
相

つ
い
だ
。

フ
ジ
子
は
ベ
ル
ギ
ー
人
の
助
手

一
人

を
使
い
、
入
院
四
十
人
、
昼
食
客
三
十

人
ほ
ど
の
食
事
を
作
り
つ
づ
け
た
。
「身

土
不
二
」
の
原
則
に
従

っ
て
、
ベ
ル
ギ

ー
式

の
正
食
で
あ
る
。　
一
例
を
あ
げ
れ

ば
、
朝
は
ラ
イ
麦
や
玄
米
の
黒
パ
ン
、

麦
や
玄
米
、
ア
ワ
、
キ
ビ
の
オ
ー
ト
ミ

ー
ル
、
ゴ

マ
塩
、
ゴ
ボ
ウ
、
レ
ン
コ
ン
、

菅
本
フ
ジ
子
は
そ
の
間
、
ゲ
バ
エ
ル

ト
家
で
食
事
づ
く
り
を
引
き
受
け
た
。

ガ
ン
の
店
に
も
手
伝

い
に
出
た
。
そ
の

暇
々
に
、
ピ
エ
ー
ル
の
姉
、　
マ
リ
ー
に

フ
ラ
ン
ス
語
を
習
っ
た
り
し
た
。
ガ
ン

は
フ
ラ
マ
ン
語
圏
で
、
フ
ラ
ン
ス
語
を

使
う
こ
と
は
少
な
か
っ
た
が
、　
エ
リ
ー

（
フ
ジ
子
の
Ｐ
Ｕ
ネ
ー
ム
）
式

の
英
語

一
本
や
り
で
は
や
は
り
不
便
だ
っ
た
の

で
あ
る
。

＊

　

　

　

　

　

＊

ニ
ン
ジ
ン
、
シ
ョ
ウ
ガ
を
使
っ
た
桜
沢

式
の
鉄
火
ミ
ソ
、
昼
は
カ
ボ
チ
ャ
や

ニ

ン
ジ
ン
の
ポ
タ
ー
ジ
ュ
、
ク
ズ
を
使
っ

た
野
菜
の
煮
物
、
サ
ラ
ダ
、
夜
は
、
め

ん
類
、
グ
ラ
タ
ン
ー
ー
な
ど
で
あ
る
。

こ
の
な
か
で
、
鉄
火
ミ
ソ
は
血
圧
の
調

整
や
船
酔

い
防
止
、
心
臓
強
化
に
効
果

が
あ
る
と
、
フ
ジ
子
ら
が
推
薦
し
て
い

る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
間
に
、
病
人
を
か
か
え
る
家

へ

次
々
と
派
遣
さ
れ
て
、
食
事

一
本
で
患

者
を
な
お
し
て
行
っ
た
。
急
性
リ

ュ
ー

マ
チ
で
腕
が
あ
が
ら
な
か
っ
た
女
性
な

玄
米
食
●
■
え
に
水
分
の
摂
り
方
を
控

え
、
シ
ョ
ウ
ガ
湿
布
す
る
こ
と
で
、
三

日
間
で
回
復
さ
せ
た
こ
と
も
あ
る
。
こ
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急性リユーマチを玄米食で治した女性 (左 )

のちに中央の男の子ができて大喜び した。

の
女
性
は
こ
れ
を
機
会

に
玄
米
食
に
切

り
か
え
、
の
ち
に
男
の
子
が
生
ま
れ
た
。

あ
き
ら
め
て

い
た
だ
け
に
大
喜
び
だ

っ

た
。合

気
道

の
普
及
も
大
き
な
仕
事

で
あ

っ
た
。
桜
沢
の
指
示
で
迎
え
た
村
重
と

い
う
九
段
を
、
毎
日
ガ
ン
の
道
場
に
送

迎
し
、
フ
ジ
子
自
身
も
基
礎
的
な
練
習

を
し
た
。
村
重
は
の
ち
に
、
日
本

へ
の

帰
国
途
中
の
フ
ラ
ン
ス
で
、
交
通
事
故

で
死
亡
し
た
。

日
本
か
ら
イ
ン
ド
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と

同
行
者
で
あ
っ
た
吉
見
馨
が
結
婚
し
た

の
は
、
ベ
ル
ギ
ー
滞
在
中
で
あ
る
。
相

手
は
大
学
教
授
の
娘
の
ジ
ャ
ン
ネ
ッ
ト

ド
イ

ツ

で

患

者

と

六
人

の
子

供

の
世
話

ド
イ
ツ
の
元
海
軍
大
尉
で
、

エ
ル
ベ

河
の
水
先
案
内
人
を
し
て
い
た
フ
ェ
ル

ド
フ
ォ
ー
ス

一
家
が
、
デ
ン
ベ
ル
ゲ
ン

の
サ
ナ
ラ
ン
ト
に
滞
在
し
た
の
は
、
菅

本
フ
ジ
子
の
ベ
ル
ギ
ー
滞
在
二
年
目
の

夏
で
あ
っ
た
。
女
の
ウ
ツ
病
の
治
療
が

目
的
で
あ
っ
た
。
一
ヵ
月
ほ
ど
で
回
復
、

い
っ
た
ん
は
帰
国
し
た
が
、
こ
れ
が
フ

ジ
子

の
ド
イ
ツ
入
り
の
引
き
金
に
な

っ

ら
に

。「
妻
の
病
気
が
ま
た
悪
く
な
っ
た
。
治

療
の
人
を
さ
し
向
け
て
ほ
し
い
」
と
、

フ
エ
ル
ド
フ
ォ
ー
ス
か
ら
応
援
依
頼
が

入
っ
た
。
そ
れ
ま
で
に
も
二
回
入
院
歴

が
あ
っ
た
が
、
今
回
は
特
に
悪

い
と
い

う
。
桜
沢
如

一
に

「
君
が
行
っ
て
、
責

任
を
も

っ
て
治
し
て
来
な
さ
い
」
と
命

じ
ら
れ
て
、
フ
ジ
子
は
、
そ
れ
ほ
ど
気

負

い
も
せ
ず
出
発
の
用
意
を
し
た
。
患

家
に
起
居
し
な
が
ら
の
食
養
指
導
は
珍

し
く
も
な
か
っ
た
。
ド
イ
ツ
に
も

一
度

出
向

い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

ド
イ
ツ
に
は
あ
こ
が
れ
も
あ
っ
た
。

大
阪

の
日
赤
時
代
読
ん
だ
本
で
、
ド
イ

ツ
人
が
ど
れ
ほ
ど
合
理
的
で
、
節
約
す

る
か
を
書

い
た
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
以

来
、　
一
度
は
訪
れ
て
み
た
い
と
思

っ
て

い
た
。

途
中
、
書
類
の
不
備
で
汽
車
を
降
ろ

さ
れ
そ
う
に
な
る
ア
ク
シ
デ
ン
ト
は
あ

っ
た
け
れ
ど
、

い
ち
お
う
無
事

に
、　
ハ

ン
ブ
ル
ク
に
近

い
ハ
イ
ド
ミ
ュ
ー
レ
ン

ブ

ル
ク
の
フ
ェ
ル
ド
フ
オ
ー
ス
の
住
ま

い
に
到
着
し
た
の
は
、
二
十
七
年
の
十

一
月
中
旬
で
あ
っ
た
。
鋭
い
寒
気
の
冬

が
始
ま
っ
て
い
た
。

到
着
し
て
驚

い
た
。
座
敷
牢
と
言
う

べ
き
で
あ
ろ
う
、
カ
ギ
を
か
け
た
部
屋

に
妻
は
と
じ
こ
め
ら
れ
て
い
た
。
洗
面

器
に
た
ま
っ
た
小
水
で
髪
を
洗
う
か
と

思
う
と
、

一
晩
中
壁
を
た
た
き
な
が
ら

わ
め
き
つ
づ
け
る
。
油
断
す
る
と
た
た

か
れ
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
用
を
足
す

時
に
は
、
細
目
に
ド
ア
を
あ
け
大
急
ぎ

で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

ビ
ッ
ク
リ
し
た
の
は
そ
れ
だ
け
で
は

な

い
。
家
を
出
て
い
た
長
男
を
除

い
て

も
、
―
六
歳
の
娘
を
頭
に
、
十
五
、
十

一
、
七
、
四
、
そ
れ
に

一
歳
半
と
六
人

の
子
供
が
い
た
。
食
事
の
用
意
を
し
、

上
の
子
に
弁
当
を
持
た
せ
、
下
着
か
ら

お
ム
ツ
ま
で
の
洗
た
く
を
し
て
―
―
―

で
、
熱
烈
な
恋
愛
の
末
で
あ
っ
た
。
吉

見
は
鹿
児
島
県
出
身
、
異
国
の
花
嫁
に

ミ
ツ
汁
、
玄
米
の
食
事
を
要
求
す
る
厳

し
さ
も
障
害
に
は
な
ら
な
か
っ
た
と
い

と
、
予
想
も
し
な
い
重
労
働
が
待
っ
て

い
た
。
フ
ェ
ル
ド
フ
ォ
ー
ス
は
水
先
案

内
の
仕
事
で
、　
い
っ
た
ん
働
き
に
出
た

ら
二
日
間
は
帰
る
な
い
。
責
任
は
重
大

で
あ
る
。

な
に
よ
り
も
、
フ
ェ
ル
ド
フ
ォ
ー
ス

の
厳
し
さ
と
節
約
ぶ
り
は
言
語
に
絶
し

て
い
た
。
北
ド
イ
ツ
の
冬
は
氷
点
下

一

三
度
に
も
下
が
る
。
部
屋
の
中
で
冷
凍

食
品
が
で
き
る
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
れ
な

の
に
、
フ
ェ
ル
ド
フ
ォ
ー
ス
家
で
は
毎

朝
五
時
半
に
十

一
歳
以
下
の
子
を
ふ
ろ

場
に
集
め
、
丸
裸
に
し
て
ホ
ー
ス
で
水

を
か
け
る
の
で
あ
る
。
全
身
紫
色
に
な

る
と
、
タ
オ
ル
で
ふ
か
せ
、
暖
炉
の
あ

る
部
屋
で
着
が
え
さ
せ
る
。
こ
の
暖
炉

が
ま
た
、
紙
く
ず
を
燃
や
す
だ
け
だ
か

ら
、
暖
か
い
の
は
、
そ
の
時
だ
け
で
あ

，ハυ。食
糧
の
買

い
出
し
も
、
自
然
食
品
の

店
の
リ
ス
ト
を
並
べ
、
ど
こ
が
い
ち
ば

ん
安

い
か
を
見
き
わ
め
て
行
き
、
少
し
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で
も
値
切
れ
る
よ
う
に
、
大
量
に
買

い

込
む
。
帰
れ
ば
、
何
度
も
入
れ
足
す
手

間
を
省
く
た
め
、
ビ
ン
の
フ
タ
が
し
ま

ら
な
い
ほ
ど
ギ
ッ
シ
リ
つ
め
こ
む
。

あ
ま
り
の
徹
底
し
た
生
活
態
度
に
、

節
約
ぶ
り
に
あ
こ
が
れ
た
ド
イ
ツ
ヘ
の

思

い
も
さ
め
そ
う
に
な
る
ほ
ど
で
あ

っ

た
。
冷
た
い
ベ
ッ
ド
の
中

へ
、
暖
房
代

わ
り
に
電
気
ス
タ
ン
ド
を
見

つ
か
ら
な

い
よ
う
に
引
っ
張
り
込
み
、
な
お
寒
さ

に
ふ
る
え
る
日
が
続

い
た
。

ドイツのミッテンパル トの健康ハウスで働

いていた娘たちといつしよに。 ″
薬

と
電

気

治
療

〃
を

見
切

っ
て
完

全

回
復

フ
ェ
ル
ド
フ
ォ
ー
ス
夫
人
は
初
め
、

梅
の
味

つ
け
を
し
た
ク
ズ
し
か
食
べ
な

か
っ
た
が
、
次
第
に
野
菜
ポ
タ
ー
ジ
ュ

と
か
オ
ー
ト
ミ
ー
ル
と
か
を
と
り
だ
し
、

病
状
も
落
ち
着
い
て
き
た
。
そ
の
う
ち

便
秘
が
始
ま
り
、
と
う
と
う
二
十
四
日

間
も
排
便
が
な
く
な
っ
た
。
普
通
だ
と

浣
腸
す
る
と
こ
ろ
だ
が
、
フ
ェ
ル
ド
フ

ォ
ー
ス
家
に
出
入
り
す
る
牧
師
に

「自

然
の
ま
ま
に
す
る
方
が
良

い
」
と
止
め

ら
れ
て
、
辛
抱
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
信
じ
ら
れ
な

い
よ
う
な
宿
便
が

一

気
に
出
て
、
病
人
の
容
体
は
い
っ
べ
ん

に
回
復
し
た
。
菅
本
フ
ジ
子
が
や
っ
て

来
て

一
ヵ
月
ほ
ど
た
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
ま
ま
な
ら
、
す
ぐ
に
元
の
ベ
ル

ギ
ー

ヘ
帰
る
こ
と
が
で
き
た
と
こ
ろ
だ

が
、
思

い
も
か
け
な
い
こ
と
が
起
き
た
。

以
前
、
「
そ
の
病
気
は
絶
対
治
ら
な
い
」

と
断
言
し
た
こ
と
が
あ
る
医
者
が
、
事

の
意
外
に
驚
い
て
、
患
者
を
さ
ら
う
よ

う
に
入
院
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

フ
ジ
子
の
実
施
し
て
い
る
食
事
で
は
、

栄
養
不
良
に
な
る
と
説
得
し
た
ら
し
い
。

も
と
も
と
夫
人
は
コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
、

ケ
ー
キ
な
ど
甘
い
物
や
肉
食
を
好
ん
だ

だ
け
に
、
医
師
の
話
は
耳
に
入
り
や
す

か
っ
た
。
電
気
治
療
に
薬
づ
け
の
生
活

が
再
開
し
た
。

夫
人
は
ク
リ
ス
マ
ス
前
に
い
っ
た
ん

退
院
し
た
け
れ
ど
、
今
度
は

「
お
か
し

い
の
は
夫
の
方
だ
」
と
、
言

い
ふ
ら
し

始
め
た
。
度
外
れ
た
節
約
ぶ
り
や
厳
格

さ
を
見
て
い
る
だ
け
に
、
親
類
も
そ
う

思

い
込
み
始
め
、
と
う
と
う
離
婚
訴
訟

に
ま
で
発
展
し
た
。
た
ま
り
か
ね
た
フ

ェ
ル
ド
フ
ォ
ー
ス
は
、
改
め
て
夫
人
を

入
院
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
二
年
の
末
ご

ろ
で
あ
る
。

フ
ェ
ル
ド
フ
オ
ー
ス
は
ま
た
水
先
案

内
に
専
念
し
、
菅
本
フ
ジ
子
は
食
養
と

家
事
と
に
追
わ
れ
る
毎
日
が
始
ま
っ
た
。

節
約
ぶ
り
は
知
れ
わ
た
っ
て
い
た
の
で
、

と
て
も
住
み
込
み
の
家
政
婦
な
ど
来
て

く
れ
な

い
。
逃
げ
出
し
た
い
気
分
だ
っ

た
が
、
そ
う
は
い
か
な

い
の
で
あ
る
。

や
っ
と
通
い
の
家
政
婦
が
見

つ
か
っ
た
。

二
週
間
か
け
て
食
養
法
を
教
え
込
ん
で
、

か
ね
て
か
ら
誘
わ
れ
て
い
た

ヘ
ニ
ン
グ

の
も
と
に
移
っ
た
と
き
は
、
フ
ェ
ル
ド

フ
ォ
ー
ス
家
に
派
遣
さ
れ
て
か
ら
、
十

ヵ
月
も
た
っ
て
い
た
。

ド
ク
タ
ー

・
ヘ
ニ
ン
グ
は

ハ
ン
ブ

ル

ク
の
町
内

に
診
療
所
を
持

つ
医
師
で
、

フ

エ
ル
ド

フ
ォ
ー

ス
の
も

と
に
よ
く

出
入
り
し
て

い
た
。
離
婚
騒
動
が
起
き

た
と
き
に
は
、
「
別
れ
て
し
ま
え
」
と
ア

ド
バ
イ
ス
し
た
人
で
あ
る
。

自
宅
は
郊
外

の
風
致
地
区
に
あ
り
、

バ
ン
ビ
や
キ
ジ
、
ウ
サ
ギ
な
ど
が
す
ぐ

近
く
ま
で
や
っ
て
来
た
。
家
そ
の
も
の

は
丸
太
で
組
ん
だ
、
豪
華
な
ギ
リ
シ
ャ

風
の
邸
宅
で
あ
っ
た
。
暖
炉
に
は
赤
々

と
火
が
燃
え
、
寒
さ
に
ふ
る
え
続
け
た

フ
ェ
ル
ド
フ
オ
ー
ス
家
と
は
、
天
国
と

地
獄
の
違

い
が
あ
っ
た
。

一
月
も
た
っ
た
こ
ろ
、
フ
ェ
ル
ド
フ

ォ
ー
ス
夫
妻
が
訪
ね
て
来
た
。
夫
人
は

見
違
え
る
よ
う
に
元
気
に
、
穏
や
か
に

な
っ
て
い
る
。
正
食
も
キ
チ
ン
と
守
っ

て
い
る
。
夫
人
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ

ば
、
無
理
や
り
入
院
さ
せ
ら
れ
、
電
気

治
療
や
薬
を
飲
ま
さ
れ
る
う
ち
に
、
「
一

生
薬
を
飲
み
つ
づ
け
ね
ば
い
け
ま
せ
ん
」

と
一言
わ
れ
て
、
翻
然
と
さ
と
っ
た
の
だ

と

い
う
。
フ
ジ
子
は
胸
を
な
で
お
ろ
し
、

新
し
い
仕
事
に
専
念
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

＊

　

　

　

　

　

　

＊
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″
姉

、
肺

炎
併

発

、
危

篤

状
態

〃
の
急

報

ヘ
ニ
ン
グ
家
で
の
菅
本
フ
ジ
子
の
最

大
の
仕
事
は
、　
ヘ
ニ
ン
グ
の
老
母
の
め

ん
ど
う
を
み
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
夫
を

な
く
し
、
そ
れ
ま
で
老
夫
婦
で
住
ん
で

い
た
マ
ン
シ
ョ
ン
か
ら
引
き
と
ら
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。　
ヘ
ニ
ン
グ
に
限
ら

ず
、
フ
ジ
子
が
接
し
た
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の

人
た
ち
は
、
驚
く
ほ
ど
に
親
孝
行
で
あ

っ
た
。
特
に
彼
は
、
「特
別
に
何
か
し
て

あ
げ
ね
ば
と
思
う
ほ
ど
」
に
、
細
か
い

配
慮
を
す
る
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。

老
母
は
最
初
、
動
脈
硬
化
の
兆
候
は

あ
っ
た
も
の
の
、
心
配
す
る
ほ
ど
の
こ

と
は
な
く
、　
ヘ
ニ
ン
グ
夫
人
が
中
心
に

な
っ
て
み
て
い
た
。
フ
ジ
子
は
診
療
所

へ
通

っ
て
昼
食
を

つ
く
り
、

ヘ
ニ
ン
グ

の
も
と
へ
来
た
患
者
た
ち
に
実
物
を
見

せ
、
提
供
す
る
な
ど
の
役
割
を
果
た
し

て
い
た
。
余
談
な
が
ら
、　
ヘ
ニ
ン
グ
夫

人
は
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
で
、

コ
ン
サ
ー
ト

に
は
千
人
も
の
聴
衆
が
集
ま
っ
た
と
い

ヘ
ニ
ン
グ
は
第
二
次
大
戦
後
、
ソ
連

に
十
年
間
も
抑
留
さ
れ
、
全
身
は
れ
上

が
っ
て
、
三
度
と
立
ち
上
が
れ
ま
い
と

い
う
状
態
で
帰
還
し
た
。
桜
沢
如

一
の

講
習
を
受
け
、
食
養
を
守

っ
て
立
ち
直

っ
た
。
こ
の
経
歴
か
ら
治
療
の
中
心
は

食
養
で
、
ホ
メ
オ
パ
テ
ィ
ー
、
針
も
あ

わ
せ
て
行
っ
た
。
ホ
メ
オ
パ
テ
ィ
ー
で

は
欧
州
全
体
に
有
名
、
そ
の
関
係
か
る
、

フ
ジ
子
は
各
地

へ
派
遣
さ
れ
た
。

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
近
く
の
ミ
ッ
テ
ン
バ

ル
ト
の

「健
康

ハ
ウ
ス
」
の
二
ヵ
月
間

も
、
そ
う
し
た
経
験
の

一
つ
で
あ
っ
た
。

元
看
護
婦
だ
っ
た
経
営
者
は
、
七
十
二

歳
と
い
う
年
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ダ

ン
ス
好
き
で
、
三
十
分
で
も

一
時
間
で

も
踊
り
つ
づ
け
た
。
施
設

へ
入

っ
て
来

た
人
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
あ
る
女
医
は
お

手
当
て
で
頭
痛
を
治
し
て
も
ら
う
と
、

さ
っ
そ
く
息
子
を
呼
び
寄
せ
て
、
そ
の

神
秘
の
術
を
フ
ジ
子
か
ら
習
わ
せ
た
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
来
た
王
室
に
も
出

入
り
す
る
と
い
う
美
容
師
は
、
ス
ウ

エ

ー
デ
ン
に
同
行
す
る
よ
う
頼
み
込
み
、

断
わ
ら
れ
る
と
、
「
日
本
か
ら
あ
な
た
と

同
じ
腕
前
の
人
を
五
人
よ
こ
し
て
ち
ょ

う
だ
い
」
と
言
っ
た
。
こ
の
一一一一口葉
は
さ

っ
そ
く
桜
沢
如

一
に
引
き
つ
が
れ
、
海

外
派
遣
の
た
め
の
速
習
講
座

「
タ
イ

エ

ビ
学
校
宍
Ｔ
Ｅ
Ｓ
）
の
も
と
に
な
っ
た
。

す
べ
て
が
快
適
で
あ
っ
た
。
普
通
食

を
担
当
し
て
い
る
女
性
と
張
り
合

い
つ

つ
、
苦
心
し
て
砂
糖
抜
き
の
デ
ザ
ー
ト

を

つ
く
る
こ
と
に
も
、
張
り
合

い
を
感

し
て
い
た
。
ヨ

生
こ
こ
に
い
て
く
れ
」

と
言
わ
れ
、
自
分
も
そ
う
し
た
い
と
思

っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

し
か
し
、
三
ヵ
月
日
に
は

ヘ
ニ
ン
グ

帰
国
す
る
と
な
れ
ば
、
師

・
桜
沢
如

一

の
許
し
を
得
ね
ば
な
ら
な

い
。
常
々
、

「
自
分
の
こ
と
で
動

い
て
は
い
け
な
い
」

と
言
わ
れ
て
い
る
。
許
し
を
得
ら
れ
る

の
老
母
の
容
体
が
悪
く
な
り
、
呼
び
戻

さ
れ
た
。
荷
物
を
残
し
て
、
「
ま
た
来
る

か
ら
」
と
約
束
せ
ね
ば
離
し
て
も
ら
え

な

い
よ
う
な
別
れ
で
、　
ハ
ン
ブ
ル
ク

ヘ

帰

っ
た
。

ヘ
ニ
ン
グ
の
老
母
は
脳
軟
化
と
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
の
症
状
が
あ
っ
た
が
、
毎

日
散
歩
し
、
水
分
を
控
え
る
こ
と
で
、

三
ヵ
月
ほ
ど
で
回
復
し
た
。
再
び
患
家

先

へ
派
遣
さ
れ
る
生
活
が
始
ま
っ
た
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
テ
レ
ビ
を
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
で
見
て
、
日
本
人
の
活
躍
場

面
が
少
な

い
の
を
も
ど
か
し
く
思

っ
た

の
は
こ
の
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
ん
な
時
、
祖
国
の
義
兄
、
近
藤
豊

吉
か
ら

一
通
の
手
紙
が
届

い
た
。
「妻
の

マ
サ
ヲ

（
フ
ジ
子
の
姉
）
が
リ

ュ
ー

マ

チ
治
療
を
す
る
う
ち
肺
炎
を
引
き
お
こ

し
、
危
篤
状
態
だ
」
と
い
う
。
全
身

の

血
が
引

い
た
。

か
ど
う
か
わ
か
ら
な

い
。
悩
み
、
迷
っ

た
末
、
フ
ジ
子
は
と
う
と
う
、
独
断
で

行
動
す
る
こ
と
に
思

い
切
っ
た
。

ド
ィ
ツ
か
ら
東
京

へ
、
十
七
時
間
の

帰
国
後

、
悲
し

み

の
連
続

義
兄

・
近
藤
豊
吉
か
ら
の
、
菅
本
フ

ジ
子
に
と
っ
て
は
た
っ
た

一
人
の
姉
、

マ
サ
ヲ
の
危
篤
を
伝
え
る
手
紙
は
、
日

本
か
ら
ド
イ
ツ
ヘ
届
く
の
に
四
日
か
か

っ
て

い
た
。
「
な
ん
と
か
命
を
と
り
と
め

る
よ
う
に
、
み
ん
な
必
死
で
祈

っ
て

い

ま
す
」
と
あ
る
。
今
か
ら
で
は
も
う
、

遅
過
ぎ
る
か
も
し
れ
な

い
。
そ
れ
に
、
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飛
行
機
の
中
で
も
、
東
京
か
ら
松
山
ま

で
二
十
二
時
間
の
汽
車
の
旅
の
間
も
、

フ
ジ
子
は
な
に
ひ
と
つ
飲
み
も
食
べ
も

し
な
か
っ
た
。
た
だ
、
姉
の
写
真
を
抱

き
、
無
事
を
祈
り
つ
づ
け
た
。
羽
田
到

着
は
四
十
年
二
月
七
日
。
七
年
半
ぶ
り

の
帰
国
だ
っ
た
が
、
感
慨
に
ふ
け
っ
て

い
る
余
裕
は
な
か
っ
た
。

姉
の
症
状
は
重
か
っ
た
。
「ま
さ
か
帰

っ
て
は
来
ま
い
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け

に
、
驚
く
縁
者
た
ち
に
見
守
ら
れ
な
が

ら
、
玄
米
ク
リ
ー
ム
を
つ
く
り
、
二
時

間
も
か
け
て
食
べ
さ
せ
た
。
も
と
も
と

酸
味
の
も
の
が
好
き
で
、
ミ
カ
ン
を
何

日
も
食
べ
続
け
た
末
に
、
リ
ュ
ー
マ
チ

に
か
か
っ
た
こ
と
の
あ
る
姉
で
あ
っ
た
。

「自
分
が
ず

っ
と
つ
い
て
い
た
ら
、
，）
ん

な
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
の
に
」
と

の
悔
恨
が
あ
っ
た
。

ほ
と
ん
ど
不
眠
不
休
の
看
護
の
お
か

げ
で
、
あ
れ
ほ
ど
ひ
ど
か
っ
た
姉
が
、

な
ん
と
か
歩
け
る
ま
で
に
な
っ
た
の
は
、

二
十
五
日
目
で
あ

っ
た
。
ホ
ッ
と

一
息

は
つ
い
た
が
、
今
度
は
、
ウ
ワ
サ
を
聞

き
つ
け
た
人
た
ち
が
、
電
話
で
病
気
の

相
談
を
し
て
来
る
よ
う
に
な
り
、　
つ
い

に
は
病
人
を
連
れ
込
む
よ
う
に
な
っ
た
。

姉
に
手
が
回
ら
な
く
な
る
だ
け
で
な
く
、

騒
ぎ
が
さ
わ
り
に
な
り
か
ね
な
い
勢

い

に
な
っ
た
。

そ
ん
な
と
こ
ろ

へ
、
桜
沢
か
ら

「
河

内
省

一
を
手
伝
え
」
と
言

っ
て
来
た
。

騒
ぎ
が
収
ま
る
ま
で
―
―
と
、
師
の
指

令
を
幸
便
に
、
上
京
し
た
。
そ
れ
も
東

の
間
、
三
ヵ
月
日
に
は
義
兄
ま
で
が
看

病
疲
れ
で
倒
れ
て
し
ま
っ
た
。
再
び
あ

わ
た
だ
し

い
帰
郷
と
な
っ
た
。

そ
れ
か
ら
半
年
間
、
ま
た
以
前
と
同

じ
よ
う
な
看
護
の
生
活
が
つ
づ
い
た
。

そ
れ
ま
で
に
得
た
知
識
と
経
験
の
限
り

を
尽
く
し
、
十
二
月
に
は
姉
夫
婦
と
も

ほ
と
ん
ど
回
復
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
平

和
な
気
分
に
な
れ
た
の
だ
が
、
翌
四
十

一
年
二
月
二
日
、
思

い
が
け
な

い
こ
と

か
ら
、
姉
の
死
を
迎
え
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
か
か
り

つ
け
の
医
師
に
強
心
剤

を
打
っ
て
も
ら
っ
て
眠
っ
た
ま
ま
、
不

帰
の
人
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
フ
ジ
子

師
死
す
。

悲
し

み
越
え
世
界
大
会

「
桜
沢
如

一
死
す
」
の
電
報
が
飛
び
込

ん
だ
。
姉
と
、
同
志
の
妻
と
、
悲
し

い

送
り
が
続

い
て
、
ま
だ
涙
が
乾
く
ヒ
マ

も
な
い
時
だ
っ
た
。
死
は
四
十

一
年
四

月
二
十
四
日
で
あ
る
。

「
ま
さ
か
」
と
、
菅
本
フ
ジ
子
は
初
め

信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
あ
れ
ほ
ど
食
養

を
説
き
、
厳
格
に
守
っ
て
い
た
人
で
あ

る
。
そ
の
一則
に
会

っ
た
時
に
も
、
少
し

も
変
わ
っ
た
ふ
う
は
な
か
っ
た
。
上
京

の
途
中
で
も
、
間
違
い
を
確
認
す
る
た

め
に
汽
車
に
乗

っ
た
程
度
の
気
持
ち
だ

っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
死
が
真
実
だ
と

わ
か
っ
た
と
き
の
シ
ョ
ッ
ク
は
、
並
た

い
て
い
で
は
な
か
っ
た
。

桜
沢
の
死
は
、
全
く
突
然
だ
っ
た
。

い
つ
も
な
ら
門
生
た
ち
が
同
席
し
て
に

ぎ
や
か
な
夕
食
を
、
珍
し
く
妻
、
リ
マ

と
二
人
き
り
で
と
っ
て
い
る
う
ち
、
突

然
立
ち
上
が
り
、
倒
れ
て
、
数
分
後
に

息
を
引
き
と
っ
た
の
で
あ
る
。

七
十
四
歳
で
は
あ
っ
た
け
れ
ど
、
平

常
は
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
ほ
ど
元
気

だ
っ
た
か
ら
、
周
囲
の
だ
れ
も
信
し
な

か
っ
た
。
原
因
を
あ
れ
こ
れ
考
え
る
う

ち
、
求
道
者

の
常
と
し
て
、
自
分
の
か

ら
だ
で
実
験
し
つ
つ
真
理
を
見

い
だ
そ

う
と
す
る
性
格
が
思

い
当
た
っ
た
。
死

の
三
、
四
ヵ
月
前
か
ら
、
漢
方
薬
を
手

軽
に
飲
め
る
よ
う
に
と
粒
状
に
し
て
服

用
し
、
ガ
ン
に
偉
効
が
あ
る
か
ら
と
紅

花
茶
を
飲
み
つ
づ
け
た
。

モ
つ
し
た
実

験
が
、
害
と
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
と

は
今
で
も
、
あ
の
強
心
剤
は
必
要
な
か

っ
た
と
思

っ
て
い
る
。

悲
嘆
に
暮
れ
て
野
辺
の
送
り
を
し
た
、

そ
の
涙
も
乾
か
ぬ
う
ち
に
、
新
し

い
仕

事
が
待
っ
て
い
た
。
芦
屋
で
自
然
食
の

店
を
し
て
い
る
食
養
の
同
志
の
妻
が
、

胃
ガ
ン
の
末
期
症
状
で
苦
し
ん
で
い
た

た
め
、
介
護
を
頼
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

平
癒
を
祈
る
同
志
た
ち
の
間
に
、
常
識

で
は
考
え
ら
れ
な

い
現
象
を
引
き
お
こ

し
た
あ
げ
く
、
こ
の
患
者
は
二
月
末
に

息
を
引
き
と
っ
た
。

四
十

一
年
は
悲
し
い
こ
と
の
重
な
る

年
で
あ
っ
た
。

＊

　

　

　

　

　

　

＊

い
う
の
で
あ
る
。

桜
沢
の
死
は
、
残
さ
れ
た
妻
、
リ

マ

を
ま
る
で
病
人
の
よ
う
に
打
ち
ひ
し

い

だ
。
う
な
さ
れ
、
十
分
に
眠
れ
な
い
。

一
人
で
放
置
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
、

フ
ジ
子
が
看
護
役
に
つ
く
こ
と
に
な
っ

た
。
最
初
は
隣
り
に
や
す
ん
だ
が
、
あ

ん
ま
り
つ
ら
そ
う
な
た
め
寝

つ
か
れ
ず
、

隣
室
に
移
ら
せ
て
も
ら
っ
た
ほ
ど
で
あ

る
。
「結
婚
し
て
な
く
て
良
か
っ
た
」
と
、

つ
く
づ
く
思

っ
た
。
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だ
が
、

い
つ
ま
で
も
悲
し
み
に
ひ
た

っ
て
い
る
余
裕
は
な
か
っ
た
。
桜
沢
は

死
の
前
に
、
精
神
文
化
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
計
画
し
て
い
た
。
ス
ポ
ー
ツ
で
競

い
、

世
界
平
和
を
探
求
す
る
の
が
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
な
ら
、
精
神
文
化
の
世
界
で
永
遠

の
平
和
を
希
求
す
る
試
み
が
あ
っ
て
も

良

い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
リ

マ
を
先

頭
に
、
真
夏
の
祭
典
の
準
備
が
始
ま
っ

た
。ス
ノ４
ス
、　
ワ
ラ
ン
ス
、　
イ
タ
リ
ア
、

イ
ギ
リ
ス
な
ど
十
四
ヵ
国
か
ら
百
二
十

人
の
食
養
を
信
奉
す
る
ひ
と
び
と
が
、

東
京
に
集
ま
っ
た
。
「
食
養
の
祖
国
で
」

本
物
の
食
養
を
見
た
い
と
は
せ
参
じ
た

ひ
と
た
ち
は
、
し
か
し
、
こ
と
の
意
外

さ
に
驚

い
た
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
な
ら
当

た
り
前
の
正
食
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
探
さ

な
い
と
見
当
た
ら
な
い
。
ほ
と
ん
ど
理

解
さ
れ
て
い
な

い
実
情
に
、
呆
然
と
し

た
ほ
ど
で
あ
る
。

と
ま
れ
、
伊
勢
神
宮
や
日
光
を
回
り

な
が
ら
、
東
京
か
ら
広
島
ま
で
の
行
進

は
実
り
多
か
っ
た
。
前
も
っ
て
、
行
進

の
到
着
予
定
地
に
か
け
つ
け
、
徹
夜
で

弁
当
を
作

っ
て
出
す
重
労
働
が
続

い
た
。

参
加
し
た
外
国
の
青
年
た
ち
は
、
そ
の

奉
仕
ぶ
り
に
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。
「
ヨ
ー

ロ

ッ
パ
で
は
と
て
も
こ
ん
な
具
合
に
は
や

れ
な
い
」
と
言

っ
た
が
、
四
十
三
年
に

フ
ラ
ン
ス
で
開
催
さ
れ
た
第
二
回
精
神

文
化
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
日
本
人
が

ビ
ッ
ク
リ
し
た
ほ
う
で
あ
る
。

故
郷

で

の
普

及

活
動

を

決

意

わ
ず
か
な
期
間
の
つ
も
り
の
移
動
が
、

長
期
間
に
な
っ
て
し
ま
う
の
は
、
菅
本

フ
ジ
子
に
と
っ
て
は
、
毎
度

の
こ
と
で

あ
っ
た
。
師

・
桜
沢
如

一
の
死
去
を
確

認
す
る
た
め
だ
け
の
上
京
が
、
リ
マ
の

看
護
役
を
引
き
受
け
る
と
と
も
に
、
長

び
い
て
い
っ
た
。
周
囲
は
そ
の
ま
ま
ず

っ
と
、
東
京
に
い
つ
づ
け
る
も
の
と
思

い
込
み
始
め
て
い
た
。

し
か
し
、
桜
沢
の
五
回
忌
が
迫
る
に

つ
れ
て
、
フ
ジ
子
自
身

の
心
の
中
に
は
、

郷
里

・
愛
媛
に
帰
り
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
芽
生
え
育
っ
て
い
た
。
郷
里
の
古

く
か
ら
の
仲
間
た
ち
か
ら

「
私
た
ち
が

元
気
な
う
ち
に
帰

っ
て
来
て
ほ
し
い
。

今
だ
っ
た
ら
、
あ
な
た
の
力
に
な
れ
る

か
ら
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

食
養
運
動
の
な
か
で
の
立
場
の
む
ず
か

し
さ
が
気
に
な
り
始
め
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
桜
沢
の
精
神
や
活
動
は
Ｃ
Ｉ
本
部

（
ｏ
８
一お

Ｈ電
・
３
８
●
り
　

＝
無
知
な

る
も
の
の
セ
ン
タ
ー
）
が
継
承
し
て
い

た
。
菅
本
自
身
は
リ
マ
の
側
付
き
で
あ

っ
た
か
ら
、

い
ろ
い
ろ
意
見
を
述
べ
る

に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
か
っ
た
。
日
に
出

せ
ば
、
「
そ
れ
な
ら
正
式
に
本
部
に
入
っ

て
」
と
言
わ
れ
る
。
そ
れ
が
わ
ず
ら
わ

し
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
最

大
の
理
由
は
、
Ｍ
Ｉ
道
場
に
出
入
り
し

た
こ
と
も
あ
る
松
山
在
住
の
仲
間
が
、

「松
山
で
食
養
＝
正
食
を
広
め
て
は
…
…
。

そ
の
た
め
な
ら
、
で
き
る
だ
け
の
こ
と

ち
な
み
に
言
え
ば
、
フ
ジ
子
ら
は
第

二
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
、
八
十
九
人
で

参
加
、
各
地
で
熱
烈
な
歓
迎
を
受
げ
ヘ

フ
ラ
ン
ス
人
の
村
長
が

「
こ
ん
な
多
く

の
フ
ラ
ン
ス
人
が
、
フ
ラ

ン
ス
で
、
日

本
食
を
と
っ
て
い
る
と
は
信
じ
ら
れ
な

か
っ
た
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
こ
と
に
、

強

い
感
銘
を
受
け
た
。

＊

　

　

　

　

　

　

＊

は
す
る
」
と
、
勧
め
て
く
れ
た
こ
と
で

あ
っ
た
。

異
郷
で
活
動
す

る
だ
け
で

な
く
、
自
身
の
生
ま
れ
、
育

っ
た
土
地

で
こ
そ
、
長

い
間
か
か
っ
て
身
に
つ
け

た
信
念
と
技
術
と
を
普
及
さ
せ
ね
ば
な

ら
な

い
と
、
考
え
た
の
で
あ
る
。

決
心
は
つ
い
た
。
す
ぐ
に
も
帰
郷
す

る
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、
実
行
は
桜
沢
の

五
回
忌
を
す
ま
せ
て
か
ら
に
し
よ
う
と
、

時
を
待
っ
た
。

そ
の
五
回
忌
の
席
で
、
桜
沢
の
著
作

を
ど
う
残
し
、
生
涯
を
語
り
つ
ぐ
伝
記

を

い
つ
、
ど
ん
な
形
で
出
版
す
る
か
が

話
し
合
わ
れ
た
が
、
フ
ジ
子
た
ち
は
別

の
問
題
、
塩
日
の
存
続
に
立
ち
上
が
る

べ
き
だ
と
提
案
し
た
の
で
あ
る
。
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全国各地で展開された「塩田保存」の署名運動

そ
れ
以
前
、
も
と
専
売
公
社
職
員
の

西
本
友
康
が

「
塩
を
食
べ
る
と
腎
臓
病

が
治
る
」
と
書

い
て
い
る
の
を
読
ん
で
、

手
紙
を
書

い
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
を

機
会
に
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
出
来
た
。
そ
の

塩

を
守

る

松
山
に
帰

っ
て
か
ら
し
ば
ら
く
、
菅

本
フ
ジ
子
は
、
築
山
町
か
ら
道
後

へ
、

さ
ら
に
湯
渡
町

へ
と
あ
わ
た
だ
し

い
移

西
本
が
、
「
日
本
じ
ゅ
う
の
塩
田
が
つ
ぶ

さ
れ
て
、
イ
オ
ン
交
換
膜
製
塩
に
切
り

か
わ
る
。
ほ
ん
と
う
の
塩
が
な
く
な
る
」

と
、
連
絡
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
当
時

ま
だ
、
フ
ジ
ｒ
自
身
に
こ
と
の
重
大
さ

転
に
追
わ
れ
た
。
健
康
相
談
に
来
る
人

た
ち
が
ふ
え
る
に
従

っ
て
、
わ
か
り
や

す

い
場
所
と
わ
ず
か
で
も
安
全
な
食
品

を
置
け
る
ス
ペ
ー
ス
を
求
め
て
の
移
動

で
あ
っ
た
。

そ
の
間
を
縫
っ
て
、
人
月
に
開

い
た

越
智
郡
伯
方
町
で
の
健
康
学
国
で
、
ほ

ん
と
う
の
塩
を
守
る
運
動
に
、
再
び
火

が
つ
い
た
。
伯
方
塩
業
組
合
の
塩
田
を

見
学
に
出
か
け
、
塩
業
近
代
化
臨
時
措

置
法
の
成
立
が
間
近
く
、
日
本
全
部
の

塩
田
が
廃
止
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ

と
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。

塩
業
近
代
化
臨
時
措
置
法
が
目
ざ
し

て
い
た
の
は
、
当
時
´
一十
七
ヵ
所
あ
っ

た
塩
田
を
廃
止
し
て
、
製
塩
を
イ
オ
ン

交
換
膜
法
に
よ
る
工
場
七
ヵ
所
に
集
中

す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
製
塩
そ
の
も
の

が
明
治
以
来
、
専
売
公
社
の
管
掌
す
る

と
こ
ろ
で
あ
っ
た
か
ら
、
国
民
的
関
心

は
低
か
っ
た
が
、
こ
の
切
り
替
え
に
は

重
大
な
問
題
が
ひ
そ
ん
で

い
た
。

が
ほ
ん
と
う
に
わ
か
っ
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
が
、
本
物
が
な
く
な
る
こ
と
に

は
大
き
な
危
機
感
が
あ
っ
た
。
フ
ジ
ｒ

は
帰
郷
し
た
。
四
十
四
年
六
月
で
あ
っ

た
。
松
山
市
築
山
町
に
間
借
り
し
、
義

イ
オ
ン
交
換
膜
製
塩
法
と
は
、
簡
単

Ｌ
言
え
ば
海
水
を
入
れ
た
水
槽
の
中

に

プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
と
の
イ
オ
ン
交
換

膜
を
交
互
に
立
て
、
直
流
電
流
を
流
す

と
、
ナ
ト
リ
ウ
ム

（プ
ラ
ス
）
と
塩
素

（
マ
イ
ナ
ス
）
と
だ
け
が
交
換
膜
を
通

過
し
て
、
塩
分
が
集
め
ら
れ
る
方
法
で

あ
る
。
藻
塩
、
塩
田

（揚
げ
浜
、
入
り
）

浜
、
枝
条
架
流
下
式
）
な
ど
の
自
然
的

製
塩
法
に
対
し
て
、
化
学
的
製
塩
法
と

い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

イ
オ
ン
交
換
膜
法
に
よ
る
と
、
九
九

％
も
の
高
純
度
の
塩
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
が

得
ら
れ
る
が
、
古
来
の
塩
に
含
ま
れ
て

い
た
適
度
な
ミ
ネ
ラ
ル
や
希
少
元
素
が
、

ほ
と
ん
ど
取
り
除
か
れ
て
し
ま
う
の
で

あ
る
。
料
理
に
使
っ
て
も

コ
ク
が
な
く
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
も
問
題
が
あ
る
。
ま

た
、
イ
オ
ン
交
換
膜
法
で
は
、
調
整
剤

と
し
て
塩
酸
を
使
う
。
膜
の
劣
化
も
無

視
で
き
な
い
。

多
く
の
仲
間
た
ち
と
と
も
に
、
フ
ジ

兄

・
近
藤
豊
吉
や
指
導
を
受
け
に
来
た

若
者
ら
数
人
が
同
居
す
る
生
活
が
始
ま

っ
た
。

＊
　
　
　
　
　
　
＊

子
は
初
め
、
塩
田
存
続
の
た
め
の
資
金

集
め
に
奔
走
し
た
が
、
廃
止
さ
れ
よ
う

と
す
る
塩
田
の
た
め
に
金
を
出
す
人
が

あ
ろ
う
は
ず
も
な
か
っ
た
。
ズ
ル
ズ
ル

と
日
が
た
っ
て
い
っ
た
。

な
ん
と
か
せ
ね
ば
と
い
ら
立
つ
う
ち

に
、
四
十
六
年
四
月
、
塩
業
近
代
化
臨

時
措
置
法
は
国
会
を
通
過
し
た
。
そ
の

年
の
う
ち
に
、
す
べ
て
の
塩
田
は
廃
止

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

五
月
に
松
山
市
で
開
か
れ
た
郡
司
篤

孝
、
西
本
友
康
講
演
会
が
運
動
の
大
き

な
転
機
と
な
っ
た
。
も
と
も
と
講
師
と

し
て
は
郡
司
だ
け
が
予
定
さ
れ
て
い
た

の
だ
が
、
フ
ジ
子
が
主
催
者
に
頼
み
込

ん
で
、
同
志
で
あ
る
西
本
を
加
え
て
も

ら
っ
た
。
西
本
は
切
々
と
、
自
然
塩
の

有
用
性
と
化
学
塩

へ
の
疑
間
を
説
い
た
。

こ
の
講
演
が
署
名
運
動
展
開
の
き
っ
か

け
と
な
り
、
多
く
の
有
能
な
同
志
た
ち

を
集
め
る
機
縁
と
も
な
っ
た
。

そ
れ
ま
で
比
較
的
消
極
的
だ
っ
た
東
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京
の
仲
間
た
ち
に
も
呼
び
か
け
て
、
全

国
的

に
集
め
た
署
名
は
、
五
万
人
に
も

達
し
た
。
法
律
が
成
立
し
て
し
ま
っ
て

か
ら
の
反
対
運
動
と
い
う
無
謀
き
わ
ま

り
な

い
行
動
を
、
こ
の
署
名
簿
を
武
器

に
展
開
す
る
た
め
に
、
フ
ジ
子
は
純
正

れ
も
し
た
。

こ
う
し
た
運
動
を
続
け
て
は
い
た
が
、

し
か
し
、
法
は
法
で
あ
り
、
塩
田
の
火

は
四
十
六
年
十
二
月
末
の
伯
方
塩
業
組

合
を
最
後
に
消
え
た
。

「輸
入
天
日
海
塩
を
も
と
に
再
生
塩
を

作

っ
て
も
良

い
」
と
い
う
公
社
の
口
約

束
が
引
き
出
せ
た
の
は
、
四
十
七
年
七

月
で
あ
る
。
粘
り
づ
よ

い
運
動
に
加
え

て
、
イ
オ
ン
交
換
膜
の
製
塩
装
置
が
間

に
あ
わ
ず
、
公
社
自
身
が
作

っ
て
は
い

け
な
い
は
ず
の
塩
を
坂
出
の
塩
田
で
作

っ
て
い
た
こ
と
な
ど
の
指
摘
が
、
効
果

が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な

い
。

そ
の
年
の
う
ち
に
伯
方
塩
業
か
ら
特

殊
塩
製
造
の
申
請
書
が
出
さ
れ
、
翌
年

六
月
に
認
可
さ
れ
た
。

い
ろ

い
ろ
な

い

き
さ
つ
か
ら
、
自
然
塩
復
活
運
動
は
分

裂
し
、
ほ
か
に
も
同
じ
よ
う
な
会
社
が

認
可
さ
れ
た
が
、
な
に
は
と
も
あ
れ
、

自
然
塩
の
火
は
守
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

×
　
　

　

×
　

　

　

×

菅
本
フ
ジ
子
は
今
、
愛
媛
で
正
食
を

広
め
る
た
め
に
、
渾
身
の
努
力
を
続
け

食
品
の
店
を
二
ヵ
月
間
も
閉
め
た
ま
ま

に
し
て
、
上
京
し
た
く

て
い
る
。
師

・
桜
沢
如

一
の
生
前
か
ら
、

世
界
に
広
が
っ
た
運
動
は
、
間
下
生
た

ち
の
奮
間
で
四
十
ヵ
国
に
根
を
お
ろ
し
、

順
調
に
展
開
し
て
い
る
。
フ
ジ
ー
は
そ

れ
を
、
自
分
自
身

の
足
も
と
を
踏
み
か

た
め
る
こ
と
で
支
え
よ
う
と
い
う
の
で

あ
る
。
そ
の
地
道
な

．
歩

．
歩
が
、
東

西
の
融
合
、
恒
久
平
和
に
つ
な
が
る
と

信
じ
て
い
る
。

そ
の
大
き
な
目
的
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

フ
ジ
■
の
日
常
は
、
華
や
か
さ
に
満
ち

た
も
の
で
は
な
い
。
日
常
的
な
食
養
指

導
、
毎
月

一
回
の
料
理
講
習
を
中
心
に
、

環
境
保
全
や
せ
っ
け
ん
運
動
な
ど
、
ビ

れ
も
地
道
な
活
動
で
あ
る
。
そ
う
し
た

日
常
を
支
え
る
精
神
を
、
彼
女
は

「動

物
だ
け
で
な
く
植
物
、
た
と
え
ば
　
粒

の
米
に
し
て
も
何
千
年
、
何
万
年
の
生

命
の
継
続
と
い
う
時
間
の
重
み
を
背
負

っ
て
い
る
ん
で
す
。
決
し
て
人
間
に
食

べ
ら
れ
る
た
め
に
生
ま
れ
、
育

っ
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
、
人
間

は
自
分
が
生
き
の
び
る
た
め
に

″
い
た

だ
く
″
ん
で
す
。
そ
の
こ
と
を
考
え
れ

食

物

に
感
謝
す

る
心

「金
が
な
い
と
き
に
や
れ
る
運
動
は
、

世
論
を
高
め
、
訴
訟
に
持
ち
込
む
こ
と

に
つ
き
る
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ

る
人
が
い
た
。
世
論
の
方
は
五
万
人
の

署
名
が
あ
る
。
訴
訟
は
―
―
と
考
え
て
、

専
売
公
社
の
総
裁
を
告
発
す
る
こ
と
を

検
討
し
た
。
が
、
そ
の
費
用
三
百
万
円

が
な

い
。
そ
れ
ま
で
の
活
動
で
、
無
理

し
て
集
め
た
金
は
使

い
果
た
し
て
し
ま

っ
て
い
た
。

「
私
が
書

こ
う
」
と
、
運
動
の
最
初
か

ら

の
同
志
で
あ
っ
た
大
阪

・
泉
南
市
の

市
会
議
員
が
、
大
き
な
紙
に
告
発
の
趣

意
を
書

い
た
。
そ
れ
を
持

っ
て
、
東
京

の
各
省
庁
に
押
し
か
け
、
圭貝
任
者
に
「確

か
に
読
み
ま
し
た
」
と
署
名
を
さ
せ
る

陳
情
戦
術
に
出
た
。

陳
情
を
始
め
て
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
困

難
は
あ
っ
た
。
笑
顔
で
会

っ
て
く
れ
た
．

地
元
選
出
の
代
議
士
が
、
陰
で
、
「
な

ぜ
あ
ん
な
も
の
を
通
し
た
か
」
と
秘
書

を
ど
な
り
つ
け
る
の
を
聞

い
て
し
ま
っ

た
こ
と
も
あ
る
。
あ
る
政
党
の
本
部
で

は

「
こ
い
つ
ら
つ
ま
み
出
せ
」
と
言
わ

ば
、
単
な
る
カ
ロ
リ
ー
計
算
以
上
の
重

さ
が
あ
る
は
ず
で
す
。
お
が
み
な
が
ら
ダ

イ

エ
ン
や

ニ
ン
ジ
ン
を
切
る
。
そ
ん
な

気
持
ち
が
必
要
で
し
ょ
う
」
と
説
明
し

た
。
秋
に
は
食
べ
物

へ
の
感
謝
祭
を
計

画
し
て
い
る
と
い
う
。

新
刊
自
然
の
法
則
と
共
に

生
き
る
正
食

祀
鵠
叩

オ
ー
ル

・
イ
ラ
ス
ト
付
き

．
書
き
４０
項
目

生
存

へ
の
行
進
出
版
局

８
０
４
２
２

・
５
３

・
６
４
８
３

●
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
で
も
扱
い

増
訂
再
版

か

た

み小
川
み
ち
著

Ａ
５
判
一　
２
３
８
ペ
ー
ジ

２
０
０
０
円

　
一Ｔ
２
５
０

８
４
９
６

・
７
１
０
３

ｏ
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
で
も
扱
い
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■
正
食
医
学
シ
リ
ー
ズ

臓

器

の

研

究

●
五
味
と
五
臓
の
関
係

″気
の
流
れ
″
と
は
何
か

私
は
体
が
弱
く
て
、
青
春
時
代
、
非
常
に
悩
ん
だ
ん
で
す

が
、
そ
れ
が
、
ふ
と
し
た
き

っ
か
け
で
こ
の
道
へ
入

っ
て
、

三
十
年
ち
か
く
、
病
気
を
治
す
、
と
い
う
こ
と
を
道
楽
と
し

て
や

っ
て
き
て
、
こ
の
正
食
以
外
に
、
病
気
を
ほ
ん
と
う
に

治
す
方
法
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
、
は

っ
き
り
世
界
に
む

か
っ
て
宣
言
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
で
、　
″医
学
″
と
い
う
言
葉
を
聞
く
と
、
今
、
日
本

で
は
、
い
わ
ゆ
る
西
洋
医
学
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す

け
れ
ど
、
世
界
中
を
見
ま
わ
し
た
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
伝
統
的

な
医
学
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
大
別
し
て
、
い

わ
ゆ
る
東
洋
医
学
と
西
洋
医
学
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
西
洋
医
学
の
ほ
う
は
、
科
学
を
基
盤
に
し
て
、
人
間
の

感
覚
で
と
ら
え
る
こ
と
の
で
き
る

″
モ
ノ
″
と
い
う
も
の
で

人
間
の
病
気
を
つ
か
み
、
ま
た
、　
″
モ
ノ
″
で
病
気
を
治
そ

う
と
し
て
き
た
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
た
い
へ
ん

■
硼
号
よ
り
再
録

大

森

英

桜

講

義

録
よ

り

な
力
べ
に
ぶ
つ
か

っ
て
い
ま
す
。

で
、
片
方
の
東
洋
医
学
は
、
今
の
科
学
で
は
ま

っ
た
く
キ

ャ
ッ
チ
で
き
な
い

″
気
″
と
い
う
も
の
を
も
と
に
し
て
考
え

て
い
る
わ
け
で
す
。
人
間
の
体
に
は

″
気
″
と
い
う
も
の
が

流
れ
て
い
て
、
こ
れ
が
、
と
ど
こ
お
り
な
く
流
れ
て
い
れ
ば

健
康
だ
け
れ
ど
も
、
こ
の

″
気
″
の
流
れ
が
わ
る
く
な

っ
た

の
が

″
病
気
″
だ
か
ら
、
そ
の
流
れ
を
ス
ム
ー
ズ
に
さ
せ
て

や
れ
ば
、
病
気
と
い
う
も
の
は
治
る
、
と
い
う
わ
け
で
す
。

ハ
リ
や
キ

ュ
ウ
で
は
、　
″
ツ
ボ
″
と
い
う
こ
と
を
言
い
ま
す

け
れ
ど
、
体
中
に
気
の
流
れ
が
あ

っ
て
、
そ
の
結
節
点
が
と

こ
ろ
ど
こ
ろ
に
あ

っ
て
、
そ
れ
が

″
ツ
ボ
″
で
あ
る
と
、
だ

か
ら
、
そ
の
ツ
ボ
を
、
ハ
リ
と
か
キ
ュ
ウ
で
刺
激
し
て
や
る
、

と
い
う
治
し
方
な
ん
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の

″
気
の
流
れ
″
と
か
、　
″
ツ
ボ
″
と
か

い
っ
て
も
、
い
く
ら
人
体
を
解
剖
し
て
も
、
何
も
見
え
な
い

か
ら
、
西
洋
医
学
で
は
、
こ
う
い
う
も
の
を
認
め
て
い
な
か

っ
た
ん
で
す
。
し
か
し
、
最
近
、
生
物
体
か
ら
、
人
間
の
日

に
見
え
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
出
て
い
る
の
を
、
特
殊
な
装
置

で
撮
影
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
ソ
連
の
電
気
技
術
者
の
、

キ
ー
ル
リ
ア
ン
夫
妻
が
、
高
周
波
を
発
振
す
る
電
気
回
路
を

設
計
し
て
、
人
間
や
植
物
か
ら
出
て
い
る
、
日
に
見
え
な
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
写
真
を
ど
ん
ど
ん
撮
り
だ
し
た
。
ア
メ
リ
カ

で
も
、
こ
の
キ
ー
ル
リ
ア
ン
写
真
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
で
き

て
、
何
冊
も
本
を
出
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
そ
こ
に
生
命
体
が
あ

っ
た
か
ら
、
そ
れ
か
ら

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
放
射
し
て
い
て
、
そ
れ
が
写
真
に
う
つ
っ
た

ん
だ
、
と
、
こ
う
考
え
ま
す
ね
。
し
か
し
、
こ
こ
に
重
大
な

問
題
が
あ
る
ん
で
す
。
こ
こ
に

一
枚
の
葉
が
あ
り
ま
す
ね
。

こ
の
葉

っ
ぱ
は
生
き
て
い
る
か
ら
、
ま
わ
り
中
に
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
放
射
し
て
い
る
の
が
写
真
に
う
つ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

そ
の
葉

つ
ぱ
の
先
の

一
部
を

ハ
サ
ミ
で
切
り
取
る
ん
で
す
。

切

っ
て
し
ま

っ
た
ん
だ
か
ら
、
そ
こ
に

″
モ
ノ
″
は
な
い
ん

で
す
。
な
い
け
れ
ど
も
、
ま
る
で
元
通
り
に
あ
る
よ
う
に
、

ま
わ
り
中
に
光
を
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
、
ど
う
説
明
す

る
か
、
と
い
う
問
題
で
す
。

東
洋
医
学
で
は
、　
″
気
″
と
い
う
も
の
は
目
に
見
え
な
い

け
れ
ど
、
こ
れ
が
体
の
中
を
循
環
し
て
い
て
、　
こ
の

″
気
″

に
よ

っ
て
体
が
で
き
て
、
動
い
て
い
る
、
と
、
こ
う
説
明
し

て
い
る
ん
で
す
が
、
こ
れ
を
科
学
で
ど
う
説
明
す
る
か
、
と

い
う
と
、
そ
れ
は
、
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
あ
ら
ゆ
る
も
の

は
原
子
か
ら
で
き
て
い
て
、
そ
の
つ
な
が
り
あ
い
で
、
い
ろ

ん
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
で
て
く
る
、
と
い
う
考
え
方
な
ん
で
す

か
ら
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
、
切

っ
て
し
ま

っ
て
も
、
な
お
、

そ
こ
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
出
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
は
、
説

明
が
つ
か
な
い
わ
け
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
同
じ
科
学
的
な
手
法
を
使

っ
て
、
こ
の
キ
ー
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▲撮影前 に切 り取 られた部分の

先からも光が出ている

ル
リ
ア
ン
写
真
の
よ
う
な
も
の
を
出
さ
れ
る
と
、
今
ま
で
の

科
学
の
立
場
を
ど
う
説
明
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
ね
。
大
変
な
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

人
間
に
も
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。
私
の
友

だ
ち
で
、
交
通
事
故
で
足
を
切
ら
れ
た
男
が
い
る
ん
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
足
の
先
は
切

っ
て
し
ま

っ
て
、
な
い
の
に
、
小

指
の
先
が
か
ゆ
い
、
と
か
、
親
指
が
い
た
い
、
と
か
言
う
ん

で
す
。
だ
か
ら
、
私
な
ん
か
は
、
そ
れ
は
、
頭
の
中
に
、
足

の
先
に
あ
た
る
局
在
が
あ

っ
て
、
そ
こ
が

″
か
ゆ
い
″
と
か

″痛
い
″
と
か
い
う
命
令
を
出
し
て
い
る
か
ら
、
そ
う
感
じ

る
ん
だ
ろ
う
、
と
い
っ
て
ご
ま
か
し
て
い
た
ん
で
す
が
、
い

ざ
、
こ
う
い
う
写
真
を
見
て
み
る
と
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
ん
で

す
ね
。
モ
ノ
自
体
が
で
き
る
前
に
、
　
″気
″
と
い
う
も
の
が

動
い
て
い
て
、
そ
の
上
に
、
い
わ
ゆ
る
日
に
見
え
る
″
モ
ノ
″

が
で
き
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
ね
。

西
洋
医
学
は
、
人
体
を
、
日
に
見
え
る
も
の
だ
け
が
実
在

だ
と
し
て
、　
″
モ
ノ
″
だ
け
で
解
決
し
よ
う
と
し
て
や
っ
て

き
た
わ
け
で
す
が
、
今
日
、
ま

っ
た
く
行
き
づ
ま

っ
て
し
ま

っ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。
世
界
中
に
病
人
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。
か
え

っ
て
、
い
ろ
ん
な
業
を
ヶ
え
た
た
め
に
、
そ
の
業

が
原
因
と
な

っ
て
、　
″医
原
病
″
と
い
う
の
が
、
た
く
さ
ん

出
て
き
て
い
ま
す
。
西
洋
医
学
の
業
は
、
ほ
と
ん
ど
ぜ
ん
ぶ

無
機
質
の
も
の
で
す
。
こ
う
い
う
も
の
は
み
ん
な
肝
臓
障
害

を
お
こ
し
ま
す
。
肝
臓
以
外
に
も
、
ス
モ
ン
病
の
キ
ノ
ホ
ル

ム
な
ん
か
は
、
足
を

マ
ヒ
さ
せ
る
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
お
き
て
く
る
わ
け
で
す
。

東
洋
医
学
の
ほ
う
で
は
、
こ
う
い
う
無
機
質
の
化
学
薬
品

は
使
わ
な
い
ん
で
す
。
ハ
リ

。
キ

ュ
ウ
と
い
う
の
は
、
外
部

か
ら
の
刺
激
に
よ
る
治
療
法
で
す
し
、
漢
方
で
は
、
生
き
た

酵
素
を
も

っ
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
草
根
木
皮
、
草
や
根
や
、
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実
、
あ
る
い
は
皮
と
い
う
も
の
か
ら
作

っ
た
も
の
で
病
気
を

治
す
、
と
い
う
方
法
で
す
。
用
い
る
薬
剤
に
つ
い
て
も
、
こ

の
よ
う
に
大
き
く
違
う
ん
で
す
が
、
重
要
な
こ
と
は
、
東
洋

医
学
で
は
、
病
気
を
見
分
け
る
の
に

″
陰

・
陽
″
と
い
う
哲

学
を
用
い
て
い
る
こ
と
で
す
。

要
す
る
に
、
病
人
が
陰
性
だ
と
、
こ
れ
を

″
虚
″
と
い
い

ま
す
が
、　
″
虚
″
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
に
陽
性
、
東
洋
医
学
で

い
う

″
実
″
を
与
え
て
治
す
と
、
ま
た
、　
″
実
″
だ

っ
た
ら
、

そ
の

″
実
″
を
弱
く
し
て
、　
″
虚
″
の
ほ
う
へ
、
つ
ま
り
真

ん
中

へ
も

っ
て
く
る
、
と
い
う
こ
と
で
病
気
を
治
そ
う
と
す

る
ん
で
す
が
、
ラ」
の
考
え
方
は
、
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

″
ハ
リ

。
キ

ュ
ウ
″
も
対
症
療
法

と
こ
ろ
で
、
正
食
医
学
の
立
場
か
ら
見
て
み
て
、
東
洋
医

学
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
た
し
か
に
す
ぐ
れ
て
は
い
る
ん
で

す
が
、
ハ
リ
で
突

っ
つ
く
と
か
、
お
灸
で
刺
激
す
る
と
か
、

こ
れ
も
や
は
り
対
症
療
法

（表
わ
れ
た
症
状
に
対
し
て
、　
一

時
し
の
ぎ
の
処
雹
を
す
る
療
法
）
の

一
種
じ
や
な
い
か
と
思

い
ま
す
К
三
度
と
病
気
を
し
な
い
、　
一
度
、
病
気
を
治
し
た

ら
、
死
ぬ
ま
で
病
気
を
し
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
本
当
の
医

学
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
う
い
う
見
地
か
ら
す
れ

ば
、
こ
う
い
う
東
洋
医
学
も
、
も
の
足
り
な
い
。

で
は
、
動
物
は
何
で
で
き
て
い
る
か
、
人
間
は
何
で
で
き

て
い
る
か
、
と
い
え
ば
、
こ
れ
は
、
食
べ
物
で
で
き
て
き
て

い
る
わ
け
で
す
。
人
間
は
食
べ
物
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
、
そ

の
食
べ
物
の
間
違

い
に
よ

っ
て
体
を
わ
る
く
し
た
の
だ

っ
た

ら
、
当
然
、
正
し
い
食
べ
物
を
あ
た
え
て
、
き
れ
い
な
血
を

つ
く
れ
ば
、
病
気
は
し
ぜ
ん
に
治
る
だ
ろ
う
し
、
ふ
た
た
び

わ
る
い
食
べ
物
を
食
べ
な
い
か
ぎ
り
、
死
ぬ
ま
で
健
康
で
い

ら
れ
る
わ
け
で
す
。

だ
か
ら
、
こ
れ
以
外
に
　
こ
れ
か
ら
の
人
類
を
救
う
方
法

は
な
い
、
と
思
う
ん
で
す
。

わ
れ
わ
れ
も
、
こ
の
東
洋
の
哲
学
の

″
陰

・
陽
″
と
い
う

も
の
を
つ
か
っ
て
、
正
食
医
学
と
い
う
も
の
を
、
桜
沢
先
生

が
世
界
中
に
ひ
ろ
め
た
後
を

つ
い
で
、
や

っ
て
い
る
わ
け
な

ん
で
す
が
、
や
は
り
、
こ
の
東
洋
医
学
で
言

っ
て
い
る
″
気
″

と
い
う
も
の
を
認
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
人
間
と
い
う

の
は
、
こ
う
い
う
″
オ
ー
ラ
″
を
出
し
て
い
る
存
在
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
を
認
め
た
医
学
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で

す
。し

か
も
、
重
大
な
こ
と
は
、
こ
の
キ
ー
ル
リ
ア
ン
夫
妻
が

こ
の
装
置
で
人
体
を
い
ろ
い
ろ
搬

っ
て
み
る
と
、
約
七
百
カ

所
ほ
ど
、
強
く
光

っ
て
い
る
場
所
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
東
洋

医
学
で
言

っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
″
ツ
ボ
″
だ

っ
た
ん
で
す
ね
。

そ
こ
で
、
ソ
連
圏
の
学
者
た
ち
は
び

っ
く
り
し
て
、
が
ぜ
ん

東
洋
医
学
の
研
究
を
開
始
し
た
。
そ
れ
ま
で
、
ソ
連
と
い
う

の
は
、
唯
物
論
の
国
で
、
徹
底
的
な
科
学
主
義
で
す
か
ら
、

東
洋
の
医
学
と
か
宗
教
と
か
は

″迷
信
″
だ
と
し
て
、
毛
ぎ

ら
い
し
て
き
た
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
現
実
に
こ
う
し
て
ツ

ボ
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
日
に
見
え
て
き
た
ら
、
東
洋
医

学
の
ハ
リ

・
キ

ュ
ウ
は
、
す
ば
ら
し
い
も
の
に
違
い
な
い
、

と
い
う
の
で
、
最
近
、
猛
烈
に
研
究
を
し
て
い
る
ん
で
す
。

し
か
も
、
お
そ
ろ
し
い
ほ
ど
の
科
学
的
な
正
確
性
で
や

っ
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
ア」
の
装
置
で
人
体
の
ツ
ボ
を
う
つ
し
て
、

そ
の
ツ
ボ
に
正
確
に
ハ
リ
を
打

っ
て
い
く
わ
け
な
ん
で
す
。

ふ
つ
う
、
ツ
ボ
を
ど
う
や

つ
て
見
つ
け
る
か
と
い
う
と
、
ど

こ
ど
こ
か
ら
、
指
の
幅
で
い
く
つ
日
、
な
ん
て
い
う
ん
で
す

が
、
指
の
大
さ
な
ん
て
、
み
ん
な
違
う
ん
で
す
か
ら
、
正
確

に
い
か
な
い
ん
で
す
ね
。
ハ
リ
の
人
た
ち
に
聞
い
て
み
た
ら
、

適
当
に
入
れ
て
、
つ
つ
い
て
み
る
ん
だ
、
と
い
う
ん
で
す
。

ソ
連
の
方
法
な
ら
、
ピ

ッ
タ
リ
い
く
わ
け
で
す
ね
。
科
学

の
国
の
連
中
が
、
い
っ
た
ん
、
こ
う
い
う
東
洋
医
学
を
取
り

入
れ
る
と
な
る
と
、
非
常
な
克
明
さ
で
や

っ
て
き
ま
す
。

か
つ
て
、
桜
沢
先
生
は
、

「
も
し
、
欧
米
の
科
学
の
訓
練

を

へ
た
人
た
ち
が
、
Ｐ
Ｕ

（無
双
原
理
）
と
正
食
を
に
ぎ

っ

た
ら
、東
洋
は
永
遠
に
追
い
つ
く
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
」

と
い
う
こ
と
を
言

っ
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
ほ
ど
心
配
す
る
こ

と
も
な
い
と
思
い
ま
す
が
ね
。

五
臓
六
腑
の
陰
陽
順
は
？

と
こ
ろ
で
、
東
洋
医
学
で
は
、
人
体
の
内
臓
に
は
、
五
臓

六
腑
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
言

つ
て
き
て
い
ま
す
。
″
臓
″

と
い
う
の
は
、
肝
臓
の
よ
う
に
、
中
身
が
つ
ま

っ
た
臓
器
の

こ
と
で
、　
″
腑
″
と
い
う
の
は
、
胃
だ
と
か
、
大
腸
と
か
、

膀
脱
な
ん
か
の
よ
う
に
、
中
が
中
空
な
器
官
の
こ
と
で
す
。

Ｐ
Ｕ
で
は
、
中
身
の
つ
ま

っ
た

″
臓
″
の
ほ
う
を

″
陽
″
と

し
て
、
中
の
中
空
な

″
腑
″
の
ほ
う
を

″
陰
″
と
し
ま
す
。

″
腑
″
に
た
い
し
て
は

″
臓
″
の
ほ
う
は

″
陽
″

（△
）
で

す
け
ど
、
そ
の

″
臓
″
の
中
に
も
、
心
臓
と
か
肺
臓
と
か
、

い
ろ

い
ろ
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
の
中
で
の
陰
陽
の
順
番
が
、

ま
た
あ
る
わ
け
で
す
。

桜
沢
先
生
の
ク
ラ
ッ
ク
ス

（無
双
原
理
問
題
集
）
の
中
に

「
五
臓
六
腑
の
陰
陽
順
を
言
え
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
が
、

正
食
医
学
で
病
気
を
治
そ
う
と
す
る
と
き
に
、
こ
の
五
臓
六

腑
の
陰
陽
順
が
分
か
ら
な
か
っ
た
ら
、
正
し
く
治
せ
な
い
わ

け
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
西
洋
医
学
に
は
、
こ
う
い
う
考
え
方

は

、
あ
り
ま
せ
ん
。
解
剖
し
て
、
体
の
ど
こ
ど
こ
に
、
ど
ん

な
臓
器
が
あ
る
と
、
そ
の
働
き
は
こ
れ
こ
れ
、
と
、
こ
う
い

う
こ
と
は
、
ち
み
つ
に
や
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
東
洋
医
学
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の
よ
う
な
、　
″
陰
陽
″
に
よ
る
位
置
づ
け
、
と
い
う
考
え
方

は
持

っ
て
い
な
い
ん
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
四
、
ｆｉ
年
前
に
東
京
の
如
月
会
と
い
う
研
究

会
で
、

「
五
臓
六
腑
の
陰
陽
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
出
さ
れ
た

ん
で
す
。
桜
沢
先
生
と
い
う
人
は
、
皮
肉
な
人
で
、
問
題
は

出
す
け
れ
ど
答
え
は
教
え
な
い
。
答
え
を
教
え
た
ら
相
手
が

バ
カ
に
な
る
か
ら
、
と
い
う
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
私
は
少

し
抜
け
て
い
る
も
ん
で
す
か
ら
、
何
で
も
教
え
ち
ゃ
う
。

そ
れ
で
、五
臓
六
腑
の
陰
陽
を
解
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
思

っ
て
、
い
ろ
い
ろ
と
考
え
た
ん
で
す
。

も
と
も
と
、
東
洋
哲
学
に
は
、″
易
″
の

″
陰
陽
説
″
が
あ

っ
て
、
途
中
か
ら

″
ｆｉ
行
説
″
と
い
う
も
の
が
加
わ

っ
て
、

″
陰
陽
五
行
説
″
が
柱
に
な

っ
て
い
る
ん
で
す
。　
″
易
″
と

い経
う
光
や
一
月間膀”陽笑足̈

左右共一百二十六穴

い
う
の
は
、
宇
宙
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
は

″
陰
″
と

″
陽
″
と

に
分
か
れ
る
、
と
。
そ
の
陰
陽
の
中
に
も
ま
た
陰
陽
が
あ

っ

て
、
四
つ
に
分
か
れ
、
そ
の
お
の
お
の
が
ま
た
陰
陽
に
分
か

れ
て
八
つ
の

″
八
卦
″
に
分
か
れ
る
。
こ
の
人
卦
が
．
．
つ
ず

つ
組
み
合
わ
さ

っ
て
、
人

・
八

・
六
卜
四
の
、
六
十
四
卦
が

で
き
て
、
こ
の
六
十
四
が
、
日
に
見
え
る
も
の
で
あ
れ
、
兄

え
な
い
も
の
で
あ
れ
、
宇
宙
の
あ
ら
ゆ
る
現
象
を
表
わ
す
の

だ
、
と
、
こ
う
い
う
も
の
で
す
ね
。

と
こ
ろ
が
、　
″
五
行
説
″
と
い
う
の
は
、
や
は
り
陰
陽
的

な
考
え
方
で
は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
、
字
宙
の
あ
ら
ゆ
る
も
の

を
、木
性

・
火
性

・
土
性

・
金
性

・
水
性
の
ｒｉ
つ
に
分
け
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
を
見
て
い
く
わ
け
で
す
ね
。
こ
れ
も
、
じ

っ
さ
い
使

っ
て
み
て
、
合

っ
て
い
る
ん
で
す
。
臓
器
も
、
こ

の
五
つ
に
あ
て
は
め
て
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
味
も
五
つ

に
分
け
て
あ
り
ま
す
。
苦
い

。
し
お
か
ら
い

。
け
い

。
酸

っ

ぱ

い

・
辛

い
…
…
こ
の
ほ
か
に
、　
″
渋
い
″
な
ん
て
味
が
あ

り
ま
す
け
れ
ど
、
だ
い
た
い
主
だ

っ
た
味
と
い
う
と
、
こ
の

五
つ
に
な
る
わ
け
で
す
。

そ
れ
で
、
こ
の
五
つ
の
味
の
陰
陽
順
を
考
え
て
み
る
と
、

い
ち
ば
ん
陽
性
な
の
は
、　
″苦
い
″
で
す
。
こ
れ
は
、
炭
み

た
い
に
焦
が
し
た
味
で
す
。
そ
の
次
は

″
し
お
か
ら
い
″
で

す
。
こ
れ
は
、
も
の
を
締
め
つ
け
る
ん
で
す
か
ら
、
そ
う
と

う
陽
性
な
も
の
で
す
。
そ
の
次
に
は
″＝
い
″
が
き
ま
す
が
、

こ
れ
は
、
締
め
つ
け
な
い
で
す
ね
。
ち
ょ
っ
と
ゆ
る
め
る
ほ

う
に
働
く
。
次
は

″酸

っ
ぱ

い
″
で
す
け
ど
、
こ
れ
は
、
も

の
を
溶
か
す
よ
う
に
働
く
。
酢
な
ん
か
で
す
ね
。
酸
味
と
い

う
の
は
、
も
の
を
溶
か
す
味
な
ん
で
す
。
こ
れ
は
も
う
陰
性

に
入
り
ま
す
ね
。
最
後
は

″辛

い
″
で
す
け
ど
、
こ
れ
は
、

ワ
サ
ビ
と
か
、
シ
ョ
ウ
ガ
と
か
、
脂
も
と
か
す
ほ
ど
の
陰
性

で
す
。
つ
ま
り
、　
″苦
い
″
が
極
陽
性
で
、　
″
辛
い
″
が
極

陰
性
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。

そ
う
し
て
、
こ
の
五
行
説
の
表
を
見
て
み
る
と
、
こ
う
な

り
ま
す
。

水 金 土 火 木

腎 肺 牌 じヽ 一十

馘

（し
お
か
ら
い
）

辛
　
（か
ら
い
）

甘
　
（あ
ま
い
）

苦

（に
が
じ

酸
　
（す
っ
ぱ
い
）

そ
う
す
る
と
、
こ
の
味
と
の
関
係
か
ら
い
っ
て
、
″苦
い
″

に
対
応
す
る
心
臓
が
い
ち
ば
ん
陽
性
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
ね
。
次
が
腎
臓
、
牌
臓
、
そ
れ
か
ら
肝
臓
、
い
ち
ば
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ん
陰
性
な
の
が
、
肺
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
臓
器
の

中
で
も
、
い
ち
ば
ん
１１
に
あ
り
ま
す
じ

（上
が
陰
性
、
下
が

陽
性
）
、
し
か
も
分
裂
し
て
、
右
肺
と
左
肺
の
二
つ
に
分
か

れ
て

（分
裂
は
陰
性
、
単

一
の
Ｈ
ま
り
は
陽
性
）
い
る
ん
で

す
か
ら
、
陰
陽
の
初
歩
的
な
考
え
方
か
ら
い
っ
て
も
、

い
ち

ば
ん
陰
性
な
機
器
だ
と
い
え
ま
す
。

こ
こ
で
、
ち
ょ
っ
と
問
題
な
の
は
、
牌
臓
な
ん
で
す
。
東

洋
医
学
で
五
臓
六
腑
と
い
い
ま
す
け
ど
、
牌
臓
は
あ
る
け
れ

ど
、
膵
席
が
な
い
ん
で
す
。
西
洋
の
生
理
学
で
は
、
胃
の
後

る
の
と
こ
ろ
に
膵
臓
が
あ

っ
て
、
そ
の
横
に
牌
臓
が
あ
る
ん

で
す
。
ど
う
も
お
か
し
い
の
で
、
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
見
た
ら
、

こ
の
■
行
説
で
言

つ
て
い
る

″牌
臓
″
と
い
う
の
は
、
現
代

生
理
学
で
い
う
膵
臓
の
こ
と
な
ん
で
す
。

こ
れ
は
、
幕
末
に
オ
ラ
ン
ダ
の
解
剖
学
が
入

っ
て
き
て
、

臓
器
の
訳
語
を
決
め
る
と
き
に
、
間
違

っ
た
ん
で
す
。

こ
の

″
五
臓
六
腑
の
陰
陽
を
き
め
る
″
と
い
う
の
は
、
大

事
な
ん
で
す
ね
。
と
い
う
の
は
、
こ
れ
が
分
か
ら
な
い
と
、

体
の
ど
こ
ど
こ
が
わ
る
い
、
と
い
っ
た
時
に
、
塩
気
を
や

っ

て
い
い
の
か
、
わ
る
い
の
か
、
決
め
ら
れ
な
い
わ
け
で
す
。

極
端
に
い
え
ば
、
病
気
と
い
う
の
は
、
塩
気
が
足
ら
な
い
の

か
、
塩
気
が
多
す
ぎ
る
の
か
、
ど

っ
ち
か
な
ん
で
す
。
血
液

の
中
の
塩
気
が
適
当
で
あ

っ
た
ら
、病
気
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。

そ
の
点
、
五
行
説
で
こ
う
し
て
ｌｉ
臓
六
腑
の
陰
陽
順
が
分
か

る
か
ら
、
ど
こ
ど
こ
が
わ
る
い
、
と
い
っ
て
も
、
塩
気
を
ど

の
く
ら
い
に
す
る
か
、
と
い
う
兄
当
が
つ
く
か
ら
、
非
常
に

便
利
な
ん
で
す
が
、
ｒｉ
行
説
で
こ
う
き
ま

っ
て
い
る
し
、
実

際
に
も
間
違
い
な
さ
そ
う
だ
か
ら
、
と
い
う
の
で
は
Ｐ
Ｕ
の

答
え
方
に
な
ら
な
い
し
、
カ
ン
ニ
ン
グ
で
す
よ
ね
。

そ
れ
で
、
四
、
ｆ二
年
前
に
、
は

っ
き
り
し
た
答
え
を
出
さ

な
け
れ
ば

い
け
な
い
、
と
い
う
ん
で
、
発
生
学
を
勉
強
し
て

み
た
ん
で
す
。
発
生
学
と
い
う
の
は
、受
精
し
た
卵
ｒ
か
ら
、

各
臓
器
や
体
の
組
織
が
ど
の
よ
う
に
し
て
で
き
て
く
る
か
、

と
い
う
学
問
で
す
ね
。
こ
れ
を
や

っ
て
み
て
分
か
っ
た
。
や

は
り
、
五
行
説
の
答
え
は
合

っ
て
い
た
。
ち
ょ
っ
と
、
こ
こ

で
発
生
学
の
要
点
を
や

っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

人
体
発
生
の
三
要
素

私
た
ち
は
、
字
宙
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
、
１
つ
の
も
の
か

ら
で
き
て
い
る
、
と
い
う
哲
学
を

つ
か
っ
て
い
ま
す
。
だ
か

ら
、
銀
河
系
で
も
、
太
陽
系
で
も
、
中

へ
人

っ
て
く
る
力
と

外

へ
出
て
い
く
力
と
、
二
つ
し
か
働
い
て
い
な
い
ん
で
す
。

地
球
を
と

っ
て
み
て
も
、地
球
が
丸
い
か
た
ち
を
し
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
は
、
求
心
性
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
た
え
ま
な
く

働
い
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
さ
ら
に
、
地
球
が
左

ま
わ
り
に
自
転
し
て
、
さ
ら
に
太
陽
の
ま
わ
り
を
左
ま
わ
り

に
公
転
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
は
、
左
ま
わ
り
の
、
中
に

向
か
う
力
が
、
あ
と
か
ら
あ
と
か
ら
入

っ
て
き
て
い
る
、
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
太
陽
の
九
つ
あ
る
、
主
な
惑

星
は
、
み
ん
な
左
ま
わ
り
に
太
陽
の
ま
わ
り
を
公
転
し
て
い

る
わ
け
で
す
。

そ
う
す
る
と
、
私
た
ち
地
球
上
の
生
物
は
、
植
物
で
あ
れ

動
物
で
あ
れ
、
小
さ
な
微
生
物
で
あ
れ
、
ま
た
、元
素
で
も
、

原
子
で
も
、
す
べ
て
こ
の
左
ま
わ
り
の
求
心
性
の
力
が
働
い

て
生
じ
、
ま
た
、
常
時
、
こ
の
力
が
働
い
て
い
る
こ
と
を
認

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
か
ら
、
こ
の
求
心
性
の
力
は
、
中

へ
中

へ
と
入

っ
て

い
き
ま
す
け
れ
ど
、
い
ち
ば
ん
中
ま
で
入

っ
て
し
ま

っ
た
力

は
ど
う
な
る
か
、
と
い
い
ま
す
と
、
当
然
、
こ
ん
ど
は
中
心

か
ら
反
対
ま
わ
り
に
遠
心
性
の
力
と
な

っ
て
出
て
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
い
く
つ
も
の
星
雲
の
写
真
を
見
て
も
、
は

つ
き
り

分
か
り
ま
す
。
求
心
性
の
力
が
あ
れ
ば
、
必
ず
そ
れ
と
逆
方

向
の
遠
心
性
の
力
が
あ
る
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
、
私
た
ち
は
、

こ
の
、
求
心
性
の
力
と
、
遠
心
性
の
力
に
よ

っ
て
作
ら
れ
、

動
か
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
も
う

一
つ
、
こ
の
求
心
性
の
力
と
、
遠
心
性

の
力
が
あ
る
と
、
そ
の
合
力
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
生
じ
て
き
ま

す
。
だ
か
ら
結
局
、
求
心
性
の
陽
性
の
力
と
、
遠
心
性
の
陰

性
の
力
と
、
そ
の
二
つ
の
合
し
た
、
陰
陽
の
合
力
、
と
い
う

二
つ
の
要
素
が
あ
る
わ
け
で
す
。

ま
た
、
宇
宙
法
則
の
重
大
な
原
理
の

´
つ
に
、

「
陰
き
わ

ま

っ
て
陽
生
じ
、
陽
き
わ
ま

っ
て
陰
生
ず
」
と
い
う
の
が
あ

り
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
先
ほ
ど
言

っ
た
求
心
性
の
陽
性
な

力
も
、
ぎ
り
ぎ
り
の
中
心
へ
く
れ
ば
、
こ
ん
ど
は
反
転
し
て

陰
性
な
遠
心
性
の
力
と
な

っ
て
拡
散
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の

拡
散
し
た
遠
心
性
の
力
も
、
拡
散
の
極
ま
で
い
け
ば
、
ま
た

反
転
し
て
求
心
性
の
力
と
な

っ
て
帰

っ
て
く
る
と
い
う
、
″
陽

き
わ
ま

っ
て
陰
、
陰
き
わ
ま

っ
て
陽
″
と
い
う
、
無
限
の
大

き
な
循
環
を
く
り
か
え
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

そ
う
す
る
と
、
今
度
は
人
間
を
み
て
み
る
と
、
女
性
は
陰

性
で
す
け
ど
、
そ
の
体
に
で
き
る
卵
ｒ
は
、
丸
く
て
陽
性
な

も
の
で
す
。
反
対
に
、
男
性
が
つ
く
る
精
ｒ
は
、細
長
く
て
、

上

へ
登

っ
て
い
く
、
と
い
う
、
陰
性
な
も
の
で
す
。
こ
こ
で

も
、　
″陰
が
陽
を
生
じ
、
陽
は
陰
を
生
む
″
と
い
う
こ
と
が

一言
え
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
卵
子
自
体
も
生
き
て
ま
す
。
ま
た
、
精
子
も

生
き
も
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
卵
ｒ
だ
け
で
は
人
間
に
な
れ

な
い
。
精
子
だ
け
で
も
人
間
に
な
れ
な
い
。
人
間
と
い
う
生

命
の
段
階
ヘ
ジ
ャ
ン
プ
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
二
つ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
合
体
し
て

一
つ
に
と
け
あ
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

人
間
の
生
命
が
誕
生
す
る
た
め
に
は
、
卵
子
が
卵
管
に
出
て
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●生命の最初の 12日 間
(排卵・受精・分裂・子官壁への着床)

河
「
０

Oσ
一″
事
色
「

一
ド
ル
・ヽ

一　

ヵ
，
，
‐
Ｌ
瑚
「

/́11

●排 卵。

②排卵後、12～ 2時間のあいだに、輸卵管をさかのぼってき
た無数の精子のうち最強の i個が卵子の中に入る (受精)。

0受精後24～ 30時間で、精子と卵子の染色体が合体する。
0中心紡錘の形成。
036時間後、 2細胞への分割。
048時間後、4細胞への分割。
03日 後、胚子は

'6～

32個の細胞となる。

04日 後、胚子は64～ 128個の細胞の球体となる。
04～ 5日後、胚子の外皮が拡大して、細胞が一方に寄る。
⑩ 6～ 7日後、胚子は子宮壁に着く。

011～ 12日 後、胚子は子宮壁にもぐりこみ、着床する。

き
て
、
そ
こ
へ
、
何
億
と
い
う
精
子
の
中
の
、
い
ち
ば
ん
強

い

一
個
が
卵
子
の
中

へ
と
け
こ
ん
で
、
と
け
た
瞬
間
か
ら
新

し
い
生
命
の
誕
生
が
は
じ
ま
る
わ
け
な
ん
で
す
。

そ
う
す
る
と
、陰
と
陽
の
二
つ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ

っ
て
、

そ
の
二
つ
が
合
わ
さ

っ
て
、
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
生
ま
れ

る
、
と
い
う
こ
と
が
、
人
間
の
生
命
の
誕
生
の
と
こ
ろ
を
見

て
み
て
も
、
は

っ
き
り
分
か
る
わ
け
で
す
。

だ
か
ら
、
こ
の
卵
子
も
、受
精
し
て
分
裂

・
増
殖
を
始
め
、

ｒ
宮
に
定
着
し
て
、
二
つ
の
部
分
に
分
か
れ
て
発
達
し
て
い

く
。
こ
れ
は
、
無
限
の
宇
宙
の
か
な
た
か
ら
、
求
心
性
と
遠

心
性
の
二
つ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
入

っ
て
き
て
い
る
の
だ
か
ら
、

こ
の
受
精
し
た
卵
子
も
、遠
心
性
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
部
分
と
、

求
心
性
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
部
分
と
、
１
つ
に
分
か
れ
る
。
求

心
性
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
人

っ
て
き
た
、
上
の
部
分
は
、
神
経

組
織
の
芽
で
す
。
糸
の
よ
う
に
細
い
も
の
が
発
達
し
て
、
そ

の
先
に
、
脳
が
で
き
て
く
る
。
下
の
ほ
う
の
、
陽
性
の
部
分

へ
は
、
遠
心
性
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
入

っ
て
き
て
、
こ
れ
は
消

化
器
官
を

つ
く

っ
て
い
き
ま
す
。
い
ち
ば
ん
先
が
日
で
、
木

端
は
肛
門
に
な
る
わ
け
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
神
経
が
で
き
て
、
消
化
器
官
が
で
き
た
だ
け

で
は
、
ま
だ
人
間
は
生
き
ら
れ
な
い
。
消
化
器
官
で
で
き
た

血
液
が
、
全
身

へ
く
ま
な
く
配
ら
れ
て
、
は
じ
め
て
人
間
の

生
理
機
能
が
完
成
す
る
。
そ
こ
で
、
上
の
部
分
と
下
の
部
分

の
中
間
に
、
遠
心
力
と
求
心
力
の
二
つ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
合

力
が
、
心
臓
の
原
型
を
つ
く

っ
て
く
る
。
循
環
器
の
系
統
は

こ
こ
か
ら
で
き
て
く
る
わ
け
で
す
。

整
理
し
て
い
う
と
、
上
は
、
位
置
は
陰
性
な
ん
で
す
。
下

の
ほ
う
は
陽
性
で
す
。
し
か
し
、
陰
性
の
部
分
へ
人

っ
て
く

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
陽
性
な
ん
で
す
。
逆
に
、
陽
性
の
部
分

へ
入

っ
て
く
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
陰
性
で
す
。
宇
宙
法
則
で
、
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陰
に
は
陽
、
陽
に
は
陰
、
と
、
逆
な
ん
で
す
か
ら
、
間
違
わ

な
い
で
く
だ
さ
い
。
消
化
器
官
と
い
う
の
は
、
筒
で
、
中
空

に
な

っ
て
ス
ー
ッ
と
の
び
た
、
と
い
う
の
は
、
遠
心
性
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
作
用
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

こ
れ
は
、
精
子
の
つ
く
ら
れ
方
を
み
て
も
、
そ
う
な
ん
で

す
。
男
性
の
生
殖
器
官
で
あ
る
、
精
の
う
と
い
う
の
は
、
放

射
状
に
並
ん
だ
、
無
数
の
筒
か
ら
で
き
て
い
て
、
そ
こ
か
ら

精
子
が
遠
心
力
で
外

へ
飛
び
出
し
て
く
る
ん
で
す
。
男
と
い

う
陽
性
か
ら
、
陰
性
の
精
子
が
生
ま
れ
る
、
と
い
う
の
は
、

字
宙
法
則
の
大
き
な
見
地
か
ら
見
れ
ば
、
当
然
な
ん
で
す
け

ど
、
今
の
科
学
で
は
、
こ
う
い
う
こ
と
は
何
も
見
な
い
で
、

た
だ
、
現
象
の
説
明
だ
け
し
か
し
て
い
な
い
。

肺
は
消
化
管
の
先
に

″
分
裂
″
し
て
で
き
る

今
日
は
、
消
化
器
の
話
で
す
か
ら
、
話
を
も
ど
し
ま
す
と
、

こ
の
内
胚
葉
と
い
う
、
消
化
器
の
原
型
が
ズ
ー

ッ
と
の
び
て

き
ま
す
け
れ
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で
タ
マ

を
つ
く
る
ん
で
す
。
ま
ん
中
ど
こ
ろ
に
、
膵
臓
を

つ
く
り
、

片
方
に
肝
臓
を
つ
く

っ
て
き
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
た
と
え
ば
、
水
道
の
ホ
ー
ス
で
水
を
出
す
よ

う
な
こ
と
を
考
え
て
も
分
か
る
ん
で
す
が
、
も
の
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
つ
よ
け
れ
ば
、
ど
こ
ま
で
も

一
つ
で
、
ま

っ
す
ぐ

行
く
。
と
こ
ろ
が
、
力
が
弱
く
な

っ
て
く
る
と
、
先
が
分
か

れ
て
分
裂
し
て
し
ま
う
。
肺
は
、
こ
う
し
て
消
化
管
の
先
に

二
つ
に
分
か
れ
て
で
き
た
。
だ
か
ら
陰
性
で
す
。

心
臓
は
ど
う
か
、
と
い
う
と
、
心
臓
は
、
遠
心
力
と
求
心

力
の
合
体
し
た
、
い
ち
ば
ん
陽
性
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
で
き
ま

す
。
い
ち
ば
ん
陽
性
な
も
の
は
、
ま
ん
中

へ
で
き
て
き
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
陽
性
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
下

へ
さ
が

っ
て
い
っ

て
、

（陽
性
な
も
の
は
地
球
の
中
心
へ
向
か
い
、
陰
性
な
も
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の
は
フ
ワ
ッ
と
上
が
る
）
そ
こ
で
、
途
中
に
牌
臓
を
つ
く
り

ま
す
。
膵
臓
と
牌
臓
を
比
べ
た
ら
、
牌
臓
の
ほ
う
が
陽
性
な

ん
で
す
。
と
い
う
の
は
、
牌
臓
の
ほ
う
が
人
体
の
背
中
の
側

に
近
い
ん
で
す
。
お
腹
の
側
と
背
中
の
側
と
で
は
、
お
腹
の

側
が
陰
性
で
、
背
中
の
側
が
陽
性
で
す
。
膵
臓
は
、
な
ぜ
牌

臓
よ
り
も
お
腹
の
側
に
近
く
あ
る
か
、
と
い
え
ば
、
膵
臓
は

消
化
器
官
で
、
陰
性
な
遠
心
力
で
で
き
た
も
の
だ
か
ら
、
前

の
ほ
う
に
あ
る
わ
け
で
す
。
牌
臓
は
循
環
器
の
系
統
で
、
遠

心
力
と
求
心
力
の
合
し
た
陽
性
な
力
で
で
き
る
か
ら
、
背
骨

の
側
に
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
さ
ら
に
下

が

っ
て
い
っ
て
、
弱
く
な
る
か
ら
、
二
つ
に
分
裂
し
て
、
二

つ
の
腎
臓
を

つ
く
る
。

こ
う
し
て
、
無
双
原
理
を
つ
か
っ
て
人
間
の
発
生
学
を
調

べ
て
み
た
ら
、
非
常
に
お
も
し
ろ
い
。

な
ぜ
、
肺
が
二
つ
あ
る
の
か
。

な
ぜ
、
腎
臓
が
二
つ
あ
る
の
か
。

な
ぜ
、
心
臓
が
体
の
ま
ん
中
に
あ
る
の
か
…
…
こ
う
い
う

こ
と
が
、
克
明
に
分
か
り
ま
す
。
こ
の
結
果
と
、
五
行
説
で

出
て
く
る
■
臓
の
陰
陽
序
列
を
比
べ
て
み
た
ら
、
や

っ
ぱ
り

合

っ
て
い
た
。

心
臓
は

″苦
い
″
に
対
応
す
る
の
で
、
い
ち
ば
ん
陽
性
だ
、

と
な
り
ま
す
。
そ
の
次
は
、　
″
し
お
か
ら
い
″
で
、
腎
臓
が

き
ま
す
。
次
に
、
膵
が
き
て
、
肝
が
き
て
、
い
ち
ば
ん
陰
性

な
の
が
肺
臓
で
す
。

だ
か
ら
、
五
行
説
に
書
い
て
あ
る
こ
と
は
、
で
た
ら
め
じ

ゃ
な
い
。
こ
れ
が
分
か
っ
て
み
る
と
、
病
気
を
治
す
と
き
に

非
常
に
楽
な
ん
で
す
。

心
臓
と
い
う
の
が
い
ち
ば
ん
陽
竹
だ
と
い
う
な
ら
、
こ
れ

が
弱

っ
て
い
た
ら
、
苦
味
を
や
れ
ば

い
い
。
片
か
ら
西
洋
医

学
で
強
心
剤
と
し
て
使

っ
て
き
た
の
は
、
ジ
キ
タ
リ
ス
と
い

う
苦

い
薬
で
す
。
日
本
の
民
間
業
で
は
、″
熊
の
胆
″
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
黒
焼
き
療
法
と
い
う
の
が
あ

っ
て
、
梅
卜
し
の

黒
焼
き
と
か
、
何
で
も
黒
焼
き
に
し
て
の
ま
せ
ま
す
が
、
み

ん
な
苦
い
。
肯
い
顔
し
て
フ
ラ
フ
ラ
し
て
い
る
人
に
、
こ
う

い
う
も
の
を
や
れ
ば
、
シ
ャ
ン
と
す
る
。

逆
に
、
古
い
味
の
も
の
を
摂
り
す
ぎ
て
も
病
気
に
な
る
。

そ
う
い
う
時
に
は
、
そ
れ
を
抜
い
て
や
れ
ば

い
い
。
必
ず
、

病
気
に
は
、
陰
と
陽
が
あ

っ
て
、
ウ
ラ

・
オ
モ
テ
に
な

っ
て

い
ま
す
。
西
洋
医
学
に
は
、
こ
う
い
う
考
え
方
が
な
い
ん
で

す
ね
。

心
臓
が
わ
る
い
、
と
い
っ
て
も
、
塩
気
を
と
り
す
ぎ
て
、

心
臓
が
ぐ

っ
と
締
ま

っ
て
滴
状
心
に
な

っ
て
、
暴
れ
ま
わ

っ

て
い
る
心
臓
病
も
あ
る
。
反
対
に
、
砂
糖
だ
の
果
物
だ
の
を

摂
り
す
ぎ
ち
ゃ
っ
て
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
見
る
と
、
心
臓
が
ブ

ワ
ッ
と
ひ
ろ
が

っ
て
、
青
い
顔
し
て
、
階
段
を
Ｌ
る
に
も
、

ア
ゴ
を
出
し
て
ハ
ア
ハ
ア
い
っ
て
い
る
よ
う
な
、
陰
性
な
心

臓
病
も
あ
る
わ
け
で
す
。
こ
う
い
う
広
が

っ
て
い
る
心
臓
に

は
、
片
い
、
ち
ぢ
む
も
の
を
や
れ
ば
、
元
に
も
ど
る
わ
け
で

す
。
滴
状
心
で
、
ち
ぢ
ま
り
す
ぎ
た
心
臓
に
は
、
広
げ
る
も

の
を
や
れ
ば
、
い
い
わ
け
で
す
。
苦
味
と
反
対
の
も
の
を
や

る
わ
け
で
す
。

腎
臓
と
い
う
の
は
、
体
の
塩
分
と
水
分
の
管
理
を
し
て
い

●肺は消化管の先 にで きる

▲体長5ミ リの時の消化系の発生状況
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1警 |■1体

下大静懸

き
=焦

膵1麟

右 肺

■空 腸

下行結腸

行結腸

甲 状 腺 上大静脈

卵管・卵巣
子 富

膀 洸

肛‐門

尿 管

回 腸

大 動 脈

直 腸

左 肺

1籐1織

ま
す
。
全
身
を
ま
わ

っ
て
き
た
血
液
の
中
の
、
と
化
し
た
塩

気
、
余
分
な
塩
気
、
余
分
な
水
分
を
、
腎
臓
の
糸
球
体
を
通

し
て
、
こ
し
て
、
小
水
と
し
て
体
外

へ
出
す
、
と
い
う
役
目

を
し
て
い
ま
す
。

物
事
を
陰
陽
で
判
断
す
る

腎
臓
病
に
も
陰
性
病
と
陽
性
病
の
．
つ
あ
り
ま
す
。
塩
気

の
摂
り
す
ぎ
に
よ
る
腎
臓
病
だ

っ
た
ら
、
脱
塩
療
法
を
や
れ

ば
い
い
。
逆
に
、
不
フ
ロ
ー
ゼ
み
た
い
に
、
果
物
と
か
＝

い

も
の
を
摂
り
す
ぎ
て
、
ふ
や
け
ち
ゃ
っ
て
、塩
気
が
ぬ
け
て
、

腎
臓
の
組
織
自
体
が
崩
壊
し
て
、
と
か
さ
れ
て
き
て
い
る
も

の
に
は
、
塩
気
を
や
ら
な
け
れ
ば
助
か
ら
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
西
洋
医
学
に
は
、
こ
う
い
う
、
物
事
を
陰
陽

で
判
断
す
る
、
と
い
う
考
え
方
が
な
い
た
め
に
、
腎
臓
病
だ

と
い
え
ば
、
体
験
主
義
か
ら
、
牛
乳
と
果
物
療
法
だ
、
と
い

う
バ
カ
な
や
り
方
を
つ
づ
け
て
い
る
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
、

な
ん
に
も
助
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
腎
臓
が
ダ
メ
に
な

っ

た
ら
人
工
腎
臓
だ
、
と
。

人
工
腎
臓
に
な

っ
た
ら
大
変
で
す
。
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
病
院

へ
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
お
金
も
か
か
り
ま
す
。
そ
れ

で
将
来
治
る
の
か
、
と
い
え
ば
、
治
ら
な
い
。
こ
れ
を
や

っ

た
ら
長
生
き
で
き
る
の
か
、
と
い
っ
た
ら
、
そ
れ
も
だ
め
。

悲
惨
な
も
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
食
べ
る
ほ
う
は
、　
´
つ
覚
え

の

″牛
乳

・
果
物
″
…
…

つ
ま
り
脱
塩
法
で
す
ね
。
醤
油
ま

で
、
塩
を
ぬ
い
た
も
の
を
使

っ
て
い
る
。
人
間
は
　
定
の
塩

気
が
体
に
な
か
っ
た
ら
生
き
ら
れ
な
い
ん
で
す
。
私
た
ち
の

血
液
は
、
海
水
の
濃
度
よ
り
も
ち
ょ
っ
と
薄
い
く
ら
い
の
塩

気
が
あ
る
ん
で
す
。
こ
の
塩
気
が
な
か

っ
た
ら
、
心
臓
が
動

か
な
い
。

で
は
、
膵
席
は
何
か
、
と
い
う
と
、
こ
こ
か
ら
は
イ
ン
シ

●各内臓の位置 (背面から)
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ュ
リ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
が
出
て
、
体
内
の
ブ
ド
ウ
糖
消
費

を
管
理
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
つ
ま
り
、　
″
甘
い
も
の
″
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
ん
で
す
が
、
今
か
ら
二
千
年
も
前

に
、
こ
う
し
て
漢
方
医
学
で

″牌
臓
″
と
い
う
名
前
で
、
こ

の
膵
臓
を
、
甘
さ
を
管
理
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
て
い

た
、
と
い
う
こ
と
は
大
変
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

甘
い
、
と
い
っ
て
も
、
ア」
れ
は
砂
糖
の
――
さ
じ
ゃ
な
く
て
、

澱
粉
の
こ
と
な
ん
で
す
。
澱
粉
と
い
う
の
は
、
体
内
で
ブ
ド

ウ
糖
に
変
わ

っ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
出
す
わ
け
で
す
ね
。
つ

ま
り
、
主
食
、
お
米
に
関
係
し
て
い
る
の
が
、
こ
の
膵
臓
で

す
。膵

臓
が
陽
性
に
か
た
む
い
た
と
き
は
、
甘

い
も
の
を
入
れ

て
や
れ
ば

い
い
、
逆
に
、
陰
性
に
な

っ
て
い
る
と
き
は
、
し

お
気
を
入
れ
て
締
め
て
や
れ
ば

い
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

肝
臓
と
い
う
の
は
、
油
を
処
理
し
た
り
、
栄
養
を
貯
蔵
し

た
り
、
解
毒
し
た
り
し
て
い
る
ん
で
す
が
、
油
の
と
り
す
ぎ

で
肝
臓
が
は
れ
た
、
と
い
う
よ
う
な
と
き
は
、
酸
づ
ぱ
い
も

の
を
入
れ
て
や
れ
ば
、
肝
臓
は
よ
く
な
り
ま
す
。

コ
カ
コ
ー
ラ
が
よ
く
売
れ
る
、
と
い
う
の
は
、
肉
食
を
し

て
、
油
の
摂
り
す
ぎ
で
肝
臓
が
疲
れ
た
と
き
、
こ
う
い
う
酸

つ
ぱ

い
飲
み
も
の
を
入
れ
て
や
れ
ば
、
ス
カ
ッ
と
す
る
わ
け

で
す
。

（
コ
カ
コ
ー
ラ
が
い
い
飲
み
物
だ
と
言

っ
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
）
け

っ
き
ょ
く
、
肝
臓
と
い
う

の
は
、
油
と
か
蛋
白
と
か
、
酸
性
の
も
の
を
処
理
し
て
い
る

わ
け
で
す
。
こ
れ
も
、
五
行
説
の
、
あ
の
表
は
合

っ
て
い
ま

す
。肺
は
、
こ
れ
が
充
血
し
た
と
き
は
、
辛
い
も
の
を
入
れ
て

や
る
と
治
り
ま
す
。
結
核
の
よ
う
に
貧
血
し
て
い
る
も
の
に

は
、
反
対
に
塩
気
の
も
の
を
入
れ
て
や
り
ま
す
。
辛

い
、
と

い
う
の
は
、　
ニ
ン
ニ
ク
と
か
、
シ
ョ
ウ
ガ
と
か
、
あ
あ
い
う

味
で
す
。

こ
う
し
て
、
五
行
説
で
■
つ
に
分
け
て
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ

れ
、
陰
陽
に
分
け
て
見
て
い
く
か
ら
、
完
ぺ
き
な
ん
で
す
。

た
と
え
ば
、
心
臓
病
と
い
っ
て
も
、
肉
食
を
た
く
さ
ん
じ

た
ア
メ
リ
カ
人
な
ん
か
に
多
い
ん
で
す
が
、
心
臓
が
充
血
じ

て
、
耳
ま
で
真

っ
赤
に
な

っ
て
胸
を
お
さ
え
て
、
苦
し
い
、

苦
し
い
、
と
い
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
ん
な
と
き

に
、　
″
心
臓
に
は
片
い
も
の
″
な
ん
て
、　
．
つ
覚
え
で
や

っ

た
ら
、
な
お
苦
し
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
血
を
う
す
く
す
る
も

の
、
塩
気
を
抜
く
も
の
を
や
れ
ば

い
い
わ
け
で
す
。
具
体
的

に
は
、
心
臓
の
Ｌ
に
、
大
根
お
ろ
し
を
は

っ
て
、
酸

っ
ぱ

い

リ
ン
ゴ
を
お
ろ
し
た
も
の
を
ど
ん
ど
ん
の
ま
せ
ま
す
。

西
洋
の
心
臓
病
と
い
う
の
は
、
み
ん
な
肉
食
過
多
か
ら
き

た
、
陽
性
な
病
気
で
す
か
ら
、
西
洋
医
学
の
強
心
剤
は
、
カ

ン
フ
ル
の
よ
う
に
、
非
常
に
陰
性
な
も
の
で
す
。
西
洋
人
の

場
合
は
、
こ
う
い
う
、
血
を
う
す
く
す
る
よ
う
な
も
の
を
や

れ
ば
助
か
る
ん
で
す
。
だ
け
ど
、
東
洋
人
の
よ
う
に
、
貧
血

で
心
臓
が
苦
し
く
な

っ
た
よ
う
な
場
合
に
、
カ
ン
フ
ル
を
や

っ
た
ら
、
こ
れ
は
逆
効
果
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
ど
れ
だ
け

の
人
が
死
ん
で
い
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

味
の
バ
ラ
ン
ス

こ
れ
は
、
食
養
を
や

っ
て
い
る
人
の
問
題
な
ん
で
す
が
、

ふ
つ
う
、
食
養
と
い
う
と
、
主
食
、
つ
ま
り
玄
米
や
穀
物
を

多
く
と
れ
、
と
い
い
ま
す
ね
。
こ
れ
は
、
澱
粉
で
す
か
ら
、

つ
ま
り

″
甘
い
″
味
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
塩
と
か
醤
油
で
味

つ
け
し
な
さ
い
、
と
い
い
ま
す
ね
。
こ
れ
は
″
し
お
か
ら
い
″

味
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
よ
く

″炒
め
た
″
も
の
を
食
べ
ま
す

ね
。
焦
が
し
た

″
片
い
″
味
が
人

っ
て
き
ま
す
。

そ
れ
で
、
果
物
や
、
白

っ
ぱ
い
野
菜
や
、
ま
し
て
シ
ョ
ウ

ガ
や
カ
ラ
シ
な
ん
か
の

″酸

っ
ぱ

い
″　
″辛

い
″
味
は
、
陰

性
だ
と
い
っ
て
、
と
ら
な
い
わ
け
で
す
。

こ
れ
は
、
果
物
や
砂
糖
や
香
辛
料
、
生
野
菜
な
ん
か
を
食

べ
す
ぎ
て
、
体
が
ゆ
る
ん
で
い
る
人
に
は
非
常
に
い
い
わ
け

で
す
。
で
す
け
ど
、
こ
う
い
う
食
事
を
、
ｆｉ
年
、
卜
年
、
つ

づ
け
て
い
る
と
、
い
つ
し
か
体
質
が
か
た
よ

っ
て
し
ま
う
ん

で
す
。
そ
れ
で
病
気
に
な

っ
た
と
き
は
、　
″酸

っ
ぱ
い
味
″

や

″
辛
い
味
″
の
も
の
を
と
れ
ば
、
な
ん
で
も
な
く
治
る
ん

で
す
。　
″
解
熱
発
汗
に
は
第

一
人
根
湯
″
と
い
う
の
は
、
こ

の
意
味
で
す
。
と
こ
ろ
が
、　
″
そ
ん
な
も
の
は
陰
性
だ
″
と

い
つ
て
、
と
ら
な
い
人
が
あ
り
ま
す
。
と

っ
て
も
、
少
し
し

か
と
ら
な
い
人
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
ど
れ
だ
け
、
助
か

る
人
が
助
か
ら
な
か

っ
た
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
教
わ

っ
た
こ

と
だ
け
を
、
く
そ
ま
じ
め
に
や
る
人
は
こ
わ
い
。
Ｐ
Ｕ
と
い

う
の
は
、臨
機
応
変
と
い
う
こ
と
を
言

っ
て
い
る
ん
で
す
が
、

こ
れ
の
分
か
ら
な
い
人
が
、
意
外
に
多
い
、
と
い
う
こ
と
で

す
。け

っ
き
ょ
く
、
病
気
と
い
う
の
は
、
陽
性
な
も
の
を
と
り

す
ぎ
た
か
、
陰
性
な
も
の
を
と
り
す
ぎ
た
か
、
の
ど

っ
ち
か

な
ん
で
す
。
陽
性
の
と
り
す
ぎ
の
場
合
に
は
、
陽
性
な
食
べ

物
を
や
め
て
、
中
間
の
も
の
、
あ
る
い
は
陰
性
な
も
の
を
と

っ
て
、
体
を
中
庸
に
も

っ
て
く
る
。
反
対
に
、
陰
性
の
と
り

す
ぎ
の
場
合
に
は
、
陰
性
な
食
べ
物
を
や
め
て
、
中
間
の
も

の
、
陽
性
な
も
の
を
と

っ
て
、
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
は
か
る
よ

う
に
す
れ
ば

い
い
わ
け
で
す
。

桜
沢
先
生
と
い
う
人
は
、
陰
性
だ

っ
た
か
ら
、
塩
気
を
い

く
ら
と

っ
て
も
良
か
っ
た
。
よ
く
読
め
ば
、
無
双
原
理
と
い

う
の
は
、
陰
陽
の
調
和
な
ん
で
す
か
ら
、
関
連
わ
な
い
わ
け

な
ん
で
す
け
ど
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
陰
性
な
も
の
を
禁
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じ
て
、
陽
性
な
も
の
を
す
す
め
る
と
い
う
、
自
分
の
体
験
と

い
う
も
の
が
、
い
つ
し
か
本
に
出
て
き
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
、

陰
性
な
も
の
は
い
け
な
い
、
お
風
呂
に
入

っ
て
は
い
け
な
い
、

果
物
は
食
べ
て
は
い
け
な
い
、
生
の
も
の
は
食
べ
て
は
い
け

な
い
、
芋
は
い
け
な
い
…
…
陰
性
な
も
の
は
、
み
ん
な
ダ
メ

で
す
。
し
か
し
、
体
が
陽
性
に
か
た
む
き
す
ぎ
た
人
は
、
陰
性
な

も
の
を
と

っ
た
り
、
脱
塩
し
た
り
し
な
け
れ
ば
助
か
ら
な
い

わ
け
で
す
。
陰
陽
と
い
う
も
の
が
本
当
に
分
か
れ
ば
、
そ
う

い
う
誤
り
は
な
い
わ
け
で
す
。
は
じ
め
、
陰
性
だ

っ
た
か
ら

食
養
を
は
じ
め
て
、
高
圧
釜
で
炊
い
た
玄
米
に
、
ゴ

マ
塩
を

か
け
て
、
根
菜
類
の
、
い
わ
ゆ
る
キ
ン
ピ
ラ
み
た
い
な
陽
性

な
お
か
ず
を
食
べ
、
そ
う
し
て
じ
よ
じ
よ
に
体
が
治

っ
て
ゆ

く
。
こ
れ
は
当
然
な
こ
と
で
す
ね
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
を

つ
づ
け
て
、
中
心
を
過
ぎ
ち
ゃ
っ
た

ら
ど
う
な
る
か
、
と
い
う
と
、
陽
性
の
ほ
う
の
か
た
よ
り
も
、

こ
れ
も
病
気
で
す
。
そ
し
た
ら
、
こ
ん
ど
は
逆
に
陰
性
の
ほ

う
へ
も
ど
し
て
、中
心
へ
も

っ
て
こ
な
き
ゃ
な
り
ま
せ
ん
ね
。

そ
れ
が
、私
た
ち
の
受
け
た
教
育
が
間
違

っ
て
い
た
の
か
、

動
物
性
の
も
の
を
食
べ
て
、
頭
が
お
か
し
く
な

っ
て
い
る
の

か
、　
一
た
す

一
は
二
、
と
い
う
だ
け
の
、
い
わ
ゆ
る
形
式
論

理
が
、
私
た
ち
の
頭
を
ぎ
ご
ち
な
く
さ
せ
て
い
る
ん
で
す
。

い
つ
し
か
中
心
を
通
り
す
ぎ
て
も
、
ま
だ
自
分
は
陰
性
だ
、

と
、
陽
性
な
食
べ
物
し
か
と
ら
な
い
。
死
ぬ
間
ぎ
わ
に
な

っ

て
か
ら
陰
性
を
と

っ
て
も
、
も
う
間
に
合
い
ま
せ
ん
。
や
は

り
、
あ
る
程
度
、
柔
軟
な
代
謝
能
力
の
あ
る
と
き
、
排
毒
の

で
き
る
と
き
に
、
陰
性
な
も
の
を
入
れ
て
や
れ
ば
、
中
心
に

も

っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
。

だ
か
ら
、
カ
ゼ
な
ら
カ
ゼ
で
、
こ
れ
が
陰
性
な
の
か
、
陽

性
な
の
か
。
カ
ゼ
に
も
陰
性
の
カ
ゼ
と
陽
性
の
カ
ゼ
が
あ
り

ま
す
。
ゼ
ン
ソ
ク
で
も
、
コ
ン
コ
ン
、
コ
ン
コ
ン
、
せ
き
を

し
て
苦
し
い
、
と
、
こ
れ
は
陰
性
な
の
か
、
陽
性
な
の
か
分

か
れ
ば
、
治
し
方
は
、
い
と
も
か
ん
た
ん
な
ん
で
す
。

こ
う
い
う
の
は
、
１‥
―――
交
感
神
経
の
緊
張
で
す
。
だ
か
ら
、

む
か
し
、
せ
き
ど
め
、
と
い
っ
た
ら
、
ア
メ
を
使

っ
て
い
た

で
し
ょ
う
。
食
養
で
は
、
ふ
つ
う
、
い
け
な
い
、
と
い
う
も

の
を
使

っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
塩
気
は
使

っ
て
い
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
、
占
い
会
員
の
人
の
中
に
は
、
何
で
も
病
気
は
陰

性
な
ん
だ
、
と
、
セ
キ
が
止
ま
ら
な
い
の
に
、
ｒ
ど
も
に
梅

生
番
な
ん
か
飲
ま
せ
て
、
一間
熱
で
ウ
ン
ウ
ン
い
わ
せ
て
い
る

人
が
あ
り
ま
す
。
血
が
濃
く
な

っ
て
、
‐‐
―ｌｌ
交
感
神
経
が
緊
張

し
て
、
セ
キ
が
出
て
い
る
の
に
、
さ
ら
に
塩
気
の
も
の
を
飲

ま
せ
て
、
な
お
苦
し
め
て
い
る
。

金 木 土 水 火

肺

辛

白

肝

酸

圭
日

牌

甘

黄

腎

鹸

黒

′L)

苦

赤

五
行
説
に
は
、
色
も
出
て
い
ま
す
。
い
ち
ば
ん
陽
性
な
心

臓
に
対
応
す
る
色
は
、　
″
赤
″
で
す
。
子
ど
も
が
熱
を
出
し

て
、
ほ

っ
ぺ
た
が
赤
い
、
耳
が
赤
い
、
と
い
う
の
は
、
こ
れ

は
、
陽
性
過
多
の
凝
集
熱
で
す
。
こ
れ
は
、
血
液
が
酸
化
し

て
熱
を
出
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
西
洋
医
学
で
は
、
熱
が
あ

る
、
と
い
う
と
、
″氷
″
だ
と
や

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
も
う
、

科
学
で
も
な
い
で
す
ね
。
人
間
が
熱
を
出
し
て
い
る
、
と
い

う
の
は
、
酸
化
な
ん
で
す
か
ら
、
ア
ル
カ
リ
を
入
れ
て
や
れ

ば
、
中
和
し
て
熱
が
下
が
る
。
水
や
氷
じ
ゃ
、
酸
化
を
止
め

ら
れ
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
、
子
ど
も
が
熱
を
出
し
て
″
赤
い
″

と
い
う
と
き
は
、
塩
気
の
も
の
を
や

つ
ち
や
ダ
メ
で
す
。
玄

米
も
だ
め
で
す
。
玄
米
だ

っ
て
陽
性
で
す
か
ら
、
酸

つ
ぱ

い

果
物
の
よ
う
な
、
塩
気
を
ぬ
く
も
の
を
や
れ
ば
、
熱
は
す
ぐ

下
が
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
す
．、
四
年
前
に
、
非
常
に
ま
じ
め
な
奥
さ
ん
が

高
熱
を
出
し
た
。
こ
の
人
は
、
卜
年
く
ら
い
、
キ
ン
ピ
ラ
ご

ぼ
う
と
テ
ッ
カ
ミ
ソ
を
な
め
て
、
体
が
陽
性
で
コ
チ
コ
チ
に

な

っ
ち
ゃ
っ
た
。
十
日
間
、
四
〇
度
の
熱
で
、
う
な

っ
た

っ

き
り
だ
、
と
い
う
ん
で
す
。
聞
い
て
み
た
ら
、
梅
生
番
だ
の

玄
米
ス
ー
プ
だ
の
飲
ん
で
い
る
、
と
い
う
ん
で
す
。
そ
ん
な

こ
と
し
た
ら
死
ん
じ
ま
う
。
す
ぐ
第

一
人
根
湯
を
ど
ん
ぶ
り

一
杯
、
そ
れ
か
ら
ハ
ス
の
お
ろ
し
汁
、
そ
れ
か
ら
酸

っ
ぱ

い

リ
ン
ゴ
の
果
汁
で
も
飲
ま
せ
な
さ
い
、
と
い
つ
た
ん
で
す
。

そ
れ
で
、
飲
ん
だ
ら
、
い
き
な
り
熱
が

．^
卜
七
度
ま
で
下
が

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
フ」
ん
な
に
く
そ
ま
じ
め
に
や

っ
た
人
は
、

一
回
く
ら
い
熱
が
下
が

っ
て
も
、
血
の
濃

い
の
が
残

っ
て
い

る
か
ら
、
ま
た
熱
が
四
〇
度
く
ら
い
ま
で
上
が

っ
た
。
ま
た
、

同
じ
よ
う
な
こ
と
を
し
な
さ
い
、
何
回
で
も
熱
が
下
が
る
ま

で
、
大
根
湯
と
ハ
ス
と
リ
ン
ゴ
を
飲
み
な
さ
い
、
と
い
っ
た

ん
で
す
が
、
本
人
が
、
そ
ん
な
陰
性
な
も
の
は
い
や
だ
、
と

拒
否
し
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
、
＾
ヽ

医
者
が
来
ま
し
た
、

と
い
う
連
絡
が
あ

っ
た
か
ら
、
こ
れ
は
も
う
ダ
メ
だ
な
、
と

思

っ
た
ら
、
注
射
し
て
四
時
間
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

こ
う
い
う
例
が
、
ず

い
ぶ
ん
あ
る
ん
で
す
。

上
下
左
右
の
陰
陽

少
し
、
話
を
も
ど
し
ま
す
。

桜
沢
先
生
は
、
食
物
を
陰
性
な
も
の
か
ら
陽
性
な
も
の
ま

で
並
べ
て
、食
物
の
陰
陽
表
と
い
う
も
の
を
作

っ
て
い
ま
す
。

そ
う
す
る
と
、
苫
い
も
の
は
陽
性
、
十
い
も
の
は
陰
性
の
と

―陰性  陽性→
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●体質 別 の 食事法

(血がうすい) (血が濃い)

（ふ
く
ら
む
）

主食はフツウ

副食は少なく

塩気を強く

湯茶を少なく

(陰性の肥大 )

●
断
食
は
向
か
な

い

短
期
的
に

水分多く

断  食
生ヤサイ,果物
塩気少なく

スープ (穀物でもヤサイでも)

狡
陽も陰も
賛議駐ぉ乱夏;飲
みすぎ

主食少なく

ヤサイ多く

湯茶適量

（ち
ぢ
ま
る
）

(陰 も陽も共にない)

(陰性の萎縮 )

主食を多く

ば1食 を陽性に,少なく
飲み物は陽性に,少 なく

飩

●体を温める
●
断
食
は
向
か
な
い

(陽性の萎縮 )

硬
化
し
た
体
を
ひ
ろ
げ
る
に
は
温
め
る
。
温
泉
Ｏ
Ｋ
。

主
食
を

ユ
ル
メ
ル
、
オ
カ
ユ
、
ウ
ド
ン
、
パ
ン

主
食
、
副
食
の
比
を
逆
に
し
て
も
よ
い
。

雖聰着ミ|まなな1
野菜は適量に

水分はフツウ

温かいものをとる

●体を温める

こ
ろ
に
入

っ
て
い
ま
す
。
甘
い
、
と
い
う
の
は
、
澱
粉
の
――

さ
で
す
か
ら
、
ま
ん
中
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
砂
糖
の
甘

さ
と
は
違
い
ま
す
。
砂
糖
は
い
ち
ば
ん
陰
性
の
と
こ
ろ
に
人

れ
て
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
問
題
な
の
は
、
陽
性
に
な

っ
た
人
が
陰
性
の
も
の

を
と
る
、
と
い
っ
て
も
、
ど
の
陰
性
を
と

っ
た
ら
い
い
か
、

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
五
行
が
分
か

っ
て
、
五
味
の
性
質

が
分
か
っ
て
い
れ
ば
間
違

い
な
い
ん
で
す
け
ど
、
た
だ
、
陰

と
陽
と
だ
け
し
か
頭
に
な
い
と
、
大
き
な
間
違
い
を
す
る
ん

で
す
。

そ
こ
で
、
私
は

″
上
ド
左
右
の
陰
陽
″
と
い
う
の
を
発
表

し
た
ん
で
す
け
ど
、
た
と
え
ば
、
心
臓
が
小
さ
く
な

っ
た
か

ら
大
き
く
ひ
ろ
げ
る
、
と
い
っ
て
も
、
萎
縮
し
て
小
さ
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。
血
が
少
な
く
な

っ
て
、力
が
な
く
な

っ
て
、

し
ぼ
ん
で
小
さ
い
場
合
で
す
。
も
う

。
つ
、
塩
気
が
非
常
に

強
く
な

っ
て
、
一日
く
締
ま

っ
て
、
小
さ
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
、
も
の
の
小
さ
い
の
が
陽
性
で
、
大
き
い
の
が
陰

性
だ
と
い
う
、
か
ん
た
ん
な
形
式
論
理
的
な
陰
陽
の
判
断
だ

と
、
た
い
へ
ん
な
誤
ち
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

心
臓
が
肥
大
し
た
、
と
い
っ
て
も
、
い
わ
ゆ
る
塩
ぬ
け
に

な

っ
て
き
て
、
血
が
水
み
た
い
に
う
す
い
た
め
に
、
弁
膜
肥

大
み
た
い
に
心
臓
が
ひ
ろ
が

っ
て
い
る
場
合
が
あ
め
ま
す
。

そ
う
か
と
思
う
と
、
プ

ロ
レ
ス
ラ
ー
み
た
い
に
、
肉
を
ど
ん

ど
ん
食
べ
て
、
必
要
以
上
に
血
を
つ
く

っ
て
し
ま

っ
た
場
合

で
も
、
赤
く
は
れ
た
が

っ
て
、
大
き
く
な

っ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
同
じ

″
小
さ
い
″
と
い
う
中
に
も
、
塩
気
が
多

く
て
締
ま

っ
た
の
と
、
年
寄
り
み
た
い
に
、
し
お
れ
て
き
て

小
さ
い
の
と

．つ
あ
る
わ
け
で
す
。
　
″大
き
く
な
る
″
と
い

っ
て
も
、
力
通
山
み
た
い
に
、
陽
性
で
大
き
い
の
も
あ
る
し
、

糖
尿
病
み
た
い
に
、
青
ぶ
く
れ
で
大
き
い
の
も
あ
る
わ
け
で
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す
。そ

う
す
る
と
、
こ
う
い
う
い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
の
人
が
、

体
を
治
す
た
め
に
食
事
を
す
る
、
と
い
っ
て
も
、
た
だ
単
に

陰
だ
、
陽
だ
、
と
い
う
だ
け
で
は
、
正
し
い
答
え
が
出
な
い

ん
で
す
。

だ
か
ら
、
ち
ぢ
ま

つ
て
い
る
陽
性
の
人
は
、
ひ
ろ
げ
る
陰

性
の
も
の
を
と
れ
ば
い
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今

度
は
、
力
道
山
み
た
い
に
、
熱
を
も

っ
て
、
カ
ッ
カ
し
て
大

き
く
な

っ
て
い
る
、
と
い
う
場
合
に
は
、
ひ
ろ
げ
る
も
の
を

や

っ
た
ら
逆
効
果
で
す
か
ら
、
こ
れ
に
は
、
塩
気
を
抜
く
も

の
を
や
れ
ば

い
い
。
脱
塩
剤
で
す
。
体
の
中
の
塩
気
を
ど
ん

ど
ん
と
か
し
て
、
小
水
と
し
て
出
し
て
や
る
も
の
を
や
れ
ば

い
い
。

体
が
締
ま
り
す
ぎ
て
小
さ
く
な

っ
た
人
は
、
体
を
温
め
て

ひ
ろ
げ
て
や
る
も
の
を
り
．
え
れ
ば

い
い
。

だ
か
ら
、
同
じ
陰
性
と
い
っ
て
も
、
余

っ
た
陽
性
を
小
水

と
し
て
出
す
、
と
い
う
陰
性
も
あ
れ
ば
、
国
く
な

っ
て
い
る

か
ら
、
こ
れ
を
広
げ
る
、
と
い
う
陰
性
も
あ
る
ん
で
す
。

汗
を
ひ
っ
こ
め
る
も
の
と
、
出
す
も
の

と
こ
ろ
が
、
漢
方
の
中
に
は
、
こ
う
い
う
区
別
が
あ
る
ん

で
す
ね
。
　
″
収
″
と

″
散
″
と
い
っ
て
い
ま
す
。　
″
収
″
と

い
う
の
は
、
汗
を
ひ
つ
こ
め
る
役
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
リ

ン
ゴ
と
か
、
レ
モ
ン
と
か
、
夏
ミ
カ
ン
と
か
、
酸

つ
ぱ

い
も

の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
カ
ロ
リ
ー
の
あ
る
甘

い
果
物
を
食
べ

た
ら
、
汗
は
ど
ん
ど
ん
出
ま
す
。
果
物
が
陰
性
だ
と
一
般
的

に
言

っ
て
も
、
汗
を
引

っ
こ
め
る
も
の
と
、
汗
を
な
お
出
す

も
の
と
あ
る
わ
け
で
す
。
日
本
で
は
、
山
の
ぼ
り
を
す
る
な

ん
て
い
う
と
、
梅
干
し
を
持

っ
て
い
き
ま
す
。
汁
を
か
い
た

と
き
に
、
こ
れ
を
食
べ
る
と
、
梅
Ｉ
し
に
は
ク
エ
ン
酸
が
あ

っ
て
、
汗
が
ス
ッ
と
引

っ
こ
む
わ
け
で
す
。
塩
気
が
汗
と
い

っ
し
ょ
に
出
て
し
ま
う
と
疲
れ
る
か
ら
、　
塩
気
を
補

っ
て
、

汗
を
そ
れ
以
上
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
ん
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
も
う

＾
ぺ
ん
、
五
行
の
表
を
み
て
み
る
と
、

要
す
る
に
、　
″酸

っ
ぱ

い
″
も
の
は
、　
″
収
″
で
す
ね
。
汁

を
引

っ
こ
め
る
。　
″辛

い
″
も
の
は
、　
″散
″
で
、
な
お
汗

を
出
す
。
カ
レ
ー
な
ん
か
食
べ
た
ら
、
汗
ば
か
り
か
、
涙
ま

で
出
て
く
る
。
だ
か
ら
、
フ」
の
五
行
が
本
当
に
分
か
っ
た
ら
、

な
に
も
、
漢
方
の

″
収
″　
″散
″
な
ん
て
い
う
言
葉
を
つ
か

わ
な
く
て
も
い
い
ん
で
す
。

で
は
、
陽
性
に
な

っ
た
と
き
、
汁
を
出
し
て
し
ま

つ
た
ほ

う
が
い
い
の
か
、
引

っ
こ
め
た
ほ
う
が
い
い
の
か
、
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。
カ
ゼ
な
ん
か
で
も
、
体
の
中
に
占
い

塩
気
が
た
ま

っ
て
、
カ
ゼ
熱
を
お
こ
す
、
と
い
う
場
合
が
あ

り
ま
す
。
こ
ん
な
と
き
に
、
酸

っ
ば

い
も
の
を
と

っ
て
も
ダ

メ
で
す
ね
。
汗
を
出
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
う
す
る
と
、

大
根
お
ろ
し
に
、
し
ょ
う
が
お
ろ
し
を
加
え
て
と
る
。
こ
れ

は
、
第

一
人
根
湯
で
す
ね
。

（醤
油
は
、
陰
陽
の
取
り
合

せ

の
た
め
に
入
れ
る
）
そ
れ
で
な
か
っ
た
ら
、
ネ
ギ
ミ
ソ
を
と

る
。
み
ん
な

″
辛
い
″
も
の
で
す
。
強
い
ニ
オ
イ
の
あ
る
も

の
で
す
。
辛

い
も
の
、
と
い
う
の
は
、
み
ん
な
揮
発
性
が
あ

る
ん
で
す
。
ネ
ギ
湯
も
そ
う
で
す
。
ネ
ギ
を
刻
ん
で
、
ミ
ツ

を
入
れ
て
、
お
湯
に
と
か
し
て
と
る
と
か
、
熱
を
発
散
さ
せ

て
熱
を
下
げ
る
わ
け
で
す
。

で
も
、
汗
を
出
し
て
、
あ
ぶ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
汗

と
い
う
の
は
体
の
中
の
塩
気
も
出
し
て
き
ま
す
か
ら
、
汗
を

出
せ
な
い
場
合
も
あ
る
ん
で
す
。
こ
う
い
う
場
合
に
は
、
体

の
中
の
塩
気
を
、
小
水
の
中
に
と
か
し
て
出
す
、　
″
収
″
の

も
の
が
い
い
わ
け
で
す
。
小
水
と
し
て
出
す
場
合
に
は
、
占

い
塩
気
だ
け
出
し
て
き
ま
す
。
汗

の
場
合
に
は
、
ま
だ
使
え

●
第

一
大
根
湯

（辛

い
味
）

大
根
お
ろ
し
と
し
ょ
う
が
お
ろ
し
の
酔
駕
発
汗
剤
。
大

根
お
ろ
し
、
さ
か
ず
き
二
杯
、
ひ
ね
し
ょ
う
が
お
ろ
し
、

そ
の

一
割
、
純
正
占
式
製
法
の
し
ょ
う
ゆ
、
さ
か
ず
き

一

杯
半
か
ら

一杯
。
ほ
う
じ
番
茶
を
熱
く
し
た
も
の
、
二
、

ｉ
合
を
つ
い
で
、
ど
ん
ぶ
り

．
杯
を

一
度
に
の
む
。
き
か

な
け
れ
ば
も

っ
と
飲
ん
で
も
い
い
。
の
ん
で
お
い
て
、
布

団
を
厚
く
頭
ま
で
か
ぶ

っ
て
四
〇
分
、
じ
っ
と
ガ
マ
ン
す

る
と
全
身
か
ら
玉
の
汗
が
出
て
、
熱
が
下
が
る
。
廊
場
は

こ
れ
で
Ｏ
Ｋ
。

●
第
二
大
根
湯

足
の
む
く
み
、
泌
尿
器
系
の
病
気
で
発
熱
し
て
、
小
水

が
出
な
い
と
き
な
ど
、
体
内
の
占
い
と
化
し
た
塩
気
を
小

水
に
と
か
し
て
出
す
も
の
で
す
。

（第
．
．大
根
湯
で
は
、

大
根
お
ろ
し
の

″
汁
″
だ
け
で
、
カ
ス
は
使
い
ま
せ
ん
。

腎
臓
に
作
用
さ
せ
る
た
め
で
す
。
第

´
大
根
湯
は
、
腸
に

作
用
さ
せ
る
た
め
に
カ
ス
も
し
ば
り
汁
も
い
っ
し
ょ
に
使

い
ま
す
）

大
根
お
ろ
し
の
汁
だ
け
し
ば

っ
て
、
さ
か
ず
き

一
杯
、

お
湯
ｌ
杯
。
こ
れ
を

一
回
、
パ

ッ
と
煮
沸
し
て
、
ニ
パ
ー

セ
ン
ト
の
食
塩
を
ま
ぜ
て
飲
み
ま
す
。
人
に
よ

っ
て
多
く

必
要
な
人
に
は
２
カ
ッ
プ
飲
ま
せ
ま
す
。

第
．
．大
根
湯
を
飲
む
３０
分
前
に
、
第

一
大
根
湯
を
１
カ

ッ
プ
飲
ん
で
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

●
リ
ン
ゴ

・
ジ

ュ
ー
ス

（酸

っ
ぱ

い
味
）

解
熱
の
た
め
に
、
酸

っ
ぱ

い
リ
ン
ゴ
の
お
ろ
し
た
も
の

全
部
の
ま
せ
、
次
に
、
利
尿
の
た
め
に
、
カ
ス
を
の
ぞ
い

た
し
ぼ
り
汁
に
レ
モ
ン
＾
一、
１
滴
た
ら
し
て
飲
ま
せ
る
。

熱
が
３８
度
以
下
の
と
き
は
、　
一
度
パ

ッ
と
沸
か
す
。
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る
塩
気
で
も
、
占
い
塩
気
で
も
、
み
ん
な
出
し
て
し
ま
い
ま

す
。イ
ン
ド
人
が
な
ぜ
カ
レ
ー
料
理
を
食
べ
る
か
、と
い
う
と
、

あ
の
暑
い
、
太
陽
の
カ
ロ
リ
ー
が
い
っ
ぱ

い
あ
る
と
こ
ろ
で

は
、
体
に
塩
気
は
い
ら
な
い
ん
で
す
。
体
を
冷
や
し
て
い
な

か
っ
た
ら
生
き
て
い
ら
れ
な
い
。
だ
か
ら
、
暑
い
と
こ
ろ
で

は
香
辛
料
を
う
ん
と
使

っ
て
、
汗
を
出
す
よ
う
な
料
理
を
食

べ
る
ん
で
す
。
温
帯
や
寒
帯
で
は
、
そ
う
い
う
必
要
は
な
い

ん
で
す
。
た
だ
、
肉
と
か
魚
と
か
、
陽
性
の
も
の
を
食
べ
る

と
き
に
、
毒
消
し
と
し
て
、
消
化
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
、
コ
シ
ョ
ウ
と
か
、
ワ
サ
ビ
と
か
、
シ
ョ
ウ
ガ
と
か
、

ニ

ン
ニ
ク
と
か
を
業
味
と
し
て
取
り
合
わ
せ
る
わ
け
で
す
。

″苦
み
″
は
体
を
温
め
る

と
こ
ろ
で
、
塩
と
い
う
の
は
、
ま

っ
た
く
カ
ロ
リ
ー
が
な

い
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
炭
素
、
″
―キ
い
″
と
い
う
の
は
熱
量

で
す
ね
。
非
常
な
カ
ロ
リ
ー
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
体
が

陰
性
で
や
ら
れ
て
、
陽
性
を
入
れ
な
く
て
は
い
け
な
い
、
と

い
う
と
き
、
体
が
非
常
に
冷
え
て
い
る
人
、
こ
う
い
う
人
は
、

塩
を
入
れ
て
も
ダ
メ
で
す
。
だ
か
ら
、
同
じ
陽
性
で
も
、
体

を
温
め
る
陽
性
と
、
あ
る
程
度
、
冷
や
す
陽
性
と
あ
る
わ
け

で
す
。
今
ま
で
の
食
養
は
、
と
か
く

″
塩
気
、
塩
気
″
と
い
っ
て

き
た
わ
け
で
、
卜
年

、
１
卜
年
や

っ
て
い
る
う
ち
に
、
体
が

国
く
締
ま

っ
て
き
て
、
血
の
循
環
が
わ
る
く
な

っ
て
き
て
、

塩
気
の
と
り
す
ぎ
の
た
め
に
冷
え
症
に
な
る
、
と
い
う
人
が

多
い
。
で
は
、
こ
う
い
う
人
を
治
す
に
は
ど
う
す
る
か
、
と

い
う
と
、
同
じ
陽
性
で
も
、
塩
気
で
な
い
、
苦
い
も
の
を
や

れ
ば
、
体
が
温
ま

っ
て
き
ま
す
。

私
も
、
本
当
に
こ
の

″占
味
″
と
い
う
も
の
に
気
が
つ
い

た
の
は
、
四
、
五
年
前
で
す
。
重
症
の
肝
臓
ガ
ン
の
忠
者

の

人
が
、
体
が
氷
み
た
い
な
ん
で
す
。
直
腸
ガ
ン
の
人
、
体
の

ど
こ
を
さ
わ

っ
て
も
冷
た
い
ん
で
す
。
玄
米

の
ク
リ
ー
ム
を

の
ま
せ
て
も
何
を
入
れ
て
も
冷
た

い
。
そ
れ
で
、
便
は
緑
色

で
す
ね
。
非
常
に
陰
性
な
粘
液
便
を
出
し
て
い
る
。
心
臓
も
、

ほ
と
ん
ど
動

い
て
い
る
の
か
、
い
な

い
の
か
分
か
ら
な

い
。

助
け
方
が
分
か
ら
な
か

っ
た
。
そ
の
と
き
、
フ
ッ
と
、
自

分
た
ち
は
、
今
ま
で
、
ど
う
し
て
い
ち
ば
ん
陽
性
な
、
こ
の

苦

い
も
の
を
取
り
Ｌ
げ
な
か

っ
た
ん
だ
ろ
う
、
と
気
が

つ
い

た
ん
で
す
。
そ
こ
で
、
梅
Ｆ
し
の
黒
焼
き
を
作

っ
て
、
ク
ズ

湯
の
中
に
ま
ぜ
て
と
ら
せ
た
。
そ
し
た
ら
、
そ
の
水
み
た
い

な
体
の
人
が
、
足
が
少
し
ポ
カ
ポ
カ
し
て
き
ま
し
た
、
と
言

い
ま
し
た
。

●

料

理

教

室

修

了

試

作

会

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
本
部
の
リ
マ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
ア
カ
デ
ミ
ー

夏
期
の
修
了
試
作
会

（第
３０
回
）
が
、
７
月
１２
日

０

の
１２

時
か
ら
と
４
時
か
ら
の
２
回
に
分
け
て
開
か
れ
、
校
長
の
桜

沢
里
真
先
生
、
浮
津
宏
子
先
生
か
ら
講
評
が
あ
り
、
桜
沢
里

真
先
生
か
ら
各
級
免
状
の
授
与
が
あ
り
ま
し
た
。
お
名
前
は

次
の
通
り
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（敬
称
略
）

＊
初
級
―
―
本
橋
祥
子
、
真
島
庸
子
、
浅
尾
富
子
、
荒
井
速

浪
、
北
川
知
代
、
松
田
清
、
藤
野
由
布
子
、
佐
々
木
直
子
、

本
内
永
子
、　
一
倉
真
弓
、
前
田
と
し
子
、
森
光
代
、
上
田
真

子
、
松
橋
幸
子
、
近
藤
麻
由
美
、
高
園
洋
子
、
小
貫
山
智
子
、

高
本
佳
代
、
吉
田
良
子
、
神
谷
淳
子
、
植
村
祐
子

＊
中
級
―
―
梅
津
文
子
、
石
堀
路
依
孔
、
浅
尾
富
子
、
浅
妻

真
智
子
、
川
幡
雅
子
、
島
村
美
恵
子
、
北
川
知
代
、
高
本
佳

代
、
上
原
イ
ツ
ミ
、
市
村
ト
ヨ
子
、
徳
永
栄
、
小
山
い
く
子
、

乳
井
美
代
子
、
榎
本
福
美
、
増
田
稲
子
、

＊
上
級
―
―
山
本
祐
希
、
梅
津
文
子
、
川
幡
雅
子
、
舘
上
あ

い
、
本
村
香
代
子
、
高
島
加
代
子
、
香
取
富
美
子
、
矢
頭
タ

カ
子
、
小
山
い
く
子
、
井
出
照
子
、
松
下
悦
子

＊
師
範
―
―
石
川
雅
子
、
五
蔦
久
男
、
香
山
桂
子
、
川
幡
雅

子
、
石
井
愛
子
、
岩
名
紀
美
、
橋
詰
ほ
な
み
、
飯
田
裕
理
、

三
輪
和
子
、
田
中
幸
子
、
栗
原
佳
子
、
野
尻
多
圭
子
、
小
永

井
八
重
子
、
三
荷
忠
夫
、
加
藤
忠
子
、
竹
中
千
晶
、
福
富
敬

子
、
金
田
裕
世
、
石
河
好
恵

北
海
道
健
康
学
苑

特

別

講

座

●
８
月
２２
日
（土
）
～
２４
日
（月
）
、
２
泊
３
日

●
上
川
郡
美
瑛
町
字
美
瑛
原
野

（美
瑛
駅
よ
り

車
で
７
分
）
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

“̈
〇
一六
六
九
・二
・
一〇
二
四

●
会
費
／
七
〇
〇
〇
円

●
講
師
／
桜
沢
里
真
先
生
、
大
森
英
桜
先
生
、

宮
長
正
八
先
生
、
三
島
祥
園
先
生
、
吉
成
知

江
子
先
生

●
主
催
／
北
海
道
健
康
学
苑

（旭
川
市
永
山
町

Ｈ
丁
目
５２
の
１
８
２
英

茜
今
里
軍
）
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■
無

双
原

理
シ
リ

ー
ズ

小日

の

研

究

●
手
相
の
原
理
の
解
明
と
運
命
の
変
え
方

東
洋
と
西
洋
の
手
相

今
、
日
本
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
手
相
に
は
、
西
洋
か
ら

入

っ
て
き
た
も
の
、
東
洋
か
ら
来
た
も
の
、
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
。
旧
約
聖
書

・
ヨ
ブ
記
の
中
に
、

『
神
は
人
の
手
に
印
章
を
お
き
た
ま
え
り
。
そ
は
、
こ
れ
に

よ
り
、
す
べ
て
の
人
々
に
そ
の
職
分
を
知
ら
し
め
ん
が
た
め

な
り
』

（３７
章
７
節
）

と
あ
り
、
こ
れ
が
手
相
に
つ
い
て
の
、
い
ち
ば
ん
古
い
文

献
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

西
洋
で
は
、
ギ
リ
シ
ャ
の
哲
学
者
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
あ

た
り
が
、
手
相
に
つ
い
て
、
ま
と
ま

っ
た
本
を
の
こ
し
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
も
、
ど
う
も
イ
ン
ド
あ
た
り
に
起
源
の
あ
る

も
の
ら
し
い
。
イ
ン
ド

・
中
国
で
は
、
か
な
り
古
く
か
ら
、

手
相
に
つ
い
て
の
研
究
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

中
国
で
は
、
前
漢
の
鬼
谷
子
と
い
う
人
が

『
玉
掌
之
図
』

と
い
う
本
を
書
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
漢
の
許
負
、
宋

大

森

英

桜

講

義

録
よ

り

時
代
の
陳
希
夷
、
明
に
な

っ
て
哀
忠
徹
な
ど
と
い
う
大
家
が

出
て
い
ま
す
。

日
本
も
、
江
戸
時
代
な
ど
は
、
ず

い
ぶ
ん
手
相

。
人
相
な

ど
が
盛
ん
だ

っ
た
ん
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
、
こ
の
中
国
の
も

の
を
真
似
た
り
、
影
響
を
受
け
た
り
し
た
も
の
で
す
。

西
洋
で
も
、
た
い
へ
ん
手
相
に
つ
い
て
の
研
究
が
発
達
し

た
ん
で
す
が
、
だ
い
た
い
、
体
験
と
か
統
計
と
か
を
元
に
し

た
も
の
で
す
。
東
洋
の
は
、
や
は
り
多
く
の
経
験
が
元
に
な

っ
て
は
い
ま
す
が
、
東
洋
哲
学
と
い
う
も
の
が
根
本
に
な

っ

て
、
深
い
見
方
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

手
相
は

″す

じ
″
だ
け
で
は
な

い

そ
れ
で
、
ふ
つ
う
手
相
と
い
う
と
、
手
の
す
じ
だ
け
の
こ

と
に
思
わ
れ
て
い
ま
す
け
れ
ど
、
本
当
の
手
相
は
、
手
の
格

好
、
皮
膚
の
状
態
、
日
い
と
か
柔
ら
か
い
と
か
、
ツ
メ
の
形
、

厚
さ
、
色
、
こ
う
い
う
も
の
が
ぜ
ん
ぶ
、
ふ
く
ま
れ
る
わ
け

で
す
。
そ
れ
か
ら
、
指
先
の
ウ
ズ
、
こ
れ
も
大
変
な
問
題
で

す
。
た
と
え
ば
、長
年
、
肉
食
を
や
っ
て
き
た
西
洋
人
は
、
指

先
の
ウ
ズ
の
巻
い
て
い
る
も
の
が
、
平
均
、
１
本
く
ら
い
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
中
国
人
で
ｆｉ

・
五
本
、
日
本
人
で
四

・
ｆｉ

本
く
ら
い
で
す
。
こ
れ
は
、
肉
食
の
摂
り
方
に
よ

っ
て
、
ウ

ズ
の
巻
き
方
が
く
ず
れ
て
き
て
い
る
わ
け
で
す
。

私
た
ち
は
、
す
べ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ウ
ズ
巻
き
に
よ

っ
て

で
き
て
き
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
も
し
母
親
が
本
当
の
正
食

を
し
て
子
供
を
生
ん
だ
な
ら
ば
、
頭
の
ツ
ム
ジ
も
、
ま
ん
中

に
ウ
ズ
を
巻
い
て
い
ま
す
。
手
の
指
も
、
卜
本
が
卜
本
と
も

正
し
く
ウ
ズ
を
巻
い
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ

が
、
指
の
ウ
ズ
が
流
れ
て
い
る
、
と
い
う
の
は
、
不
合
格
だ
、

と
い
う
こ
と
で
す
。
日
本
人
も
、
動
物
食
が
ふ
え
て
く
る
に

し
た
が

っ
て
、
巻
い
た
ウ
ズ
の
数
が
減

っ
て
き
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
手
相
と
い
っ
て
も
、
こ
の

″
指
紋
″
だ
け
取
り

上
げ
て
も
、
た
い
へ
ん
な
問
題
で
す
。
ど
の
指
が
ウ
ズ
を
巻

い
て
い
る
、
ど
の
指
が
流
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、

そ
の
人
の
運
命
、
健
康
か
ら
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が
分
か

っ
て

き
ま
す
。
流
れ
る
、
と
い
っ
て
も
、
右
へ
流
れ
る
の
か
、
左

へ
流
れ
る
の
か
。
こ
れ
に
も
、
陰
陽
の
区
別
が
あ
る
わ
け
で

す
ね
。

そ
れ
か
ら
、
手
の
肉
づ
き
、
各
部
の
盛
り
Ｌ
が
り
の
良
し

悪
し
、
弾
力
の
あ
る
な
し
…
…
手
相
と
い
っ
て
も
、
あ
ら
ゆ

る
も
の
が
入

っ
て
き
ま
す
。
で
も
、
ふ
つ
う
手
相
と
い
う
と
、

手
の
す
じ
が
、
い
ち
ば
ん
変
化
が
あ

っ
て
、
お
も
し
ろ
い
か

ら
、
こ
れ
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

″陰
性

・
陽
性
″
に
分
け
て
見
る

と
こ
ろ
で
、
占
い
で
大
き
な
問
題
は
、
い
つ
ご
ろ
、
あ
な

た
は
大
き
な
病
気
を
す
る
、
災
難
に
あ
う
、
あ
る
い
は
、
死

■
佃
号
よ
り
再
録
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ぬ
、
と
い
う
こ
と
が
、
占
い
で
分

っ
た
に
し
て
も
、
そ
れ
を

ど
う
や

っ
て
避
け
る
か
、
と
い
う
こ
と
が
分
か
ら
な
い
か
ぎ

り
、
意
味
が
な
い
わ
け
で
す
。
そ
こ
ま
で
、
街
頭
の
場
者
さ

ん
が
教
え
て
く
れ
る
な
ら
、
高
い
お
金
を
取

っ
て
も
い
い
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
ん
な
こ
と
は
、
あ
の
人
た
ち
に
は
分

か
ら
な
い
。
も
し
分
か

っ
て
い
た
ら
、
街
頭
な
ん
か
に
立

っ

て
や
し
ま
せ
ん
。

で
は
、
Ｐ
Ｕ

〔無
双
原
理
〕
で
は
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
見

て
い
く
か
、
と
言
え
ば
、　
″陰

・
陽
″
の
二
つ
に
分
け
て
考

え
れ
ば
、
大
づ
か
み
に
分
か
る
わ
け
で
す
。
中
心
が
い
ち
ば

ん
い
い
わ
け
で
す
。

た
と
え
ば
、
健
康
な
人
、
幸
福
な
人
、
こ
う
い
う
人
の
肌

は
、
桜
色
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
、
こ
の
桜
色
を

中
心
に
お
い
て
考
え
て
、
も
し
赤
か

っ
た
ら
、
フ」
れ
は
極
陽
、

陽
性
す
ぎ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
感
情
家

で
、
血

が
濃
く
て
カ
ッ
カ
、
カ

ッ
カ
し
て
、
落
ち
着
き
が
な
い
わ
け

で
す
。
と
こ
ろ
が
、
逆
に
、
色
が
白

い
、
と
い
う
の
は
、
そ
の
反

対
で
す
。
血
が
薄
く
て
、
貧
血
気
味
で
、
冷
静
で
、
も
の
ご

と
に
消
極
的
で
す
。
エ
ゴ
イ
ス
ト
が
多
い
わ
け
で
す
。
他

人

の
こ
と
ま
で
考
え
る
力
が
な
い
ん
で
す
か
ら
。

じ
ゃ
、
桜
色
で
も
、
フ」
れ
が
黄
色

っ
ぽ
か

っ
た
ら
ど
う
か
、

と
い
う
と
、
こ
れ
は
、
肝
臓
型
で
胆
汁
型
で
、
気
む
ず
か
し

い
。
誰
を
見
て
も
、あ
い
つ
は
悪
い
こ
と
を
し
て
い
る
奴
だ
、

と
疑
り
ぶ
か
い
。

顔
で
も
手
で
も
、
赤
い
人
、
と
い
う
の
は
、
血
の
循
環
が

よ
す
ぎ
て
、
熱
狂
的
な
タ
イ
プ
の
人
で
す
。
だ
い
た
い
、
労

働
者
に
多
い
で
す
ね
。
こ
う
い
う
人
は
、
カ
ゲ

・
ヒ
ナ
タ
が

な
い
。
色
白
の
人
は
、
ウ
ラ

・
オ
モ
テ
が
あ
る
。
女
を
ご
ま

か
す
、
と
い
う
の
は
、
た
い
て
い
、
色
自
で
、
ヒ
ゲ
の
う
す

い
男
で
す
。
顔
色
が
赤
く

て
ヒ
ゲ
面
の
男
は
、
正
直
で
、
フ

ェ
ミ

ニ
ス
ト
で
す
。

た
だ
、
こ
の
赤

い
人
は
、
元
気
な
ん
で
す
が
、
元
気
に
ま

か
せ
て
働
き
す
ぎ
て
、
過
労
で
倒
れ
る
、
と
い
う
こ
と
が
多

い
。と

に
か
く
、
理
想
的
な
の
は
淡
紅
色

で
す
。
き
れ

い
な
赤

い
血
が
流
れ
て
い
て
、
皮
膚
を
通
し
て
み
る
と
、
そ
れ
が
ち

ょ
う
ど
桜
色
に
見
え
る
わ
け
で
す
。
こ
う
い
う
人
は
、
快
活

で
、
希
望
に
あ
ふ
れ
て
い
て
、
あ
せ
り
も
し
な

い
、
消
極
的

で
も
な

い
。

そ
れ
か
ら
、
手
の
大
き
さ
に
も
、
大
き

い
、
小
さ
い
が
あ

り
ま
す
。
標
準
よ
り
も
大
き

い
人
は
、
ど
う
か
、
と
い
え
ば
、

こ
う
い
う
人
は
、
陰
性
で
デ
リ
ケ
ー
ト
な
ん
で
す
。
や
る
こ

と
が
正
確

で
器
用
で
す
。
反
対
に
、
手
が
小
さ
い
人
、
こ
れ

は

、
非
常
に
陽
性
な
ん
で
す
。
こ
う

い
う
人
は
、
大
き
な
事

柄
だ
け
に
関
心
を
持

っ
て
、
細
か
い
事
に
と
ん
ち

ゃ
く
し
ま

せ
ん
。
大
胆
で
、
人
の
下
に
立

つ
の
が
い
や
で
、
支
配
力
を

持

っ
て
い
る
。

だ
か
ら
、
手
の
す
じ
を
見
る
ま
え
に
、
だ
い
た
い
、
大
づ

か
み
に
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が
分
か
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
か
ら
、

皮
膚
の
同
い
柔
ら
か
い
、
と
い
う
区
別
が
あ
り
ま
す
。
柔
ら

か
い
手
の
人
、
と
い
う
の
は
、
体
を
動
か
し
て
働
く
の
を
い

や
が
る
、
安
楽
を
好
む
人
で
す
。
遊
ん
で
ば
か
り
い
る
、
と

い
う
の
は
、
だ
い
た
い
こ
う
い
う
手
の
人
で
す
。

こ
う
い
う
人
は
、
権
力
は
求
め
ま
せ
ん
。
金
銭
に
し
が
み

つ
く
、と
い
っ
た
物
欲
は
な
い
け
れ
ど
も
、
名
誉
心
は
あ
る
。

で
は
、
反
対
に
、
手
の
日
い
人
は
ど
う
か
、
と
い
う
と
、
労

働
者
み
た
い
に
、
保
守
的
で
、経
済
観
念
が
非
常
に
つ
よ
く
、

金
銭
に
執
着
す
る
。

い
ち
ば
ん
い
い
の
は
、
と
い
う
と
、
弾
性
に
富
ん
で
い
る

皮
膚
で
す
。
順
応
性
が
あ
る
わ
け
で
す
。
同
い
人
は
、
環
境

に
対
し
て
刃
向
か

っ
た
り
し
ま
す
し
、
白
く
て
柔
ら
か
い
人

は
、
の
ら
り
く
ら
り
し
て
、
つ
か
み
よ
う
が
な
い
。

し
か
し
、
弾
力
が
あ
る
人
も
、
華
美
を
好
み
、
名
を
好
む

傾
向
が
あ
り
ま
す
。
欲
望
の
中
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
段
階
が

あ
り
ま
す
け
ど
、
い
ち
ば
ん
下
か
ら
、
食
欲
、
性
欲
、物
欲
、

権
力
欲
…
…
。
名
誉
欲
、
と
い
う
の
は
そ
の
上
で
す
。
だ
か

ら
、
弾
力
が
あ
る
、
と
い
う
の
は
、
自
我
の
中
で
も
、
名
声

を
好
む
、
と
い
う
段
階
で
す
。

″
ヘ
ラ
形
″
の
指
は
気
が
弱
い

こ
う
い
う
よ
う
に
、
手
の
色
、
つ
や
、
大
き
さ
、
日
さ
、

こ
う
い
う
も
の
を
見
て
い
っ
て
、
次
に
、
手
の
形
で
見
て
い

き
ま
す
。

手
や
指
の
形
が
、
方
形
、
四
角
ば

っ
て
い
る
人
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
実
務
家
に
多
い
。

そ
れ
か
ら
、
へ
ら
形
、
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
け
ど
、
こ

れ
は
日
本
人
に
は
少
な
い
。
木
端
肥
大
で
す
。
こ
う
い
う
人

▲四角い指の人は実務家。
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▲へら形の人は陰陽両面。

は
、
鼻
の
先
も
ふ
く
ら
ん
で
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
人
に
、
け

っ
こ
う
多

い
。
有
名
な

フ
ラ
ン
ス
の
芝
居
に
出
て
く
る
、
シ

ラ
ノ

・
ド

・
ベ
ル
ジ

ュ
ラ

ッ
ク
。
あ
れ
が
、
そ
う
で
す
。
こ

れ
は
、
肉
食
で
脂
肪
を
多
く
摂

っ
た
人
に
多

い
。
洋
画
で
俳

優
の
顔
を
ア

ッ
プ
で
映
し
て
い
る
と
き
、
よ
く
見
て
ご
ら
ん

な
さ
い
。
よ
く
、
こ
う
い
う
鼻
が
あ
る
。

こ
う
い
う
タ
イ
プ
の
人
は
、
肉
食
し
て
い
る
か
ら
、
暴
力

的
な
強
さ
を
持

っ
て
い
る
け
れ
ど
、
気
が
小
さ

い
。
肉
と

い

う
の
は
、
し
お
気
と
い
う
陽
性
さ
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
脂
肪

と
い
う
陰
性
も
持

っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
、
年
素
と
か
、

リ
ン
と
か
、
非
常
に
陰
性
な
ミ
ネ
ラ
ル
を
含
ん
で
い
ま
す
か

ら
、
恐
怖
心
が
お
こ

っ
て
く
る
。
肉
食
動
物
は
、
ほ
え
て
、

相
手
を
お
ど
か
す
け
れ
ど
、
自
分
が
こ
わ

い
か
ら
で
す
。

シ
ラ
ノ

・
ド

・
ベ
ル
ジ

ュ
ラ
ッ
ク
な
ん
か
、
剣
を
持
た
し

た
ら
天
下
無
双
な
の
に
、
想

い
を
寄
せ
て
い
る
女
の
人
に
心

を
打
ち
明
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
陽
性
な
の
に
、
す
ご
く

陰
性
な
と
こ
ろ
を
持

っ
て
い
る
。
こ
れ
が
木
端
肥
大
の
人

の

特
徴
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
円
錐
形
の
人
、
こ
れ
は
日
本
人
に
も
、
け

っ

こ
う
い
ま
す
。
き
ゃ
し
ゃ
な
手
で
、
想
像
力
に
富
ん
で
い
る

け
れ
ど
、
実
行
が
と
も
な
わ
な
い
。
芸
術
家
に
多
い
タ
イ
プ

で
す
。

こ
う
い
う
形
の
、
ど
れ
で
も
な
い
、
標
準
的
な
手
、
と
い

う
の
が
、
ノ
ー
マ
ル
な
タ
イ
プ
で
、
融
通
に
富
ん
で
い
る
わ

け
で
す
。
角
ば

っ
て
い
る
、
と
い
う
の
は
、
陽
性
す
ぎ
る
し
、

先
が
細
い
、
と
い
う
の
は
、
陰
性
で
す
。

な
ぜ
、
″
天

・
地

。
人
″
と
分
け
る
の
か

本
屋
へ
行
く
と
、
い
ろ
ん
な
手
相
の
本
が
出
て
ま
す
け
ど
、

だ
い
た
い
は
統
計
を
元
に
し
た
も
の
で
、
そ
れ
な
り
に
合

っ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
肝
心
の
、
な
ぜ
、
そ
う
い

う
手
相
に
な

っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
が
解
明
し
て
あ
り
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
、
悪
い
相
が
出
て
い
る
、
と
い
っ
て
も
、
で
は
、

ど
う
し
た
ら
い
い
、
と
い
う
解
決
が
、
ひ
と
つ
も
あ
り
ま
せ

ん
。私

は
、
新
し
い
本
、
占
い
本
、
千
相
の
本
を
四
ト
ーーーー
く
ら

い
集
め
て
読
ん
で
み
た
ん
で
す
が
、
ど
れ

一
つ
と
し
て
、
本

質
を
解
明
し
て
、
答
え
を
出
し
た
も
の
が
な
い
。
西
式
健
康

法
の
名
古
屋
の
お
医
者
さ
ん
の
樫
尾
太
郎
さ
ん
が
、
長
年
の

患
者
さ
ん
の
観
察
と
研
究
で
本
を
書
い
て
い
て
、
そ
れ
な
り

に
大
変
に
参
考
に
な
り
ま
す
け
ど
、
ど
ん
な
場
合
に
も

．
律

に
、
生
野
菜
を
食
べ
て
、
柿
の
葉

っ
ぱ
の
お
茶
を
飲
ん
で
、

金
魚
運
動
だ
と
、
い
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
ん
な
も
の
だ
け
で

治
る
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。

東
洋
の
相
法
の
す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ
は
、
原
理
的
に
し
っ

か
り
し
て
い
る
ん
で
す
。
も
の
を
見
て
い
く
場
合
に
、
必
ず
、

″
天

。
地

。
人
″
と
、
二
つ
に
分
け
て
見
て
い
き
ま
す
。
顔

を
見
る
の
に
も
、　
″
上
停

・
中
停

・
下
停
″
と
、
１
つ
に
区

▲円錐形はきゃしゃなタイプ。

シラノ。ド・ベルジュラック
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■

分
し
て
い
ま
す
。
易
の
卦
で
も
、
人
が
あ

っ
て
、
地
が
あ

っ

て
、
ま
ん
中
が

″
人
″
だ
と
、
三
本
の
卦
で
す
ね
。
姓
名
学

で
も
、
天
格

・
人
格

・
地
格
と
、
三
つ
に
分
け
て
見
て
い
ま

す
。こ
れ
は
、
な
ぜ
か
、
と
い
う
と
、
そ
の
た
め
に
は
、
人
間

が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
で
き
て
き
た
か
、
と
い
う
こ
と
を
見

て
み
ま
し
ょ
う
。

〔
『
臓
器
の
研
究
」
　
　
　
　
　
参
照
〕

キ
ー
ル
リ
ア
ン
の
写
真
を
見
て
も
分
る
よ
う
に
、
植
物
で

も
、
動
物
で
も
、
す
べ
て
、
日
に
見
え
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

元
に
な

っ
て
働
い
て
、
で
き
て
き
て
い
る
わ
け
で
す
。

地
球
な
ら
地
球
を
と

っ
て
み
て
も
、
左
ま
わ
り
に
自
転
じ

な
が
ら
、
さ
ら
に
太
陽
の
ま
わ
り
を
大
き
く
公
転
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
太
陽
へ
向
か
う
求
心
性
の
大
き
な
力
と
、
外

へ
向
か
う
遠
心
性
の
力
が
働
い
て
い
る
た
め
で
す
。
も
し
、

求
心
性
の
力
だ
け
だ

っ
た
ら
、
地
球
は
太
陽
へ
向
か
っ
て

一

直
線
に
行

っ
て
し
ま
い
ま
す
し
、
遠
心
性
の
力
だ
け
だ

っ
た

ら
、
太
陽
か
ら
離
れ
て
、
無
限
の
か
な
た
へ
飛
ん
で
い
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
求
心
性
を

″
陽
″
と
し
た
な
ら
ば
、
遠
心
性

は

″
陰
″

と
な
り
ま
す
。
こ
の
、
陰
と
陽
の
二
つ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ

っ
て
、
物
は
作
ら
れ
て
、
動
か
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
す
。

そ
し
て
、
字
宙
法
則
の
大
き
な
法
則
に
、

『陰
は
陽
を
ひ

き
、
陽
は
陰
を
ひ
く
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
人
間
自
体
の
発
生
の
様
子
を
見
て
み
て
も
、

こ
の
法
則
通
り
に
な

っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

男
性
は
陽
性
で
、
女
性
は
陰
性
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の

陰
性
な
女
性
に
は
、
陽
性
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
つ
よ
く
入

っ
て

き
ま
す
。
だ
か
ら
、
女
性
が
生
殖
器
で
作
り
だ
す

″
卵
子
″

と
い
う
も
の
は
、
求
心
力
の
か
た
ま
り
で
、
丸
い
、
陽
性
な

も
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
男
性
は
陽
性
で
す
か
ら
、
男
性
の
生
殖
器
官

で
作
ら
れ
る

″
精
子
″
と
い
う
も
の
は
、
細
長
い
、
陰
性
な

も
の
で
す
。
し
か
も
、
遠
心
性
の
力
が
働
い
て
い
る
か
ら
、

精
子
と
い
う
の
は
、
精
巣
の
円
筒
状
の
も
の
か
ら
、
外
側

ヘ

遠
心
的
に
飛
び
出
し
て
き
ま
す
。

卵
子
自
体
も
生
き
て
い
る
し
、
精
子
も
生
き
も
の
で
す
け

ど
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
人
間
に
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ

の
二
つ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
合
体
し
て
、
は
じ
め
て
生
命
の
誕

生
が
始
ま
る
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
、
陰
性
と
陽
性
の
二
つ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ

っ
て
、
そ
の
合
体
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
、

三
つ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
る
わ
け
で
す
。
こ
の
、
陰
と
陽
の

合
力
は
、
非
常
に
強
力
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。

こ
う
し
て
、
卵
子
と
精
子
が
い
っ
し
ょ
に
な

っ
て
、
生
命

が
始
ま
り
ま
す
け
ど
、
３０
時
間
か
４０
時
間
後
に
は
、
そ
れ
が

二
つ
の
細
胞
に
分
裂
し
、
さ
ら
に
四
つ
に
分
裂
し
、
ど
ん
ど

ん
、
た
く
さ
ん
の
細
胞
が
で
き
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、　
一
週

間
後
に
は
、
Ｆ
宮
ま
で
降
り
て
き
て
、
着
床
し
、
さ
ら
に
分

裂
が
進
ん
で
い
き
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
、
陰
性
の
部
分
と

陽
性
の
部
分
に
分
か
れ
始
め
ま
す
。

上
の
部
分
は
、
上
胚
盤
と
い
っ
た
り
、
外
胚
葉
と
い
っ
た

り
し
ま
す
。
下
の
部
分
は
、
下
胚
盤
ま
た
は
内
胚
葉
と
い
っ

て
い
ま
す
。
上
の
ほ
う
は
、
陰
性
で
、
下
の
ほ
う
は
陽
性
で

す
。
こ
れ
は
、
宇
宙
法
則

で
す
。
そ
う
す
る
と
、
上
の
ほ
う

は
陰
性
だ
か
ら
、
こ
ち
ら
の
ほ
う
に
は
、
水
が
た
ま
り
、
下

の
ほ
う
の
内
胚
葉
に
は
、
栄
養
が
た
ま
り
ま
す
。
こ
れ
も
、

軽

い
も
の
が
上
が
り
、
重
い
も
の
が
下
へ
、
と
い
う
字
宙
法

則
の
通
り
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
、
上
の
陰
性
な
部
分
は
神
経
組
織
を
作

っ
て
い

き
ま
す
。
求
心
性
の
力
が
働
い
て
い
ま
す
か
ら
、
先
へ
行

っ
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腸 神経管て
グ
ル
グ
ル
と
丸
く
な

っ
て
、
脳
を
つ
く

つ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
で
、
頭
が
丸
い
わ
け
が
分
か
り
ま
す
。
下
の
陽
性
な
部

分
は
、
消
化
系
を
作

っ
て
い
き
ま
す
が
、
こ
こ
へ
入

っ
て
く

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
陰
性
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
か
ら
、
中
空
の

細
長
い
筒
が
ス
ー
ッ
と
伸
び
て
い
き
ま
す
。
先
端
が
口
で
、

末
端
が
肛
門
に
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
神
経
と
消
化
系
だ
け
で
は
不
十
分
で
す
。
消

化
系
で
作
ら
れ
た
血
液
を
全
身
に
ま
わ
す
た
め
の
循
環
系
が

必
要
で
す
。
そ
こ
で
、
外
胚
葉
と
内
胚
葉
の
中
間
に
、
中
胚

葉
と
い
う
も
の
が
で
き
て
、
こ
れ
が
心
臓
の
原
形
を
作

っ
て

き
ま
す
。
こ
れ
は
、
陰
性
と
陽
性
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
合
力
が

働
い
て
い
ま
す
。
陰
と
陽
の
合
力
で
す
か
ら
、
中
間
に
で
き

て
く
る
わ
け
で
す
。

こ
う
し
て
、
心
臓
の
成
り
立
ち
が
分
か
る
と
、
な
ぜ
、
心

臓
は
、
動
脈
で
全
身

へ
血
液
を
送
り
、
ま
た
、
静
脈
で
全
身

か
ら
血
液
を
吸
い
よ
せ
て
き
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
陰
性
と
陽
性
の
合
力
が
働
い
て
い
る
の
で
す
か

ら
、
押
し
出
す
こ
と
も
、
吸
い
込
む
こ
と
も
、
で
き
る
わ
け

で
す
。

西
式
健
康
法
の
西
勝
造
氏
な
ん
か
は
、
血
液
は
毛
細
管
現

象
で
吸
い
上
げ
ら
れ
て
動
い
て
い
る
ん
だ
、
な
ん
て
い
っ
て

い
ま
す
が
、
毛
細
管
現
象
で
上
が
る
、
な
ん
て
、
知
れ
た
も

の
で
す
。
ま
し
て
、
血
液
み
た
い
に
粘

っ
た
も
の
が
、
そ
ん

な
も
の
で
動
く
わ
け
が
な
い
。
こ
れ
は
、
無
限
の
字
宙
か
ら

地
球
の
中
心
へ
入

っ
て
く
る
巨
大
な
求
心
性
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
、
そ
れ
が
、
中
心
か
ら
反
転
し
て
く
る
遠
心
性
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
働
い
て
い
る
た
め
で
す
。

三
つ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
生
ま
れ
る

こ
う
し
て
、
こ
の
三
つ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
、
人
間
の
あ

ら
ゆ
る
臓
器
、
組
織
が
で
き
て
き
て
い
る
わ
け
で
す
。

い
ち
ば
ん
下
の
内
胚
葉
か
ら
は
、
消
化
器
系
の
も
の
が
で

き
、
上
の
外
胚
葉
か
ら
は
、
神
経
系
、
脳
組
織
が
で
き
、
そ

れ
か
ら
皮
膚
が
で
き
て
き
ま
す
。
中
の
中
胚
葉
は
循
環
系
、

心
臓
、
腎
臓
な
ど
、
人
体
に
栄
養
や
酸
素
を
く
ま
な
く
配
り
、

不
要
な
も
の
を
浄
化
す
る
、
と
い
う
作
用
を
す
る
も
の
を
作

っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
体
の
中
心
で
、
い
ち
ば
ん
陽
性

な
骨
を
作
り
ま
す
。

肺
は
、
こ
の
内
胚
葉
か
ら
で
き
て
き
た
ん
で
す
。
内
胚
葉

の
、
消
化
器
系
の
パ
イ
プ
が
ズ
ー
ッ
と
の
び
て
き
て
、
途
中

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
タ
マ
に
な

っ
て
、
鷹
鷹
、
肝
臓
を

つ
く
り

先
端

へ
行

っ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
弱
く
な

っ
て
、
二
つ
に
分

裂
し
て
、
肺
を

つ
く

つ
て
き
ま
す
。
そ
れ
で
、
肺
は
、
体
の

上
部
、
と
い
う
陰
性
な
場
所
に
、
二
つ
に
分
か
れ
て

（陰
）
、

大
き
な

（陰
）
臓
器
と
し
て
あ
る
わ
け
で
す
。

心
臓
は
、
と
い
う
と
、
心
臓
を
作

っ
て
く
る
、
陰
陽
の
合

体
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
の
は
、
い
ち
ば
ん
強
力
で
陽
性

な
も
の
で
す
。
陰
と
陽
と
に
分
か
れ
た
も
の
と
、
こ
の
陰
陽

合
し
た
も
の
と
を
比
べ
た
場
合
は
、
分
か
れ
た
も
の
の
ほ
う

が
陰
性
で
、
合
力
の
ほ
う
が
陽
で
す
。
だ
か
ら
、
臓
器
の
う

ち
で
い
ち
ば
ん
陽
性
な
心
臓
を
体
の
中
心
へ
つ
く
り
、
地
球

の
中
心
へ
向
か

っ
て
下
が

っ
て
い
っ
て

（陽
）
、
途
中
で
よ

ど
ん
で
牌
臓
を
つ
く
り
、
さ
ら
に
下
が

っ
て
い
っ
て
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
弱
く
な

っ
て
、
二
つ
に
分
か
れ
て

（陰
）
、
二
つ
の

腎
臓
を

つ
く

っ
て
き
ま
す
。

こ
う
し
て
、
な
ぜ
肺
や
腎
臓
が
二
つ
あ
る
か
、
な
ぜ
肺
が

体
の
上
部
に
あ
る
か
、
な
ぜ
心
臓
が
体
の
中
央
に
あ
る
か
、

あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
、
人
体
を
発
生
学
的
に
宇
宙
法
則
で
解
明

す
る
と
分
か
り
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
は
、
生
ま
れ
て
き
た
と
き
は
、
生
命
線
、
頭
脳

線
、
感
情
線
と
い
う
二
つ
の
大
き
な
す
じ
し
か
持

っ
て
い
ま

せ
ん
。
こ
れ
を
三
大
主
線
と
い
い
ま
す
け
ど
、
な
ぜ
、
手
相

の
主
な
す
じ
が
三
本
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
も
、
こ
れ
で
分

か
り
ま
す
。
人
間
を
つ
く

っ
て
き
て
い
る
の
は
、
二
つ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
な
ん
で
す
か
ら
、
手
に
も
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

三
本
の
線
が
出
て
く
る
わ
け
な
ん
で
す
。

手
の
指
が
五
本
あ
る
、
と
い
う
の
も
、
こ
れ
で
分
か
り
ま

す
。
ま
ん
中
に
は
、
陰
陽
の
合
し
た
、
い
ち
ば
ん
陽
性
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
中
指
が
で
き
ま
す
。
だ
か
ら
、
中
指
は
、
循
環

卵黄襄

羊膜

―
，ｔ
毛絨
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手

の

経

絡

小
腸
経

心
包
経

心
包
経
・

系
の
状
態
が
現
わ
れ
て
い
ま
す
。
外
胚
葉
と
内
胚
葉
を
作

っ

て
く
る
、
陰
と
陽
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
第
二
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
比
べ
た
ら
、
弱
い
陰
性
な
も
の
で
す
か
ら
、
右
と
左
に
分

か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
二
本
ず

つ
指
を
つ
く
り
ま
す
。
だ
か
ら
、

親
指
と
人
さ
し
指
は
消
化
系
、
小
指
と
薬
指
は
神
経
系
の
状

態
が
出
て
い
ま
す
。

中
指
は
循
環
系

だ
か
ら
、
キ
ー
ル
リ
ア
ン
の
写
真
を
見
て
も
、
中
指
か
ら

い
ち
ば
ん
強
く
オ
ー
ラ
の
光
が
出
て
い
ま
す
。
こ
こ
へ
、
い

ち
ば
ん
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
き
て
い
る
わ
け
で
す
。
中
国
で

発
達
し
た
鍼
灸
で
、
人
体
の
経
絡
を
解
明
し
て
い
ま
す
が
、

中
指
へ
は
、
や
は
り
循
環
系
、
と
い
う
こ
と
で
、
こ
こ
が
、

″
心
包
経
″
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
循
環
系
の
す
べ

て
の
機
能
を

″
心
包
経
″
と
い
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

人
さ
し
指
と
親
指
は
、
内
胚
葉
と
い
う
、
消
化
器
系
か
ら

で
き
て
き
ま
す
。
だ
か
ら
、
人
さ
し
指
は

″
大
腸
経
″
で
、

親
指
は
消
化
系
の
末
端
で
す
か
ら

″肺
経
″
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

あ
と
は
、
神
経
系
で
す
ね
。
薬
指
は
、
だ
か
ら
″
〓
一焦
経
″

と
い
う
経
絡
で
す
。
体
の
臓
器
や
組
織
の
動
き
を

つ
か
さ
ど

っ
て
い
る
も
の
で
す
。
西
洋
の
生
理
学
で
い
う
神
経
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
ホ
ル
モ
ン
の
内
分
泌
系
も
入

っ
て
い
ま

す
。
で
は
、
小
指
は
、
と
い
う
と
、
こ
れ
は

″
小
腸
経
″
で

す
。
こ
れ
は
陽
性
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
か
ら
、
大
腸
よ
り
も

小
腸
は
細
く
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
生
殖
器
官
、
こ

れ
も
、
子
供
を
つ
く
る
、
と
い
う
陽
性
な
働
き
で
す
か
ら
、

体
の
下
部
に
あ

っ
て
、
小
指
に
表
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か

ら
、
心
臓
も
表
わ
し
て
い
ま
す
。
心
経
が
こ
こ
へ
入

っ
て
き

て
い
ま
す
。

三
焦
経
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こ
う
し
て
、
今
か
ら
数
千
年
も
昔
に
、
古
代
中
国
で
こ
う

い
う
こ
と
が
発
見
さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
は
、
す
ば
ら

し
い
こ
と
で
す
。
宇
宙
法
則
で
調
べ
て
み
て
も
合

っ
て
い
る

ん
で
す
。

で
す
か
ら
、
生
命
線
と
い
う
の
は
、
内
胚
葉
か
ら
で
き
て

く
る
、
消
化
器
系
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。
ま
ん
中
の
筋
の
頭

脳
線
は
、
当
然
、
神
経
系
を
表
わ
し
ま
す
。
い
ち
ば
ん
上
の

感
情
線
は
、
循
環
系
で
す
。　
″
感
情
″
と
い
う
の
は
、
血
液

が
左
右
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
血
液
の
質
に
よ

っ
て
、
人
間

は
怒

っ
た
り
、
悲
し
ん
だ
り
し
て
い
る
ん
で
す
。

だ
か
ら
、
赤
ち
ゃ
ん
は
、
生
ま
れ
て
き
た
と
き
は
、
三
大

主
線
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
生
ま
れ
て
き
て
か
ら
、
自
分
で
食

物
を
食
べ
、
自
分
自
身
の
血
液
を
作

っ
て
き
ま
す
か
ら
、
い

ろ
い
ろ
な
細
か
い
線
が
出
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
重
大
な
問
題
は
、
な
ぜ
、
こ
の
主
線
は
カ
ー
プ

を
え
が
い
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

生
命
線
と
頭
脳
線
は
、　
一
つ
の
円
に
接
す
る
カ
ー
プ
で
、

下
向
き
に
カ
ー
プ
を
え
が
い
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
感
情

線
は
、
反
対
側
か
ら
出
て
、
上
向
き
に
、
別
の
カ
ー
プ
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
世
の
中
に
、
自
然
な
も
の
で
、
直
線
の
も
の
は
、
な

い
、
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
、
ラ
セ
ン

状
の
遠
心
と
求
心
の
力
で
で
き
て
く
る
ん
で
す
か
ら
、
み
ん

な
カ
ー
プ
を
え
が
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
分
か
ら
な
い
前
は
、
私
は
、
自
分
の
頭
脳
線
が
、

い
い
線
だ
と
思

っ
て
自
慢
し
て
い
ま
し
た
。
私
の
は
、　
一
直

線
で
、
ほ
ぼ
、
ま

つ
す
ぐ
横
断
し
て
い
る
ん
で
す
。
易
者
に

見
せ
る
と
、
あ
な
た
は
、
お
金
は
い
ら
な
い
、
名
刺
を
い
た

だ
き
た
い
、
な
ん
て
い
わ
れ
る
ん
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
正
食
を
や

っ
て
生
ん
だ
、
家
の
子
供
た
ち
は
、

私
の
よ
う
な
真

っ
す
ぐ
な
頭
脳
線
を
持

っ
て
い
な
い
ん
で
す
。

少
し
カ
ー
プ
し
て
、
下
が

っ
て
い
る
ん
で
す
。
手
相
の
本
を

見
る
と
、
下
が

っ
て
い
る
の
は
、
オ
セ
ン
チ
で
ロ
マ
ン
チ
ス

ト
だ
と
言

っ
て
い
ま
す
。
夢
見
る
人
間
じ
ゃ
困
る
か
ら
、
ガ

ッ
チ
リ
正
食
さ
せ
た
子
供
は
、
私
の
よ
う
に
真

っ
す
ぐ
な
頭

脳
線
か
と
思

っ
た
ら
、
六
人
が
六
人
と
も
、
カ
ー
プ
し
て
い

ま
す
。
宇
宙
法
則
で
考
え
て
み
た
ら
、
少
し
カ
ー
プ
し
て
い

る
の
が
、
ノ
ー
マ
ル
な
ん
で
す
。
下
が
り
す
ぎ
が
い
け
な
い
、

と
い
う
こ
と
で
す
。
あ
る
本
を
見
た
ら
、
真

っ
す
ぐ
な
の
は

強
情

っ
ば
り
だ
、
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
そ
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
ね
。

（笑
い
）

と
こ
ろ
で
、
ど
う
し
て
感
情
線
が
上
向
き
の
カ
ー
プ
を
え

が
い
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
書
い
た
本
は

一
つ
も
あ
り

ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
発
生
学
を
や

っ
て
み
る
と
分
か
る
ん
で
す
。
神

経
系
を
つ
く

っ
て
く
る
外
胚
葉
と
、
消
化
系
を
つ
く

っ
て
く

る
内
胚
葉
と
は
、
ス
タ
ー
ト
の
と
こ
ろ
と
、
の
び
て
い
く
方

向
が
同
じ
な
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
循
環
系
を

つ
く
る
沖
胚

葉
は
、
反
対
側
か
ら
始
ま

っ
て
、
の
び
る
方
向
が
、
外
胚
葉

と
内
胚
葉
と
は
逆
に
な

っ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
こ
の
こ
と
が
、
手
の
す
じ
に
も
表
わ
れ
て
き
て

い
る
ん
で
す
。
消
化
系
を
表
わ
す
生
命
線
と
、
神
経
系
を
表

わ
す
頭
脳
線
は
、
同
じ
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、
同
じ

方
向
に
回
転
し
て
い
る
。
循
環
系
を
表
わ
す
感
情
線
は
、
反

対
側
か
ら
始
ま

っ
て
、
逆
向
き
の
回
転
を
し
て
い
る
わ
け
で

す
。だ
か
ら
、
こ
う
し
て
宇
宙
法
則
で
す
べ
て
の
も
の
を
研
究

し
て
い
っ
た
ら
、
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。　
デ
」
の
世
で
、
分

か
ら
な
い
も
の
は
、
何
も
な
い
」
と
、
桜
沢
先
生
は
言
い
ま
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し
た
け
れ
ど
、
そ
の
通
り
で
す
。
た
だ
、
こ
れ
は
、
玄
米
で

正
食
し
な
い
と
、
分
か
ら
な
い
ん
で
す
。
白
米
食
べ
て
、
動

物
性
を
食
べ
て
い
た
ん
で
は
絶
対
に
分
か
ら
な
い
。

手
相
も
変
え
ら
れ
る

生
ま
れ
て
き
て
か
ら
、
主
線
の
ほ
か
に
、
い
ろ
ん
な
線
が

出
て
き
ま
す
。
タ
テ
に
の
び
て
く
る
線
は
、
陽
性
で
、
い
い

線
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
ヨ
コ
に
切

っ
て
く
る
線
と
い
う
の
は
、

陰
性
で
、
わ
る
い
線
で
す
。
凶
運
を
は
ら
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
い
う
線
で
も
、
生
活
＝
食
べ
物
に
よ

っ
て
、
刻
々
変

わ
り
ま
す
。
主
線
で
さ
え
も
変
わ
り
ま
す
。
で
な
か
っ
た
ら
、

宿
命
論
に
な
ら
ぎ
る
を
え
な
い
。
こ
れ
は
、
江
戸
時
代
の
有

名
な
人
相
兄
の
水
野
南
北
も
、

『
修
身
録
』
の
中
で
、
わ
る

い
相
を
持

っ
て
い
た
人
で
も
、
晩
年
会

っ
て
み
た
ら
、
非
常

に
ヤ
福
に
な

っ
て
、
そ
の
わ
る
い
相
が
消
え
て
し
ま

っ
て
い

た
こ
と
が
あ
る
、
と
述
べ
て
い
ま
す
。
人
相
が
変
わ
る
な
ら
、

当
然
、
手
相
も
変
わ

っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の

秘
密
は
、
行
な
い
と
食
の
つ
つ
し
み
で
す
ね
ｃ
粗
食
と
少
食

だ
、
と
い
う
こ
と
を
言

っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
水
野
南
北
は
、
麦
食
を
す
す
め
た
け
れ
ど
も
、
米

と
言
わ
な
か
っ
た
。
麦
は
陰
性
で
す
か
ら
、
南
北
は
陰
性
な

人
相
見
と
し
て

一
生
を
お
わ

っ
た
わ
け
で
し
ょ
う
。

だ
か
ら
、
人
相
や
手
相
が
わ
る
い
と
い
っ
て
、
生
ん
で
く

れ
た
親
を
う
ら
ん
じ
ゃ
い
け
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

わ
る
く
生
ん
で
く
れ
た
ら
、
そ
れ
を
よ
く
す
る

″
ア
ソ
ビ
″

が
大
い
に
で
き
る
、
と
思

っ
て
、
喜
ば
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い

わ
け
で
す
。
た
だ
、
今
ま
で
、
わ
る
い
相
が
あ
る
、
と
い
っ

て
も
、
そ
れ
を
ど
う
や

っ
て
直
す
か
、
と
い
う
方
法
を
提
示

し
な
か

っ
た
か
ら
、
悩
む
ば
か
り
だ

っ
た
ん
で
す
。
そ
こ
で
、

無
双
原
理
と
正
食
は
、
人
間
改
造
の
方
法
を
具
体
的
に
提
示

し
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
、
非
常
に
有
難

い
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。

だ
か
ら
、
わ
る

い
相
で
も
変
え
ら
れ
る
ん
で
す
け
ど
、

い

ち
ば
ん
変
え
ら
れ
な

い
の
は
、
指
紋
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
、

頭
の
ツ
ム
ジ
で
す
ね
。
左
巻
き
を
右
巻
き
に
し
よ
う
と
か
、

二
つ
あ
る
の
を

一
つ
に
し
よ
う
と
か
、
こ
れ
ば
か
り
は
、

い

く
ら
玄
米
を
食

べ
て
も
直
ら
な

い
。
こ
う

い
う
の
は
、
親
の

″
業
″
を
ひ
き

つ
い
で
七
て
い
る
ん
だ
か
ら
、
こ
れ
を
、
う

ら
ん
じ
ゃ
い
け
な

い
。
こ
の
世
と
い
う
の
は
、
先
祖
か
ら
の

″
業
″を
消
す
と

い
う

″
ア
ソ
ビ
″
を
す
る
た
め
に
生
ま
れ
て

き
た
ん
だ
、
と
思
え
ば
、
わ
る
く
生
ん
で
も
ら

っ
た
だ
け
有

難

い
ん
で
す
け
ど
、
そ
れ
が
分
か
ら
な
い
と
、
世
を
は
か
な

ん
だ
り
、
親
を
う
ら
ん
だ
り
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で

す
。も

し
、
親
が
最
高
傑
作
と
し
て
自
分
を
生
ん
だ
ら
、
む
し

ろ
、

つ
ま
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
。
完
成
し
て
い
た
ら
、
や

る
こ
と
が
な

い
。
米
完
成
な
る
が
ゆ
え
に
、
完
成
に
向
か

っ

て
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
ソ
ビ
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
が
分
か

っ
た
ら
、
世
の
中
、
な
に
も
、
う
ら
む
こ
と
も

な
く
な
る
わ
け
で
す
。

だ
か
ら
、
西
洋

の
科
学
文
明
と
い
う
の
は
、
物
質
さ
え
■

か
に
す
れ
ば
幸
せ
に
な
れ
る
、
と
い
っ
て
進
ん
で
き
た
結
果

が
こ
の
通
り
で
し
ょ
う
。
不
安
と
恐
怖
と
犯
罪
の
世
の
中
で

す
。
じ
ゃ
、
東
洋
は
ど
う
か
、
と
い
う
と
、
宗
教
だ
と
い
う
。

こ
れ
も
観
念
論
で
す
ね
。
こ
れ
だ
け
で
は
救
わ
れ
な

い
。
だ

か
ら
、
ど
う
し
て
も
無
双
原
理
と
正
食
し
か
、
こ
れ
か
ら
の

人
類

の
進
む
道
は
な

い
わ
け
な
ん
で
す
。

生
命
線
は
寿
命
を
表
わ
す

で
す
か
ら
、
生
命
線
な
ら
、
生
命
線
を
見
て
も
、
こ
れ
が

長
い
ほ
ど
い
い
、
と
い
う
の
は
、
陰
性
だ
、
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。
消
化
器
官
と
い
う
の
は
、
陰
性
な
遠
心
力
で
で
き
た

ん
で
す
か
ら
、
母
親
が
正
し
い
食
べ
物
を
食
べ
た
の
な
ら
、

生
命
線
は
長
い
わ
け
な
ん
で
す
。
も
し
、
母
親
が
、
植
物
性

の
、
い
い
意
味
で
の
陰
性
の
も
の
を
摂
ら
な
い
で
、
動
物
性

の
も
の
を
食
べ
る
と
、
生
命
線
が
短
い
子
が
生
ま
れ
ま
す
。

人
間
の
寿
命
と
い
う
の
は
、
生
命
線
の
長
さ
に
出
て
い
る

と
い
い
ま
す
。
そ
れ
は
合

っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
、
も
う

一
つ
、

頭
脳
線
の
状
態
も
、
合
わ
せ
て
見
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

生
命
線
が
、
な
ぜ
々
命
を
表
わ
す
か
、
と
い
え
ば
、
こ
れ
は

消
化
器
官
の
状
態
を
表
わ
し
て
い
る
た
め
で
す
。
消
化
器
官

が
弱
く
て
、
長
生
き
は
で
き
な
い
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
、
消

化
器
官
を
治
し
さ
え
す
れ
ば
、
こ
の
生
命
線
は
、
ぐ
ん
ぐ
ん

伸
び
て
き
ま
す
。

私
は
、
熱
海
で
、
美
食
で
そ
だ

っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
生

命
線
は
、
中
途
ま
で
し
か
な
か
っ
た
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
母

親
が
、
え
ら
い
易
者
の
と
こ
ろ
へ
連
れ
て
い
っ
て
見
て
も
ら

っ
た
ん
で
す
け
ど
、
せ
い
ぜ
い
、
１
↑
ｒｉ
く
ら
い
ま
で
し
か

生
き
な
い
っ
て
言
わ
れ
た
ん
で
す
。
結
核
で
し
た
し
ね
。

と
こ
ろ
が
、
正
食
し
た
ら
、
今
、
生
命
線
が
、
手
の
ド
の

ほ
う
ま
で
伸
び
て
き
て
い
ま
す
。
起
点
が
０
才
で
、
手
前
の

線
か
ら
親
指

一
本
の
幅
の
と
こ
ろ
が
七
十
才
で
、
そ
こ
ま
で

細
く
深
く
、
切
れ
日
な
く
、
き
れ
い
な
線
が
入

っ
て
い
れ
ば
、

Ｌ
卜
才
ま
で
生
き
る
、
と
い
う
ゎ
け
で
す
。

こ
れ
が
、
さ
ら
に
、
手
頸
線
と
い
う
、
手
怖
の
線
ま
で
仲

び
て
い
れ
ば
、
八
卜
才
か
ら
九
十
才
も
生
き
る
わ
け
で
す
。

た
だ
、
生
命
線
を
横
切
る
障
害
線
が
あ

っ
て
は
い
け
な
い

ん
で
す
。
自
米
を
食
べ
て
、
邪
食
し
て
い
る
人
は
、
み
ん
な

消
化
器
を
や
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
親
指
の
根
元
か
ら
生
命
線

へ
向
か
っ
て
、
細
か
い
線
が
い
っ
ぱ

い
出
て
き
て
い
ま
す
。
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こ
れ
は
、
カ
ゼ
を
ひ
く
、
な
ん
て
の
も
出
て
い
ま
す
。

私
は
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら
青
年
時
代
ま
で
に
、
三
回
ば
か

り
大
病
で
寝
こ
ん
だ
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
そ
れ
が
、
そ
の
年

齢
の
と
こ
ろ
に
、
は

っ
き
り
残

っ
て
い
ま
す
。
太
い
障
害
線

が
生
命
線
を
横
切

っ
て
い
ま
す
。
左
右
両
方
と
も
で
す
。
こ

れ
は
、
か
く
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
、
人
間
は
わ
る
い
こ
と
を
し
て
も
、
す
ぐ
忘
れ
る

け
れ
ど
も
、
肉
体
に
は
、
は

っ
き
り
刻
ま
れ
て
い
る
し
、
そ

れ
が

″
業
″
と
し
て
残

っ
て
い
く
ん
で
す
。

今
、
あ
る
人
が
二
十
五
才
だ
と
し
て
、
生
命
線
で
ま
ん
中

の
と
こ
ろ
が
、
そ
の
年
齢
で
す
け
ど
、
そ
れ
ま
で
の
人
生
の
、

病
気
や
ら
何
か
の
障
害
が
、
い
く
つ
も
の
線
で
横
切

っ
て
き

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
先
の
と
こ
ろ
に
も
、
障
害
線
が
た

く
さ
ん
現
わ
れ
て
い
ま
す
。
両
手
と
も
同
じ
と
こ
ろ
に
太
い

線
が
横
切

っ
て
き
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
死
ぬ
時
で
す
。

片
手
だ
け
だ

っ
た
ら
、
そ
れ
は
大
病
で
す
。
死
ぬ
、
と
か
、

足

の

経

絡

大
病
す
る
、
と

い
う
の
も
、
あ
る
日
、
突
然
な
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
長
年

の
あ

い
だ
、

つ
も
り
重
な

っ
た
原
因
に

よ

っ
て
起
こ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
米
来
の
予
告
が
、
そ
こ
に

出
て
い
る
わ
け
で
す
。

で
す
か
ら
、
正
食
し
て
い
る
人
は
、
そ
う
い
う
障
害
線
が

だ
ん
だ
ん
薄
く
な

っ
て
い
き
ま
す
。
消
化
器
を
治
し
て
い
け

ば
、
そ
う

い
う
も
の
が
消
え
て
い
く
わ
け
で
す
。

手
の
ひ
ら
の
硬
化
を
治
す

ち
ょ

っ
と
余
談

で
す
け
ど
、
手
の
ひ
ら
が
厚
く
て
、
ご
わ

ご
わ
だ
、
と

い
う
の
は
、
正
食
す
れ
ば
、
か
ん
た
ん
に
治
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
あ
る
、
六
卜
代
の
老
婦
人
の
姉
妹
の
人
の

相
談
を
受
け
た
ん
で
す
。
私
た
ち
は
、
正
食
を
ま
じ
め
に
十

１
年
ほ
ど
も
や

つ
て
き
た
ん
で
す
、
と
，
あ
る
指
導
者
に
指

導
を
受
け
て
い
た
と
こ
ろ
、
あ
な
た
は
陰
性
だ
か
ら
、
キ
ン

ピ
ラ
ゴ
ボ
ウ
と
テ

ッ
カ
ミ
ソ
を
摂
ら
な
け
れ
ば

い
け
な

い
、

と
会
う
た
び
に
言
わ
れ
る
。
生
野
菜
も
新
漬
け
も
食

べ
て
は

い
け
な

い
、
と
い
う
の
で
、
ま
じ
め
に
や

っ
て
き
た
と
こ
ろ

が
、
手
の
ひ
ら
が
カ
チ
カ
チ
に
な

っ
て
、
ゾ
ウ
の
皮
み
た

い

に
な

っ
て
き
た
。
〈
ァ
は
痛
く
て
曲
が
り
ま
せ
ん
、
と
い
う
。

曲
が
ら
な

い
、
と
い
っ
た
ら
、
そ
れ
は
陰
性
だ
か
ら
、
も

っ

と
ゴ

マ
塩
を
摂
ら
な
け
れ
ば

い
け
な

い
、
と
言
わ
れ
た
、
と

い
う
ん
で
す
。

そ
こ
で
、
生
野
菜
と
か
大
根
お
ろ
し
を
食

べ
な
き

ゃ
い
け

な

い
、
あ
な
た
方

に
は
、
玄
米
は

つ
よ
す
ぎ
る
か
ら
、
玄
米

で
も
、
オ
カ
ユ
に
す
る
と
か
、
ク
ズ
と
か
、
ウ
ド
ン
だ
け
に

し
な
さ

い
、
と
言

っ
た
と
こ
ろ
が
、
そ
ん
な
陰
性
な
も
の
を

食

べ
て
い
い
ん
で
す
か
、
と

い
う
ん
で
す
ね
。
食

べ
な
き

ゃ

助
か
ら
な

い
、
と
言

っ
た
ん
で
す
。

そ
う
し
て
二
月
の
ち
、
そ
の
厚

い
皮
が
ボ

ロ
ボ

ロ
取
れ
た
。

あ
ん
ま
り
た
く
さ
ん
取
れ
た
か
ら
、
記
念
に
取

っ
て
お

い
た
、

と
い
っ
て
、
袋
に
い
っ
ぱ

い
人

っ
た
の
を
見
せ
て
く
れ
た
。

も
う
、
手
の
ひ
ら
が
ピ

ン
ク
色
に
な

っ
て
、
や
わ
ら
か
く
な

っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
人
た
ち
は
、
魚
屋
さ
ん
の
娘
で
す
。
小
さ
い
時
か
ら

魚
が
入

っ
て
い
た
ん
で
す
。
そ
こ
へ
食
養
で
陽
性
な
も
の
ば

か
り
食

べ
た
か
ら
、
こ
う
い
う
こ
と
に
な

っ
た
ん
で
す
。

魚
の
日
、
と

い
う
の
も
、
魚
が
原
因
で
す
ね
。
足
の
小
指

と
い
う
の
は
、
膀
脱

の
経
絡
が
来
て
い
ま
す
。
動
物
性
蛋
白

が
代
謝
し
な

い
で
、
腎
臓

・
膀
脱
に
た
ま

っ
て
し
ま
う
ん
で

す
。
そ
れ
で
、
小
指
の
横
の
と
こ
ろ
に
、
代
謝
し
な
い
皮
膚

の
同

い
層
が
で
き
て
し
ま
う
。
こ
れ
が
魚
の
日
で
す
。
魚
を

食

べ
な
け
れ
ば
、
か
ん
た
ん
に
治
り
ま
す
。
大
根
お
ろ
し
で

も
、
た
く
さ
ん
食

べ
れ
ば

い
い
わ
け
で
す
。

か
と

い
っ
て
、
果
物
や
な
ん
か
食

べ
す
ぎ
て
、
皮
が
う
す

く
な
り
す
ぎ
た
、
と

い
う
の
も
、
こ
れ
も
病
気
で
す
。

足 の 裏

足 の 甲
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生
理
と
心
理
は
ひ
と
つ

生
理
と
心
理
は
同

一
な
ん
で
す
か
ら
、
何
か
人
生
の
上
で
、

事
故
と
か
、
他
人
に
裏
切
ら
れ
た
と
か
、
離
婚
し
た
と
か
、

病
気
以
外
に
も
、
人
生
、
い
ろ
い
ろ
な
ト
ラ
ブ
ル
が
お
き
ま

す
が
、
そ
う
い
う
時
は
、
そ
の
人
は
、
ほ
ん
と
う
に
健
康
で

な
い
わ
け
で
す
。
も
し
、
心
身
と
も
に
健
康
だ

っ
た
ら
、
そ

う
い
う
ト
ラ
ブ
ル
は
お
き
な
い
わ
け
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
今
ま
で
の
占
い
は
、
生
理
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が

分
か
ら
な
い
か
ら
、
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
、
単
に
、

こ
う
い
いつ
手
相
の
人
は
、
こ
う
い
う
時
に
、
こ
う
い
いつ
事
件

が
お
き
る
、
と
い
う
こ
と
だ
け
を
言

っ
て
き
た
わ
け
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
じ

つ
さ
い
、
不
幸
な
事
件
が
お
き
る
、
と
い
う

時
は
、
そ
の
人
の
生
理
に
も
重
大
な
問
題
が
お
き
て
い
て
、

そ
れ
が
手
相
に
も
出
て
く
る
わ
け
で
す
。

だ
か
ら
、
生
理
的
に
、
ほ
ん
と
う
に
健
康
に
し
た
ら
、
そ

う
い
う
事
件
も
、
の
が
れ
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
わ
る
い
手
相
を
持

っ
た
人
は
、
ほ
ん
と
う
に
ま

じ
め
に
体
を
治
さ
な
け
れ
ば
、
不
幸
を
の
が
れ
ら
れ
な
い
。

こ
れ
は
、
あ
る
Ｍ
Ｉ
生
、
桜
沢
先
生
の
道
場
の
研
究
生
同

士
が
結
婚
し
た
ん
で
す
。
十
何
年
も
前
の
話
で
す
。
女
の
ほ

う
が
年
上
だ

っ
た
。非
常
に
ま
じ
め
に
玄
米
を
食
べ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
三
年
ほ
ど
前
、
離
婚
し
た
い
、
と
言

っ
て
き

ま
し
た
。
女
の
人
の
ほ
う
が
で
す
。
年
下
だ
か
ら

っ
て
、
同

情
心
で
結
婚
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
、

っ
て
言

っ
た
ん
で
す

が
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
、
と
い
う
わ
け
な
ん

で
す
ね
。
手
相
を
み
た
ら
、
ち
よ
う
ど
、
そ
の
年
の
あ
た
り

で
、
生
命
線
が
つ
な
が
ら
な
い
で
、
ち
よ
つ
と
ず
れ
て
い
る

ん
で
す
。
こ
う
い
う
人
は
、
そ
の
年
ご
ろ
に
、
重
大
な
問
題

が
お
き
ま
す
。

結
婚
と
い
う
の
は
、
ほ
ん
と
う
の
愛
情
で
結
婚
し
な
か

っ

た
ら
成
功
し
ま
せ
ん
。
姉
さ
ん
気
取
り
で
、
か
わ
い
い
、
な

ん
て
気
持
で
結
婚
し
て
も
長
つ
づ
き
し
な
い
わ
け
な
ん
で
す
。

そ
れ
で
も
、
結
婚
し
て
子
供
ま
で
作

っ
た
ん
な
ら
責
任
を

と
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
、
と
い
つ
て
、
家

へ
連
れ
て
帰
ら
せ

た
ん
で
す
け
ど
、
け

っ
き
よ
く

一
年
後
、
離
婚
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
調
べ
て
み
た
ら
、
私
と
つ
き
あ

っ
て
い
た
始
め
の

こ
ろ
は
、
ま
じ
め
に
玄
米
を
食
べ
て
い
た
ん
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
そ
の
あ
と
、
く
ず
れ
だ
し
た
。

線
が
、
か
り
に
離
れ
て
い
て
も
、
正
食
し
て
い
た
ら
、
細

い
線
が
入

っ
て
き
て
、
つ
な
が
る
ん
で
す
。

こ
れ
は
、
私
の
女
房
の
話
な
ん
で
す
け
ど
、
五
年
ほ
ど
前

に
、
生
き
る
か
死
ぬ
か
の
境
を
さ
ま
よ

つ
た
ん
で
す
。
「
霊

と
の
対
決
』
本
誌
４８６
号
参
照
〕

手
相
の
話
は
よ
く
す
る
け
れ
ど
、
自
分
の
女
房
の
手
相
な

ん
て
、
見
た
こ
と
が
な
か

っ
た
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ

の

時
、
手
相
を
見
て
、
お
ど
ろ
い
た
。
そ
の
年
齢
の
と
こ
ろ
で
、

生
命
線
が
切
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
玄
米
を
十
何
年
ま
じ

め
に
食
べ
て
い
た
か
ら
、
運
命
線
は
非
常
に
濃
い
の
が
の
び

て
き
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
女
子
大
の
こ
ろ
、
盲
腸
を
切

っ
て
い
る
か
ら
、
消
化
器
が
よ
く
な

っ
て
い
な
い
。
肝
臓
も

病
気
し
て
、
学
校
を

一
年
、
休
ん
で
い
る
ん
で
す
。
肝
臓
も

消
化
器
系
で
す
。
だ
か
ら
、
生
命
線
が
切
れ
た
ま
ん
ま
だ

っ

た
ん
で
す
。
た
だ
、
生
命
線
を
横
切
る
障
害
線
は
消
え
て
い

ま
し
た
。

私
も
、
死
ぬ
思
い
を
し
て
助
け
た
ん
で
す
け
ど
、
最
近
見

た
ら
、
こ
の
切
れ
た
と
こ
ろ
に
細
い
の
が
出
て
き
て
、
つ
な

が

っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
、
こ
れ
は
手
相
と
い
う
の
は
、
バ
カ
に
で
き
な
い

な
、
と
思

っ
て
、
も
う
い
っ
ぺ
ん
勉
強
し
な
お
し
し
た
ん
で

す
。そ

れ
で
、
女
房
が
倒
れ
て
か
ら
、
そ
ば
に
つ
い
て
い
て
、

徹
底
的
に

一
回
ず
つ
二
百
回
か
ま
せ
て
、
ヤ
ン
ノ
ー
と
か
黒

焼
き
と
か
と
ら
せ
ま
し
た
。
そ
の
時
、
妊
娠
し
て
い
た
ん
で

す
ね
。
そ
の
子
が
、
い
ち
ば
ん
丈
夫
で
す
。
赤
ん
坊
で
も
、

昼
寝
も
し
ま
せ
ん
。
私
と
い
っ
し
ょ
に
夜
中
の
十

一
時
ご
ろ

ま
で
テ
レ
ビ
を
見
て
い
て
、
朝
は
五
時
起
き
で
す
ね
。
兄
貴

た
ち
は
、
八
時
か
九
時
に
な
る
と
、
ね
む
い
、
と
い
っ
て
、

寝
ち
ゃ
う
ん
で
す
け
ど
。
陽
性
な
ん
で
す
ね
。

″誰
で
も
生
野
菜
″
？

手
相
と
病
気
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
西
式
の
樫
尾
太
郎
と

い
う
お
医
者
さ
ん
が

『
手
相
に
よ
る
病
気
診
断
法
』

（芸
術

生
活
社
）
と
い
う
詳
し
い
本
を
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
人
は
、

本
で
研
究
し
た
だ
け
で
な
し
に
、
自
分
の
と
こ
ろ
へ
来
る
患

者
さ
ん
を
見
て
、
ぼ
う
大
な
デ
ー
タ
を
元
に
し
て
書
い
た
。

だ
か
ら
、
貴
重
な
本
で
す
け
ど
、
た
だ
、
病
気
の
治
し
方
が

間
違

っ
て
い
る
の
が
欠
点
で
す
。
ど
ん
な
病
気
で
も
、
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
を
と
れ
ば
い
い
、
と
い
つ
て
、
柿
の
葉
の
お
茶
を
の

ん
で
、
生
野
菜
を
食
べ
て
、
温
冷
浴
を
し
て
、
金
魚
運
動
を

や
れ
ば

い
い
、
と
書
い
て
い
ま
す
。

こ
う
い
う
療
法
は
、
だ
れ
に
も
勧
め
ら
れ
る
も
の
じ
ゃ
な

い
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
摂

っ
た
ら
、
血
が
う
す
く
な
り
ま
す
。

血
が
う
す
く
な

っ
た
ら
、
生
命
線
で
も
な
ん
で
も
、
み
ん
な

線
が
う
す
く
な

っ
て
し
ま
う
ん
で
す
。
た
だ
、
血
液
を
ア
ル

カ
リ
に
す
れ
ば
い
い
、
と
い
つ
て
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
だ
と
言

っ

て
ま
す
が
、
ア
ル
カ
リ
過
剰
も
病
気
な
ん
で
す
。
ア
ル
カ
７

１
ジ
ス
で
す
。
陰
性
に
な

っ
た
ら
、
タ
テ
の
い
い
線
、
運
命

線
と
か
、
物
質

・
財
産
運
を
示
す
太
陽
線
な
ん
か
は
、
水
け
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を
多
く
摂

っ
た
だ
け
で
も
消
え
て
し
ま
う
ん
で
す
。
果
物
で

も
消
え
ま
す
。
そ
う
し
た
ら
、
消
化
器
官
が
陰
性
に
な

っ
て

や
ら
れ
て
く
る
か
ら
、
生
命
線
に
向
か

っ
て
、
細
か
い
障
害

線
が
た
く
さ
ん
出
て
き
ま
す
。

本
当
の
理
論
を
知
ら
な
い
人
は
、
こ
れ
だ
か
ら
困
り
ま
す

け
ど
、
た
だ
、
デ
ー
タ
だ
け
は
、
ぼ
う
大
に
集
め
て
く
れ
て

い
る
か
ら
、
こ
れ
は
非
常
に
有
難
い
で
す
ね
。

″結
婚
線
″
の
秘
密

日
本
の
昔
の
手
相
と
い
う
の
は
、
だ
い
た
い
、
中
国
か
ら

来
た
手
相
を
ま
ね
て
い
る
わ
け
で
す
け
ど
、
水
野
南
北
と
い

う
、
え
ら
い
易
者
で
も
、
こ
う
い
う
も
の
を
勉
強
し
て
、
大

勢
の
人
を
見
て
、
体
験
を
つ
ん
で
い
っ
た
わ
け
で
し
ょ
う
。

た
だ
、
理
論
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
中
国
の
も
の
の
受
け
売

り
で
す
ね
。
先
ほ
ど
言

っ
た
よ
う
に
、
な
ぜ
、
天

・
地

。
人

と
二
つ
に
分
け
る
か
、
と
い
う
こ
と
が
分
か
ら
な
い
。

た
ま
た
ま
、
中
国
の
は
、易
の
哲
学
が
元
に
な

っ
て
い
て
、

五
祐
ぇ
司
ぇ

こ
れ
が
合

っ
て
い
た
か
ら
、
よ
か
っ
た
ん
で
す
。

『
南
北
相
法
』
を
見
て
も
、
手
相
の
と
こ
ろ
は
、
あ
ま
り

詳
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
も
、
陰
と
陽
と
い
う
モ
ノ
サ
シ

で
見
て
い
け
ば
、
よ
く
分
か
り
ま
す
。

「
南
北
相
法
』
に
、
手
の
五
本
の
指
は
、
中
指
は
自
分
だ

と
、
薬
指
は
配
偶
者
で
、
小
指
は
子
孫
、
人
さ
し
指
は
他
人

で
、
親
指
は
親
だ
、
と
し
て
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
合

っ
て
い

る
か
、
間
違

っ
て
い
る
か
。
発
生
学
を
や

っ
て
み
る
と
分
か

り
ま
す
。
中
指
は
、
い
ち
ば
ん
陽
性
な
循
環
器
だ
か
ら
、
自

分
だ
と
、
そ
し
て
、
小
指
は
生
殖
器
の
経
絡
で
す
か
ら
子
供

だ
と
。
こ
れ
は
合

っ
て
い
ま
す
。

結
婚
線
と
い
う
の
は
、
小
指
の
下
に
表
わ
れ
ま
す
。
小
指

が
生
殖
機
能
を
表
わ
す
の
で
す
か
ら
、
こ
れ
は
当
然
で
す
。

小
指
が
小
さ
い
、
と
い
う
人
は
、
生
殖
器
の
機
能
が
弱
い
か

ら
、
難
産
で
す
。
結
婚
し
て
も
子
供
が
で
き
な
い
、
と
か
、

一
生
結
婚
で
き
な
い
人
も
多
い
。
と
こ
ろ
で
、
結
婚
と
い
う

の
は
、
肉
体
的
な
生
理
機
能
が
十
分
に
発
達
す
る
こ
と
と
、

|

生
ま
れ
て
き
た
子
供
を
完
全
に
育
て
あ
げ
る
こ
と
の
で
き
る

判
断
力
が
そ
な
わ
る
こ
と
と
、
フ」
う
い
う
条
件
が
必
要
で
す
。

結
婚
と
い
う
の
は
、
好
き
嫌
い
が
は

っ
き
り
し
て
か
ら
す

る
も
の
で
す
ね
。　
″
知

‥
情

・
意
″
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
け
れ
ど
、
神
経
系
と
い
う
の
は

″
知
″
を
つ
か
さ
ど
り
ま

す
。
そ
し
て
、
循
環
系
と
い
う
の
は

″
情
″
で
す
。
血
の
め

ぐ
り
で
す
か
ら
。
意
志
が
つ
よ
い
、
と
か
、
よ
わ
い
、
と
か

い
う
の
は
、
体
が
丈
夫
か
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
体

の
健
康
と
い
う
の
は
、
消
化
器
系
の
機
能
の
こ
と
で
す
か
ら
、

″
意
″
と
い
う
の
は
、
消
化
器
系
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。

結
婚
と
は
何
か
、
と
い
っ
た
ら
、
こ
れ
は
ま
ず

″
情
″
で

す
ね
。
何
と
い
っ
て
も
、
相
手
が
本
当
に
好
き
で
な
か

っ
た

ら
結
婚
と
い
う
も
の
は
成
り
立
た
な
い
。
そ
れ
と
と
も
に
、

生
理
機
能
が
完
全
で
、
生
殖
器
が
完
全
に
発
達
し
て
、
は
じ

め
て
、
結
婚
し
て
子
供
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。

晩
婚
の
結
婚
線

だ
か
ら
、
判
断
力
を
表
わ
す
感
情
線
と
、
小
指
と
の
間
に

結
婚
線
が
で
き
る
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
、
社
会
に
生
き
て
い

く
判
断
力
が
早
く
発
達
し
た
人
は
、
結
婚
線
が
、
感
情
線
や

頭
脳
線
に
近
く
、
下
の
ほ
う
に
出
て
き
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
肉
体
だ
け
の
生
殖
機
能
だ
け
で
、
判
断
力
の

発
達
の
お
そ
い
人
は
、
結
婚
線
が
上
の
ほ
う
へ
で
き
て
き
ま

す
。
こ
れ
は
、
晩
年
で
な
け
れ
ば
結
婚
で
き
な
い
、
と
い
う

こ
と
で
す
。

ア
メ
リ
カ
人
な
ん
か
は
、
肉
食
を
多
く
し
た
た
め
に
、
肉

体
的
に
は
非
常
に
早
熟
で
す
。
と
こ
ろ
が
、精
神
的
な
も
の
、

判
断
力
が
そ
れ
に
追
い
つ
か
な
い
。
好
き
嫌
い
の
情
緒
が
不

安
定
な
う
ち
に
、
体
だ
け
が
要
求
す
る
か
ら
結
婚
す
る
。
し

か
し
、
長
つ
づ
き
し
ま
せ
だ

。
す
ぐ
離
婚
す
る
。
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▲結婚線のいろいろ。

感
情
線
の
と
こ
ろ
が
　
才
で
、
小
指
の
下
の
線
の
と
こ
ろ

が
７０
才
く
ら
い
で
す
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
中
間
は
３５
‐
３６
才
で

す
。
だ
か
ら
、
２５
１
２６
才
で
結
婚
す
る
人
は
、
結
婚
線
が
、

中
間
よ
り
も
下
に
き
て
い
る
。

本
当
に
健
全
な
肉
体
と
精
神
を
持

っ
た
人
な
ら
、
結
婚
線

が
真
横

へ
ま

っ
す
ぐ
長
く
走

っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
下

へ
下
が
る
、
と
い
う
人
は
、
何
回
、
結
婚
し
て
も
、
相
手
が

み
ん
な
死
に
ま
す
。
こ
れ
は
、
陰
性
で
す
。
そ
う
か
と
い
っ

て
、
女
性
が
男
性
ホ
ル
モ
ン
過
多
で
陽
性
に
な

っ
て
、
先
の

ほ
う
が
上

へ
、
は
ね
あ
が

っ
て
い
る
、
と
い
う
の
も
、
こ
れ

も
幸
福
な
結
婚
は
で
き
ま
せ
ん
。
精
力
絶
倫
な
ん
で
す
ね
。

た
だ
し
、
相
手
の
人
が
死
ぬ
、
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
、
結
婚
線
と
い
う
の
は
、
生
殖
器
と
循
環
器
の
パ

ラ
ン
ス
で
出
て
き
て
い
る
ん
で
す
か
ら
、
生
理
を
正
常
に
し

て
い
け
ば
、
わ
る
い
線
が
出
て
い
て
も
、
そ
れ
を
直
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
ま
す
け
ど
、
こ
う
い
う
こ
と
は
、
占
い
の
本

に
は
出
て
い
ま
せ
ん
。

上
り
す
ぎ
た
の
も
不
幸
、
下
が
り
す
ぎ
た
の
も
不
幸
、
と

書
い
て
あ
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
こ
れ
は
、
陽
と
陰
だ
か

ら
、
は

っ
き
り
し
て
い
ま
す
ね
。

だ
か
ら
、
上
り
す
ぎ
は
陽
性
で
、
体
に
わ
る
い
塩
気
が
多

す
ぎ
る
。
ま
た
、
下
へ
下
が

っ
た
の
は
、
陰
性
で
塩
抜
け
だ

と
い
う
の
が
は

っ
き
り
し
て
い
る
ん
で
す
か
ら
、
同
じ
療
法

で
治
る
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。

細
か
い
線
が
何
本
も
あ
る
、
と
い
う
人
は
た
い
へ
ん
で
す

ね
。
こ
れ
は
、
年
中
、
結
婚
の
練
習
を
し
て
い
る
、
と
い
う

わ
け
で
す
。

（笑

い
）

太
い
、
は

っ
き
り
し
た
線
が
、
両
手
の
同
じ
位
置
に
、
二

本
、
三
本
あ
る
、
と
い
う
人
は
、
結
婚
は

一
回
で
は
、
す
み

ま
せ
ん
。
た
だ
、
片
手
だ
け
二
本
で
、
片
方
が

一
本
、
と
い

う
人
は
、
結
婚
は

一
回
で
す
。
こ
れ
は
、
親
や
身
内
の
人
に

か
わ
い
が
ら
れ
た
、
と
い
う
の
が
線
に
出
て
い
る
場
合
が
あ

る
か
ら
で
す
。
と
い
う
の
は
、
自
分
が
思
い
を
寄
せ
て
い
る

の
が

一
人
、
む
こ
う
か
ら
思

っ
て
い
る
の
が
二
人
、
と
い
う

こ
と
で
す
。

こ
れ
は
、
戸
籍
を
入
れ
た
、
法
律
上
の
結
婚
だ
け
で
な
く

て
、
実
際
の
恋
愛

。
結
婚
し
た
場
合
も
、
み
ん
な
出
ま
す
。

手
の

″丘
″
も
見
て
ゆ
く

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
、
手
の
す
じ
の
こ
と
ば
か
り
言
い

ま
し
た
け
れ
ど
、
手
相
で
は
、　
″丘
″
と
い
っ
て
、
盛
り
上

が

っ
た
と
こ
ろ
も
問
題
に
す
る
わ
け
で
す
。
水
星
丘
、
太
陽

丘
、
月
丘
…
…
と
名
前
が
つ
い
て
い
ま
す
。
ま
ん
中
の
へ
こ

ん
だ
と
こ
ろ
は
火
星
平
原
と
い
い
ま
す
。

こ
れ
も
、
発
生
学
的
に
、
ま
ん
中

へ
は
中
胚
葉
が
の
び
て

き
て
、
循
環
器
の
系
統
だ
か
ら
、
火
星
平
原
は
、
循
環
器
の

様
子
が
出
て
い
る
わ
け
で
す
。
人
さ
し
指
、
親
指
は
、
太
陽

経
、
肺
経
が
来
て
い
る
ん
だ
か
ら
、
そ
の
根
元
の
木
星
丘
、

金
星
丘
は
、
消
化
器
系
を
表
わ
し
ま
す
。

小
指
の
側
は
神
経
系
で
す
ね
。
手
く
び
に
近
い
と
こ
ろ
の

ふ
く
ら
み
を
月
丘
と
い
い
ま
す
。
そ
の
月
丘
を
ま
た
、
上

・

中

・
下
に
分
け
ま
す
。
樫
尾
さ
ん
の
本
を
見
る
と
、
先
天
性

白
痴
の
子
は
、
母
親
が
猛
烈
な
陰
性
を
と

つ
た
た
め
か
、
生

命
線
が
、
親
指
の
根
元

へ
向
か

っ
て
巻
い
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
が
、
こ
の
月
丘
の
上
部
へ
向
か
っ
て
い
る
、
と

い
っ
て
い
ま
す
。
先
天
性
梅
毒
の
子
は
、
月
丘
の
下
部
の
ほ

う
を
向
い
て
生
命
線
が
来
て
い
る
、
と
い
う
ん
で
す
。

と
に
か
く
母
親
の
責
任
は
重
大
で
す
ね
。
ふ
つ
う
な
ら
、

回
転
し
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
で
き
て
く
る
ん
で
す
か
ら
、

丸
く
回

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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だ
か
ら
、
生
命
線
の
回
り
方
で
も
、
大
き
く
張

っ
て
回

っ

て
く
る
、
と
い
う
の
は
、
非
常
に
陽
性
な
人
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
小
さ
く
ク
ル
ッ
と
回

っ
て
い
る
人
は
、
陰
性
で
す
。
こ

う
い
う
見
方
も
で
き
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
非
常
に
丈
夫
な
人
は
、
生
命
線
に
そ

っ
て
、

副
生
命
線
と
い
う
の
が
走

っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
人
は
、

そ
う
と
う
、
き
わ
ど
い
病
気
を
し
て
も
助
か
り
ま
す
。

だ
か
ら
、
消
化
器
の
様
子
を
見
る
の
も
、
生
命
線
だ
け
で

な
く
て
、
こ
の
親
指
の
根
元
の
金
星
丘
の
肉
の
盛
り
方
、
色

つ
や
な
ど
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
。

神
経
衰
弱
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
な

っ
た
人
な
ん
か
は
、
こ
の

月
丘
の
肉
が
落
ち
て
、
色
が
悪
く
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
の

血
液
循
環
が
わ
る
く
な

っ
て
い
る
た
め
で
す
。

酒
で
も
飲
む
と
、
手
の
ひ
ら
の
ま
ん
中
の
火
星
平
原
が
真

っ
赤
に
な

っ
て
き
ま
す
。
こ
こ
へ
は
循
環
器
の
系
統
が
来
て

い
る
か
ら
で
す
ね
。

手
相
と
は
ち
ょ
っ
と
ち
が
い
ま
す
け
ど
、
宿
便
の
た
ま

っ

て
い
る
人
は
、
親
指
と
人
さ
し
指
の
間
の
根
元
を
指
で
は
さ

ん
で
み
る
と
、
同
い
グ
リ
グ
リ
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
消
化

器
だ
か
ら
、
当
然
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
こ
こ
を
も
め
ば
い
い

で
す
。
だ
か
ら
、
便
所
で
便
が
で
に
く
い
と
き
、
こ
こ
を
も

ん
で
く
だ
さ
い
。

運
命
を
表
わ
す
線

指
の
根
元
に
盛
り
上
が
り
が
あ

っ
て
、
土
星
丘
と
か
太
陽

丘
と
か
名
前
が
つ
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
こ
へ
向
か

っ

て
タ
テ
線
が
の
び
て
き
ま
す
。

だ
か
ら
、
手
相
学
で
は
、
タ
テ
線
と
い
う
の
は
、
い
い
線

で
す
。
陽
性
な
線
な
ん
で
す
。
生
ま
れ
て
か
ら
、
血
液
の
状

態
が
非
常
に
よ
く
て
、
そ
の
子
供
が
、
将
来
、
自
分
の
生
涯
、

ど
う
い
う
人
生
を
送
る
か
、
と
い
う
確
固
た
る
信
念
を
持

っ

た
ら
、
中
心
の
中
指
へ
向
か

っ
て
、す
ば
ら
し
い
運
命
線
が
、

ま

っ
す
ぐ
上
が

っ
て
き
ま
す
。
何
才
に
な

っ
て
も
、
お
先
ま

っ
く
ら
で
、
人
生
の
目
的
が
は

っ
き
り
し
な
い
で
、
親
が
勝

手
に
生
ん
だ
ん
だ
、
な
ん
て
、
フ
ラ
フ
ラ
し
て
い
る
人
に
は
、

運
命
線
の
い
い
の
は
出
て
き
ま
せ
ん
。

そ
れ
か
ら
、
体
が
非
常
に
健
康
で
、
頭
が
よ
く
て
、
富
も

自
分
の
力
で
と

っ
て
み
せ
る
、
と
い
う
人
、
そ
れ
を
実
行
し

た
人
は
、
薬
指
に
向
か

っ
て
、
太
陽
線
が
は
っ
き
り
出
て
き

て
い
ま
す
。
親
の
ス
ネ
を
か
じ
つ
て
い
る
人
に
は
、
こ
の
線

は
出
て
き
ま
せ
ん
。
線
に
は
、
流
年
法
と
い
っ
て
、
年
齢
も

出
て
い
る
わ
け
で
す
。
太
陽
線
が
頭
脳
線
と
ぶ
つ
か
る
と
こ

ろ
は
３５
才
、
感
情
線
と
ま
じ
わ
る
と
こ
ろ
は
５５
才
く
ら
い
で

す
か
ら
、
こ
れ
を
見
る
と
、
自
分
の
実
力
で
お
金
を
か
せ
い

だ
時
期
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
ス
ネ
カ
ジ
リ
の
人
に
は
、
下

の
ほ
う
に
は
何
も
線
が
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
の
女
の
人
は
、
だ
い
た
い
、
感
情
線
か
ら
上
の
ほ
う

に
し
か
、
太
陽
線
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
だ
い
た
い
女

の
人
が
五
十
代
に
入
る
と
、男
の
ほ
う
が
く
た
び
れ
て
き
て
、

女
の
人
が
、
経
済
の
実
権
を
に
ぎ

っ
て
切
り
ま
わ
す
よ
う
に

な
る
か
ら
で
す
。

さ
ら
に
金
運
の
つ
よ
い
人
は
、
小
指
の
ほ
う
へ
向
か

っ
て

副
線
が
出
て
き
ま
す
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
は
、
こ
う
い
う
線

が
出
て
き
ま
せ
ん
。

運
命
線
と
い
う
の
は
、
自
分
の
運
命
で
す
ね
。
循
環
器
で
、

自
分
の
肉
体
な
ん
で
す
か
ら
、
中
指
へ
向
か

っ
て
く
る
線
と

い
う
の
は
、
事
業
運
が
出
て
い
ま
す
。
自
分
の
人
生
の
コ
ー

ス
を
は

っ
き
り
決
め
て
、　
一
貫
し
て
歩
い
て
き
て
い
る
人
、

と
い
う
の
は
、
鮮
明
な
線
が
出
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
真
下

か
ら
上
が

っ
て
く
る
、
と
い
う
の
は
、
独
立
し
て
、
自
力
で

や
る
、
と
い
う
人
で
す
。
金
星
丘
の
ほ
う
か
ら
カ
ー
ブ
し
て

上
が

っ
て
く
る
、
と
い
う
の
は
、
身
内
の
援
助
で
運
命
が
の

び
て
く
る
人
で
す
。
逆
に
、
月
丘
の
側
か
ら
カ
ー
ブ
し
て
上

が

っ
て
く
る
人
は
、
他
人
の
支
援
が
大
き
い
人
で
す
。

私
な
ん
か
、
″
風
の
ま
に
ま
に
″
な
ん
て
人
生
観
だ
か
ら
、

下
か
ら
真

っ
す
ぐ
来
て
な
い
。
月
丘
の
は
ず
れ
の
ほ
う
か
ら

上
が

っ
て
き
て
い
る
。
私
の
女
房
な
ん
か
、
親
か
ら
金
も
ら

っ
て
、
女
千
大

へ
行

っ
て
、
職
業
に
つ
こ
う
と
し
て
た
ん
で

す
か
ら
、
私
と
ち
が

っ
て
、
金
星
丘
の
ほ
う
か
ら
上
が

っ
て

き
て
い
る
。

人
生
、
何
を
す
る
の
か
、
は

っ
き
り
し
な
い
、
と
い
う
人

は
、
こ
う
い
う
タ
テ
線
が
出
て
き
て
い
ま
せ
ん
。
循
環
器
も

消
化
器
も
し
っ
か
り
し
て
い
な
い
し
、
甘
党
だ
、
と
い
う
こ

と
で
す
。

ソ
バ
粉
の
陽
性
は

″粘
り
″
が
な
い

そ
れ
で
、
私
も
正
食
を
始
め
て
、
な
ん
と
か
タ
テ
線
を
出

し
て
や
ろ
う
と
思

っ
て
、
ソ
バ
粉
の
実
験
を
や

っ
た
ん
で
す
。

▲運命線のいろいろ。
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と
い
う
の
は
、
若
い
こ
ろ
か
ら
体
が
弱
く
て
、
手
相
を
み

て
も
ら

っ
て
も
、
二
十
五
才
ま
で
し
か
生
き
な
い
、
と
言
わ

れ
た
ん
で
す
。
そ
れ
じ
ゃ
、
ど
う
せ
長
く
生
き
ら
れ
な
い
な

ら
、
よ
た
る
だ
け
よ
た

っ
て
、
面
白
く
や
ろ
う
、
と
遊
ん
で

い
た
ん
で
す
が
、
よ
た
る
に
し
た

っ
て
、
体
が
丈
夫
で
な
け

れ
ば
、
よ
た
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
銀
座

。
新
橋

あ
た
り

で
酒
飲
ん
だ

っ
て
、
す
ぐ
吐
い
ち
ゃ
う
、
と
い
う
ん

で
は
、
遊
び
た
く
て
も
遊
べ
な
い
。

熱
海
へ
帰

っ
て
、建
築
の
仕
事
を
や

っ
て
い
た
ん
で
す
が
、

ち
ょ
う
ど
大
火
が
あ

っ
て
、
ど
こ
も
か
し
こ
も
新
築
で
、
注

文
が
山
の
よ
う
に
き
て
、
徹
夜
で
図
面
ひ
い
て
も
追
い
つ
か

な
い
。
そ
の
さ
い
ち
ゅ
う
に
、
縁
が
あ

っ
て
桜
沢
先
生
の
本
に
触

れ
た
ん
で
す
が
、
さ
あ
、
お
れ
は
陰
性
だ

っ
た
ん
だ
、
男
ら

し
い
男
に
な
り
た
い
、
と
思

っ
て
、
ソ
バ
粉
に
み
そ
を
入
れ

て
、
ゴ

マ
塩
入
れ
て
、
自
然
署
を
す

っ
て
入
れ
て
、
カ
チ
カ

チ
に
焼
い
た
も
の
を
セ
ッ
セ
と
食
べ
た
。

と
い
う
の
は
、
若
い
こ
ろ
か
ら
砂
糖
が
入

っ
て
い
た
た
め

に
、
歯
が
ま
る
で
ダ
メ
な
ん
で
す
。
玄
米
が
噛
め
な
い
。
だ

か
ら
、
粉
食
な
ら
い
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
の
で
、
粉
の
中
で

も
、
い
ち
ば
ん
陽
性
な
ソ
バ
を
食
べ
た
ん
で
す
。
そ
の
ほ
か

に
、
ゴ

マ
塩
を
オ
ブ
ラ
ー
ト
に
く
る
ん
で
、
梅
生
番
の
ん
で

頓
服
す
る
、
な
ん
て
こ
と
を
始
め
た
ら
、
た
ち
ま
ち
睡
眠
時

間
は
三
時
間
、
明
け
方
、
暗
い
う
ち
に
目
が
さ
め
て
、
箱
根

の
山
ま
で
、
か
け
足
で
登

っ
て
お
り
て
く
る
。
帰

っ
て
き
て

も
、
近
所
隣
り
は
ま
だ
寝
て
い
ま
す
。

事
務
所

へ
行

っ
て
図
面
を
ひ
こ
う
と
す
る
け
ど
、
机
の
前

に
１０
分
も
座

っ
て
い
ら
れ
な
い
。
エ
ン
ピ
ツ
を
持

っ
て
、
物

を
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
も
う
、
仕
事
は
や
め
だ
、
と
い

う
の
で
、
卓
球
な
ん
て
や

っ
た
こ
と
も
な
か

っ
た
の
が
、
卓

球
場
へ
行

っ
て
、
毎
晩
、
夜
中
の

一
時
過
ぎ
ま
で
遊
ぶ
よ
う

に
な

っ
た
。

手
の
動
き
の
早
い
こ
と
、　
一
発
勝
負
で
相
手
を
負
か
す
。

国
体
ク
ラ
ス
の
選
手
と
や

っ
て
も
勝
つ
よ
う
に
な

っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
そ
の
う
ち
、
相
手
が
こ
な
く
な

っ
た
。
卓
球
場
の

主
人
に
、
も
う
こ
な
い
で
く
れ
、
と
言
わ
れ
た
。
ポ
ー
ン
、

ポ
ー
ン
と
、
ロ
ン
グ
で
打
ち
合

っ
て
、
お
互
い
に
遊
ぶ
、
と

い
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
台
の
前
へ
行

っ
た
ら
、
パ
シ
ッ
、

パ
シ
ッ
と
決
め
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
。
手
が
勝
手
に
動
い

て
し
ま
う
。

そ
の
こ
ろ
は
、
手
に
、
ケ
ン
ラ
ン
た
る
タ
テ
線
が
出
て
き

ま
し
た
。
も
う
数
え
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
短
い
。

そ
れ
で
、
ソ
バ
は
た
し
か
に
陽
性
だ
け
れ
ど
も
、
米
の
よ

う
な
粘
り
が
な
い
な
、
と
気
が
つ
い
た
ん
で
す
。
だ
か
ら
、

ソ
バ
だ
け
食

っ
て
い
た
ら
、
社
会
性
に
と
ば
し
い
。

そ
こ
で
、
い
つ
ま
で
も
遊
ん
で
い
ち
ゃ
い
け
な
い
、
と
思

っ
て
、
歯
を
治
し
て
、
玄
米
を
食
べ
る
よ
う
に
な

っ
て
、
結

婚
し
た
ん
で
す
。
結
婚
す
る
ん
で
も
、　
一
文
な
し
で
始
め
た

ん
で
す
。
女
房
に
も
、
親
か
ら
も
ら
っ
た
も
の
は
み
ん
な
返

せ
、
と
い
っ
た
。
女
一房
の
持

っ
て
き
た
金
が
三
百
円
。
私
の

サ
イ
フ
に
あ

っ
た
の
が
四
百
円
で
し
た
。
こ
れ
で
生
活
を
始

め
る
ん
だ
、
も
し
、
正
食
と
無
双
原
理
を
や

っ
て
い
て
幸
せ

に
な
れ
な
い
、
と
い
う
な
ら
、
こ
の
世
は
生
き
る
に
あ
た
い

し
な
い
、
と
言

っ
た
ら
、
女
房
は
ふ
る
え
て
い
ま
し
た
。

私
は
、
家
も
何
も
弟
た
ち
に
譲

っ
て
し
ま

っ
た
ん
で
す
。

こ
う
い
う
も
の
が
あ
る
か
ら
、
税
金
だ
と
か
何
と
か
、
う
る

さ
い
。
物
を
持
つ
か
ら
苦
労
す
る
ん
だ
、
と
い
う
わ
け
で
す
。

け

っ
き
ょ
く
、　
″
人
生
、
な
る
よ
う
に
な
る
″
と
い
う
人

生
観
で
す
。
そ
れ
で
な
ん
と
か
、
二
十
何
年
、
お
も
し
ろ
く

や

っ
て
き
ま
し
た
。
味
噌

・
醤
油
の
買
え
な
い
月
も
あ
り
ま

し
た
け
ど
、
子
供
も
六
人
、
育

っ
て
い
ま
す
。

こ
う
い
う
人
生
を
や

っ
て
き
た
私
な
ん
か
は
、
人
生
、
ひ

と
つ
の
こ
と
に
打
ち
こ
ん
で
き
た
人
み
た
い
に
、
下
か
ら
ま

っ
す
ぐ
、
と
い
う
運
命
線
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
横
か
ら
曲
が

っ
て
入

っ
て
き
て
い
る
。

そ
れ
で
、
お
も
し
ろ
い
の
は
、
ア
メ
リ
カ
人
で
す
。
昨
年

も
ア
メ
リ
カ
ヘ
行

っ
て
、
大
勢
の
人
の
手
を
見
た
ん
で
す
け

ど
、
ア
メ
リ
カ
な
ん
か
は
、
親
は
親
、
子
供
は
子
供
で
、
早

く
か
ら
独
立
し
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
生
命
線
と

く

っ
つ
い
た
運
命
線
の
人
な
ん
て
、
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
の
自
分
の
前
進
す
る
目
的
が
曲
が

っ
て
い
た

ら
、
運
命
線
が
ま

っ
す
ぐ
中
指
へ
入

っ
て
い
か
な
い
で
、
根

元
の
ほ
う
へ
曲
が

っ
て
し
ま

っ
て
い
ま
す
。
い
か
に
、
い
い

運
命
線
で
も
、
邪
食
の
人
の
運
命
線
は
、
横
の
ほ
う
へ
ず
れ

て
し
ま
い
ま
す
。

お
金
の
線
で
も
そ
う
で
す
。
せ

っ
か
く
た
め
た
お
金
で
も
、

む
だ
に
浪
費
す
る
人
は
、薬
指
へ
ま

っ
す
ぐ
上
が
ら
な
い
で
、

横

へ
曲
が

っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
も
、
右
へ
曲
が
る
の
と
、
左

へ
曲
が
る
の
と
で
は
、
大
い
に
違
い
ま
す
。

″
マ
ス
カ
ケ
線
″
は
行
動
派

だ
か
ら
、
Ｃ
Ｉ
で
も
、
会
員
が
入
会
し
た
と
き
に
、
手
型

で
手
相
を
と

っ
て
、　
一
年
後
に
ま
た
、
と

っ
た
ら
、
ど
れ
だ

け
正
食
を
ガ

ッ
チ
リ
や
っ
た
か
、
す
ぐ
わ
か
り
ま
す
。
顔
で

も
分
か
り
ま
す
け
ど
、
顔
は
ご
ま
か
す
人
が
あ
り
ま
す
が
、

手
の
す
じ
だ
け
は
、
ご
ま
か
せ
ま
せ
ん
。

け

っ
き
ょ
く
、
は

っ
き
り
し
た
、
き
れ
い
な
線
が
い
い
わ

け
で
す
。
わ
る
い
の
は
、
途
中
で
切
れ
て
い
る
、
と
か
、
島

が
で
き
て
い
る
、
と
か
、
さ
さ
く
れ
て
い
る
と
か
、
星
が
あ

る
と
か
い
う
の
で
、
そ
の
年
の
と
こ
ろ
で
、
事
件
が
お
き
る
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わ
け
で
す
。

頭
脳
線
と
い
う
の
は
、
長
く
て
、
少
し
下
向
き
に
カ
ー
ブ

し
て
い
る
の
が
い
い
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
自
痴
の
子
な
ん

か
、
非
常
に
短

い
。
あ

っ
て
も
、
生
命
線
と

い
っ
し
ょ
で

一

本
し
か
な

い
、
な
ん
て
い
う
場
合
が
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
女

の
人
に
多

い
け
ど
、
体
に
塩
気
が
な

い
人
は
、
頭
脳
線
が
下

へ
下
が
り
す
ぎ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
実
行
力
が
な
く
て
、
夢

み
る
タ
イ
プ
で
す
。

こ
う

い
う
こ
と
は
、
ど
の
手
相
の
本
に
も
で
て
い
ま
す
か

ら
、
陰
陽
の
原
理
を
あ
て
は
め
て
、
よ
く
研
究
し
て
く
だ
さ

い
。そ

れ
か
ら
、
日
本
人
に
も
、
こ
の
ご
ろ
ふ
え
て
き
ま
し
た

が
、
ア
メ
リ
ヵ

人
に
多
い
の
は
、
頭
脳
線
と
生
命
線
の
起
点

が
離
れ
て
い
る
人
、
こ
う
い
う
人
は
、
調
子
が
い
い
。
発
生

学
か
ら
考
え
て
み
て
も
、
外
胚
葉
と
内
胚
葉
は
同
じ
と
こ
ろ

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
回
転
し
て
伸
び
て
い
っ
た
ん
で
す
か
ら
、

当
然
、
頭
脳
線
と
生
命
線
は
同
じ
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
が
離
れ
て
い
る
、
と
い

う
人
は
、
楽
天
家
で
す
ね
。
細
か
い
こ
と
は
あ
ま
り
気
に
し

な
い
、
と
い
う
行
動
派
で
す
。
肉
食
が
入

っ
て
き
て
い
る
わ

け
で
す
ね
。

面
白

い
の
は
、　
″
マ
ス
カ
ヶ
線
″
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

感
情
線
と
頭
脳
線
が
共
通
で
、
横

一
本
に
走

っ
て
い
ま
す
。

卜
万
人
に

一
人
、
と
い
う
珍
し
い
線
で
す
け
ど
、
考
え
る
よ

り
先
に
事
を
起
こ
す
、
と
い
う
行
動
型
で
す
。
片
か
ら

″
百

づ
か
み
″
と
い
い
ま
す
。
に
ぎ

っ
た
ら
離
さ
な
い
わ
け
で
す
。

行
動
型
だ
、
と
い
う
意
味
で
は
、
す
ば
ら
し
い
で
す
ね
。
で

も
、
行
動
す
る
自
分
を
見
つ
め
て
、
あ
あ
す
る
、
こ
う
す
る
、

と
大
脳
で
考
え
な
が
ら
進
ん
で
い
く
ほ
う
が
、
楽
は
楽
で
す

け
ど
ね
。
感
情
線
や
頭
脳
線
が
ク
サ
リ
み
た
い
に
ぐ
に
ゃ
ぐ

に
ゃ
し
て
い
る
の
よ
り
は
男
ら
し
い
。

右
で
見
る
か
、
左
で
見
る
か

と
こ
ろ
で
、
手
相
を
見
る
の
に
、
左
手
で
見
る
か
、
右
手

で
見
る
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
あ
る
本
に
は
、
左

手
で
先
天
的
な
運
命
を
見
て
、
右
手
で
後
天
的
な
運
命
を
見

る
、
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
こ
れ
は
男
女
共
通
だ
、
と

い
う
わ
け
で
す
。

そ
う
か
と
思
う
と
、
水
野
南
北
は
、
男
は
先
天
運
を
左
手

で
、
後
天
運
を
右
手
で
見
て
、
女
性
は
そ
の
逆
だ
、
と
し
て

い
ま
す
。
じ
ゃ
、
左
利
き
の
人
は
ど
う
か
、
と
い
う
問
題
も

で
て
き
ま
す
。

男
と
女
で
は
逆
に
見
る
、
と
い
っ
て
も
、
男
も
女
も
、
ヽ

臓
は
ま
ん
中
か
ら
ち
ょ
っ
と
左
で
、
肝
臓
が
右
に
な
っ
て

い

ま
す
。
こ
れ
が
逆
な
ん
て
人
は
、
い
ま
ま
で
知
ら
れ
て
い
る

だ
け
で
も
、
十
い
く
つ
し
か
例
の
な
い
、
奇
形
の
場
合
だ
け

で
す
。

人
間
の
体
は
、
左
右
、
同
じ
よ
う
に
見
え
ま
す
け
ど
、
た

い
て
い
の
人
は
右
手
の
ほ
う
が
力
が
強
く
て
、
左
手
が
弱
い
。

肺
や
腎
臓
は
二
つ
ず
つ
あ
り
ま
す
け
ど
、
ど
ち
ら
も
右
の
ほ

う
が
左
よ
り
も
大
き
い
。
な
ぜ
か
、
と
い
っ
て
も
、
現
代
の

科
学
で
は
、
た
だ
現
象
の
説
明
を
し
て
い
る
だ
け
で
、
そ
の

理
由
に
つ
い
て
は
分
か
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
宇
宙
法
則
で
人

間
の
成
り
立
ち
を
解
明
し
な
け
れ
ば
分
か
り
ま
せ
ん
。

私
は
、
だ
い
た
い
、
男
一は
左
手
で
過
去
を
見
、
右
手
で
現

在
と
米
来
、
後
天
運
を
見
て
、
女
性
は
左
手
で
過
去
と
現
在
、

右
手
で
米
来
を
主
に
見
て
い
く
、
と
い
う
の
が
正
し
い
と
思

い
ま
す
。

以
上
、
手
相
に
つ
い
て
の
概
論
で
す
。
あ
と
、
生
命
線
の

下
に
分
か
れ
て
出
る
旅
行
線
と
い
う
の
が
、
生
地
と
違
う
と

こ
ろ
に
住
む
よ
う
に
な
る
印
で
あ
る
と
か
、
い
ろ
い
ろ
細
か

い
こ
と
は
本
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
ツ
メ
な
ら

ツ
メ
だ
け
取
り
上
げ
て
も
大
変
で
す
。
長
い
ツ
メ
、
丸
い
ツ

メ
、
四
角
い
ツ
メ
、
そ

っ
た
ッ
メ
、
ツ
メ
の
色
つ
や
、
タ
テ

じ
わ
、
ヨ
コ
じ
わ
、
星
、
自
ツ
メ
の
大
き
さ
な
ど
あ
り
、
ど

の
指
の
ツ
メ
が
何
を
表
わ
し
て
い
る
か
考
え
た
ら
、
非
常
に

お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
す
。

函
館
玄
米
く
ら
ぶ

夏
季
特
別
講
演
会

●
８
月
２６
日
（水
）
●
講
師
／
大

森

英

桜

●
午
前
、
健
康
相
談
、
午
後
、
講
演

●
問
合
先
／
函
館
玄
米
く
ら
ぶ

（梅
川
実
）

函
館
市
鍛
冶
町
下
興
人
　
ａ

ｏ
三
バ
圭
一一曇
一一交

▲頭脳線の起点のいろいろ。
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ア
メ
リ
カ
旅
日
記

１０
数
年
前
、
桜
沢
先
生
の
最
終
講
座

（Ｔ
Ｅ
Ｓ
）
が

終

っ
た
時
、
受
講
生

の
中

か
ら
私
も
含
め
て
数
人
が

ア

メ
リ
カ
行
き

の
許
可
が
出
た
。

私
の
場
合
は
、
許
可
と

い
う
よ
り
命
令
と

い

っ
た
方

が
適
当
か
も
知
れ
な

い
。
そ
の
仲
間
に
は
カ
メ
ラ
の
福

田
博
之
君

（現
在
、

ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
ョ
州
に
て
活
躍
中
）

山
本
し
づ
子
さ
ん

（在
、

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
）
そ
の
他
が

居
た
。
私
は
ビ
ザ
が
と
れ
ず
断
念
し
た
が
、
他

の
二
人

は
そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
て
渡
米
。

つ
い
に
ア
メ
リ

カ
の
滞
在
権
ま

で
獲
得
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
道

で
活
躍

中
。
そ
の
後
間
も
な
く
桜
沢
先
生
は
他
界
さ
れ
、
私

の

渡
米
の
チ
ャ
ン
ス
は
消
え
た
。
そ
し
て
、
見
か
け
に
よ

ら
ず
出
不
精

の
私
は
、
積
極
的
に
自
ら
そ
の
チ
ャ
ン
ス

を
作
る
努
力
も
せ
ず
、
国
内

の
仕
事

に
追

い
ま
く
ら
れ

つ
つ
十
数
年
が
過
ぎ
た
。　
一
昨

々
年
、

ヘ
ル
マ
ン
相
原

氏
か
ら
招
き
を
受
け
た
が
、

ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
の
や
り
く

り
が

つ
か
な

い
ま
ま
に
心
な
ら
ず
も
御
断
り
し
て
、
二

年
後
を
約
束
、
今
回
、
実
現
と
な

っ
た
。

昨
年

の
秋
頃
、
５６
年

５
月
２０
日
以
降
８
月

の
上
旬
ま

で
と

い
う
あ
ら
ま
し
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
で
Ｏ
Ｋ
し
た
。

必
要
以
外
は
ほ
と
ん
ど
家
に
こ
も
り

っ
放
し
の
私
に
と

っ
て
、
外
国
行
き
は
何
と
な
く
気
が
重
く
、
お

っ
く
う

だ

っ
た
が
、
桜
沢
先
生
が
生
前
、
君
も

一
度
は
海
外
を

見
て
来

い
と
言
わ
れ

て
、
せ

っ
か
く
そ
の
チ
ャ
ン
ス
を

作

っ
て
下
さ

っ
た
の
に
果
た
せ
な
か

っ
た
こ
と
を
思

い

こ
の
際
、
勇
気
を
鼓
舞

し
て
行

っ
て
来
な
け
れ
ば
申
訳

が
無

い
気
が
し
て
重

い
腰
を
上
げ
た
次
第
。

今
年

の
正
月
、
ミ
セ
ス
相
原
が
福
島

へ
お
里
帰
り

の

折
り
、

ワ
ザ

ワ
ザ
お
立
寄
り
下
さ

っ
て
渡
航
手
続
き
に

つ
い
て
細

々
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
下
さ
り
、
旅
行
会
社

に
航
空
券

の
予
約
ま

で
お
世
話
頂
き
、

い
よ

い
よ
本
格

的
に
準
備
が
進
ん
だ
。

そ
の
後
は
日
本
Ｃ
Ｉ
の
曽
我
部
さ
ん
に
お
世
話
に
な

り
、
パ

ス
ポ
ー
ト
か
ら
ビ
ザ
ま
で
ト
ン
ト
ン
拍
子
に
事

務
的
な
処
理
が
進
め
ら
れ
、
５
月
２２
日
午
後

９
時
５０
分

発
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
行
き
の
中
華
航
空
機

で
飛
ぶ

運
び
と
な

っ
た
。
フ」
の
度
は
機
が
熟

し
た
と

い
う
の
か
、

前
回
と
は
ま
る
で
反
対
に
す

べ
て
が

ス
ム
ー
ズ
に
運
ん

だ
。各

地
教
室

の
大
勢

の
方
々
の
は
げ
ま
し
と
、
東
京
近

郊
在
住

の
友
人
に
見
送
ら
れ
、
機
上

の
人
と
な

っ
た
。

Ｃ
Ｉ
の
本
間
さ
ん
、
曽
我
部
さ
ん
に

一
方
な
ら
ぬ
御
世

話
に
な
り
、
親
切
な

ア
ド
バ
イ
ス
の
お
か
げ

で
何
の
不

安
も
な
く
仕
合
せ
な
旅
立
ち
だ

っ
た
。
見
送
り

の
人
々

に
別
れ

て
座
席
に
落
着
く
と
、
さ

っ
き
ま
で
の
事
が
ま

る
で
夢

の
様

で
、
ま
る
で
自
分

の
葬
式

の
予
行
演
習
を

目

の
当
り
見
た
よ
う
な
妙
な
気
に
な

っ
た
。
９
時
間
後

に
ま
だ
見
ぬ
ア
メ
リ
カ
の
玄
関

口
、
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
に
着
く
な
ん

て
、
こ
れ
ま
た
夢

の
よ

う
だ
が
、
何

の

不
安
も
な
く
妙
に
落
着

い
て
い
た
。
隣
り

の
座
席
に
は
，

子
供
連
れ

の
中
国
人

の
若
夫
婦
。

ス
チ

ュ
ワ
ー
デ

ス
も

中
国
人

で
、
何
や
ら
中
国
語
で
言

い
な
が
ら
、
パ
イ

ン

・

ジ

ュ
ー
ス
や
ら
サ
ン
ド
イ

ッ
チ
等
を
配

っ
て
く
れ
た
が
、

ジ

ュ
ー
ス
は
味
が
濃
す
ぎ
て
、
サ

ン
ド
イ

ッ
チ
は
肉
入

り

の
物
ば

か
り

で
手
を

つ
け
な
か

っ
た
。
翌
日
１２
時
頃
、

朝
食
が
運
ば
れ
た
が
、
こ
れ
は
断
わ

っ
た
。
始
め
て
の

ア
メ
リ
カ
行
き
を
祝

っ
て
妹
が
届
け

て
く
れ
た
赤
飯

の

む
す
び
を
食

べ
て
、
後
は
梅
千
を

一
個

し

ゃ
ぶ

っ
て
０

Ｋ
。
う

つ
ら
う

つ
ら
す
る
こ
と
２
時
間
余
、

つ
い
に
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
到
着
。

色

々
な
手
続
き
を
す
ま
せ
、
預
け
た
荷
物
を
受
け
取

る
ま

で
に
相
当
ひ
ま
ど

っ
た
―
係
り
官

の
検
間
が
終
る

ま

で
に

一
時
間
余
り
か
か

っ
た
。

し
か
し
、
曽
我
部
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ

ス
の
お
か
げ

で
、

′Jヽ

′:l
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く
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
ジ
ャ
バ
ン

・
セ
ン
タ
ー
で
。

ど

こ
も

ス
ム
ー
ズ
に
パ

ス
し
た
が
、
そ
の
間
立
ち
通
し

だ

っ
た
の
で
、
い
さ
さ
か
く
た
び
れ
た
感
は
あ

っ
た
が
、

無
事
外
に
出
ら
れ

て
ホ

ッ
と
し
た
。
出
迎
え
の
相
原
夫

妻
に
助
け
ら
れ

て
荷
物
を
運
ん

で
頂
き
、
車
に
落
着

い

た
時
は

一
度
に
緊
張
が
と
れ
て
、
完
全
に
リ
ラ

ッ
ク
ス

し
た
。

後
は
も
う
相
原
さ
ん
ま
か
せ
、
英
語
が
出
来
な
く
と

も
サ

ッ
パ
リ
気
に
な
ら
な

い
の
は
、
相
原
さ
ん
に
頼
り

切

っ
て
い
る
証
拠
。
そ
れ
に
つ
け
て
も
、
「
我
」
が
強
く

て
何
で
も
自
分

で
や
ら
な
け
れ
ば
気
が
す
ま
ず
、　
一
人

芝
居
に
終
始
し
た
私
、
吾
な
が
ら
遅
ま
し
過
ぎ
て
小
面

憎

い
婆

々

（／
）
に
、
こ
ん
な
に
頼
り
切
れ
る

一
面

の

あ
る
こ
と
に
気
が

つ
き
、
安
心
し
た
り
し
た
。

意
外
に
静
か
な

シ
ス
コ
の
表
情
も
、
私
の
心
を

や
わ

ら
げ

て
く
れ
た
。

ア
メ
リ
カ
は
夏
時
間
と
か
、
機
内

で

時
差

の
調
整
は
し
た
が
、
も
う

一
時
間
早
め
た
。
途
中
、

日
本
街

で
車
を
止
め
、
ま
ず
紀
伊
国
屋
書
店
に
立
寄

っ

た
。　
一
番
先
き
に

『
オ
キ
ド
ウ
　
ヨ
ガ
』
と
い
う
ゴ

ツ

イ
本
が
目
に
入

っ
た
。
続

い
て
久
司
ミ
チ
オ
氏

の

『
マ

ク

ロ
バ
イ
オ
テ

ィ
ッ
ク
の
本
』

ア
ヴ

ェ
リ
ー
ヌ
夫
人

の

『味
噌
』
等
々
立
派
な
著
書
が
晴
れ
が
ま
し
く
日
に
入

っ
て
来
た
。
皆
ん
な
が
ん
ば

っ
て
い
る
ん
だ
ナ
ア
、
と

感
心
し
た
。
次

の
瞬
間
、
ど

の
く
ら
い
売
れ
る
の
か
ナ

？
　

ど
ん
な
人
が
読
む
の
か
ナ
？
　
と
思

っ
た
。
い
や
、

飾

っ
て
あ
る
だ
け

で
立
派
だ
と
思

っ
た
。

紀
伊
国
屋
を
出
る
と
、
シ
ス
コ
の
街
に
も
ほ
の
か
に

夕
や
み
が
漂

い
初

め
た
。
夕
食
は
日
本
食

で
、
と
の
相

原
夫
妻

の
は
か
ら

い
で
、
会
津
料
理

「轍
箱‐〓
錠
」
を
御

馳
走

に
な

っ
た
。
店

の
造
り
は
日
本

の
田
舎
風

で
、
奥

の
テ
ー
ブ

ル
に
は
櫨
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
よ
う
に
上
か
ら

自
在

で
南
部
鉄
ビ

ン
が
釣
り
下
げ

て
あ

っ
た
。
輪
箱
飯

と

い
う
の
は

ヘ
ギ

で
作

っ
た
丸

い
飯
器
に
釜
飯
風
に
山

菜
輪
箱
、
カ
ニ
輪
箱
と
い
う
風
に
盛
り
つ
け
た
も
の
だ
。

私
と
コ
ル
ネ
リ
ヤ
さ
ん
は
山
菜
輪
箱
、
ヘ
ル
マ
ン
さ
ん

と
御
嬢
さ
ん
の

マ
リ
ー
さ
ん
は
カ

ニ
輪
箱
を
注
文
し
た
。

み
そ
汁
と
ヒ
ジ
キ
の
煮
物
と
御
新
香
が

つ
い
た
。
お

い

し
か

っ
た
。
他

の
テ
ー
ブ

ル
の
客
も
日
本
人
が
多

い
ら

し
く
、
隣
り

の
テ
ー
ブ

ル
か
ら
は
銀
座

の
話
が
漏
れ
て

く
る
。
そ
の
せ

い
も
あ

っ
て
、
こ
こ
が

ア
メ
リ
カ
だ
と

は
思
え
な
か

っ
た
。
店
を
出
る
と

い
よ

い
よ
夕
色
迫
る

シ
ス
コ
を
後
に
相
原
さ
ん
の
車
は
他

の
車
に
さ
ま
た
げ

ら
れ
る
こ
と
な
く

ス
イ

ス
イ
と
ひ
た
走
り
、
５
時
間
後

に
オ
ー

ロ
ビ

ル
な
る
相
原
邸
に
到
着
。

こ
こ
は
郊
外

の
住
宅
地
、
家
々
の
前
に
は
広

い
芝
生

が
広
が
り
、
大
き
な
木
が
た

い
て
い
二
、
三
本
植
え
ら

れ
、
そ
の
下
に
車
が
必
ず

一
、
二
台
置
か
れ

て
い
る
。

せ
せ

っ
こ
ま
し
い
東
京

で
は
想
像
も
出
来
な

い
贅
沢
さ

だ
。お

風
呂
に
入
れ

て
頂
き
、
十
畳
余
り

の
広
間
に

フ
ト

ン
を
敷

い
て
頂
き
、
手
足
を
思
い

っ
き
り
の
ば
し
た
時
、

久
方
振
り
に
ゆ

っ
く
り
く

つ
ろ

い
だ
。
ま
さ
に
極
楽
。

時
差
も
あ

っ
て
長

い

一
日
だ

っ
た
。

●
五
月

二
十
三
日

（土
曜
日
）

今
朝
は
正
午
近
く
ま

で
寝

て
い
た
。
相
原
夫
妻
は
８

時
頃
、
少
し
離
れ
た
事
務
所

へ
仕
事

に
出

か
け
、
ち
ょ

う
ど
私
が
起
き
た
頃
、
帰

っ
て
来
ら
れ
た
。
１２
時
ま
で
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寝
た
の
は
何
十
年
振
り
だ
ろ
う
か
、
記
憶
に
な

い
。
心

づ
く
し
の
朝
食
を
頂
き
、
わ
が
家
と
は

一
味
ち
が

っ
た

味
噌
汁
そ
の
他
に
チ

ョ
ッ
ピ
リ
故
郷
を
離
れ
た
感

じ
を

味
わ

っ
た
。
夕
食
は
相
原
さ
ん
御

一
家
と
彼

の
ス
タ

ッ

フ

一
同

で
私
の
歓
迎
会
を
し
て
く
だ
さ

っ
た
。
メ
キ
シ

ヨ
料
理
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
総
勢
七
人
、
奥
ま

っ
た
大
き

な
テ
ー
ブ

ル
に
着
く
と

一
人

一
人
に
メ

ニ
ュ
ー
が
配
ら

れ
た
が
、
私
は
ど
れ
を
見
て
も
チ
ン
プ

ン
カ
ン
プ

ン
、

．全
部
お
ま
か
せ
し
た
。

ユ則
菜
に
ト
ー
モ
ロ
コ
シ
の
粉

で
薄
く
焼

い
た
ク
ラ

ッ

カ
ー
セ
ン
ベ
イ
の
よ
う
な
物
と
、
ト

マ
ト
、
ピ
ー

マ
ン

等
を
刻
み
込
ん
だ
野
菜

ソ
ー
ス
の
よ
う
な
物
が
出
た
。

コ
ー
ン
せ
ん

べ
い
に
こ
の
野
菜

ソ
ー
ス
を

つ
け

て
食

べ

る
の
だ
。

コ
ー
ン
の
焼

い
た
も

の
は
、
そ
れ
自
身

の
甘

味
が
あ

っ
て
香
ば

し
く
、
そ
れ
だ
け
で
結
構

い
け
た
。

野
菜

ソ
ー
ス
は
酸
味
と
辛
味
と
適
当
な
塩
味
が
あ

つ
て

お

い
し
い
も

の
だ

っ
た
が
、
ち
ょ

っ
と
辛
味
が
き
き
す

ぎ
る
よ
う
に
思

っ
た
。
や
が
て
料
理
が
運
ば
れ
た
。
サ

ラ
ダ
と
大
皿
に
ゴ

ッ
テ
リ
盛
ら
れ
た
料
理
は
、
ち
ょ

っ

と
説
明
が
む
ず
か
し
い
。
メ
キ
シ
ヨ
で
は
ガ
ル
バ
ン
ゾ

ー
の
よ
う
な
豆
類
が
主
食

の
よ
う
に
使
わ
れ
る
、
と
桜

沢
先
生
か
ら
聞

い
た

こ
と
が
あ

つ
た
が
、
お
皿
に
は
う

ず
ら
豆

の
よ
う
な
も

の
を
軟

か
く
炊

い
た
も
の
が
、
ち

ゃ
ん
と

の

っ
て
い
た
。
肉
は
断
わ

っ
た
か
ら
の

っ
て
い

な

い
が
、
料
理

の
傾
向
と
し
て
は
、
ド

ロ
ド

ロ
し
た
辛

い
も
の
や
、
チ
ー
ズ
が
か
け
ら
れ
、
御
飯

の
ね
ば
り
を

洗

い
流
し
て
軟

か
く
煮
た
も

の
に
ト

マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ

で
味
を

つ
け
た
も

の
等

で
、
私
は
恐
る
恐
る

フ
ォ
ー
ク

を
入
れ
た
が
、
味
は
塩
が
相
当
き

い
て
い
て
、
ま
ず
く

は
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
チ
ー
ズ
を
好
ま
な

い
昔
者

の

私
と
し
て
は
、
全
体
に
シ
ツ
コ
過
ぎ

て
半
分
以
上
は
食

べ
ら
れ
な
か

っ
た
。

コ
ル
ネ
リ
ヤ
さ
ん
も
同
様
食

べ
切

れ
ず
残

し
た
の
を

ワ
ン
チ
ャ
ン
に
も
ら

つ
て
帰

つ
た
。

夜
中
ま

で
桜
沢
先
生

の
思
い
出
話
等
を
し
て
、
二
時
頃

床
に

つ
い
た
。

●
五

月

二
十

四

日

（
日
曜

日
）

オ
ー

ロ
ビ

ル
三
日
目
。
今
日
は
相
原
さ
ん
の
オ

フ
ィ

ス
ヘ
案
内
し
て
頂

い
た
。
こ
こ
に
は
相
原
さ
ん
の
手
に

な
る
翻
訳
書
が
た
く
さ
ん
並
ん
で
い
た
。

コ
ル
ネ
リ
ヤ

さ
ん
の
料
理
の
本
も
立
派
な
の
が
あ

っ
た
。
相
当
大
き

い
部
屋
が
二

つ
に
分
れ
て
い
て
、
二
人

の
ア
メ
リ
カ
青

年
が
彼
を
助
け

て
い
る
。
小
径
を
は
さ
ん
で
三
階
建

の

家
が
あ

っ
て
、
こ
こ
は
以
前
住
ん
で
居
ら
れ
た
家
と
か
、

地
下
室

に
は
漬
物
や
味
噌

の
カ
メ
が
並
び
、　
一
階

の

一

間
に
長
男

の
次
郎
さ
ん
が
住
ん
で
居
る
。
他

の
部
屋
は
、

時

々
勉
強
に
来
た
生
徒
さ
ん
の
宿
舎
に
も
な
る
と

の
こ

と
。
も
う

一
棟

こ
の
三
階
家
と
事
務
所
を

コ
の
字
型
に

結
ぶ
よ
う
に
二
人

の
青
年

の
宿
舎
が
あ
る
。
そ

の
建
物

の
横
に
は
相
当
広

い
空
地
が
あ

っ
て
、
軽
井
沢
あ
た
り

の
別
荘
地
を
思
わ
せ
る
。
東
京

で
は
望
め
な

い
豊
か
さ

だ
。

●
五
月

二
十
五
日

（月
曜
日
）

今

日
は

メ
モ
リ

ア
ル
デ

ー
で
休

日
。
朝

一
時
雨
が
あ

っ
た
が
間
も
な
く
晴

れ

た
。
相
原
さ
ん

の

マ
ク

ロ
バ
イ

オ
テ
ィ

ッ
ク
教
室

の
あ
る

ベ
ー
ガ

ヘ
連
れ

て
行

っ
て
頂

く
。
泊
り
込
み
の
若

い
女
性
二
人
に

一
時
間
ほ
ど
お
話

を
し
た
。

陰
陽
は
無
限
に
あ
る
事
象
を
二
つ
に
分
け
て
考
え
る
、

い
わ
ば
代
数

の
よ
う
な
も

の
だ
が
、
陰
と

い

っ
て
も
陽

と
い

っ
て
も
そ
の
実
数
は
無
限
に
あ
る
こ
と
だ
か
ら
、

陰

の
中

の
何
か
、
陽

の
中

の
何
と

い
う
風
に
具
体
的
な

実
数
を

つ
か
ま
な

い
と
解
決
に
な
ら
な

い
こ
と
。
漠
然

と
陰
性
だ
、
陽
性
だ
と

い
う
時

で
も
、
陰
が
過
ぎ
て
陰

性
な

の
と
、
陽
が
足
り
な
く

て
陰
性
な

の
と
あ
る
―
―

ま
た
、
陽
が
過
ぎ
た
陽
性
と
、
陰
が
足
り
な

い
陽
性
と

あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
見
き
わ
め
な

い
と
病
気
を
治
す

こ

と
も

ム
ズ
カ
シ
イ
こ
と
等
を
話
し
た
。
同
じ
陽
性
な
果

物

で
も
野
菜

で
も
、
陰
性
が
充
分
あ

っ
て
陽
性
に
仕
上

っ
て
い
る
も

の
が
美
味
し
い
し
、
人
間
も
陰
性
が
足
り

な
く

て
カ
サ
カ
サ
し
た
陽
性
な
人
よ
り
も
、
ジ

ュ
ー
シ

イ
な
、
よ
く
熟
れ
た
果
物

の
よ
う
に
豊

か
に
陰
性
を
持

っ
た
陽
性
な
人

の
方
が
お

い
し
い
、
等
と
話
し
て
帰

っ

た
。帰

り
に
大
き
な

ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ

ッ
ト
で
日
用
品
を
、

直
ぐ
そ
ば

の
食
品

マ
ー
ケ

ッ
ト
で
野
菜
果
物
等
を
買

っ

た
。

マ
ー
ケ

ッ
ト
は
日
本
よ
り
大
分

ス
ケ
ー
ル
が
大
き

い
。
手
篭
な
ら
ぬ
手
押
し
車
が
備
え
ら
れ
、
客
は
そ
れ

を
押

し
な
が
ら
買
物
を

の
せ
て
運
ぶ
。
各
品
物
に
は
何

グ
ラ
ム
で
幾
ら
と
明
記
さ
れ
、
ポ
リ
袋
と

ハ
カ
リ
が
ぶ

ら
さ
が

つ
て
い
る
。
自
分

で
欲
し
い
だ
け
袋

に
入
れ

て

カ
ウ
ン
タ
ー

ヘ
持

っ
て
行
く
。
支
払

い
が
済
ん
だ
ら
、

ま
た
車
に
積
ん
で
自
分
の
車

の
と
こ
ろ
ま
で
運
び
、運
び

終

っ
た

ら
、
手
押
し
車
は
、も
よ
り

の
た
ま
り
場
に
お
け
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ば

い
い
よ

う

に
な

っ
て

い
る

の
で
便
利
だ
。
夕
食
後

に

オ

レ
ン
ジ
を
頂

い
た
が
、
さ
す

が
本
場

、

こ
れ

は
文
句

な

し
に
お

い
し
か

っ
た
。

コ
ル
ネ

リ
ヤ
さ

ん
は
、

二
日
後

に
迫

っ
た
旅

の
準
備

で

一
日
忙

し
く

働

い
た
。

●
五
月
二
十
六
日

（火
曜
日
）

今
日
も
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
の
空
は
青
く
晴
れ
、
申
分

な

い
五
月
晴
。
日
本

へ
の
ハ
ガ
キ
を
数
枚
書

い
て
は
あ

る
が
、
ポ

ス
ト
が
付
近
に
は
無

い
。
相
原
邸

の
あ
た
り

は
近
く
に
商
店
街
も
無
く
、
静
か
で
昼
間
は
ほ
と
ん
ど

人
通
り
も
な

い
。
時
折
り
町

へ
買
物
に
行
く
車
が
通
る

く
ら

い
で
、
ト
ラ

ッ
ク
の
よ
う
な
も

の
は

一
切
適

ら
な

い
。
そ
ん
な
静
か
な
郊
外
地
。

今
日
も

コ
ル
ネ
リ
ヤ
さ
ん
は
旅

の
準
備
に
忙
し
い
。

夕
方
８
時
頃
、
チ

コ
サ

ン
の
ケ
ネ
デ

ィ
夫
妻
が
訪
れ
、

一
時
間
．く
ら

い
歓
談
し
て
帰
ら
れ
た
。

い
よ

い
よ
明
日
は
出
発
。
私
も
身

の
ま
わ
り

の
物
を

整
理
し
た
。

●
五
月

二
十

七

日

（水
曜

日
）

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
に
、
テ
ン
ト
か
ら
寝
袋
か
ら
食

糧

一
切
と
書
籍
類
お
よ
び
身
の
ま
わ
り
品
を
積
み
込
ん

で
、
お
嬢
さ
ん
の
マ
リ
ー
さ
ん
を

一
人
残
し
て
、
ま
ず
、

今
日
か
ら
の
ド
ラ
イ
バ
ー
、
レ
ー
ン
君

の
宿
所

（相
原

氏

の
オ

フ
ィ
ス
）

へ
向

っ
た
。
レ
ー
ン
君
は
外

に
立

っ

て
待

っ
て
い
た
。
ド
ラ
イ
バ
ー
を
含
め
て
総
勢
四
人
を

乗
せ
た
車
は
東

へ
向

っ
て
走
り

つ
づ
け
た
。

四
、
五
キ

ロ
も
続
く
杉
並
木

（日
光

の
杉
並
木

の
様

な
）

の
道
を
通
り
抜
け
、
１０
時
頃
、
公
園

（と

い

っ
て

も
、
た
だ
細
長

い
テ
ー
ブ

ル
と
ベ
ン
チ
の
あ
る
だ
け
）

に
車
を
と
め
、　
一
つ
の
テ
ー
ブ

ル
を
囲
ん
で
朝
食
を
と

っ
た
。
玄
米
む
す
び
と
草
餅
入
り

の
味
噌
汁
と
、

い
ん

げ
ん
豆

の
煮
物
だ

っ
た
。
他
に
も

一
～
二
台
の
車
が
あ

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
憩

っ
て
い
た
。
便
所
も
あ
る
。
必

要
最
低

の
モ
ノ
は
設
備
さ
れ

て
い
た
。

一
体
み
し
て
、
ま
た
走
り
続
け
る
。

ラ
ブ

ロ
ッ
ク
と

い
う
町
を
通
り
抜
け
る
と
、
景
色
は

一
転

し
て
見
渡
す

限
り

の
砂
漠
が
続
く
。
そ
の
中
を
時
速
百
キ

ロ
で
走
り

つ
づ
け
る
。
行
き
交
う
車
も
な

い
。
荒
涼
た
る
眺
め
に
、

い
つ
の
間
に
か
ま
ど
ろ
む
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
レ
ー
ン
君

も
眠
く
な
ら
な

い
か
と
心
配
に
な
る
。

出
発
し
て
か
ら
七
時
間
く
ら

い
し
て
、
△
フ
夜

の
泊
り
、

ウ
ィ
ネ
ム

ッ
カ
に
到
着
。
早
速
、
キ

ャ
ン
プ
場

の
予
約

を
し
て
、
指
定

の
場
所
に
テ
ン
ト
を
張
る
。

コ
ル
ネ
リ

ヤ
さ
ん
は
夕
食

の
準
備
に
取
り
か
か
る
。
日
没
ま

で
に

食
事
を
す
ま
さ
な

い
と

い
け
な

い
の
で
忙
し
い
。
お

の

お

の
定
め
ら
れ
た
場
所
に
は
、
公
園
に
あ

っ
た
と
同
じ

細
長

い
分
厚

い
板

の
机
と
腰
掛
け
が
用
意
さ
れ
、
そ
の

側

に
水
道
栓
が

つ
い
て
い
る
。

ヘ
ル
マ
ン
さ
ん

が
石
油

コ
ン
ロ
の
用
意
を
す
る
と

コ
ル
ネ
リ
ヤ
さ
ん
が
洗

っ
た

玄
米
を
か
け
る
。
そ
の
ワ
キ
の
火

で
ス
ー
プ
を
作
る
。

キ

ャ
ベ
ツ
と
セ

ロ
リ
ー
の
入

っ
た
清
汁

に
う
ど
ん
を
入

れ
た
も

の
だ
。

い
わ
ば
、
煮
込
み
う
ど
ん
と

い
っ
た
と

こ
ろ
だ
が
、
セ

ロ
リ
ー
を
入
れ
る
と
こ
ろ
に
、
ち
ょ

っ

と
趣
き
が
ち
が
う
。

御
飯

が
炊
け
る
間
を
縫

っ
て
、
私
は

ヘ
ル
マ
ン
さ
ん

と
街

の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

ヘ
買
物
に
出
か
け
た
。

砂
漠

の
町
ウ
ィ
ネ

ム

ッ
カ
は
、
収
入
源
に
な
る
産
業
も

無
く
、
ネ
バ
ダ
州
公
認
の
ギ

ャ
ン
ブ

ル
が
最
大

の
収
入

源
と
聞

い
た
。
し
か
し
、
シ

ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
は
、

カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
の
も

の
と
大
差
無
く
、
立
派
な
も

の

だ

っ
た
。
空
気
が
乾
燥

し
て
い
て
喉
が
渇
く

の
で
、
私

は
果
物
を
買

っ
た
。

ヘ
ル
マ
ン
さ
ん
は
奥
さ
ん
に
た
の

ま
れ
た
野
菜
と
パ

ン
を
買

っ
た
。
キ

ャ
ン
プ
場
に
帰
る

と
、
御
飯
が
炊
け
て
、
そ
の
後
に
玉
葱
と

い
ん
げ
ん
豆

の
煮
物
が
か
け
ら
れ

て
い
た
。
レ
ー

ン
君

の
テ
ン
ト
は

実
に
手
際
よ
く
、
大
き

い
の
と
小
さ

い
の
と
二

つ
張
ら

れ

て
い
た
。

い
よ

い
よ
夕
飯
。
私
は
悪

い
と
思

っ
た
が
、
う
ど
ん

の
汁
に
相
当
醤
油
を
入
れ
て
食

べ
た
。

レ
ー
ン
君
が
塩

に
弱

い
と

い
う

の
で
、

コ
ル
ネ
リ
ヤ
さ
ん
は
大
変
神
経

を
使

っ
て
淡
味
に
苦
心
し
て
い
る
よ
う
だ
。

い
ん
げ
ん

と
玉
葱

の
淡
味

の
煮
付
け
に
は
、
吉
成
先
生
か
ら
頂

い

た
梅
び
し
お
を
少
し
入
れ
て
ま
ぜ
た
ら
お

い
し
く
な

っ

た
。
日
本
人

の
中

で
も
カ
ラ
好
き

の
私
に
は
、
ち
ょ

っ

と
ば

か
リ

ア
メ
リ
カ
の
味
は

つ
き
あ

い
か
ね
る
。
作

っ

て
下
さ

っ
た
人
に
申
訳
な

い
と
思

い
な
が
ら
、
醤
油
を

入
れ
た
り
梅
び
し
お
を
入
れ
た
り
し
て
、
我
が
ま
ま
を

し
て
し
ま
う
。

コ
ル
ネ
リ
ヤ
さ
ん
は
、

い
や
な
顔
も
せ

ず
寛
大

に
許
し
て
下
さ
る
の
で
、

つ
い
甘
え
る
。

夕
飯
も
す
み
、
八
時
を
ま
わ

っ
て
い
る
と

い
う
の
に
、
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く

一
面
の
塩
の
平
原

い`●|ヽ｀`・ ■ |■‐■゙
=■
:

＞
ソ
ル
ト
レ
ー
ク
市
か
ら
コ
ロ
ラ
ド
州
へ
行
く
途
中
の

休
憩
所
に
て
。

ま
だ
明
る
い
。
隣
り
に
も
小
さ
な

テ
ン
ト
が
張
ら
れ
た
ｃ

オ
ー
ト
バ
イ
で
来
た
中
年

の
夫
婦
だ
。
そ
の
向
う
は
若

い
カ

ッ
プ

ル
．
テ
ン
ト
を
張
り
終
る
と
抱
き
合

っ
て
キ

ッ
ス
し
て
い
る
。
何
ん
だ
か
映
画

の
中

の
様
な
光
景
だ
。

ひ
そ
か
に
ク
暗

の
迫
る
頃
に
は
段

々
ふ
え
て
テ
ン
ト
村

が
出
来
た
。
私
は
年
寄
り

の
故
を
以
て
車

の
中
に
寝

か

せ
て
頂

い
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
生
れ

て
初

め
て
の
ス

リ
ー
ピ

ン
グ
バ

ッ
グ
だ
。
二
鷹
教
室

の
横
田
さ
ん
か
ら

頂

い
た
シ
ー

ツ
が
役
立

っ
た
。
寝
る
時
は
毛
布
な
ど

い

ら
な

い
と
思

っ
た
が
、
夜
中
か
ら
朝
明
け
に
か
け

て
ど

ん
ど
ん
冷
え
て
、
思
わ
ず
毛
布
を

か
け
た
。
こ
こ
は
富

士
山
と
同
じ
一局
さ
と
か
、
な
る
ほ
ど
と
思

っ
た
。

一
晩
中
、
大
き
な
車

の
突
走
る
音
が
絶
え
な
か

っ
た
。

昼
間
は
割
合
と
車

の
数
も
少
な
か

っ
た
が
、
夜
中
は
猛

ス
ピ
ー
ド
で
走
る
車
が
多
く
、
そ
の
音

で
時

々
日
が
さ

め
た
。

で
も
、
直
ぐ
そ
ば

の
空
地

で
ケ
ン
カ
が
あ

つ
た

そ
う
だ
が
、
私
は
ち

っ
と
も
知
ら
な
か

っ
た
の
だ
か
ら

結
構
眠

っ
た

の
だ
ろ
う
。

翌
朝

六
時
頃
、
鴬
に
似
た
小
鳥

の
声

で
日
を
さ
ま
し

た
。
車
か
ら
出
る
と
寒
さ
が
身
に
鴻
み
た
。
洗
面
所

ヘ

行
く
と

コ
ル
ネ
リ
ヤ
さ
ん
が
す

で
に
洗
顔
を
す
ま
せ
、

電
気

の
下

で
本
を
読
ん
で
い
た
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る

と
、
テ
ン
ト
の
中
は
寒
く

て

一
晩
ね
む
れ
な
か

っ
た
と

か
、
中
訳
な

い
限
り

で
あ
る
。
他

の
テ
ン
ト
の
人
達
は

ま
だ
起
き

て
い
な

い
。
寒

い
け
れ
ど
も
澄
み
切

っ
た
空

気

の
心
地
よ
さ
。
遠
く

の
山
々
が
絵

の
様
だ

っ
た
。

●
五
月
二
十
八
日

（木
曜
日
）
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ヘ
ル
マ
ン
さ
ん
と
レ
ー
ン
君
は
テ
ン
ト
を
た
た
ん
だ
。

私
達
は
車
の
中
を
整
理
し
て
色
々
の
物
を
積

み
込
ん
だ
。

８
時
出
発
が
予
定
よ
り
大
分
早
く
出
発
出
来
た
。
今
日

は
昨
日
よ
り
長
丁
場
と
か
。
三
時
間
も
砂
漠

の
中
を
走

っ
た
だ
ろ
う
か
、
１０
時
半
頃
、
小
さ
な
町
に
出
た
。
朝

食
の
場
所
を
探
し
た
が
、
こ
こ
に
は
テ
ー
ブ

ル
の
あ
る

所
が
見
当
ら
ず
、
私
達
は
車

の
中

で
食
事
を
し
た
。
ま

だ
ネ
バ
ダ
州

の
砂
漠
地
帯
が
続
く
。
二
時
間
く
ら

い
走

っ
て
ユ
タ
州
に
入
る
と
問
も
な
く
塩

の
湖
が
見
え
始
め

た
。
正
確
な
こ
と
は
忘
れ
た
が
、
気
持
ち

の
上

で
は

一

時
間
く
ら
い
走

っ
た
様
に
思
え
た
が
、
塩
の
湖
は
、
な

お
続

い
た
。

エ
ル
コ
ー
と
い
う
町

の
展
望
台

の
あ
る
所

で
車
を
降
り
て

一
体
み
し
た
。
自
然
の
塩
田
の
様
に
な

っ
て
乾

い
た
塩

の
あ
る
所
ま

で
行

っ
て
、
塩

の
結
晶
を

拾

っ
た
。
こ
ん
な
に
自
然

の
塩
が
あ

っ
た
ら
世
界
中

の

塩
が
間
に
合
う
ん
じ

ゃ
な

い
か
と
さ
え
思
え
た
。
と
こ

ろ
が
、
こ
こ
の
塩
は
食
用
に
は
な
ら
ず
、
も

つ
ぱ

ら
工

業
用
と
の
こ
と
だ

っ
た
。
付
近
に
は
テ
ー
ブ

ル
が
幾

つ

か
あ

っ
て
、
何
組
か
の
客
が
そ
れ
ぞ
れ
に
腰
を
お
ろ
し

て
食
事
を
し
た
り
、
お
茶
を
飲
ん
だ
り
し
て
い
る
。
私

達
も
し
ば

ら
く
お
茶
な
ど
を
飲
ん
で
休
憩
し
た
。

レ
ー
ン
君
に
代

っ
て

ヘ
ル
マ
ン
さ
ん
が

ハ
ン
ド
ル
を

握

っ
た
。
こ
こ
か
ら
二
時
間
も
走
れ
ば
今
夜

の
宿
舎

で

あ
る
、
相
原
さ
ん

の
お
弟
子
さ
ん
の
家
に
着
く
と

い
う
。

出
発
か
ら
約
七
時
間
に
わ
た
る
ド
ラ
イ
ブ

で
あ
る
。
長

い
長

い
橋
を
渡
る
と
大
き
な
町
に
出
た
。
こ
こ
が
モ
ル

モ
ン
教
が
開

い
た

ソ
ル
ト
レ
ー
ク

・
シ
テ
ィ
で
あ
る
。
今

ま
で
砂
漠
に

つ
ぐ
砂
漠

で
、
荒
涼
と
し
た
自
然

の
中
を

旅
し
て
来
た
私
達
に
と

っ
て
　
久
方
振
り
に
生
き
物
に

会

っ
た
様
な
気
持
ち
が
し
た
。
今
ま

で
信
号
の
無

い
道

を
長

い
こ
と
走
り

つ
づ
け
た
が
、
こ
こ

へ
来

て
初
め
て

信
号
に
出
会

い
、
東
京
ほ
ど

で
は
な

い
が
、
車

の
数
も

ふ
え
た
。
死

の
国
か
ら
生

の
世
界
に
も
ど

っ
た
様
だ
。

探
し
当
て
た
御
弟
子
さ
ん
の

マ
リ
ア
ン
ヌ
さ
ん
の
お

住
居
は
、
モ
ル
モ
ン
教
寺
院
を
望
む
閑
静
な
と
こ
ろ
だ

っ
た
。
夫
婦
と
子
供
二
人

の
暮
し
だ
が
、
き
れ

い
に
整

頓
さ
れ
た
サ

ロ
ン
に
は
日
本
の
麻
製

の
渋

い
藍
染
め
の

「
の
れ
ん
」
が
壁
に
か
け
ら
れ
、
植
木
を
上
手
に
取
り

入
れ
て
、
落
着

い
た
雰
囲
気
を
作

っ
て
い
た
。　
一
階
が

表
か
ら
見
る
と
地
階

の
様
に
な

っ
て
い
る
が
、
三
階
ま

で
フ
ッ
カ

フ
カ
の
ジ

ュ
ー
タ
ン
が
敷
き
詰
め
ら
れ
、
五

つ
か
あ
る
部
屋

の

一
つ

．
つ
に
バ
ス
と
ト
イ
レ
が

つ
い

て
い
て
、
ま
る
で
小
さ
な
ホ
テ
ル
並
み
で
あ
る
。
各
室

の
壁
に
は
地
方
色
豊
か
な
民
芸
品
が
飾
ら
れ
、
中
に
は

日
本

の
ワ
ラ
ジ
が
吊
り
下

っ
て
い
た
り
し
た
。
御
夫
妻

の
趣
味

の
豊
さ
が
し
の
ば
れ
た
。

夕
食
ま

で
の
時
間
を
利
用
し
て
私
達
は

モ
ル
モ
ン
教

の
寺
院
を
見
物
し
た
。
ス
ラ
イ
ド
と
人
形
を
使

っ
て
、

モ
ル
モ
ン
教
祖
が
こ
の
地
を
開
拓
し
て
教
え
を
広
め
る

ま

で
の
歴
史
を
解
説
し
て
く
れ
た
。
し
か
し
、
世
界

一

大
き
な
パ
イ
プ
オ

ル
ガ

ン
の
あ
る
と

い
う
音
楽
堂
は
閉

ざ
さ
れ

て
い
て
、
中
を
見
る
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
、
演
奏

を
き
く
こ
と
も
出
来
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
何
と
も
規

模
の
大
き

い
の
に
驚

い
た
。

マ
リ
ア
ン
ヌ
さ
ん
が
車
で
迎
え
に
来

て
下
さ

っ
て
、

私
達
は
夕
食

の
テ
ー
ブ

ル
に

つ
い
た
。
お

い
し
く
炊
け

た

「玄
米
御
飯
」
と

「
の
り
巻
き
」
と

「
プ

ロ
ッ
コ
リ

ー
、
玉
葱
、
豆
腐
、
南
瓜
、
子
ト

マ
ト
な
ど

の
煮
物
」

と

「
グ
リ
ー

ン
サ

ラ
ダ
」
そ
れ

に

「
繭

で
た
ト
ー

モ

ロ

コ
シ
」

が
用
意
さ
れ

て
い
た
。
器

は
日
本
製

で
、
ブ

ル

ー
の
刷

毛
目
模
様

の
落
着

い
た
も

の
だ

っ
た

。
料
理
は

淡
味

だ
が
、
中

ま

で
味
が

し
み
と
お

っ
て

い
て
、

マ
リ

ア

ン
ヌ
さ

ん

の
人
柄

が
偲
ば
れ

た
。
グ
リ
ー

ン
サ

ラ
ダ

は
頂

か
な

か

っ
た
が
、

コ
ル
ネ
リ
ヤ
さ
ん

の
話

で
は
、

レ
タ
ス
と

ホ
ー

レ
ン
草

と
胡
瓜
を
梅
酢

の
ド

レ

ッ
シ

ン

グ

で
和

え
た
も

の
で
、
大
変
お

い
し
か

っ
た
と

の
由

。

明
日
は
ま

た
長

い
ド

ラ
イ
ブ
と

か
、
早
め

に
眠
る

こ

と

に
し
た
。
私
達

の
寝
室

は
表

の
人

口
か
ら
見
る
と
地

下

の
様

に
な

っ
て

い
る
部
屋

だ

っ
た
。
ダ
ブ

ル
の
ウ

ォ

ー
タ
ー

ベ

ッ
ド

で
、

ス
イ

ッ
チ
を

入
れ

る
と
水
が
温
ま

る
仕
掛

に
な

っ
て

い
る
。
昨
夜

の
キ

ャ
ン
プ

と
は
打

っ

て
変

っ
て
、
私
は
生
れ

て
初

め

て
こ
ん
な

ベ

ッ
ド

の
あ

る

こ
と
を
知

っ
た
。

バ

ス
を
す
ま

し

て
ベ

ッ
ド
に
入
る

と
、

フ
ニ
ャ
フ

ニ
ャ
し

て

い
て
温

か
過
ぎ

て
、
貧
乏
育

ち

の
私
は
苦
手
だ

っ
た
。
何
遍

か

ベ

ッ
ド
か
ら
降
り

て

ジ

ュ
ー

タ

ン
の
上

で
寝
よ
う
か
と
思

っ
た
か
知
れ
な

い
。

ジ

ュ
ー
タ

ン
は

フ
ト

ン
が

い
ら
な

い
く

ら

い

フ
カ

フ
カ

だ

っ
た

か
ら
ｃ

で
も

、
初

め

て
の
経
験
だ

か
ら

一
生

に

一
度

の
思

い
出

に
、
今
夜

は
こ
れ

で
ね
よ
う
と
決
心
し

て
寝

た
。

●
五
月

二
十
九
日

（金
曜

日
）

ア
メ
リ
カ
に
来

て
、
ち
ょ
う
ど

一
週
間
目
。
六
時
に

目
が
さ
め
た
。
身
仕
度
を
し
て
８
時
出
発
。
車
は
美
し

い
ソ
ル
ト

レ
ー
ク
の
街
並
み
を
通
り
抜
け
、
東

へ
東

ヘ

と
走
り

つ
づ
け
た
。
き
れ

い
に
晴
れ
た
美

し
い
朝
だ
。
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三
時
間
く
ら
い
し
て
、
湖
に
面
し
た
と

い
う
と
ち
よ

っ

と
表
現
が
違
う
、
湖
を
見
下
ろ
す
小
高

い
パ
ー
キ

ン
グ

場
を
見

つ
け

て
車
を
止
め
た
。
天
然
湖
だ
ろ
う
か
、
人

造
湖
だ
ろ
う
か
、
と
に
か
く
大
き

い
。
こ
の
辺
は
海
抜

９
０
０
０

フ
ィ
ー
ト

（？
）
く
ら

い
と
か
、
寒

い
。

日
の
当
る
方

の
ベ
ン
チ
に
腰
掛
け
て
朝
食
を
と

っ
た
。

玄
米
む
す
び
に

マ
リ
ア
ン
ヌ
さ
ん

の
作

っ
て
下
さ

っ
た

海
苔
巻
と
特
製

の
漬
物

（胡
瓜

の
酢
漬
と
オ
リ
ー
ブ

の

塩
漬
、
生
の
人
参
、
セ

ロ
リ
ー
の
棒
状
に
切

っ
た
も

の

と
ピ
ー

マ
ン
の
線
切
り
を
ま
ぜ
合
せ
た
も

の
）
、
こ
れ
は

色
ど
り
が
美
し
く
見
事
だ

っ
た
。
し
か
し
、
私
の
口
に

は
合
わ
な
か

っ
た
。
私
は
お
む
す
び

一
ケ
と
セ

ロ
リ
ー

と
人
参
を

一
本
ず

つ
取

っ
て
、
例

の
吉
成
先
生

の
梅
び

し
お
を

つ
け
て
食

べ
た
。

木
ネ
ズ
ミ
が
出

て
来

て
食
物
を
ね
だ
る
よ
う
に

一
行

の
顔
を
眺
め
る
。

コ
ル
ネ
リ
ヤ
さ
ん
が
バ

ン
を
ち
ぎ

っ

て
与
え
る
と
、
両
手

（前
足
）

で
パ

ン
く
ず
を
持

っ
て
、

後
足

で
立

つ
様
な
ポ
ー
ズ
で
食

べ
始
め
る
。
何
ん
と
も

可
愛

い
い
。
木
ネ
ズ
ミ
の
数
は
段

々
増
し
て
、
ち
ょ

っ

と
面
喰
ら

っ
た
。
私
は
意
地
悪
く
、
梅
び

し
お
を

つ
け

た
パ
ン
く
ず
を
投
げ

て
見
た
。　
一
瞬
た
め
ら

っ
た
が
、

そ
れ
も
食

べ
た
奴
が

い
る
。　
一
時
間
く
ら

い
休
憩
し
て

出
発
し
た
。

周
囲

の
山
々
は
雪
を
頂
き
、

ソ
ル
ト
レ
ー
ク
を
出
る

頃
は
美
し
い
五
月
晴
れ
だ

っ
た

の
に
、
し
ば
ら
く
走
る

と
時

々
小
雨
が
降
り
出
し
た
。
ま
だ

ユ
タ
州
と
か
、
砂

漠
地
帯
が
続
く
。
背

の
低

い
灌
木
が
灰
を
か
ぶ

っ
た
様

な
色
を

し
て
、
不
気
味
に
思
え
る
。
で
も
時

々
は
馬

の

放
牧
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
。
人
家
も
稀
に
あ
る
。
こ

ん
な
所
に
住
む
人

の
生
活
は
定
め
し
キ
ビ
シ
イ
も

の
だ

ろ
う
と
思

っ
た
。

コ
ロ
ラ
ド
州
が
近

い
と
い
う

ヘ
ル
マ
ン
さ
ん
の
声
に
、

今
度
は
ど
ん
な
自
然
が
広
が
る
だ
ろ
う
と
期
待

し
て
み

る
。
し
か
し
、
余
り
変
化
は
な

い
。
二
時
間
も
走

っ
た

だ
ろ
う
か
、
恐
竜

↑
↓
の
骨
が
発
見
さ
れ
た
と

い
う
町

に
着
く
。
こ
こ
か
ら
が

コ
ロ
ラ
ド
州
。
給
油

の
た
め
、

私
達
も
降
り

て
ト
イ

レ
な
ど
借
り
た
が
、
外
は
寒

い
。

ジ
ャ
ケ

ッ
ト
無
し
で
は
居
ら
れ
な

い
。
も
う
砂
漠
地
帯

が
終

っ
た
の
か
と
思

っ
た
が
、
ま
だ
緑

の
少

い
道
が
続

く
。
で
も

ラ
イ

ラ

ッ
ク
の
花
咲
く
部
落
も
あ

っ
た
。
恐

竜

の
町
か
ら
三
～
四
時
間
も
走

っ
た
ろ
う
か
、
あ
た
り

は

一
面
、
霧

に
包
ま
れ
、
１０
メ
ー
ト
ル
先
も
見
え
な

い

ほ
ど
だ

っ
た
。

ロ
ッ
キ
ー
山
脈
に
差
し
か
か

っ
た
の
だ
。

ラ
イ
ト
を

つ
け
て
車
は
走
る
。
日
本

の
山
道
と
同
様
、

曲
り
曲

っ
た
道
だ
が
、
道
幅
が
広

い
の
で
、
危
険
感
は

缶
小か

っ
た
。

こ
れ
が

ロ
ッ
キ
ー
山
脈
か
／

　

一
万

一
千

フ
ィ
ー
ト

も
あ
る
と
か
。
外
は
相
当
寒

い
ら
し

い
。
幾
曲
り
も
し

て
山
を
越
え
る
と
街
が
近
づ

い
て
来
た
。
そ
の
辺
り
か

ら
、
か
れ
こ
れ

一
時
間
近
く
も
走

っ
た
ろ
う
か
。
目
指

す
ボ

ル
ダ
ー
に
着

い
た

の
は
８
時
頃
。
も
う
暗
か

っ
た
。

サ
ン
デ
ー
氏
の
家
を
探
す

の
に
暇
ど

っ
た
。
こ
こ
だ
／

こ
こ
だ
／
　
や

っ
と
探
し
当
て
て
入

っ
て
み
た
が
、
誰

も
居
な

い
。
私
は
ま
ず

ト
イ

レ
を
借
り
た
。

ヘ
ル
マ
ン

氏
は

「今
夜
彼
は
彼

の
教
室

で
レ
ク
チ
ャ
ー
が
あ
る
と

い

つ
て
い
た
か
ら
、
そ

っ
ち
に
行

っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
」

と

い

っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
長

い
時
間
、
鍵
も
か
け

ず
、
私
達

の
た
め
と
は

い
え
、
私
は
ち
ょ

っ
と
驚

い
た
。

や
が

て
、
お
も

て
に
人

の
声
が
し
て
、
若

い
陽
性
な

女

の
人
が
入

っ
て
来
た
。

日
早
や
に
大
声

で
コ
ル
ネ
リ

ヤ
さ
ん
と
話
し
て
い
る
。
ど
う
や
ら
サ

ン
デ
ー
さ
ん
の

家

で
は
無
さ
そ
う
だ
。
そ
こ
へ
赤
ち

ゃ
ん
を
抱

い
た
奥

さ
ん
が
入

っ
て
来
た
。
英
語
の
分
ら
な

い
私
に
は
、
さ

っ
ぱ
り
分
ら
な

い
が
、
後

で
聞
く
と
サ

ン
デ
ー
氏
は
大

分
前
に
こ
の
家
を
売

っ
て
他

へ
越
さ
れ
た
、
と

い

っ
て

そ
の
道
順
を
教
え
て
く
れ
た
の
だ
そ
う
だ
。
し
か
し
、

こ
こ
の
方
も
サ

ン
デ
ー
さ
ん
達
の
グ

ル
ー
プ

の

一
人
と

か
、
ま
あ
よ
か

っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
と
ん
だ

ハ
プ

ニ
ン
グ
だ
。

教
え
ら
れ
た
通
リ
サ

ン
デ
ー
氏
は
、
そ
こ
か
ら
大
分

離
れ
た
所
に
大
変
広

い
庭

の
あ
る
邸
宅
を
構
え
て
い
た
。

四
、
五
百
坪
も
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
裏
庭

の
中
央
に

は
、
ま
わ
り
を

レ
ン
ガ
で
囲

っ
た
噴
水
が
あ

っ
て
ゴ
ー

ジ
ャ
ス
な
雰
囲
気
を
作

っ
て
い
る
。
百
株
も
あ
ろ
う
か

と
思
わ
れ
る
芍
薬
が
見
事

で
あ
る
。
菖
蒲
に
似
た
花
も

咲

い
て
い
る
。
時

々

「
リ
ス
」
が
庭
木
か
ら
下
り
て
来

た
り
す
る
。
ブ

ラ
ン
コ
が
あ
る
。
滑
り
台
も
あ
る
。
欝

蒼
と
繁

っ
て
い
る
楓

の
老
木
に
も
ブ

ラ
ン
コ
用
の
綱
が

か
け

て
あ
る
。

サ

ン
デ
ー
氏
は

ュ
ダ
ヤ
人
で
二
人

の
子
供
が

い
る
が
、

一
番
下

の
エ
リ
ザ
ベ
ス
ち
ゃ
ん
は
ま
だ

一
歳
ち

ょ

っ
と
。

彼
女
は
母
親
が
仕
事
中
は
庭

に
放
り
出
さ
れ

て

一
人
で
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這

い
ず
り
ま
わ

っ
て
遊
ん
で
い
る
。
大
人
も
子
供
も
、

家

の
中
も
庭
も

ハ
ダ
シ
で
気
楽

に
暮
し
て
い
る
。
サ
ン

デ
ー
氏
は
漢
方
と
鍼
灸

で
診
療
を
し
て
い
る
の
だ
そ
う

だ
。
そ
の
か
た
わ
ら
何
人
か
の
グ

ル
ー
プ
を
持

っ
て

マ

ク

ロ
バ
イ
オ
テ
ィ

ッ
ク
活
動
を
し
て
居
ら
れ
る
と
か
、

奥
さ
ん
の
レ
ベ

ッ
カ
さ
ん
は
大
変
陽
性
な
働
き
も

の
。

味
噌
も
手
造
り
、
自
菜

の
朝
鮮
漬
も
四
斗
樽
く
ら

い
の

ポ
リ
容
器
に
漬
け
込
ん

で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
売
る
の
だ

そ
う
だ
。

陽
性
過
ぎ
る
人
は
概

し
て
料
理
は
余

り
上
手

で
な

い

も

の
だ
が
、
彼
女
も
御
多
分
に
も
れ
ず
、
色

々
作

っ
て

く
れ
る
が
、
味
が
悪
く

て
と

い
う
よ
り
、
味
が
無
く

て

私
に
は
ち
ょ

っ
と

つ
き
あ

い
か
ね
る
。
御
飯
そ

の
も

の

が
下
手

で
ま
ず

い
。

ア
メ
リ
カ
で
は
御
飯
に
塩
を
入
れ

て
炊

い
た
も

の
を
食

べ
さ
せ
た
ら
膀
脱
炎
を
起
す
人
が

続

出
し
た
と
か
、
そ
れ
以
来
、
塩
を
入
れ
る
の
を
止
め
た

そ
う
で
、
御
飯
が
水

っ
ぱ
く

て
、
お
か
ず

に
塩
気
が
無

く

て
、
何
と
も
食

べ
ら
れ
な

い
。
私
は

い
つ
も
試
食
程

度
に
も
ら
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

で
も
、
そ
の
少
食

の
お
か
げ

で
便
通
が
ま
ず
よ
く
な

っ
た
こ
と
と
少
し
ス

マ
ー
ト
に
な

っ
た
。
ア
メ
リ
カ

ヘ

来

て
、
長

い
間

の
気
ま
ま
な
生
活
で
大
分
な
ま

っ
た
身

体
の
た
て
直
し
が
出
来
そ
う
だ
。
有
り
難

い
こ
と
だ
。

何
事
に
も
表
と
裏

が
あ
る
。

い
や
な
事

の
裏

に
は

い
い

事
が
か
く
さ
れ

て
い
る
。
悪

い
と
気
が

つ
い
て
も
、
意

志

の
弱

い
者

に
は
、
直
す
努
力
が
出
来
な

い
。
そ
う
す

る
よ
り
外
に
仕
方

の
無

い
所
に
追

い
込
ま
れ
れ
ば
、

い

や
応
な
し
に
す
る
し
か
無

い
。
食

い
過
ぎ

で
困

っ
て
い

る
人
は
、
レ
ベ

ッ
カ
さ
ん
の
お
世
話
に
な
る
と

い
い
。

お

い
し
く

な

い
レ
ベ

ッ
カ
さ
ん

の
料
理

に
私
は

心
か
ら

感
謝
す

る
。

●
五
月
二
十
日

（土
曜
日
）

今
日
は

コ
ル
不ヽ
リ
ヤ
さ
ん
の
ク

ッ
キ

ン
グ

・
ク
ラ
ス

が
予
定
さ
れ

て
い
る
と
か
、
彼
女
は
少
し
早

め
に
会
場

で
あ
る
、
五
百

メ
ー
ト
ル
く
ら
い
離
れ
た
教
会

に
出
か

け
た
。

ヘ
ル
マ
ン
さ
ん
と
私
は

一
時
間
く
ら
い
お
く
れ

て
行

っ
た
。
会
場
に
は
三
、
四
〇
人

の
老
若
男
女
が
講

師

の
料
理
を
見
守

っ
て
い
た
。

コ
ル
ネ
リ
ヤ
さ
ん
は
達

者
な
英
語

で
手
際
よ
く
説
明
し
な
が
ら
料
理
を
進
め
、

十
二
時
頃
出
来
上

っ
た
。参
加
者
が
多
か

っ
た
の
で
、
ホ

ン
の
試
食
程
度
だ

っ
た
が
、

コ
ー
ン
ス
ー
プ
と
玄
米
飯

と
シ
ギ
焼
茄
子

（茄
子
を
こ
げ
る
ほ
ど
油

で
焼

い
た
も

の
に
味
噌
を
少
し
水

で
ゆ
る
め
て
レ
モ
ン
汁
を
加
え
た

ソ
ー
ス
を
か
け
た
も

の
）胡
瓜
と
キ

ャ
ベ
ツ
の
即
席
漬

、

そ
れ
に

「
チ

ェ
リ
ー
の
寒
天
よ
せ
」
だ

っ
た
。
私
も
試

食
さ
せ
て
頂

い
た
が
、
ど
れ
も
お

い
し
か

っ
た
。
受
講

生
も
満
足
そ
う
だ

っ
た

の
で
、
ま
ず
は
成
功
。

私
達
は

い

っ
た
ん
宿

に
帰

っ
て
、
三
時
間
く
ら
い
休

ん
で
、
夜
七
時
三
〇
分
か
ら
の

ヘ
ル
マ
ン
さ
ん
の
レ
ク

チ
ャ
ー
の
た
め
、
再
び
会
場
に
行

っ
た
。
会
場

の
前
に

は
玄
米

の
弁
当
屋
が
受
講
生

の
夕
食

の
た
め
の
弁
当
を

売

っ
て
い
た
。

ヘ
ル
マ
ン
さ
ん
が
五
人
分
買

っ
て
く
れ

た
。
早
速
内

へ
入

っ
て
食

べ
た
が
、
チ

ャ
ー

ハ
ン
の
パ

ッ
ク
詰
と
、
も
う

一
つ
の
パ

ッ
ク
は
生
き

の
い
い
レ
タ

ス

（ア
メ
リ
カ
の
レ
タ
ス
は
生
き
が

い
い
）
を

タ

ッ
プ

リ
敷
き
、
そ
の
上
に
胡
瓜
と
セ

ロ
リ
ー
の
う
す

い
短
冊

切
り
を

の
せ
、
そ
の
上
か
ら
豆
腐

の
ソ
ー
ス

（ゴ

マ
と

塩
を
摺
り
ま
ぜ
た
も

の
）
を
タ

ッ
プ
リ
か
け
た
、
見
る

か
ら
に
す
が
す
が
し
い
も

の
だ

っ
た
。
チ
ャ
ー

ハ
ン
は

「
ひ
い
き

の
ひ
き
倒
し
」

で
、
具
が
多
過
ぎ
た
た
め
、

グ
シ
ャ
つ
い
て
い
て
余
り
お

い
し
く
な
か

っ
た
。
で
も

塩
味
は
き

い
て
い
た
の
で
、
結
構
食

べ
ら
れ
た
。
豆
腐

の
ド
レ

ッ
シ
ン
グ
も
上
手
に
出
来

て
い
て
、
こ
れ
な
ら

日
本
人

で
も
抵
抗
な
く
食

べ
ら
れ
る
と
思

っ
た
。

レ
ク
チ
ャ
ー
ま

で
時
間
が
あ

っ
た
の
で
、
郵
便
物
を

出
す
た
め
に
、

メ
ー

ル
ボ

ッ
ク
ス
を
探
し
に

ヘ
ル
マ
ン

さ
ん
と
外

に
出
た
。

ア
メ
リ
カ
の
町
に
は
、
日
本
ほ
ど

ポ

ス
ト
が
見
当
ら
な

い
の
で
、
郵
便
物
を

つ
い
た
め
て

し
ま
う
。
そ
の
か
え
り
に

コ
ロ
ラ
ド
大
学
を
見
せ
て
頂

く
。
神
宮
球
場
く
ら
い
の
観
覧
席
と
人
工
芝

の
グ
ラ
ン

ン
ド
が
あ

つ
て
、
子
供
達
が
自
由
に
た
わ
む
れ

て
い
た
。

こ
の
辺
は
ど

こ
を
歩

い
て
い
て
も
芝
生
に
タ
ン
ポ
ポ
が

群
生
し
て
い
る
。
そ
れ
も
大
き
く

て
遅
し
い
。

会
場
に

つ
い
た
ら
、
も
う
数
人

の
人
が
開
講
を
待

っ

て
い
た
。
七
時
二
十
分
。
四
、
五
十
人

の
人
が
集

っ
た
。

ヘ
ル
マ
ン
さ
ん
の
レ
ク
チ

ャ
ー
の
一則
に
二
十
分
ほ
ど
、

何
か
話
せ
と

い
わ
れ
た
の
で
、
私
は
桜
沢
先
生
と
の
出

会

い
と
、

マ
ク

ロ
バ
イ
オ
テ
ィ

ッ
ク
の
ア
ウ
ト
ラ
イ

ン

を
簡
単
に
話
し
た
が
、

ヘ
ル

マ
ン
氏
が
上
手
に
通
訳
し

て
く
れ
た
お
か
げ

で
助
か

っ
た
が
、
全
く
冷
汗
を
か
い

た
。
最
後

に
、
今
ま
で
日
本
を
出
な

い
で

マ
ク
ロ
ビ
オ

テ
ィ

ッ
ク
活
動
を
続
け
て
来
た
が
、
７２
歳
と

い
う
私
の

年
を
考
え
て
、

ヘ
ル
マ
ン
夫
妻
が

一
度
米
国
を
見
せ
て

や
り
度

い
と
温

い
気
持
ち

で
招
待

し
て
下
さ

っ
た
の
で

御
厚
意

に
甘
え
て
来
た
が
、
直
に
み
た

ア
メ
リ
カ
の
印
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象
は
、
日
本

へ
帰

っ
た
ら

「古
井
戸
か
ら
飛
び
出
し
た

蛙

の
見
た
世
界
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
報
告
会
を
開
く

つ
も
り

で
す
と
結
ん
だ
。

ヘ
ル
マ
ン
さ
ん
の
話
は
英
語
だ
か
ら
、
私
に
は
余
り

分
ら
な
か

っ
た
け
れ
ど
も
、

マ
ク

ロ
バ
イ
オ
テ
ィ

ッ
ク

の
初
歩
的
な
事
柄
を
順
序
よ
く
上
手
に
ま
と
め
て
話
さ

れ
た
。
そ
れ
か
ら
、
酸

・
ア
ル
カ
リ
に
分
け

て
、
そ
れ

を
陰
陽
に
分
け
る
の
で
は
な
く
、
酸
性
食
品
の
中
に
も

陰
陽
が
あ
り
、

ア
ル
カ
リ
性
食
品

の
中
に
も
陰
陽
が
あ

っ
て
、
酸
性
食
品
の
中

の
陰
は
ア
ル
カ
リ
性
食
品

の
中

の
陽
と
バ
ラ
ン
ス
で
あ
り
、
酸
性
食
品
の
中

の
陽
性

（た

と
え
ば
肉
）
は
ア
ル
カ
リ
性
食
品
の
中

の
陰
性

（生
野

菜

の
様
な
）
と
バ
ラ
ン
ス
だ
と
、
手
際
よ
く
ま
と
め
ら

れ
た
の
も
見
事
だ

っ
た
。

日
本

で
も
、
酸

・
ア
ル
カ
リ
な
ら
分
る
が
陰
陽

で
は

分
ら
な

い
と

い
う
人
が
多

い
が
、
こ
う

い
う
説
明
の
仕

方
な
ら
分
り

い
い
か
も
と
思

っ
た
次
第
。
私
は
、
酸

・

ア
ル
カ
リ
は
学
術
語
だ
か
ら
、
酸

の
中
に
も
陰
陽
が
あ

り
、
ア
ル
カ
リ
の
中
に
も
陰
陽
が
あ

っ
て
、
実
用
と
し

て
は
陰
陽

で
考
え
た
方
が

い
い
と
話
し
て
来
た
が
、

ヘ

ル
マ
ン
さ
ん
の
話

の
方
が
ス

ッ
キ
リ
し
て
現
代
人
に
分

る
と
思

っ
た
。

●
五
月
二
十

一
日

（日
曜
日
）

今

日
は
日
曜

で
仕
事
な

し
。
私
は
半

日
手
紙
書
き
を

し
た
。
朝
、　
一
時
間
ば

か
り
散
歩
し
た
。
こ
の

一
角

は
、

ど

こ
の
家

の
前

の
芝
生
に
も
、
タ
ン
ポ
ポ

「
な
ず
な
」

そ
の
他
沢
山

の
雑
草

（日
本
に
も
あ
る
よ
う
な
）
が
生

え
て
い
る
。
何
ん
と
無
く
田
舎
び

て
い
て
親

し
み
易

い

感
じ
。
日
曜

の
朝
と
あ

っ
て
人
気
も
無
く
車
も
走
ら
な

い
。
ジ

ョ
ギ

ン
グ
を
楽
し
む
親
子
を

二
組
く
ら
い
見
た
。

ど
こ
で
も
そ
う
だ
が
、
街
路
樹
が
老
木

で
空
を
お
お
わ

ん
ば

か
り
だ
。
ど

こ
を
見
て
も

ア
メ
リ
カ
は
巨
大
だ
。

午
前
中
お
天
気
が
良
く
、
朝
食
は
庭

の
丸

テ
ー
ブ

ル

で
、
サ

ン
デ
ー
さ
ん
の
家
族
と

一
緒
に
頂

い
た
。
味
噌

汁
が
何
と
も
淡
過
ぎ

て
水

っ
ぼ
く
食

べ
に
く

い
。
珍
し

く

ア
ラ
メ
の
煮
物
が
お

い
し
そ
う
な
の
で
少
し
多
め
に

取

っ
た
ら
、
こ
れ
も
塩
気
が
ほ
と
ん
ど
な

い
。
悪

い
と

思

っ
た
が
醤
油
を
か
け
さ
せ
て
頂

い
て
、
や

っ
と
食

べ

た
。

ア
メ
リ
カ

ヘ
来

て
九
日
に
も
な
る
の
に
、
ど
う
し

て
も
味
に
な
じ
め
な

い
。
軽
く

一
膳
が
や

っ
と

で
、
お

茶

一
杯
、
何
も
食

べ
な
く
と
も
お
腹
も
空

か
な

い
。
食

事
に
対
す
る
恐
怖
感
が
あ
る
せ
い
か
も
知
れ
な

い
。
私

の
我
が
ま
ま
は
ど
う
し
て
も
ぬ
け
な

い
。

で
も
、
少
食

の
お
蔭

で
身
体
は
物
凄
く
快
調
ｃ
果
物

も
甘

い
物
も

一
切
欲

し
く
な

い
。
便
通
が
日
本
に
居
た

時
よ
り

い
い
。
だ
か
ら
、
私
も
含
め
て
日
本
人
が
、
悪

い
と
思

っ
て
も
時

々
無
性
に
甘

い
物
や
果
物
が
欲

し
く

な
る
の
は
、
少
し
塩
気

の
強

い
物
を
取
り
過
ぎ
る
た
め

だ
と
悟

っ
た
。

い
い
体
験
だ
。
し
か
し
、
日
本

へ
帰

っ

た
ら
、
私
は
ま
た
自
分
好
み
の
塩
加
減

で
た
ら
ふ
く
食

べ
る
だ
ろ
う
と
思
う
。
何

で
も
理
屈
通
り
に
は
行
か
な

い
。そ

れ

に

し

て
も

、

朝

夕

は
上

着

を

着

な

い
と
寒

い
く

ら

い
の
気
候

で
、
あ
ん
な
水

っ
ぱ

い
塩
気
無
し
の
物
ば

か
り
食

べ
て
い
て
平
気
な

ア
メ
リ
カ
人
は
、
想
像
以
上

に
陽
性

に
偏

し
た
過
去
を
持

っ
て
い
る
こ
と
が
分

っ
た
。

私
に
は
、
と
て
も

つ
い
て
行
け
そ
う
に
無

い
。
文
字
通

り
生
活
が
味
気
無
く

て
タ

マ
ラ
な

い
。

そ
れ
に
、
肉
食

の
人
達
は
、
味
覚
は
勿
論

の
こ
と
、

嗅
覚
も
鈍
感
な
様
だ
。
私
ど
も
に
は
腐
れ
臭
く

て
食

べ

ら
れ
な

い
よ
う
な
物

で
も
平
気

で
食

べ
る
。
最
初

の
朝
、

手
製

の
納
豆
と
称
し
て
出
し
て
く
れ
た
物
が
ま
さ
に
そ

れ
だ
。

ヘ
ル

マ
ン
さ
ん
が

「
こ
れ
は
ス
ポ
イ

ル
し
て
い

る
」
と
忠
告
し
た
が
、
彼
ら
は

一
向
に
平
気

の
よ

う
だ
。

で
も
、
そ
れ
は
忠
告
通
り
捨

て
た
よ
う
だ
。

コ
ル
ネ

リ
ヤ
さ
ん

の
ク

ッ
キ
ン
グ
ク
ラ
ス
の
時
、
茄
子
の
シ
ギ

焼

の
そ
ば

に
、
サ

ン
デ
ー
夫
人
が
昨
日
の
会
合
に
出
し

た
と

い
う

い
わ
ば
残
り
物

の

「
実
そ
ば
」

の
カ

ユ
状

の

の
物
が

つ
け
合
さ
れ

て
い
た
が
、
そ
れ
も
腐

っ
て
い
た

の
で
私
達
は
食

べ
な
か

っ
た
が
、
ほ
と
ん
ど

の
会
員
は

全
部
平
気

で
食

べ
た
の
に
は
驚

い
た
。

夕
方
、

ヘ
ル
マ
ン
夫
妻
と
散
歩
に
出

て
ポ

ス
ト
を
見

つ
け

て
、
た
ま

っ
た
郵
便
物
を
出

し
た
。

●
六
月

一
日

（月
曜
日
）

ア
メ
リ
カ
に
来

て
十
日
日
。
毎

日
少
食

の
お

か
げ

で

至
極
快

調
。
耐

え
る
と

い
う

こ
と
は
、

い
い
事
だ
。
し

か
し
、
時

に
は
喉

を
渇

か
し

て
水

や
お
茶

の
お

い
し
さ

を
味
わ

う
時

が
あ

っ
た
方

が

い
い
。
時

に
は
甘

い
物

や

果
物

の
誘
惑

に
負

け

て
自
分

の
弱
さ
を

か

こ

つ
時
が
あ

っ
た
方

が

い
い
と
も

思
う
。
耐

え

て
突

張

っ
て
い
る

の
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も
緊
張
感
が
あ

っ
て
い
い
け
れ
ど
も
、
私
に
は
、
そ
う

長
く
は
続
き
そ
う
に
無

い
。
ま
あ
、
あ
る
が
ま
ま
に
生

き

て
行
こ
う
。

今
日
は
ボ

ル
ダ
ー
の
繁
華
街

へ
出
か
け

て
行

っ
た
。

私
が
我
が
ま
ま
を

い

つ
て
食

べ
な

い
の
で
、

コ
ル
ネ
リ

ヤ
さ
ん
が
心
配
し
て
、
そ
れ
に
少
し
歩
き
疲
れ
た
こ
と

も
あ

っ
て
喫
茶
店
に
入

っ
た
。
メ

ニ
ュ
ー
に
は
、
ほ
と

ん
ど
の
物

に
チ
ー
ズ
が
入

っ
て
い
て
苦
手
だ
。
そ
の
中

か
ら
チ
ー
ズ
の
人
ら
な

い
玉
子
の
サ
ン
ド
イ

ッ
チ
を
頼

ん
だ
。
サ

ン
デ
ー
さ
ん

の
お
嬢
ち

ゃ
ん

（
ロ
ワ
イ
ヤ
ー

さ
ん
）
は
、
お
母
さ
ん
の
日
頃

の
云

い
つ
け
を
守

っ
て

豆
腐

の
サ
ン
ド
イ

ッ
チ
を
選
ん
だ
。
立
派
だ
。
後

で
、

そ
れ
を
少
し
試
食
さ
せ
て
頂

い
た
が
、
玉
子
の
よ
り
は

る
か
に
お

い
し
か

っ
た
。
私
も
そ
れ
に
す
れ
ば
よ
か

っ

た
と
後
悔
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
、
こ
の
よ
う
な
主
に
若

者
が
出
入
り
す
る
新
し
い
タ
イ
プ
の
店

の
サ
ン
ド
イ

ッ

チ
は
と
に
か
く
ジ

ャ
ン
ボ
で
ボ
リ

ュ
ー
ム
が
あ
る
。
私

は
半
分

で
満
腹
。

コ
ル
ネ
リ
ヤ
さ
ん
と
分
け
た
。

店́
を
出
る
と
、
ゆ

っ
く
り

一
軒

一
軒

の
ぞ

い
て
歩

い

た
。
こ
れ
と

い

っ
て
買

い
た

い
物
も
無

い
。
ク
リ
ス
タ

ル
製
品
を
扱

っ
て
い
る
店
に
入

っ
て
み
た
ら
、
案
外
安

く

て
欲
し

い
グ

ラ
ス
が
幾

つ
か
あ

っ
た
が
、
旅
行
中
持

っ
て
歩
け
な

い
の
で
止
め
た
。

大
道

（商
店
街

の
間
に
あ
る
）

で
、
何
や
ら
楽
器
を

か
き
な
ら
し
て
い
る
若
者
が
居
た
。
近
く

の
ベ
ン
チ
で

二
、
二
人

の
若
者
が
聴

い
て
い
る
。
私
達
も
少
時
聴
き

な
が
ら
足
を
休
め
た
。　
一
曲
終

っ
た
と
こ
ろ
で
、
何
が

し
の
小
銭
を
彼

の
前
に
置

い
て
あ
る
袋
に
入
れ
た
。
拍

手
が
起
る
と
、
演
奏

の
若
者
は
、
あ
り
が
と
う
／
　
と

そ
れ
に
応
え
た
。
何

の
き
お

い
も
、
き
ど
り
も
無
く
、

道
を
行
き
交
う
人
に
こ
び
る
こ
と
も
な
く
、
周
囲

の
僅

か
な
拍
手
に
感
謝
し
な
が
ら
、
自
分
相
応
に
自
分
を
売

っ
て
い
る
若
者
は
美
し
か

っ
た
。　
一
瞬
、
私
は
パ
リ
で

大
道
芸
を
し
て
い
る
と

い
う
生
島
斎
を
思

っ
た
。
彼
は

ま
だ

ヘ
ボ
役
者
か
も
知
れ
な

い
が
、
時

々
来
る
彼

の
通

信
を
見
る
と
、
彼
は
人
間
と
し
て
若
者
と
し
て
沢
山
の

素
晴

ら
し
さ
を
天
性
と
し
て
持

っ
て
い
る
。
人
が
認
め

て
も
認
め
な
く
と
も
、
自
ら
に
備
わ

っ
て
い
る
も

の
を

フ
ル
に
生
か
し
て
、
お
ご
ら
ず
、

こ
び
ら
ず
、
生
き
通

し
て
欲

し
い
。

斎
よ
、
今
も
パ
リ
に
健
在
か
？

玉
子
の
サ
ン
ド
イ

ッ
チ
が
祟

っ
て
か
、
私
は
夕
食
が

入
ら
な
か

っ
た
。
梅
生
番
が
飲
み
た
く

て
、
夢
中

で
飲

ん
だ
。

●
六
月

二
日

（火
曜
日
）

三
日
間
御
世
話
に
な

っ
た
ボ

ル
ダ
ー
の
町
に
、　
■
時

別
れ
を
告
げ

て
、
今
日
は
隣
り
町

の
デ

ン
バ
ー
市

へ
来

た
。　
一
時
間
近
く
も
か
か

っ
た
だ
ろ
う
か
、
デ

ン
バ
ー

は

コ
ロ
ラ
ド
州

の
首
都
と
か
、
大
き
な
町
だ
。

私
達
は
、
地
図
を
頼
り
に
、
ま
ず
ミ

ュ
ジ
ア
ム

（美

術
館
）

に
行

っ
た
。
大
き
な
建
物

で
、
そ
の
人

口
の
前

横
に
は
板
を
何
枚
も
組
合
せ
て
扇
状
に
し
た
も

の
を
幾

つ
か
組
み
合

せ
た
様
な
、　
一
見
、
巨
大
な

「
か
た

つ
む

り
」
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
飾
り
物
が
あ

っ
た
。

ヘ
ル
マ

ン
氏
は
シ
ャ

ッ
タ
ー
を
切

っ
た
。
ミ

ュ
ジ
ア
ム
の
中
は
、

一
階
は
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ

ョ
ン
と
売
店
と
食
堂
が
あ

っ

た
。
私
達
は

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
六
階
に
上
り
、
順

々
に

下

へ
降
り
な
が
ら
見
る
こ
と
に
し
た
。

各
階
に
は
、
ア
メ
リ
カ
、

ョ
ー

ロ
ッ
パ
、
東
洋
各
国

等

々
に
分
れ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
古

い
文
化
を
服
飾
、
絵

画
、
彫
刻
、
工
芸
品
等
に
分
け
て
陳
列
さ
れ

て
い
た
。

何
階
に
何
が
あ

っ
た
か
忘
れ
た
が
、
日
本

の
物
と
し

て
は

「
絵
唐
津
」
、
Ｌ
備
前
」
、
「伊
万
里
」

等

の
代
表
的

な
焼
物
を
始
め
、
輪
島
塗
り

の
蒔
絵

の
見
事
な
物
等
が

飾
ら
れ

て
あ

っ
た
。
韓
国
、
支
那
等

の
焼
き
物
も
、
そ

の
精
を
極
め
た
も

の
が
沢
山
あ

っ
た
。
ど
れ
も
溜
息

の

出
る
も

の
ば

か
り
。

ア
メ
リ
カ

・
イ

ン
デ

ア
ン
の
物
は
、
石
や
動
物

の
骨

で
作

っ
た
日
用
品
、
様

々
な
動
物

の
皮

で
作

っ
た
壁
掛

け
や
衣
類
、
本

の
葉
を
裂

い
て
織
り
上
げ
た
織
物
等
、

全
部
手
造
り

の
素
敵
な
も

の
が
沢
山
あ

っ
た
。

そ
れ
か
ら
、
古
代

ア
メ
リ
カ
の
生
活
様
式

の
モ
デ

ル

ル
ー
ム
に
は
、
当
時
使
用
さ
れ

て
い
た
家
具
調
度
品
が

置
か
れ

て
い
る
が
、
皆
ん
な
サ
イ
ズ
が
小
さ
く
、

ベ

ッ

ド
で
も
椅
子

で
も
、
今

の
ア
メ
リ
カ
人
な
ら
半
人
く
ら

い
し
か
使
え
な

い
よ
う
な
物
ば

か
り
だ

っ
た
。

コ
ス
チ

ュ
ー
ム
は
キ

ャ
シ
ャ
で
優
雅
な
物
が
多

い
。

コ
ル
ネ
リ

ヤ
さ
ん
は

「昔

の
人
は
小
さ
か

っ
た
の
ネ
」
を
連
発
し

て
い
た
。

美
術
館

の
前

で
記
念
写
真
を
撮

つ
て
頂
き
、
次
は
日

本
食
堂

「
曙
」
と

い
う
庶
民
的
な

レ
ス
ト
ラ
ン
ヘ
行

っ

た
。
広
島

の
人

の
経
営
と
か
。
私
は
天
プ

ラ

（５
ド
ル
）

を
注
文
し
た
。

ヘ
ル
マ
ン
さ
ん
は
刺
身
定
食
、

コ
ル
ネ

リ
ヤ
さ
ん
と

レ
ー
ン
君
は
水
鍋
と
称
す
る
野
菜

の
水
炊

き
を
注
文
、
外
に
奴
豆
腐
を

二
皿
頼
ん
だ
。　
一
膳
ず

つ
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つ
い
た
御
飯

の
外
に
、
お
代
り
用
の
御
飯
も
頼
ん
だ
。

え
び

の
天
プ

ラ
は
、
大
き
な
白

い
洋
皿
に
、
え
び
が
二

尾
、
南
瓜
が

一
切
れ
、
玉
葱

の
リ
ン
グ
、
人
参

の
輪
切

．り
等
を
上
手
に
揚
げ
た
物
に
繭

で
た
イ

ン
グ

ン
と
ト

マ

ト
、
オ
レ
ン
ジ
の
う
す
切
り
が

一
枚
、
パ
イ

ン
等
が
盛

り
合
せ
に
な

っ
て
い
た
。
天

つ
ゆ
は
タ

ッ
プ
リ
砂
糖
が

き

い
て
い
た
の
で
、
醤
油
だ
け

で
食

べ
た
。
昨
夜
来
、

御
飯
を
食

べ
て
い
な

い
の
で
、
す
す
め
ら
れ
る
ま
ま
に

二
膳
も
食

べ
、
お

い
し
か

っ
た
が
、
何
と

い

っ
て
も
満

腹

で
重
苦
し
か

っ
た
。

今
夜

の
宿
舎
、

ロ
ー
ゼ

ン
バ
ー
グ

（通
称
ビ

ル
）
夫

妻

の
出
迎
え
を
受
け
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
２０
分
く
ら

い

し
て
か
ら
だ

つ
た
。
若
夫
婦

の
家
は
、
二
人
住
居
に
ふ

さ
わ
し

い
小
さ
な
家
だ

っ
た
が
、
私
は
御
主
人

の
居
間

ら
し
い
８
畳
く
ら

い
の
部
屋
を
、

ヘ
ル
マ
ン
夫
妻
は
１０

畳
く
ら
い
あ
る
サ

ロ
ン
を
寝
室

に
当
て
ら
れ
た
。

夜
は
当
地
の
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
歓
迎
パ
ー
テ

イ
ー
が

催
さ
れ
、
会
場
は
大
分
離
れ
た
所
だ

っ
た
が
、
ビ

ル
の

地
下

の

一
室
だ

っ
た
。

マ
ク

ロ
バ
イ
オ
テ
ィ

ッ
ク

・
ク

ッ
キ
ン
グ
を
教
え
て
い
る
と

い
う
女

の
住
居
だ

っ
た
。

御
馳
走
は
、
皆
持
ち
寄
り
の
物
と
か
。
燕
麦
と
玄
米

の

御
飯
は
ち
ょ

っ
と
ボ

ロ
つ
い
た
が
、
歯
ご
た
え
が
あ

っ

て
、
水

っ
ぽ
い
物
よ
り
お

い
し
か

っ
た
。

「
ビ
ー
ン
ポ

タ
ー
ジ

ュ
」

「
ひ
じ
き

の
サ
ラ
ダ
」

「細

い
ウ
ド
ン
と

野
菜

の
ピ
ー
ナ

ッ
ツ
和
え
」
、
「
レ
ー
ズ

ン
入
り
完
全
粉

の

マ
フ
ィ
ン
」
、
「ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
、
玉
葱
、
セ

ロ
リ
ー

の
煮
物
」
等
々
だ

っ
た
。
ど
れ
も
ど
れ
も
、　
一
日
以
上
、

私
に
は
食

べ
ら
れ
な
か

っ
た
が
、
ウ
ド
ン
の
ピ
ー
ナ

ッ

ツ
和
え
は
割
合
お

い
し
く

て
、
た
く
さ
ん
食

べ
た
。
ビ

―
ン
ポ
タ
ー
ジ

ュ
も
ま
ず
く
は
無

い
が
、
た
く
さ
ん
は

食

べ
ら
れ
な

い
。
ヒ
ジ
キ
の
サ
ラ
ダ
も
ま
あ
ま
あ
。
煮

物
は
相
変
ら
ず
塩
気
が
無
く

て
、
醤
油

で
頂

い
た
。
聞

く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
人
は
食
卓

の
上

で
自

分
の
好
み
の
ソ
ー
ス
を
か
け
て
食

べ
る
習
慣
と
か
。
成

る

ほ
ど
と
思

っ
た
。

食
後

に
苺

の
寒
天
よ
せ
が
出
た
。
銘
々
に
勝
手
な
雑

談
で
過
す

こ
と

一
時
間
、
私
は
何

の
挨
拶
も
せ
ず
立
ち

去
る
こ
と
も
出
来
ず
、

モ
ジ
モ
ジ
し
た
が
、
時
計
を
見

る
と
八
時
半
過
ぎ
、
た
ま
り
か
ね
て

ヘ
ル
マ
ン
さ
ん
に

挨
拶

さ
せ
て
下
さ

い
と
頼
ん
で
、
や

っ
と
挨
拶
が
出
来

上だ
。温

い
心

の
こ
も

っ
た
パ
ー
テ
ィ
を
開

い
て
下
さ

っ
た

皆
様
に
心
か
ら
感
謝
す
る
と
同
時
に
、
も
し
私
が
Ｇ
Ｏ

を
知
ら
な
か

っ
た
ら
、
こ
ん
な
に
し
て
頂
く

こ
と
も
無

か

つ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
Ｇ
Ｏ
に
も
心
か
ら
の
感
謝
を

捧
げ
た

い
し
、
ま
た
、
今
回
、
私
に
こ
ん
な
チ

ャ
ン
ス

を
作

っ
て
下
さ

っ
た

ヘ
ル
マ
ン
夫
妻
に
限
り
無

い
感
謝

を
棒
げ

る
む
ね
述

べ
、
私
の
個
人
的
な
体
験
を
話
さ
し

て
頂

い
て
会
を
閉

じ
た
。

明
日
は
、

ヘ
ル

マ
ン
氏

の
レ
ク
チ

ャ
ー
が
あ

っ
て
、

そ

の

一
部

で
私

に
も

一
時

間
く

ら

い
下
さ
る
と

か
。　
一

時

間

で
何
を
話

せ
ば

い
い
か
な
？

●
六
月

三
日

（水
曜

日
）

キ
レ
イ
に
晴
れ
た
美
し
い
朝
、
六
時
頃
起
床
、
戸
外

に
出
た
。
芝
生
に
は
露
が
い
っ
ぱ

い
で
靴
が
濡
れ
た
。

リ
ス
が

一
匹
、
足
元
を
馳
け
ぬ
け
た
。　
一
瞬
ド
キ

ッ
と

し
た
が
、
離
れ

て
見
れ
ば
何
と
な
く
絵

に
な
る
奴
だ
。

私
は
迷
子
に
な
ら
な

い
程
度
に
歩
き
ま
わ

っ
た
。
少
し

行
く
と
、
ま
る

っ
き
り
田
舎

の
よ
う
に
草
深
く
、
道
も

舗
装
さ
れ

て
い
な

い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
昨
夜
雨
が
降

っ

た
と
見
え
て
、
ぬ
か

っ
て
い
る
。
靴
に
泥
が

つ
い
て
重

い
。
草
に
靴
を
こ
す
り

つ
け
て
泥
を
落
し
、
家
に
入

っ

上だ
。ヘ

ル

マ
ン
夫
妻
は
、
八
時
か
ら
の
操
体

の
レ
ッ
ス
ン

の
た
め
に
準
備
に
余
念
な
か

っ
た
。
私
は
留
守
番
を
引

き
受
け
、
手
紙
書
き
を
し
た
。
お
か
げ

で
た
く
さ
ん
書

け
た
。

ヘ
ル

マ
ン
夫
妻
は

い

っ
た
ん
帰

っ
て
、
午
後
二

時
か
ら

ヘ
ル
マ
ン
氏
は
個
人
指
導
、

コ
ル
ネ
リ
ヤ
さ
ん

は
料
理
指
導

の
た
め
に
ま
た
出
か
け
た
。
午
後
二
時
半

頃
、
は
げ

し

い
雷
鳴
と
と
も
に
横
な
ぐ
り

の
大
粒

の
雨

が
降
り
出
し
た
。
白

い
花
ビ
ラ
が
散
る
よ
う
に
雨

に
ま

じ
る
物
が
あ
る
。
よ
く
見
る
と
、
ヒ

ョ
ー
だ
。
ま
た
た

く
間
に
芝
生
は
真
白
に
な

っ
た
。　
一
瞬

の
こ
と
に
私
は

ビ

ッ
ク
リ
し
た
。
　
ズ
７
朝
、
あ
ん
な
に
美
し
く
晴
れ

て

い
た

の
に
…
…
」
。
私
は
各
室

の
ガ
ラ
ス
窓

の
戸
を
締
め

な
が
ら
、
は
げ

し

い
雨
脚
と
鋭

い
稲
妻
を
見

つ
め
て
い

た
。
こ
の
頃
、
町

の

一
角

に
タ

ツ
マ
キ
が
起

っ
て
２０
軒

く
ら

い
の
家

の
屋
根
が
吹
飛
ん
だ
と
か
。

ヘ
ル
マ
ン
夫

妻

の
帰
り
を
気
づ
か

っ
た
。

＊
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夕
方
、
５
時
近
く
、
雨
は
上

っ
た
。

ヘ
ル
マ
ン
夫
妻

が
帰

っ
て
来
た
。
ク

ッ
キ

ン
グ

・
ク
ラ
ス
で
作
ら
れ
た

物

で
夕
食
を
済
ま
せ
、
七
時
半
か
ら
の

ヘ
ル
マ
ン
氏
の

レ
ク
チ
ャ
ー
の
会
場

に
急

い
だ
。
雨
は
き
れ

い
に
上

っ

て
ス
ガ
ス
ガ
し

い
。
会
場

に
は
十
人
ば
か
り
が
既
に
居

た
。
雷
雨

の
た
め
か
人

の
出
足
が
少
し
お
そ
く
、
８
時

近
く
開
会
。
私
が
前
座
を

つ
と
め
る
こ
と
に
な

っ
て
い

る
の
で
、
ま
ず
主
催
者

の
挨
拶
が
あ
り
、
続

い
て

ヘ
ル

マ
ン
氏
が
私
を
紹
介
し
て
下
さ

っ
た
。

限
ら
れ
た
時
間
の

一
回
き
り
の
話
は
む
ず
か
し

い
。

何
か
印
象

に
残

る
話
が
し
た

い
と
思

っ
た
が
、

い
い
考

え
も
思

い
浮
か
ば
な
か

っ
た
の
で
、
Ｇ
Ｏ
最
後

の
私

ヘ

の
ア
ド
バ
イ

ス
を
話
す

こ
と
に
し
た
。
自
分
さ
え
無
双

原
理
が
分

っ
て
健
康

で
万
事
自
分
に
都
合
よ
け
れ
ば
幸

福
だ
と
思

っ
て
い
た
私
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
、
そ
し
て
３０
年

間
Ｇ
Ｏ
の
レ
ク
チ

ャ
ー
を
録
音
す
る
だ
け

の
テ
ー
プ

レ

コ
ー
ダ
ー
に
過
ぎ
な
か

っ
た
自
分
の
発
見
。
驚
き
と
悲

し
み
に
茫
然
自
失

の
中

か
ら
自
分
を
起
ち
上
ら
せ
た

の

は
Ｇ
Ｏ
の

「
も
う
二
十
年
苦
労
し
ろ
、
レ
コ
ー
デ

ィ
ン

グ
だ
け

で
は
ダ
メ
だ
、
場
数
を
踏
ん
で
実
際
に
体
験
を

積
ま
な
け
れ
ば
、
正
義

（宇
宙

の
秩
序
）
を
身

に

つ
け

る
こ
と
は
出
来
な

い
」
と

い
う
言
葉
だ

っ
た
。

「
お
前
は
ま
だ
正
義
を
も

つ
て
居
な

い
ノ
」
―
―

そ
の

言
葉
は
私
を
え
ぐ

っ
た
。
し
か
し
そ

の
言
葉
は
、
そ
の

後
間
も
な
く
他
界
さ
れ
た
師

の
最
後
に
残
さ
れ
た
私

ヘ

の
最
大

の
プ

レ
ゼ

ン
ト
と
し
て
長
く
私

の
心
を
捉
え
て

離
さ
な
か

っ
た
。　
一
切

の
自
信
を
失

い
、
続

い
て
師
を

失

っ
た
私
は
、
涙
の
中
か
ら
、
も
う
レ
コ
ー
デ

ィ
ン
グ

す
る
必
要

の
無
く
な

っ
た
録
音
器
と
し
て
過
去
の
テ
ー

プ
を
反
復

し
て

一
つ

一
つ
考
え
な
が
ら
、
た

つ
た

一
人

の
新
し
い
旅
立
ち
を
決
意
し
た
。

Ｇ
Ｏ
は
人
々
が
宇
宙

の
秩
序
を
知
ら
な

い
ま
ま
に
病

に
悩
み
、
死
ん
で
ゆ
く

の
を
黙

っ
て
見
過
ご
せ
な
か

っ

た
。
足
を
棒
に
し
て
そ
の
秩
序
を
説
き
、
秩
序
を
守

る

者

の
み
が
健
康
と

い
う
幸
福
を
か
ち
得
る
こ
と
を
教
え

た
。
沢
山
の
人
が
そ

の
教
え
で
健
康
に
な

っ
た
が
、
自

分
が
秩
序
を
守

る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
進
ん

で
人
に
も
秩
序
を
与

え
る
者
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
を

（し
か
し
そ
れ
は
暴
力
的
に
お
し

つ
け
て
は

い
け
な

い
）
力
説
さ
れ
た
。

と
は

い
え
、
Ｇ
Ｏ
自
身
も
、
世
界
は
お
ろ
か
日
本
中

に
そ
の
秩
序
を
与
え
る
こ
と
は
出
来
な
か

っ
た
。
し
か

し
Ｇ
Ｏ
逝

い
て
十
有
余
年
、
沿

々
と
押

し
寄
せ
る
自
然

食
に
名
を
借
り
た
Ｇ
Ｏ
の
信
念
は
、
多
く

の
人
々
の
共

感
す
る
所
と
な

っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
私
達

一
人

一
人

が

一
粒

の
麦
と
な
る
な
ら
、
世
界
が
こ
の
秩
序
に
め
ざ

め
て
、
正
し
い
平
和

の
世
界
が
出
現
す
る
こ
と
を
信
ず

る
こ
と
が
出
来
る
、
ど
う
か
皆
様
も

一
粧
万
倍

の
悲
願

に
燃
え
て
、
フ」
の
運
動
を
力
強
く
展
開
し
て
頂
き
た

い
、

と
結
ん
で
終

っ
た
。

ヘ
ル
マ
ン
さ
ん
が
通
訳
に
困

っ
た
だ
ろ
う
、
と
は
後

で
思

っ
た
こ
と
。
そ

の
時
は
夢
中
だ

っ
た
。

ヘ
ル
マ
ン

氏
は
、
そ
の
後
二
時
間
余
り
、
癌
を

テ
ー

マ
に
上
手
に

陰
陽
的
解
明
を
さ
れ
た
。
そ
れ
は
前
に
も
ふ
れ
た

の
で

省
く

。

く
左
か
ら
、
ヘ
ル
マ
ン
相
原
、
小
川
み
ち
、

コ
ル
ネ
リ
ヤ
、
レ
ー
ン
の
皆
さ
ん
。

■
９
月
１５
日

（火

・
祝
）
３
～
６
時

ヨ
！
ロ
ッ
パ

・
ツ
ア
ー
報
告
会
　
桜
沢
里
真
会
長
ほ
か

■
９
月
２７
日

（日
）
１
～
３
時

「古
井
戸
か
ら
飛
び
出
た
蛙
の
報
告
」
小
川
み
ち
先
生

以
上
、
日
本
Ｃ
ｌ
協
会
本
部
に
て
。
参
加
歓
迎
。

（
つ
づ
く

）
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タワー式天然海塩を使つた 緊急特報 /

天然玄米みそ配付のおしらせ
醤油にひきつづいて、玄米みその醸造試験 を行な

っております。出来上り品は当会 (日塩研)の会員の

方に、適価にて配布しますのでお申込みください。

また、まだ会員でない方も、同時に入会 してくだ

されば結構です。人会くださると、海水を完全天日

にて結晶させたタワー式天然海塩が無料配付される

ほか、いろいろな特典があります。 (7月 号参照 )

(1)品名 :天然玄米みそ試作品 (原材料は無農薬国産

品、タワー式塩使用、無添加、天然醸造)

(2)配付予約価 :① lケ ース (10kg)7,900円

③陶器製カメ入り (10k9)8,800円

13)運送費 :700円 (関東)～ 1300円 (九州、北海道)

新 会 員 制 度 ('81.6.1)

(4)申込締切 :1981年 8月 31日 (当 日消印有効)

☆申込み者多数のときは抽選とし、はずれる場合

もありますのでご了解ねがいます。(別表参照)

(5)配付時期 :1981年 10月 ころ

(6)申込方法 :①氏名 ②住所 (郵便番号、県名もわす
れずに。′)③連絡先電話番号 ④①①の別と申込
数 ⑤会員種別 (会員でない方は申込みと合わせ
て入会ください)を必ずハガキにお書きの上、お

送りください。代金(配付価格+運送費)は、配付

決定の通知があってからお払いください。

(7)申 込先 :日 本食用塩研究会 〒151東京都渋谷区
大山町11-5日 本CI協会内 ●03-469-7635

日
塩

研
会

員
制

度

貧
射
菱
電

）

会 員 種 別 天然海塩配付量 そ 典の他の

正会員 (社団員 )

1回 年120,000円

[月割分納可〕

1口につき18町 を

年 3回 に分けて郵

送 (送料は会負担 )

☆天然海塩を使った食品加工試験品を無料進呈 (完

成時に送付。運賃着払い)。 ☆機関誌|いのちと海J
ほか、当会刊行物、主要な塩関係記事など無料送付。

賛

助

員

特 別 賛 助

l口 60,000円

1口につき10k9を

郵送 (送料は会鮨 Bl

★天然海塩を使った食品加工試験品の配付を優先的

に受けられる。 ★機関誌|いのちと海Jを無オ斗送付。

普 通 賛 助

1口 6,000円

〔―括納入う

3口以下=1口 に
つき2k9を郵送

4回以上=1口に
つき 2.5k9を運賃

着払いで送付

★天然海塩を使った食品加工試験品の配付を申込め

る (多数のときは抽選)。 ☆機関誌 [いのちと海』を
無料送付。

*1回 あたりの申込口数が多いほど、運賃分が割安

になります。

グループ賛助

1口 3,000円

上

ま

入［̈［

1口 につき1.3k9を

運賃着払いで送付

★普通賛助と同じですが、食品加工試験品の抽選は

人数分だけ確率が高くなります=★機関紙 いのち
と海|も 人数分だけ送ります。*1回 あたりの申込
回数が多いほど、運賃分が割安になります。

＊
会
費
は
い
つ
で
も
何
口
で
も
追
加
し
て
、
そ
の
つ
ど
塩
の
配
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

● 健 康 相
● 治  療
● 健康教 育

健康をつくる青 健 (セイケン)

案内書をお送り致します。お気軽にお問い合せ下さい。

〒220横 浜 市西 区北幸 2-9-14

l■l 健
1- 3847

談 室

室

講座

販売
目

5-31目

¨

●
　
¨

自然食 品 TEL 04
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オーサワジャバンの商品
配運、発選はじめました

配達区域  小牧市およびその
周辺都市、名古屋、美濃太田、加

茂郡可児町、川辺町、自川町

匿奎国  その他の都市へは発送

◎正食者の仲間作りに力を入れて

います。

健康、美容相談、改名、選名相談

自然食品の小売、卸し、はり、指圧治療

長生堂 伊藤 誠、伊藤 巴

〒485愛知県小牧市寺浦 2943
TEL 0568-76-2731

都会の人のいこいの場

民宿旅館

〒243-01 神奈川県厚木市七沢温泉1954

農0462‐ 48‐ 0752騒
【ご宿泊11泊 2食付………45110円 (税込み)

【ご休憩】昼食………………1500円より

● 5部屋/静かな ところ
●小 団体専用のお部屋 もございます。

0そ の他、ご予算等ご相談下 さい。

四季それぞt■ :調理する自leの ‐品■|

理は 井・Rて とれる猜 七沢の清流1:

'つ
綸 鯉   仙郷の山栞も。

●ご希望の方には簡単な玄米食 (お むす

びと漬けもの)を提供いたします。 (そ
の場合は l泊4∞0円 )前 もってお申し出
ねがいます。

國 甘測H望 診法特別セミナー
場 所 寂 光 院 TEL 0568-61-0035
愛知県犬山市継鹿尾字杉之段12(名古屋より名鉄犬山線犬山遊園下車、急行で35分)

日 時 昭和56年 10月 24日 (土)午後 1時受付開始～25日 (日 )午後3時半解散
テーマ 1.体つき、顔の型、色、つやによる性格、運命
2.体つき、顔の型、色、つやによる病気診断
3.ニ キビ、ホクロ、ソバカス等による運命
4.ニキビ、ホク回、ソバカス等による病気診断と運命転換法

研修費 13,000円

主 催 (申込先)愛知陰陽会 伊藤 誠 TEL 0568-76-2731
〒485愛知県小牧市寺浦2943

詳しいバンフレットご希望の方はお申し込みください
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■食物の陰陽 (60分×2本)¥‐2600‐ |〒料 Y240

●現代栄養学とカロリー学説

の問題点。

●生薬、クコ、酵素など、数

ある民間療法を無双原理で観

(f、博影/風邪の話)

●動物、植物の陰陽の見分け

方一環境、形態、働きなど、

いろいろな要素から陰陽を判

断する。

●『身土不二」と経済の発達

■生物と食物の歴史 (60分×2本)¥2600〒料 ¥240

●果物と肉食の害について。

●食べ物と体、食物が体にお

よぼす作用について。

●正食と自由、世界平和につ

いて、本当の幸福とは ?

●地球誕生と生物進化の過程

●環境適応説一人間はどのよ

うにしてできたのか。

●人間の食べ物とは。一食物

が人間を作る話。

■『宇宙の秩序』の解説 1609x,1本 }Y260011〒‐書|¥1240

●宇宙法則の解説と正食の原

点一なぜ玄米を食べるのか。

●現代栄養学と医学の問題点

●信ずるなかれ、すべてのこ

とを宇宙法則で確かめよ。

●無限の世界とエネルギー。

一すべてのものを作つた無限

のエネルギーとは。
●人間の源は何か。人間が誕

生するまでの宇宙の七段階。

※ご注文は、①現金書留または ② 振替 東京 01194125に て注文品を

明記して、代金と送料を日本Ci協会へ送付ください。

く熊本・鹿児島〉―

***十粧 (じ っしょう)ナチュラル下通店 こ860熊 本市 ド通
148 80963・ 54・9161*10～ 19 *第 1第 3①  *福 山敬救、
体rt別食養相談、オリーフ自然美容法相談 *1 3①
十粧ナチュラル子飼店 ,860熊 本市東「 飼

田「358096343
4043 *無  *til山聖乃、体質別食養相談、オリーブピ1然美容
,去

自然食センター松本 書86111 熊本県菊池郡西合志町大学御代
志2049 80962421719 *9～ 18 *無
黒田栄子 ご8671資本県水俣Hj古 賀町1218096663・ 0108 *
9半～17半  *糸屯正食品販売、食事 健康相談、美容相談

あさひ健康自然食品センター 詈895-18 鹿児島県薩摩郡宮之城
町りl本4456(屋地駅前)*健康自然食品販売、手塚機久郎 (自 )
3・ 0704

天然村山県農園 ご89144 鹿児島県熊毛郡屋久町高平 80997
4・ 72541 *21世 紀 新宇宙文明へ向けて、天の然らしむ生活
法を模索。

〈沖 縄〉
自然食品センター陽報 (よ うほう)・r900川∫珊1市 久茂地3H-5
80988・ 61・ 7195 *9半 ～19 *①  *食 養相談、正食料理教
室、書籍販売、糸屯正食品、リマ化粧古ギ1卸・小売

味園 子900鶏∫覇市泉崎1911琉球新報社向 ●0988・ 66・ 5366
*9‐ 19 *①祝 *自然食吉:1、 玄米レストラン、陽報 。泉崎
店

★
日
本

Ｃ
Ｉ
協
会

新
テ
ー
プ
発
売

大
森
英
桜
先
生
講
義

「子
供
の
病
気
と
菫
贅
」
●牛乳はなせいけないのか●子

供のアレルギーの原因は?● 玄

米児の身長●落ち着きのない子、

勉強ぎらいの子の食事法●途中

から正食に入った子の食事●子

供のケガ、病気の治し方 (カ セ・

発熱・下痢・ひきつけ。夜尿症・

百日咳・ハシカ・おたふくかぜ・

切り傷・虫さされ・鼻血・ヤケ

ド・中耳炎・食あたり)

90分 × 2本   Y6,000

好評発売中 .′   (〒  240)

沖縄陰陽研究会 8902那覇iド松山2234 80988・ 68・ 6578 *
勉強会 (第 4J:曜 )、 座談会 (第 2金 ll,

正食の店 万然 τ902那 Fll Ilf寄
'11馬

6●098854・ 0296 *ll
20 *①  *食 養村1談、書籍lllk売、純II食品、リマ化粧占:1
石嶺純正食品センター '902■ ;覇 市首11石嶺田r13121 80988
・86・ 6849、 873434 *914～ 20 *C llt *食 養相談、
PU勉強会、正食l l11'肝 究会、オー1+「

'シ
ャハン食品、Cl本

味穂 自然 食 品
☆無農薬有機野菜、農産物、海産物、雑穀類、

加工食品、自然化粧品

食養相談、健康相談、美容相談、料理講習

江古田店 ●176東京都練馬区栄町20(江古田商店街)●03
・948・ 5701 *10～ 20 *①
成 増 店 '175東 京都板橋区赤塚32113 803・ 9760231
*10～ 20 *無
八王子店 ●19203 八王子けj堀の内450(芝原バス停前)●
0426 76 1258  *10～ 20  *無

事 務 局 tr 173板橋区向原111-5 803958・ 8645

☆隣接区域配達、地方発送承ります。
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研心館本部食養道場 0545大阪市阿倍野区西田辺町2-2-29 8
06・ 691・ 1590 *9～ 21 *無  *無双原理研修、食養道場、
気の研究会、心身統一合気道
堀江自然食品店 0550大 阪市西区南堀江2-5(丸新ビルA-102
号)● 06・ 538・ 2225 *10～ 18 *①  *食品、リマ化粧品、
書籍、器具

自然食福園 0530大阪市北区梅田1-6-15 806・ 341・ 7798 *
売店9～ 20、 食堂11～ 19半  *①祝 *自 然食レストラン、自
然食品販売

吉川商店 0561豊中市小曽根1-823 806334・ 0088 *7半
～19 *2・ 4①  *料理、健康講習会 (月 2回)松岡四郎先生
ほか

いはらはら刀根山薬局 0560豊中市刀根山43-51 806・ 854・ 2
541 *8～ 22 *元旦を除き年中無休 *代表取締役 上西
義直

堺自然食品センター「康口」0590堺市竜神橋田「1-2-6(南 海本線
駅前)● 0722・ 32・ 3357 *8～20 *① *料理教室、健康相
談、漢方薬局、振替 大阪 304407

山本祥園 (ソ フィー)0573枚方市高田2-22PU学 園 80720
・53・ 2200 *福園、水・金曜。健康相談、マクロビオティック
料理教室、PU勉強会、出張講師、食品、GO書籍販売
ABC関西地区正食品愛好協会 0572寝屋川市三井ケ丘4-13
80720・ 22・ 4555 *9～ 19 *関 西一円に宅配 (無料)整体指
圧と正食料理教室

岸和田自然食品センター 0596大阪府岸和田市南町12-1 807
24・ 33・ 2666 *9半 1ヽ8半  *①祝 *配達あり
自然食品むぎの家 0532大阪市淀川区18条 2-13806・ 393・ 45
77 *8～ 15 *無 双原理の研究会、健康指導、無農薬野菜、
マクロビオティノク食品、ヨーガ教室

〈近 畿〉
田辺自然食品センター 0646● H矢山県田辺市ド昼敷田r9o-848
0739・ 227731 *10～ 18 *①  *配達あり
南紀自然食品センターシャロン勝浦本店 こ64953 和歌山県那
智勝浦町朝日2-239● 07355・ 2・ 1107 *正 食料理教室、ヨーガ
教室、足心道教室〇、南紀正食会本部、自然医学会南紀支部

く兵 庫〉
神戸ヘルスフーズ 0658神 戸市東灘区住吉町室の内237井上ビ
ル (国鉄住吉駅北100m)● 078・ 822・ 2600 *10～ 19 *⑥
*食養相談、毎月第2土曜美容相談
蔵風 0659兵庫県芦屋市船戸町5番街 ●079731・ 4141 *10
～18 *①  *食 と生活研究会 (毎月)
ヤス美美健サロン ●666兵庫県川西市栄田rl 13 8o727 57・ 53
27 *H～ 15 *①①祭 *自然正食品、化粧品、健康器販売

く山 陽〉
山陽自然食品センター 弓之町店 ●700“ lllllfFJ之 町1320 8
0862・ 258722 三門店 岡山市三門西田「1880862537710
*9～ 1914 *①
求道会道場 0709-37 岡山県久米郡中央口「大妍和西1499(繁 Ш
湾徳)●08686・ 8・ 0730 *9～21 *無  *七号食実習道場、
求道―
ミ
永遠の幸福を求めてミ自然農法、陰陽五行、PU村建設
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ビバ健康ハウス本部 0733広島市榎町2-23 80822・ 93・ 83210
*9～19 *東洋医学研究会 (毎月第3日曜ヽ自然食料理教室
(毎月第 3木 1露 )、 毎年夏休みに入って最初の金・土 。日曜 (2
泊 3日 )健康合宿
皆実C: 0734広 島市皆実町4112 80822・ 55・ 2846 *平賀
佐和子、毎月第 4土曜、例会 (料理講習 PU勉強会)
明治製棚旬 0726広 島県府中市中町536 *小川清 *め ん類
製造

人間医学社府中支局閉健康医学社広島総特約店 0726府 中市下
辻町 80847・ 417668 *特 に定めず *食 品、ライスピネガ
ー、リマ化粧品、書籍、真空浄血治療器、正食浄血指導
西日本自然食品センター 0722広島県尾道市新浜卜6-21国道 2
号線沿 80848・ 22・ 5577 *9～ 18 *①祝 *自 然食品販売
普及活動、PU研究会「自然食品会館」(純正食品マルシマ)
岩国自然食品センター 0740山 口県岩国市今津町1-5-980827
・21・ 5975 *9～ 18 *①祝 *正食研究会 (月 1回 )
鶴島食品 0747山 口県防府市南松崎町54 *0835・ 22・ 0347
*例年 1月 と8月 中は休業 *「鶴島通信」(無料配布)に て催
しものを予告します。

山口健康生活センタ  ヽ0753山 口市大市町2-2808392・ 3・ 1842
*10～18 *① *健康教室、料理教室 (出張に応ず)西 日本
健康自然食品協会

く四 国〉
アズマヤ 0760香川県高松市紺屋町3680878・ 21・ 7665 *9
～21

愛媛純正食品センター 0790愛媛県松山市湯渡町1∈ 2280899
・43・ 6464(松山束高東300m)*8～ 20 *4①  菅本フジ
子、健康相談、料理講li(毎火曜)東洋医学会 (第 3日 1複 )
いで自然食品 0794愛媛県今治市高橋l11610480898・ 2378
32 *7半 ～19半  *第 2・ 4⑥  *配達有り、健康相談、玄
米試食会、白家製みそ、漬け物HIx売

く福岡・大分・長崎〉
八幡自然食品センター 0805福 岡県北九州市八幡西区八千代町
6-22 ●093・ 621・ 4184 *9半～18 *1・ 3① *料理講習
(月 1回)健康相談 (月 1～ 2回 )勉強会 (月 1回 )
漢方専門あまのがは 3816福岡県大野城市栄田r2391 8092
・581・ 4916 *9～ 19 *①
サニー健康食品 3813福岡市東区千早5105 8092・ 681・ 0883
*10～ 19 *①  *食ど]、 洗斉J、 書籍、器具
未来を考える会・販売部 5879-02 大分県字佐市南敷田250本
多公子方 8097832・ 0808 *特 に定めず *正 食料理教室、
自然農法研究会、健康・美容相談

(旬徳陽書店 0870H 人分市田尻4535 80975・ 42・ 1215 *
10～ 20 *①祝 *書籍販売、健康食品販売、松山医院長によ
る健康相談及び正食指導

般若日本自然療能研究所 ●857長崎県佐世保市京坪田r76809
56・ 25・ 0369



陰陽洞 0249神 奈川県逗子市逗子5-3-28 80468・ 73・ 7137 *
10～ 19 *①  *無農薬野菜、無添加豆腐、自然食品、リマ化
粧品、食養相談、配達あり。

楽々堂 0250神 奈川県小田原市堀ノ内 80465・ 36・ 6258 *10
～18 *◎Э *正食と東洋医術による、薬とメスを使わない
治療院 (望予約)*自 然食品、GO書籍、リマ化粧品
ヘルスロード自然食センター 0242大和市中央6-3-22大和警察
署ウラ 80462・ 62・ 0020 *10～ 19 *① (第 4日 曜12～ 17ま
で営業)*自 然食品、健康食品、リマ化粧品、オーサワジャパ
ン食品、日本CI協会図書、グループ配達
ltl豆彦商店 0235横浜市磯子区出中町4-18045。 774・ 0750 *
9～ 17 *①  *無添カロ豆腐・油揚製造、無農薬大豆持込歓迎
市内配達
藤屋健康堂 0240-01 三浦郡葉山町堀内384 80468・ 75・ 0152
*9～ 18 *⑥  *神奈川県下配達・発送
万騎ケ原自然食センター (季香園)0241横浜市旭区柏町35-5
(南万騎ケ原)● 045・ 363:6876 *10～20 *自 然食品、健康
食品、無農薬米・化粧品、洗剤、書籍。配達、地方発送可。

土と愛の家・民宿旅館 0243Юl 厚本市七沢温泉1954 80462
・48・ 0752 *希望により玄米むすびと漬け物を提供 (1泊4000
円ヽオーサワジャパン食品取扱。ハイキング好適。要予約。
い青健 0220横浜市西区北幸2914 8045・ 311・ 3847 *10半
～19 *○  *食養健康相談、治療室、ヨガ・食養の健康講座、
自然食品、無農薬野菜、書籍

く長 野〉
酒井須三子 0380長野市上松卜535 80262・ 34・ 3824 *リ マ
化粧品取扱、正食品販売、長野無農薬野菜の会

長野正食センター付属ポリオ研究会 (小児マヒ研究所)0380長
野市三輸6-917 ●0262・ 34・ 5349 *7～ 19 *無休を原則
*年刊「ポリオ」発行、小児マヒの方募集
南佐久Clく らぶ 038414 長野県南佐久郡川上村大深山673
802679・ 72709 *正食研究会
もりいずみ 0385長野県佐久市岩村日本町762● 02676・ 7・ 3730
*9半～19 *① *自 然食品、野菜小売 。近隣市町村配達可

く新潟・富山・福井〉

新津自然食品センター 0956新潟県新津市本町2-17-5 80250
2・ 4・ 5810 *10～ 19 第 2・ 3・ 4①祝 *食養料理教室 毎
月第 3① 9～ 14時 **小川みち講師、食養相談、食品、日本C
I図書・テープ
正食の店・和や 0930富山市中川原17 80764・ 25・ 1448 *8
～20 *無
丸の内薬局 0930富山市丸の内2-1-180764・ 24・ 0891 *9～
19 *◎  *漢方相談、健康相談
福井健康学園 0910福井市照手1-11-2 80776・ 21・ 3811 *ヨ
ガ体操と正食料理で手軽に宿便を出す道場 (予定)自 然農園、
植林。自然食品センター (市内)

楊明堂 095921 新潟県北蒲原郡水原町下条町15-5 802506
・2・ 7433 *8半 ～19半  *第 1・ 3④ *毎週金曜日配達あり

く静岡・愛知〉
ニホンケンコー社 0438静岡県磐田市中央町122-15 磐田商工
会館前 805383・ 2・ 3016 *9半 ～20 *① *自 然食品・健
康食品・純正化粧品・書籍・治療器・勉強会 (第 3日 1覆 日)

自然食品の店 一福 0448愛 知県刈谷市中山町2-48 80566・ 2
3・ 2719 *Q小 島一夫 *10～ 19 *◎Э *ヨ ガ教室、薬草
化粧品、革工芸教室、料理講習、健康相談

東海健康文化センター 0453名 古屋市中村区則武1-19-3 805
2・ 451・ 4195 *8～ 20 *無  *正食普及、料理教室、合気ヨ
ガ、書道、茶道、幸道など文化活動
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天籠健康食品センター 0467名古屋市瑞穂区瑞穂通り'2-458
052・ 841・ 0146 *9～19 *①  *自然食品、健康食品、化粧
品。近隣配達可

愛知陰陽会 (長生堂)0485愛知県小牧市大字寺浦2943 ●0568
,76・ 2731 *9～ 19 *①祝 *講演会 (2カ 月に1度位)無
料食養健康相談、CI書籍、テープ、自然食品、リマ化粧品販
売
春日井自然食品センター 0486愛知県春日井市瑞穂通7-1-11
80568・ 82・ 7661 *9～ 20 *① *食養料理教室 (月 2回 )
安城自然食品センター 0446安城市今池町3-6-29 80566・ 98
.3136、 97・ 9432 *10～ 18 *①  *純正食品、健康食品、自
然化粧品、ヨガ教室、無料健康相談
豊橋自然食品センター 0440豊橋市松葉町3-65市民病院前 ●
0532・ 54・ 5876 *9～ 18半  *①  *食品全般、化粧品、健康
本目言炎

l■l東海ヘルス 0426静 岡県藤枝市谷稲葉141180546・ 44・ 0666
Q *9～ 18 *①
豊川店ケンコー社 0442愛 知県豊川市市田町大道下17 市田バ
ス停前 ●05338・ 6・ 5679 *10～ 18 *①

く岐 阜〉
岐阜健康自然食品センター 0502岐阜市長良崇福寺町2丁 目
80582・ 32・ 0631 *9～ 20 *①  *健康食品、書籍、化粧品
正食講座、料理教室

岐阜自然食普及会 0500岐 阜市神田町 9名鉄新岐阜百貨店lF
80582・ 65・ 7111 内線319*10～ 18半  *④
柳屋自然食品店 0500岐 阜市織田塚町1-280582・ 45・ 9355 *
10～ 20 *①  *無料健康相談

く京 都〉
京都マクロビオティックセンター 0606京都市左京区高野蓼原
町77 ●075・ 711・ 4551、 721,7191 *正食品、料理器具書籍、
料理講習、折詰弁当 (予約制)英語版書籍販売
京都自然食品センター 0604京都市中京区河原町通夷川角 8
075・ 221・ 7890、 231・ 0348 *平 日夏季9～ 18半、冬季 9～ 18
*①祝13～ 18

1■lエ ンチーム三丹 0620福知山市堀内田町1953-2 80773・ 22
・9508 *8半 ～20 *不定期の① *食品、厨房器具、酵素
化粧品、天塩、マクロピオティンク書籍、その他

天粒 (てんりゅう)マ クロビオティックセンター 0624舞 鶴市

'ヒ

田辺12616本町バス停前 80773・ 76・ 7126 *9～ 19 *無
*食養相談、自然化粧品、食品書籍取扱い

く大 阪〉
ヘルスマートムソー 0540大阪市東区大手通2-5-l a06.945・
0511 *9～ 19*①
世界正食協会 0540大阪市東区大手通2-5-1806・ 941・ 7506
*9～ 18 *① *料理教室 (毎火。木1捏日)定例会 (第 1日

'盪

)

ムソー食品谷町店 0543大 阪市天王寺区谷田1928 ●06・ 771・
7545 *10～ 18半  *①
ナチュラルい 0547大阪市平野区喜連東1-2-10 806・ 709・ 11
63、 1183 *9～ 17 *①半休① *純正食品、製造、卸、小
売



〈千 葉〉
習志野健康食品おおくば京愛堂 0275習志野市本大久保5-3-24
80474・ 73・ 2957 *10半 ～19平 日、13～ 190・ 祝 *③  *食
品販売、食事相談

市川平和堂 0272市川市真間3-11-12●0473・ 22・ 0810 *10～
19 *①  *無農薬野菜・果物、料理講習、勉強会、配達及び
地方発送

溝口善油 0299-22 千葉県君津郡袖ケ浦横田98980438・ 75・
2003 *天然醸造普油「金明」製造、オーサワジャパン取扱
自然食品センター千葉駅前店 0280千葉市弁天町580プラザ 1
F 80472・ 56・ 0888 *10～ 19 *無 休 *健康・美容相談、
小川みち先生料理教室 (第 1・ 3水曜、11～ 14時、会費 1回
1500円 )

自然食品センター船橘駅前店 0273船橋市本町5-卜 880474・
25・ 0350 *10～ 19 *無休 *健康・美容相談 (特にヨガ、
催眠の臨床、経験豊富)

く東京23区〉
オーサワジヤバン 0151渋 谷区大山町11-5イ ンターマンク1階
803・ 465・ 5021 *10～ 18 *① *都内配達、国内発送 (小田
急線東北沢1分半)日 本CI協会事業部
lal自 然食品センター本店 0150渋 谷区神南110-6 803・ 496・
7103 *10～ 19平日、10～ 18①祝 *3④  *レ ストラン「天
味」併設、食品、器具、化粧品、図書、小売、卸、料理教室
〔営業所〕横浜市緑区美しが丘513188045・ 901・ 5111 *①祝
不二自然食品 0106港 区麻布十番2-21-4803・ 451・ 8966 *
9半～19 *①  *食養相談、料理講習、隣接区内配達 (一の
橋交差点バス停前)
いゲダツ商事 0160新 宿区荒木町4 803・ 357・ 1161 *代 表
取締役 岡野武徳、一般食品、健康食品、正食法のLXl書販売
サンライト自然食品センター尾山台店 0158世田谷区等々力2
51 803・ 704・ 8324 *9～ 18 *①祝 *玄米弁当、お惣
菜調理 、ハンの専門店
富士見台自然食品店 0176練馬区貫井31416 ●03990・ 6773
*9～ 19 *代 表 酒井三恵子、自然農法食品、野菜、化粧品、
図書、鍼灸治療院併設
高砂自然食品センター 0125葛飾区高砂8-13-5 803・ 600・ 1412
*9～ 19 *③ *料理講習・美容相談、マルチレーターによ
る健康相談 (無料)

l■lそ うけん健康食品センター 0121足立区東伊興町33-22803
・853・ 1724 *9～ 19半 *①  *月 一回料理教室、食養相談
友永ヨガ健康教室 0167杉並区荻窪5-25-1山 岸ビル 803・ 393
・5481 *9～20 *①祝 *友永淳子、ヨガ教室、健康教室 、
講習会など
グルッベ 0167杉並区荻窪5-27-15 803・ 398・ 7427 *10～ 19
*①  *無農薬・有機農産物、自然食糧品、化粧品他
かいがらや 0165中野区若宮1-24-10003・ 337・ 2241 *10半
～18半  *①  *自 然食品・無農薬野菜・リマ化粧品販売、配
達、地方発送
健康自然食品店ミナ 0165中野区新井5-21121 803・ 385:6058
*8～ 22 *①  *「健康は正しい食生活から」、無農薬野菜、
書籍、配達。リマ化粧品
根津の谷 (ネ ズノヤ)*113文 京区根津1-卜 14 803・ 823・ 0031
*11～ 21 *2①  *健康食品、自然食品、野菜
健康センター・心身改造ドック 真澄会 (ま すみかい)0161新
宿区下落合3-15-20大 和田ビル901号  803・ 950・ 5219 *10～
19 *①①祝 *心身改造ドンク、Cl図書・純正食品販売など
自然食品の店ななくさ 0177練馬区大泉町1953 803・ 925・ 09
14 *10～20 *第 2・ 4①  *無農薬野菜、 トーフ、書籍、
洗斉J、 自然食品500種類以上
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自然食品の店 ふる里や 0135江東区白河4-3-7 ac13・ 643・ 5
247 *9～ 19 *① *食養相談、自然良能誘起法東京連絡
所、小川みち先生料理講習
むぎの友 0151渋谷区笹塚1-12-15 8C13・ 485・ 0026 *10～ 19
*①・祝 *都内配達
ソルト アンド グレイン 0150渋谷区広尾2-5-13 広尾マン
ション前 ●03・ 400・ 4054 *11～ 22 *④

く東京都下〉
自然食品センター みずほ 0182調布市国領町7-1-17 ●0424
・88・ 8540 *食品全般、化粧品、洗剤、無農薬野菜 *9～ 20
*第 1、 3⑪
腑むさしの自然食品 0180武蔵野市中町1-23-17● 0422・ 51・ 29
58 *10～ 19 *① *代表取締役 高岡敏行、正食品、本、
野菜、料理教室、(第 2・ 4土曜、13～ 16)
はじめ健康食品店 0180武蔵野市中町1-29-5 80422・ 54・ 7716
*8半～20 *無  *食品全般、化粧品・洗剤、書籍
東京シーH旬支店 01844ヽ金井市本町6-5シ ャトー小金井1階
80423・ 84・ 4600 *10～ 18 *③  *食品・書籍・器具販売、
美容・健康相談
自然食品の店 和康 0184小 金井市本町3-ll1 13 80423・ 85
5261 *10～ 18 *◎Э *自然食品・書籍販売、健康相談、
料理教室、玄米試食会
健康サロン 019卜 11 東京都西多摩郡羽村町富士見平213羽
村ハイツ 80425・ 55・ 2278 *10～ 18 *①   *食品、洗剤、
書籍、化粧品、器具販売、健康相談、配達承ります。
いなば酒店 0100-01 東京都大島元町2-1-10 804992・ 1221
*8～ 20*④
自然食品センター上水店 0190立川市柏町4-5-14 80425・ 37
・3051 *9半～18 *な し *自家栽培の無農薬野菜販売
兄弟社 (自然食糧供給センター)0182調布市西つつじケ丘1-39
-1080424・ 85・ 1309 *10～ 18 *①  *無農薬野菜、自然食
糧品、書籍販売農山林用具
美山口茶舗 (みやまえん)0199八 王子市長沼町58-2046 ●04
26・ 35・ 9643 ホ7D・茶、海苔の専門店
自然食品センター中神店 0196昭島市中神町1113 80425・ 44
・2159 *10～ 20 *無  *玄米食運動、雑穀普及、無農薬野菜
(司マナ自然食品センター 0196昭島市昭和町5-5-5● 0425・ 44
・8866(夜 41・ 6068)*10～ 19 *③  *健康食品・自然食品・
電子治療器総合専門店、毎月最終木曜、料理教室、配達

く神 奈′||〉
自然食品センター弘明寺店 0233横浜市南区中島町4-81 804
5・ 712・ 3339 *9半 ～19 *渋谷自然食品センター姉妹店
菊屋百貨店 。健康自然食品センター 0244横浜市戸塚区戸塚町
44 8045・ 881・ 7636 *9半 ～19 *田 中久夫、毎月1回料理
教室・健康相談会、 リマ、オリープマノン化粧品取扱
サンエイ相模自然食品 0228相模原市旭町9-16 80427・ 46・ 63
14、 45・ 7401 *9～ 20 *①  *毎月 1回食品研究会
加藤大季 (ひろき)0220-01 神奈川県津久井町三井73580427
・84・ 3163 グリーンクラブ主宰、自給農法の研究、自給農園あ
り。玄米人生の悩み、よろこび、共に言吾りあおう。(来訪の際要
TEL)



自然・健康食品のデパートサンケン 0064札幌市中央区南18条
西73(第 5コ ーボ)●011・ 512・ 4636 *9～ 19 *①祝
*玄米試食会、健康相談、指圧、卸小売配達、料理講習会
北海道健康学苑 0078-02 旭川市永山町1152-680166・ 48・ 41
07 *8～ 20 *①  *食養相談、足心道指導、食品。書籍小
売
道南CIく らぶ 0040函館市若松町20-9 80138・ 22・ 8714 *
代表・山崎寿生

侑)ウ リ薬局 0073-01 砂川市西1条 1ヒ 1丁目9 801255・ 2・ 43
86 *8半～19半  *① *漢方調斉」

く東北地方〉

ラッキーフー ド 002001 岩手県岩手郡滝沢村穴口4364801
968・ 4・ 3420 *特 に定めず 海の学校、山の学校、食品雑穀、
農産物通信販売、予約販売、料理研究会

北上正食センター 0024岩 手県北上市新穀町135801976・ 4
7048 *無  *堀米幸雄、食品、図書販売、出張講演に応ず
試食会 (無料 )
みちのく自然食品センター 0980仙台市中央3-10-7 ●0222・ 6
2・ 7677 *9～ 19 *1～ 3① 料理講習 (講師小川みち他 )
食養相談 (第 1・ 3⑥、第 2・ 4①、玄米弁当 (予約)
東北文化協会 0020-01 岩手県盛岡市上堂1-19-32 ●019646
・1937 *特 に定めず *自 然食品、雑穀jlll売 、健康相談、自
然農法研究、郷土研究、機関誌「エ ミシ」「稜J発行、食養懇
談会

実穂自然食品 0027岩 手県宮古市新町4-28 801963・ 3・ 6310
*9～ 19 *1・ 3① *定例学習会、料理教室
十和田正食普及会 0034青森県十和国市穂並町2-56 ●01762
2・ 7840 *9～ 18

自然食品の店マナ こ02001 盛岡市高松115-31 80196・ 62・
6205 *8～ 20 *①  *料理講習 (3 ④X自然食品 500余種、
図書、有機野菜、有精卵、配達巡回販売、会報発行

く群 馬〉
群馬マクロビオティックセンター 0370高崎市和田町713 8
0273・ 22・ 5484、 255560 *9～ 19 *無  *図書、食品販売
月例無双原理と正食の勉強会・健康相談

高崎自然食品センター 0370高 崎市新町101● 0273・ 252605
*9～ 19 *無  *食品llk売 、正食、空手、ヨガ講習会、健康
指導

鈴木述子 (のぶこ)0370-12 高崎市山名町乙6118027346・ 49
21 *自 然農法の玄米・野菜、農産物加工、料理教室、 群 llJ県
安全農法研究会、群馬食養友の会

七庸会 0370高崎市小塙町樋越35-1 80273・ 43・ 8181 *田 中
ふじ枝、第 2・ 4 ①l～ 3時一料理教室、第 3① l～ 4時 =①

勉強会 (テ キスト、桜沢 。大森)②研究発表会、毎③10～ 4時
―健康相談会、食品・書籍
里味 (さ とみ)0370高崎市京目町1123-2 80273・ 53・ 0710 *
10～ 19 *①祝 *マ クロピオティンク・フ~ズ販売、玄米パ
ン、各種黒焼・参泉製造、自然農園あり
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■この欄に掲載を希望の方は、別ベージの入会申込書 (法人会員)に記入して、お申し込みください。4行以上になる場合は、 1行につ

き 7,000円増しになります。☆ (*)印の数は法人会員申込口数です。
■内容は、太字が名称、次が郵便番号、住所、電話、営業時間 (8～ 18は、午前8時から午後6時のこと。19半は7時30分のこと、次は

休日 (③は毎日曜休日、3⑧は第3水 1盪日、祝は祝日休み、無は年中無休ヽその次は代表者及び備考です。

井上自然食品センター じ371前橋市本町1-12-1380272・ 24・ 18
1釧● *8～ 19半  *①  *自 然食講習、美容講習、食事相談
人生相談

須藤酒店 0376桐 生市東久方町26-21 ●0277・ 44・ 5733 *7
半～20半  *①
壮美研究所 0376桐生市広沢町2-3085 ●0277・ 54・ 1175 *9
～17半  *③祝 *ヨ ガ教室・自然食講習、美容講習、純植物
性化粧品取扱い

自然食品センターあおぞら 0376-01 群馬県山田郡大間々町大
間々39011 00277・ 2・ 3241 *電 話注文にて配達 (電話は18

時～翌朝10時 )

く茨城・埼玉〉

内田繁商店自然食品部 0300-12 茨城県+久町牛久3475 *02
987・ 0135 *9～ 19 *④  *食品、書籍、器具
小川自然食品店 0362上尾市上町2-7-25 80487・ 74・ 8504 *
9半～18半  *無 (臨時休業)*純正食品オーサワジャパン取
扱い、有機農産物、健康相談、毎月料理講習会 (CIよ り講師
派遣)、 リマ化粧品美容講習会、健康医学社指導講習 (浄血指導)

桜井商店 (埼玉東部プロック)0343越谷市大沢4-105 80489
・62・ 3479 *8～ 21 *無  *オ ーサワシャバン食品、書籍
太田屋本店自然食品部 0346久喜市南18-18 80480・ 21・ 0102
*9～ 19 *①  *食養相談、健康指導、食品、図書販売、リ
マ化粧品、玄米食品会、CI定期講習会
けいらく操法普及会 0336浦 和市常盤9-322180488・ 317819
*千日米子、正食とけいらく健康法、於熱海長寿会館 (随時)

予約制

自然健康食品三好屋 0336浦 和市Jじ甫和119-4 80488・ 86・ 72
34 *9～20 *0 *食品、書籍、器具販売、美容、健康相
言炎。 西こ達 ・ 配送承り まう

‐
。

大橋自然食品センター 0350川 越市霞ケ関北5-12-8 80492
32・ 9445 *9～ 19 *⑥  *無農薬野菜、食品、図書、化粧
品、玄米試食会、料理講習

「玄米の宿Jグループチェーン大宮店 0330大宮市土呂町272
-13 80486・ 665809 *9～ 19 *① *健康食品、無農薬
野菜、食養相談、書籍、配達 発送いたします。
「正直村」0364北本市本田1316580485・ 92・ 2007 *9～ 18
*昭和 6年豆腐、斉藤さんの納豆、アゲ、地粉バン、天然醸造
1味噌醤油など純正加工食品、有機農法野菜卸、巡回販売車あり。

く栃 木〉
晴雨農場 (テ リフリ)034913 栃本県下都賀郡藤岡町大前1751
80282・ 62・ 2635 *無 農薬野菜、穀物類 自給自足的基盤に立
っての衣・食・住の追求と実践。来訪の際、要連絡



7号食を実践しよう。ノ
…この時代だからこそ。

当会独自のシステノ、により、 7'ナ正食がらくら

く実行できま
`t千
本毒をと・んと'ん ツト泄し、 きオ1

いな血l液 をつくり、心身を,争化しま
‐
II

※7H泊設備完備 (通 いキリ可
'■81年度トック開催日

8月 17日 ―-23日    9月 14日 ～20日
10月 19日 -ヽ25日     11月 16日 2ヽ2日
※詳細はTELに てお問い合せくださいⅢ

真澄会健康センター
●心身改造ドック 0クールバード温浴 ●純正食品販売
新宿区下落合3-15-20大和日Iビ ル 901号
{国電口ri駅徒歩 5分 )8950-5219

食養をよりよく実践するために、日常生活の中でおこ

る身近な問題を、さまざまな形で取 り Lげて、皆で考え

てみましょう。

まず、具体的なテーマにそって、大森一慧先生の体験

に基づいたお話を聞き、そのあとで、自由な形式で質問

や意見交換をします。

ひとりよがりに陥らないで、楽しく食養をするように

共に語り、学んでいきたいと思います。

●テーマ/「子育てと社会参加」

●毎月2回、火曜日14:30～ 16:30(日 本CI協会 2階にて)
●講師/大森―慈先生  ●参加費/1000円

●問合せ/日 本 Ci協会 803・ 469,7631(担 当/越川みよ子)

■舞鶴市民会館大ホール、 9月 20日 (日 )午後 1時、F食べ

物で人生かとう変るかJ武者宗―郎・大阪府大名誉教授。
入場無料。食品汚染問題と人類の未来。問合せ/●0773

767126 天粒MBセ ンター
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種  別 年 会 費 特 徴

A 正 会 員 12,000Fl
月刊機関誌 |(年間11回発行)1部送呈。会員証、会員バッジ。各種行事割引。料理教室、無
農薬玄米配布つカムカムクラブ入会可。各種相談を受けられる。日本CI発行の図書・テー
プ5%引 き (図書券で)

B 賛助会員
12,000円

を2日以上
機関誌毎号 2部送呈。その他は正会員に同じ。日本CI発行の図書・テープ10%引 き (図書
券で)

C 誌  友 5,000円 月刊機関誌 1部送呈。料理教室、無農薬玄米配布のカムカムクラブ入会可。

D 法   人
30,000Fl

(2分割可)
④に同じ、本誌巻末に毎号、店名・住所・電話・営業時間・申し込み口数・その他を広告。
「新しき世界へ」5部配布 日本CI友の店シール配布

●下記の用紙または振替用紙に記入し、会費を添えて、〒151東京都渋谷区大山町11-5 日本C:協会会員係 にご送付ください。

月刊『新しき世界へ』購読案内

:悪 輯匿 ∃  財 団 日 本 CI協 会 入会 申込 書 鰭書
で書いてください。)

私は日本 CI協会の会員になりたく、次の通り申し込みます。 (会員別の符号を○でかこんでください。)

E三三]年 E三三]月号から□ 年間分
A.正 会 員   B.賛 助会員    C.誌   友   D.法 人 (店舗)
(12,000円 )    (12,000円 を  口) (5,000円)     (30,000円 を  回。 2分割可)

■ぃったん納入された会費、誌代は、返却できません。 附
　
日
本

Ｃ
Ｉ
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Ｉ
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ィ
ッ
ク
運
動
の
国
際
セ
ン
タ
ー
で
、
研

究

・
教
育

。
普
及
活
動
を
展
開
し
て
い
る
非
営
利
団

体
で
す
。
会
長
、
桜
沢
里
真
。

活
動
内
容
は
、

①
実
用
弁
証
法

（無
双
原
理
）
と
正
食
法
の
研
究

・

実
践

。
普
及
。

②
桜
沢
如

一
ほ
か
、
右
の
内
容
に
関
連
し
た
図
書

・

出
版
物
の
刊
行
。

③
講
演
会

・
講
習
会

・
研
究
会

・
正
食
料
理
教
室

・

正
食
医
学
研
修
講
座

。
海
山
ス
キ
ー
な
ど

の
健
康
学

園
、
特
訓
セ
ミ
ナ
ー

・
海
外
研
修
旅
行
の
開
催
。

④
正
食
医
学
に
よ
る
食
事
健
康
相
談
会

の
開
催
。

⑤
出
張
講
習

。
講
演
会
な
ど
の
斡
旋
。

⑥
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

の
事
業
部
と
し
て
オ
ー
サ
ワ
ジ
ャ

パ
ン
株
式
会
社
が
あ
り
、
純
正
食
品

・
無
農
薬
農
産

物

・
料
理
器
具

。
自
然
化
粧
品
な
ど

の
普
及
販
売
。

⑦
関
連
活
動
団
体
、
各
地
セ
ン
タ
ー
、
事
業
組
織
な

ど
が
多
数
活
躍
中
。

③
欧
米
は
じ
め
全
世
界
に
関
連
団
体
多
数
活
動
中
。

フリガナ

氏  名

職 業 (

男・女
明

生年月日ぬ 年 月

)

日生

住  (〒     ) (°
°号室)(○○様方)と 詳しく。

所 TEL

ご家族 ① 独身 ② 既婚 (家族名・構成内容 )

玄米歴 備 考



●
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
扱
い
他
社
本
の
お
知
ら
せ

『田
村
式
計
画
産
児
法
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
会

田
村
い
と
の
著
　
　
　
　
　
　
（
あ
８
円
、
二
一吾
円
）

『砂
糖
病
』
甘
い
麻
薬
の
正
体
　
　
　
　
　
　
日
貿
出
版
社

ウ
ィ
リ
ア
ム

・
ダ
フ
テ
ィ
著
　
　
（三
ｏ
ｏ
円
、
〒
一一三
〇
円
）

『有
害
な
子
供
食
品
』　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
月
社

郡
司
篤
孝
著
　
　
　
　
　
　
　
　
（突
ｏ
円
、
〓
一８
円
）

『か
た
み
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ち
く
さ
会

小
川
み
ち
著
　
　
　
　
　
　
　
（舌
８
円
　
一工
一吾
円
）

『植
物
の
不
思
議
な
力
＝
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド
』
　
　
講
談
社

ト
ー
キ
ン
、
神
山
著
　
　
　
　
　
（買
ｏ
円
　
一工
一８
円
）

『自
然
農
法
』　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
事
通
信
社

福
岡
正
信
著
　
　
　
　
　
　
　
（冥
８
円
、
二
一一８
円
）

『自
然
農
法

。
わ
ら

一
本
の
革
命
』
　
　
　
　
　
　
柏
樹
社

福
岡
正
信
著
　
　
　
　
　
　
　
（三
〓
円
、
二
一一８
円
）

『奇
蹟
と
喜
び
の
我
が
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
人
生
』
　
　
鶴
島
丈
夫

鶴
島
丈
夫
著
　
　
　
　
　
　
　
（
三
８
円
　
一正
一き
円
）

『観
相
術
の
秘
伝
』
前

・
後
篇
　
　
　
　
　
　
　
竹
井
出
版

水
野
南
北
著
、
平
秀
道
訳
（２
冊
で
三
８
円
、
正
三
日
Ｕ

『姓
名
の
神
秘
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紀
元
書
房

熊
崎
健
翁
著
　
　
　
　
　
　
　
　
（圭
ｏ
円
、
二
一吾
円
）

『野
史
辞
典
』
　́
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
シ
ェ
ル
出
版
帥

八
切
止
夫
著
　
　
　
　
　
　
　
（杏
８
円
、
〓
二８
円
）

『見
え
ぎ
る
恐
怖

。
食
品
汚
染
』
　
　
　
　
　
　
　
講
談
社

武
者
宗

一
郎
著
　
　
　
　
　
　
（《
ｏ
円
　
一正
一吾
円
）

『
マ
ン
ガ
で
わ
か
る
砂
糖
の
有
害
性
』
　

帥
法
経
教
育
開
発

田
村
豊
幸
著
　
　
　
　
　
　
　
　
（呂
ｏ
円
　
一二
占
円
）

「
マ
ン
ガ
で
わ
か
る
ク
ス
リ
の
有
害
性
』
欄
法
経
教
育
開
発

田
村
豊
幸
著
　
　
　
　
　
　
　
　
（昌
ｏ
円
　
一二
占
円
）

健
康
を
守
る
長
命
の
酒

鈍の餅

自
然
酒

無
肥
料
、
無
農
薬

の
自
然
米
を
原
料
と
し
て
、

防
腐
剤
、
増
量
ア
ル
コ
ー
ル
、
ブ
ド
ー
糖
、
化

学
薬
品
等

一
切
入

っ
て
お
ら
ず
、
出
来
上

っ
た

ま
ま
を
ビ
ン
詰
め
に
し
た
貴
重
な
お
酒
で
す
。

十
本
単
位
に
て
全
国
に
発
送
い
た
し
ま
す
。

二
級
税
率
適
用
　
一
・八
リ
ッ
ト
ル
　
一
七
二
〇
円

一
級
税
率
適
用
　
一
・八
リ
ッ
ト
ル
　
一
一
王
ハ
○
円

代
金
前
払
い
、
送
料
着
払
い
。

Ｏ
振
替
／
大
阪
九
五
二
五
九
　
大
喜
酒
販

住
友
銀
行
庄
内
支
店
当
座
／
二
三
四
四
五
五
　
大
喜
酒
販

大
喜
洒
販

笏
辞
鰹
録
一打彗
軒
設

第 1集

食物による健康法・ 料理法特集
『新しき世界へ』1980年 809月合併号    特価1200円
保存 活用版 睛 名 。手当名の索引つき)   ●1螂購入″鶏乳

桜 沢 里 真 /葉 月の食養料理        1部 無代進呈

大 森 英桜 /七号食。少食・反応、手当法の実際
大 森 一慧/一家を健康にする料理の工夫、食箋料理
●第2集 (11月 号)は健康相談特集です。 (価格は第1集と同じ)



●機関誌「75回陶

●ヨネヒトくらぶ会員制度 (無農薬有機玄米

食品供給制度)

ヨネヒト販売員を募集 .4′

男女各 2名 年齢は問いません。ファイトあ
●料理、自然医学、ヨガ、姓名学の各教室  | る同志を求む。将来、自然食の店を持ってマ
●自然塩の自主流通運動 ●薬害の追放運動 | クロビオティック運動をともにやっていく意
●農薬と化学肥料を追放し、国内の農業生産 1欲ある人、味聴のすべてを開放します。

自給率を高めましょう。 ■問い合せは、各小売店か事務局ヘ

〒173東京都板橋区向原 1-11-5         電話 03(958)8645
江古田店 (03・ 948・ 5701)、 成増店 (03・ 976・ 0231)、 八王子店 (0426・ 76・ 1258)

自然のままに…フレッシュなコールドプレス(冷圧法)
●アプラ菜科のからし菜の種子は

日本でも昔から高級食用油の原

料でした。

●コールドフレスは食用油搾油法

としては、最高の技法です。上

下の圧力によって熱を加えず、

風味がとても豊かです。

●からし菜の種は生のまま搾れる

ので、貴重な栄養成分を豊富に

含んでいるほか、天フラなどに

しても1要 が強く、 とても経済的
です。

ハ1墜動
植 物 性 食 用 油 ●からし菜油にはビタミンEがたっ

ぶり (35m9%)です。また、から

し菜油独得の天然の酸化防止成分

が過酸化脂質の発生を防Jlし てく

れるので安心して召し上れます。

●サラダに、天フラに、あらゆる食

用にとうぞ.′

乙ゝ 鱗法輪M
803(44フ )2260

東京都港区高輪1-23-34芝 高輪ハイツ

ミネ
継?争 |:是釜3操「赤穂の天塩」

t__´ ´́ ´´́
´ ~

塩の生命は

海水が自然にもつ成分

ミネラル等の独特の

パランスにあります

塩の微量成分 |ま

食品の仕上りや昧に

決定的な役割りを

果たします

◆昔から塩が作られていた塩田は、昭和
46年全面廃止され、工場大量生産方式

(イ オン交換膜製塩法)にかわりました。

◆その結果、塩は、NaC1 99%以 上の精製
されたものになりました。

◆自然塩復活を願う日本 CIは じめ各界
のご協力により生れた「赤穂の天角

は、食生活の原点としての灯をともし
つづけております。

靭射自然塩普及協会
東京3新宿区百人町2丁目24番6=〒 160
003・ 364 ・2721



昭和56年度 (%・ %～%)募集。′
玄米 をは じめ各種 の穀物や野菜 、海草 な どの持 つてい る素朴 な

味 を最大限 にひ き出 し、肉体 と精神 の養 い とす るお料理 を指導

い た します。天 然醸造の味嗜 、書油 、自然 塩 、純正のゴマ 、菜

種 の油 などで調 味 し、砂情 や化学 調味料 はい つさい用いませた

●初級コース/マ クロビオティック料理の基礎 (基本食、食箋料理など)昭 和56年 9月 23日 開講
●中上級師範コース/桜沢流普茶、懐石料理。フランス、インドなど世界各国の民族風自然食料理。

美容食、治療食を含む応用 コース 昭和56年 9月 22日開講

●校長/桜沢里真 (日本CI協会会長)
●定員/各 クラス40名

(年齢・性別に制限ありません)

●特典/規定の回数出席 し、試作会に
出品された方に免状 を授与 いた しま

す。

●いったん納入 された受講料 はお返 し

できませんので、ご了承 くだ さい。

●申込み/申込用紙に記入 し、受講料
を添 えて、下記へ。

●持参品/筆記用具、エプロ ン、スカ
ーフ (手拭 い)

●日本 C:協 会の会員 (正会員、年 1
万 2千円など)ま たは誌友 (『新 しき

世界へ』購読、年 5千円)に なること。

〒151東京都渋谷区大山町‖-5 803(469)7631

キ  リ  ト  リ  線  ― 一 一 一 ― ― ― 一 一 一 一 一 一
―

リマ・ ク ッキ ン グ ア カ デ ミー (昭和5眸度秋期)申 込 書

日フトC il協髪やクッキングアカデミー係

健康 と幸福と美 を創 るマクロビオティックの料理教室

11:00-14:00

11:00-14:00

¥3,000

(入学時のみ)

¥4,000¥ 4,000AB・ クラス

¥22,000

CD・ クラス

¥22,000

C.D

¥6,000

¥6,000 ¥6,000

※○印をつけてください継続/前回のコース名 ( 希望クラス A・ B・ C・ D

1.正会員(の家族)です

会員番号 (   )
2.誌友 (の家族)です
3.CIの 雑誌購読 していません |:III最

量管ました

自宅 市外局番
電話 (   )

職 業
勤務先

勤務先 市外局番
電 話 (   )

円を添えて申込みます。

日本CI協会御中



＊

ｌ
ｌ

ｌ

ｌ

＊

＊

１
ｌ

ｌ

ｌ

＊ =三

‐
:L↓摯翼(初級・=,中講座 1

日曜F//日召禾口56:竿 9月 19日  (■)～ 9月 20日  (日 )  1'自 2日   (%2時受f」 開始、%)3H、午月会,

主 催 。会場 //日 本 CI協 会 (イ ンターマ ック)本部  〒151東京都渋谷区大山町115嶽 03)4697631

野菜いため御飯、野菜シチュー、蓮根いんろ  芳 、タル トポチ ロンなど、大切な食養基本料

う、ガ トーロール、玄米餅スープ、蓮根煮付、  理の実習があります。料理実習のほかに、食養

プー リー、そば寿 :J、 煮込 うどん、たたき牛   の考え方や実際 についての講義 もあります。

9月 19日 (土 ) 9月 20日 (日 )
6:Oo  起床、清掃

7 rj,  実習 1吉成贅l江 fl

10i。   食養基本料理 I

1131   1桜 沢 11真
'

11130  質 疑 応 答

12:00 丈習 (桜 沢里真 )

食養基本料理Ⅲ|| |,Iヽ11

ll:|｀ 1  実習 (桜 沢里真,

18・沖   食養基本料理 I

解散

1,In  講義  IFi本 政|き ,

Jl 11,マ クロピオティックについて

自 由 日寺 間
(X)消火1 41寝

●講師/桜沢里真、橋本政憲、吉 llk知1江子

●特典/4回 分を合わせて修 ∫された方 に
リマ・クソキングアカデ ミーの初級免状

を授 りします。

●受講料//12.0001il(材料費を含む)CI
会鮮ll■ 71i'自 するノ、13、 000111、

●申込み/申込書に記入 し、受講料 を添 え

て現金書留で食養料理講座係へ。

●締切 り/9月 15日は)必 着。ただ し、定
員になり次第、締切 ります。

●取消 し/9月 15日 までは、手数料 2000円

を引いて返還。 9「116日 以降は会の運営

L、 半額返還 となります。

●持参品/筆記用具、ねまき、エプロ ン、
スカーフ (頭にかぶ るもの )、 雑

「
|]。

●日本 CI協会の会員 (正会員、年 1万 2

千円など)ま たは誌友 (『新 しき世界へ』

購読、年 5千円)に なること。

食 養 料 理1講 座1菫●(%■|%)申‐込 書

日

生

歳

　

月年

明

人

昭

男

。
女

1正会lt(の 家族)で |

会lミ番))(   リ
2誌友 (17D家族)です
3CIの雑誌購読していません

耕
・麟

tあヌ省爆リ

料理 I、 Ⅱ、Ⅲ

(1[]3.0001■ 1)氏 名

(〒 ,

イil,ll子 道
県
都
府

rl宅 市外局番

電話 (  )
職  業
勤務先

勤務先 市外局番

電 話 (  )

円を添 えて申込みます。

日日本 CI協 会御中 1981年    月

今までに食養料理集中講座を受講された

方は、記入してください。



10月

●日時/昭和56年 10月 10日 ||」

1時受付開始、10月 11日 (日)4
‖、ヤ角イオ女。 1,F12 11

●主催および会場/日 本CI協
会本部 〒151東京都渋谷区大
LIJ‖ 111-5  1■ 03-469-7631イ ヽ)

●講師/大森英桜
●研修費/15,000111(外泊の場

合 )。 CI会館での宿泊は1000円
増。

●持参品/食器 (茶 わん、汁わ
ん、中皿、はし、布||;2枚X学
習用具、洗面用具、雑巾

●申込方法/申込書に記入し、
研修費を添えて日本CI協会あ
て現金書留で送るか直接持参す

る。日本 CI協会の会員または
誌友でない方はお申込 ください。

(誌友年購読費 5,000111よ り)
●締切り/10月 6日 着。

●取消し/10月 6日 までの取消

しは手数料2000円 をひいて返還

します。それ以後の場合は会の

運 1,キ 上、半額返還となります。

*食事は日本CI協会の料理劇;
が調理する玄米正食料理です。

*人 数に余裕があるときは、淵;

分参力||も 受け付けますので、お

問い合せください。

|ス|ケ|ジユ|■|ル講義の1内1容

1.各種病気の病因、症状、陰
陽と食養療法

その 7.生殖器 (男、女)
2.  同  上
その 8.脳と神経系
3.  同  上
その 9.目

4.  同  上
その10.耳、鼻、歯、日、のど

5.  同  上
その11.骨、関節、外傷

6.  同  上
その12.皮膚、血液

10月 10日 (土 )

10月 11日 (日 )

6 :00--7

7 :00^-9

9 :30ヽ -11

11:30ヽ-1

1 :00ヽ-1

1 :30^-3

3 :30-4

起床、清掃、体操、歌

講義 4

講義 5

朝 食
写真、次卜」分受付

講義 6

受講生交流茶話会

正 食 医 学 講 座 V(%～ %)申 込 書

1.CI会館で宿泊=16,000円  2.外泊 します=15,000円  3.部 分参加 講義 I、 Ⅱ、田、Ⅳ、V、Ⅵ

※部分参加の方は、講義
号を記入してください。
(定員に余裕ある時受け付
けます。)

日
生

月年
明
大
昭

1正会員の家族です
会員番号 (   )
2.誌友 (の家族)です
3 Clの雑誌購読していません

職 業
勤務先

勤務先 市外局番

電 話 (  )
自 質:市外局番

電 話 (  )

正食医学講座出席      回目
円を添えて申込みます。

日本 CI協 会 御 中 1%1年 ・ 月



9月

●日日寺//日召禾口56年 9月 12日 (J

l時受付開始、 9月 13日 lE)4
時解散。 1泊 2日

●主催および会場/日本CI協
会本部 〒151東京都渋谷区大
山口Tll-5 ■

'03-469-76310●講師/大森英桜
●研修費/15,000円 (外泊の場

合ヽCI会館での宿泊は1000円
増。

●持参品/食器 (茶わん、汁わ
ん、中皿、はし、布巾 2枚X学
習用具、洗面用具、雑巾

●申込方法/申込書に記入し、
研修費を添えて日本CI協会あ
て現金書留で送るか直接持参す

る。日本 CI協会の会員または
誌友でない方はお申込ください。

(誌友年購読費 5,000円 より)

●締切り/9月 8日 着。
●取消し/9月 8日 までの取消
しは手数料2000円 をひいて返還

します。それ以後の場合は会の

運営上、半額返還となります。

*食事は日本CI協会の料理部
が調理する玄米正食料理です。

*人数に余裕があるときは、部

分参加も受け付けますので、お

問い合せください。

1.各種病気の病因、症状、陰陽と

食養療法

その1.呼吸器 (気管支、肺)
2.  同   上
その2.循環器 (心臓、血管)
3.   同   上
その3.消化器 (食道、胃)

その4.消化器 (十二指腸～肛
門)

同   上
肝、胆、膵、牌臓

同   上
泌尿器 (腎、膀脱)

同

その5,

その6.

*講義の録音はご遠慮 ください

9月 12日 (土 )

1:00～ 1:30 受付、
1:30～ 3:30 講義1
4:00～ 6:00 講義2
6:00～ 7:30 夕 食
7:30～ 9:30 講義3
11:00    消灯、

開会

9月 13日 (日 )

6

7

9

11

1

1

3

00^-7 :00

00^-9 :00

30^´ 11:30

30^‐ 1 :00

00^´ 1 :30

30--3 :30

30- 4 :00

起床、清掃、体操、歌

講義 4

講義 5

朝 食
写真、次回分受付

講義 6

受講生交流茶話会

No.

1.CI会館で宿泊=16,000円  2.外泊します=15,000円  3.部分参加 講義 I、 Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、V、Ⅵ

ら、リカ=を

氏名

(  )歳

月   日
生

年
明
大
昭

男

・
女

1正会員の家族です
会員番号 (   )
2誌友 (の家族)です
3 cIの雑誌購読していません

※部分参加の方は、講義番
号を記入してください。
(定員に余裕ある時受け付
けます。)

(〒

住 所
)

道

県

都
府

自 宅 市外局番

電 話 (  )

職 業
勤務先

勤務先 市外局番

電 話 (  )

円を添えて申込みます。

日本 CI協 会 御 中 19a年  月 日
正食医学講座出席      回目



下北沢 小田急線 (各駅停車 )

至渋谷

8月 20日 困～23日 18)PU大 学 夏のセミナー 3
,自 4日 、 那須自然農法研究所 にて。 詳糸田は 6、  7月
号を御覧下さい。

9月 6日 (日)11時～ 2時 正食医学による健康相談
講習会 (公開)講師/大森英桜
正 しい食べ物、正 しい食べ方、正 しい生活法 による

健康確立、体質、性格改善、病気指導の公開講習会

です。相談希望の方は必ず予約して下さい。当日は

10時 までに 2階へ来て下 さい。聴講はどなたでもで
きます。会費/相談する人 (正会員以上)=10,000
円 正会員聴講者 =2000円 、一般聴講者 =2300円
午後 3時～ 5時半 月例講演会「食養の失敗例 とそ
の原因」―間違わないために一講師/大森英桜 会
費//正会員=1300円 、一舟支-1500円

9月 9日 因  1時～ 3時  くれない会総会 運動の
要■_E、 会則、役員の選任 などの議決 をしますので、

くれない会の全会員の方、ご参集 ください。

9月 11日 日 午後 6時～ 8時 健康書道教室 %、
え、%、 %、 え、%。 講師/織田秋海 会費/1回
500円。 漢字、 平がな。 メ、F]在矢迎。 カタカぅ卜から
9月 12日 l■ l、 13日 lB)正食医学講座V 講師/大森
英桜  詳府Ⅱは別紙 をご覧 ください。
9月 15日 ω・ lal正午～ 2時半「初心者のための食養
説明試食会」本間昇 ほか 会費/1000円 、食事つ き
13日 (日 )ま でに申し込み をして ドさい。

3時～ 6時「ヨーロッパ・ ツアー報告会」 桜沢里
真会長や参加者から、旅行の感想などを話 していた

だきます。だれでも出席蓄矢迎。お茶代/300円
9月 19日 田、20日 (日)食 養料理講座 初級Ⅲ 講師i
//桜沢里真ほか 詳糸田は号」紙 をご覧 ください。
9月 22日 ω、23日因、食養料理教室 リマクッキン
グアカデミー 秋期開講  講師/桜沢里真 ほか。詳
細は別紙 を御覧下さい。

9月 22日 ω  2時半～ 4時半 マクロビオテ ィック
座談会  講師/大森―懇  会費/1000円
9月 23日 因 。la1 3時 ～ 5時 ・80陽友会  食養の勉
強会、交流の場。だれでも参加歓迎。会費100円。
9月 26日 lEL1 1時 ～ 4時 手作 リバン講習会 講師
/横田和敏 申し込みは、オーサワジャバ ンヘ。a
465・ 5021 会費/1000円 (天然酵母 1袋付 )
午後 6時～ 8時  PU経 済原論を読む会 高祖英二
ほか  会費//500F]
9月 27日 (日)1時 ～ 3時  PU大 学講演会「古井戸
から飛び出た蛙の報告」(ア メリカ旅行)講師/′ Jヽ川
みち 会費/正会員-1300円 、誌友 。一般 =1500円
3時半～ 6時 PU大 学物理学講座(1)講師/宮沢
秀明 会費/正会員は1300円 、誌友 。一舟支-1500円
9月 29日 四  3時～ 5時  舞踊教室 日本舞踊 を初
歩から稽古 します。指導/藤間清重 (宗家藤間流名

■毎木曜日は休館です。 (オーサワジヤパンは営業)

日 本 CI協 会

〒151東京都渋谷区大山町11-5

0会員でなくても参加歓迎です     ● 03・ 469・ 7631 代)
●録音はご遠慮ください    小田急線 。東北沢駅下車2分

取)会費/1回 1000円 、以後%例 0、 %伏)、 %例0、 形
ω・・…・今秋は%ま での予定です。%ま でに要予約。
10月 4日 (日)11時～ 2時 正食医学による健康相談
講習会 (公開)講師/大森英桜 %の 項参照。
午後 3時～ 5時半 月例講演会「夢と予言と食物と」
講師/大森英桜 会費/正会員 =1300円 、誌友 。一
月支-1500円
10月 6日 四  2時半～ 4時半 マクロビオティック
座談会  講師/大森一懇  会費/1000円
10月 10日 日、11日 lB)正 食医学講座V 講師/大森
英桜  :務田1朗 Jふ氏を御覧下 さい。
10月 18日 lE)GO生 誕祭 (1■ 2時～ 2時 餅つき試
食会  (2)2時半～ 6時 発表会 会費/1800円  発
表会は、会員の皆様から、あらゆる分野 における研

究、体験 、意見、訴えたいこと等や、料理、芸術、

工芸、農産等での公開発表 をしていただくもので、

発表 して下 さる方は、要旨、所要時FE5等 を必ず、14

日因 までにお知らせ下 さい。会員相互の堅苦 しくな
い会ですから、多くの方 々が発表 して下 さい。

10月 20日 ω  2時半～ 4時半 マクロビオテ ィック
座談会  講師/大森―懸  会費/1000円
10月 24日 l■1 1時～ 4時  手作 リバン講習会  講師
/横田和敏 %の 項参照
午後 6時～ 8時 PU経 済原論を諄む会 高祖英二
ほか  うざ費//500円
10月 25日 (日)正午～ 2時半「初心者のための食養説
明試食会」本間昇ほか 会費/1000円 、食事つ き
23日 0ま でに申し込み をして下 さい。
3時半 ～ 6時 P∪ 大学物理学講座(2)講師/宮沢
秀明  会費/正会員-1300円 、誌友 。一舟l=1500円

9月 からの新講座等のお知らせ
1.物理学講座 無動カポ ンブや超強力永久磁
石 など多数の重要な発明 をされ、80歳代 とは思

われない若さと体力で研究に取 り組んでおられ

る宮沢秀明先生に、物理学の基礎、原子、物性、

電気、機械、原動機、エ ネルギーなど、毎月 1

回の予定で長期にわたって講義 していただ きま

り
~。

2.舞 踊教室 日本情緒 を動と曲から学び柔軟
な体 と心 を養おう。日本の伝統舞踊を初歩 から

稽古 します。毎週 1回 の予定です。ご希望、予

約 などお寄せ下さい。指導/藤間清重 (宗家藤
間流名取 )

3.初 心者のための食養説明試食会 これから
食養 を始める方々に、その意義、具体的方法、

陰陽 などについて説明 します。ぜひ多くの方々

にご案内 ください。毎月 1回 の予定です。玄米
ご飯 に一汁一菜の食事つ き。



■ 8月 13日 (木)～ 15日 (土 )、 夏季休業します。



リマ化粧品 植物性

〒 175東 京都板橋区成増2 35 4 TEL03 976 2525

〒550大阪市西区立売堀244永 I帯 ビル2F TEL06 533 3081
〒 104東 京都中央区銀座 1 20 4 NKヒ ル 6・ 7階

肌にやさしい

素肌に関心のある方に

使項:いただきたい。

化粧水からメイクアソプ用品まで発売К おりま魂

リマ化粧品販売株式会社

リマ化粧品西日本販売株式会社

(発売元),マ 化粧品株式会社

●全国の自然食品店。薬店・化粧品店。デパートでお求め下さい。

（年
間
、
正
会
員

一
万
三
千
円
、
誌
友
五
千
円
）


